
（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告書第176集

新保川中村前遺跡w
ー級河川染谷川河川改修工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書第 4 分冊

第 6·7 次の調査

《本文・遺物観察表編》

1 9 9 4 

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団





（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告書第176集

しんぼ たなかむらまえ

新保川中村前遺跡w
ー級河川染谷川河川改修工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書第 4 分冊

第 6·7 次の調査

《本文・遺物観察表編》

1994 

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団





1 弥生時代の遺物が多量に出土した 2 号河川跡（南より）

2 2 号河川跡出土の黒漆彩文土器





序

高崎市新保田中町の地域を流れるー級河川染谷川の河川改修工事に伴う埋蔵文

化財の発掘調査は昭和59年度より当事業団によって進められています。既に調査

成果も「新保田中村前遺跡 I·II·III 」の 3 冊の調査報告書を刊行いたしました。

平成 4 年度になって、河川改修工事対象の最後の地区の工事がなされることと

なり、同年10月から翌平成 5 年 6 月にかけて発揺調査を行いました。今回の調査

でも、以前の調査で確認されていた埋没河川が調査され、そこより大量の木製品、

動物遺体、骨角器、土器等が発見されました。特に骨角器は弥生時代の内陸部の
ゆはずじょうゆうせん

発見としては希なものとなり、その中にはオオカミのキバ、弓弾状有栓骨角製

品等の全国的にも学術的に貴重なものが出土しました。

これら調査された資料は、平成 5 年度の本事業最終の調査報告書を刊行するた

めに整理作業を行いました。大量の遺物を抱えた中、また、事業の期限がせまる

中、担当職員が四苦八苦して、報告書をまとめ上げ、ここに「新保田中村前遺跡

w」の調査報告書を上梓することができました。

発掘調査から調査報告書刊行に至るまで群馬県土木部、同高崎土木事務所、群

馬県教育委員会文化財保護課、高崎市教育委員会、地元新保田中地区の地域住民

等には終始、ご指導、ご協力を賜りました。これら関係者の皆様ならびに調査開

始から終了まで酷寒、酷暑のなか、また、水との戦いの中で調査を担当した職員

と作業員の方々に衷心より感謝の意を表したく存じます。また、本報告書が関越

自動車地域埋蔵文化財発掘調査の「新保遺跡」の報告書と共に、本地域の歴史を

解明する上で十分活用されることを願い序とします。

平成 6 年 3 月 1 日

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長"•寺,,,.之





例ロ

1.本書は、ー級河川染谷川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第 4 分冊「新保田中村前遺跡 w 」

である。本改修工事関連の発掘調査報告書はこれまでに 3 分冊を刊行しているが、本書はこれらの報告書の

最終報告書となる。本書の報告は第 6 • 7 次調査を対象とし、調査区の E 区と F 区が対象となっている。

2. 今回の調査地は群馬県高崎市新保田中町字田中561-2 、 563-1~5 、 565番地と字稲荷266 、 267-1~3 、 268-1 • 

3番地であるが、本調査は昭和59年から継続する事業であり、遺跡名は第 5 次調査までの遺跡名を踏襲し、

大字に相当する「新保田中」に当初の発掘区内で最も広い小字である「村前」を付して遺跡名とした。

3. 発掘調査は群馬県（土木部河川課）の委託により、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4. 今回の調査は一連の発掘調査の第 6 次•第 7 次調査となるが、発掘調査および整理事業の実施期間は以下

の通りである。

発掘調資 第 1 次調査昭和59年10月 1 日～昭和59年12月 28 日

第 2 次調査昭和60年 9 月 2 日～昭和61年 3 月 31 日

第 3 次調査昭和61年 7 月 1 日～昭和62年 3 月 31 日

第 4 次調査昭和62年 5 月 20 日～昭和63年 3 月 26 日

第 5 次調査昭和63年 4 月 7 日～昭和63年12月 28 日

第 6 次調査平成 4 年10月 1 日～平成 5 年 3 月 31 日

第 7 次調査平成 5 年 4 月 5 日～平成 5 年 6 月 25 日

整理事業 第 1 年次 平成元年 6 月 1 日～平成 2 年 3 月 31 日

第 2 年次 平成 2 年 6 月 7 日～平成 3 年 3 月 31 日

第 3 年次 平成 3 年 5 月 1 日～平成 3 年 9 月 31 日

第 4 年次 平成 5 年 4 月 1 日～平成 6 年 3 月 31 日

5. 調査の体制は以下の通りである。

第 1 次～第 5 次調査

事務担当 白石保三郎・邊見長雄・井上唯雄•松本浩一・大沢秋良•田口紀雄・上原啓巳・神保侑史・定

方隆史・住谷進・徳江紀・巾 隆之・国定均・笠原秀樹・須田朋子・小林昌嗣•吉田有

光・柳岡良宏

第 6 • 7 次調査

事務担当 中村英ー・近藤功•佐藤務・神保侑史・斉藤俊一・巾 隆之・国定均・笠原秀樹・須田

朋子・柳岡良宏・船津 茂・高橋定義

第 1 次～第 5 次調査

調査担当 第 1 次調査石坂茂（調査研究員）

徳江秀夫（同上）

大西雅広（同上

第 2 次調査友廣哲也（同上

徳江秀夫（同上



小林裕二（調査研究員）

第 3 次調査相京建史（主任調査研究員）

小島敦子（調査研究員）

松村和男（同上）

第 4 次調査相京建史（主任調査研究員）

麻生敏隆（調査研究員）

松村和男（調査研究員）

第 5 次調査相京建史（主任調査研究員）

中山茂樹（同上）

小島敦子（同上）

第 6 • 7 次調査下城正（主幹・専門員）

桜岡正信（主任調査研究員）

石守晃（同上）

金井武（同上）

斉藤英敏（調査研究員）

6. 本書作成の担当は以下の通りである。

編集下城正

本文執筆 下城正友廣哲也 (2 号河川跡出土土師器に関して。） 大木伸一郎 (2 号河川跡出土弥生

土器に関して。） 金子浩昌（ 2 号河川跡出土の骨角製品・動物遺体に関して。）

遺構写真 桜岡正信・石守晃・金井武・斉藤英敏

遺物写真 佐藤元彦（技師）

金属器・動物遺体保存処理 関 邦ー（技師） ・小材浩一（整理補助員） ・樋ロー之（整理補助員）

木器・植物遺体整理 整理補助員 高橋真樹子・高橋節子・五十嵐由美子・伊東博子

遺構図・遺物整理 整理補助員 平野照美・笠井初子・南雲素子・小池 縁・吉沢やよい・高橋早苗・木

暮留美・飯田文子・池田和子・内山由紀子

遺物観察 下城正友廣哲也 (2 号河川跡出土土師器に関して。） 大木伸一郎 (2 号河川跡出土弥生

土器に関して。）

7. 発掘調査および本書の作成にあたり、下記の諸氏よりご指導・ご協力をいただいた。ここに記して感謝の

意を表す次第である。（順不同、敬称略。）

飯島静男（石質鑑定） ・金子浩昌（動物遺体鑑定） ・高橋英雄・高橋宇ー・田島清美・阿部光喜・阿部俊

次•新保田中町区長・新保町区長・高崎市農業委員会・高崎市教育委員会

8. 遺構図面類および出土遺物は一括して、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・群馬県埋蔵文化財調査セン

ターに保管してある。



凡 例

1.本書に使用した方位は座標北を示す（国家座標w系）。

2. 遺構図の縮小率は以下を原則とし、図中に表記してスケール表記は省略した。

全体図 1/250 住居跡・土坑．柱穴土層断面 ]/ 60 円形周溝遺構 1/80 柱穴群 1/100 溜

井・道路状遺構・溝•河川跡 1/200 水田・畠跡1/100

3. 本書の遺構番号は種類ごとに村前地区の番号を踏襲しているが、柱穴に関しては各調査区内での通し番号

となっている。

4. 本書の挿図中に使用したスクリントーンは以下の内容を示す。

遺構図 遺物図

ロニl 焼土 ［口こ］土器・土製品の赤色塗彩

□□]木製品の炭化範囲

5. 本文中でテフラについて略称を用いたが内容は以下の通りである。

略称 名称 降下年代

As-A 浅間A テフラ 1783年

As-Kk 浅間一粕川テフラ 1108年以降、 1783年以前。

As-B 浅間 B テフラ 1108年

F P F-1 Hr-FA噴出直後の泥流堆積物 6 世紀前半

Hr-FA 榛名ニッ岳渋川テフラ 6 世紀初頭

As-C 浅間 C テフラ 4 世紀初頭

6. 本書での遺物には種類ごとに略称を付し通し番号を付した。内容は以下の通りである。

P 土器・土製品 S 石器・石製品 w 木製品 M 金属器 B 骨角製品

7. 本書の遺物図の縮小率は以下を原則とし、遺物番号と併せて縮小率を表記しスケール表記は省略した。

土器・土製品 1/3 • 1/4 石器・石製品 1/3 • 2/3 木製品 1/4 • 1/6 金属器 1/2 骨角製品

1/2 • 2/3 • 1/3 

8. 本書に掲載した遺物の点数は土器・土製品1653点、石器・石製品285点、金属器l点、木製品644点、骨角

製品148点である。
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第 1 節既調査の概要

調査の経過

ー級河川染谷川は榛名山東南麓に源を発し前橋台

地中央で井野川と合流する、利根川を幹川とする第

3 次支川である。

本河川は昭和39年以降、治水対策・農業振興を兼

ねた中小河川改修工事が随所で行われてきた。高崎

市新保田中町の流域は治水対策上早期から河川改修

工事の要望があり、昭和58年度になって具体化して

きた。

県土木部河川課は昭和59年度より染谷川の河川改

修工事を着工するため、昭和58年度に同地内工事対

象地域の埋蔵文化財発堀調査の必要性を県教育委員

会文化財保護課に照会してきた。

これを受けて県文化財保護課は工事対象地区の分

布調査を実施するとともに、対象区域が関越自動車

道新潟線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査で確認

された新保遺跡の隣接地であることがわかった。

新保遺跡は弥生時代～平安時代にかけての集落・

寺院跡・水田跡・河川跡等が確認され多量の木製品

が出土した、全国的にも著名な大遺跡である。

この要件をもとに染谷川の河川改修工事区域は、

新保遺跡と同等の遺構の存在が予想されたため、県

文化財保護課は県河川課に対し、対象区域の事前の

埋蔵文化財調査の必要性を回答し、その取り扱いに

ついて協議を重ねた。

これらの協議の中で試掘調査は高崎市教育委員会

第 1 図遺跡位置図(1/300,000)
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が実施することになったが、発掘調査は（財）群馬

県埋蔵文化財調査事業団が実施することとなった。

発掘調査に先立ち県土木部と（財）群埋文事業団

は「ー級河川染谷川河川改修に伴う埋蔵文化財発掘

調査」の委託契約を昭和59年 10 月 1 日付で締結し、

発掘調査に着手して行った。

第 1 次調査は昭和59年10月 29 日～同年12月 5 日の

間で実施し、村前地区の北端調査区の1550対を発掘

調査した。

第 2 次調査は昭和60年10月 1 日～昭和61年 3 月 29

日の間で実施し、村前地区の I • II 区と B 区の一部

の3500吋を発掘調査した。

第 3 次調査は昭和61年 7 月 25 日～昭和62年 2 月 13

日の間で実施し、村前地区のA·B 区と D区の一部

の3000吋を発掘調査した。

第 4 次調査は昭和62年 9 月 16 日～昭和63年 3 月 25

日の間で実施し、村前地区の C·D区の一部と下り

柳地区A·B 区の一部の5900吋を発掘調査した。

第 5 次調査は昭和63年 4 月 4 日～同年 7 月 16 日の

間で実施し、村前地区 C·D 区と下り柳地区A区の

5900冠を発掘調査した。

第 1 次から第 5 次の発掘調査に対する整理事業は

平成元年 6 月 1 日～平成 2 年 3 月 31 日の間に実施

し、この間、 3 分冊の発掘調査報告書をまとめた。

第 1 分冊では溝•井戸•河川跡・水田・畠をまと

め、第 2 分冊では住居・竪穴状遺構をまとめ、第 3

分冊では掘立柱建物・ピット・土坑・墓と各種関連

分析とこれまでの調査成果をまとめた。

2 報告の概要

これまでに報告された村前地区、下り柳地区の遺

跡の概要は以下の通りである。

住居跡は両地区で160軒が確認され、村前地区で

は弥生時代中期後半6軒・後期19軒、古墳時代前期

14軒、 6 世紀後半～平安時代121軒が確認され、下

り柳地区では2軒の平安時代の住居跡が確認された。

また、竪穴状遺構が村前地区で4基、下り柳地区で3

基が確認され、水田造成にともなって破壊された住

2 

居跡の可能性のある焼土跡が村前地区で19基確認さ

れた。

掘立柱建物は村前地区で4軒が確認され、下り柳

地区では3列の柱列が確認されたがともに時期は限

定できなかった。また、両地区では多数の柱穴が確

認された。

溝は弥生時代～近世のもので村前地区で86条、下

り柳地区で37条が確認された。これらの溝の内、弥

生時代～古墳時代のものは灌漑用水を主としシガラ

ミ構造により分水機能を持つものもある。

井戸は村前地区で36基、下り柳地区で3基が確認

された。ともに円形をなす素掘り井戸で、時期は中

世～近世のものである。

本遺跡を特徴付けるものとして村前地区で2本の

河川跡が確認された。 1号河川跡は古墳時代前期～

中期のもので、多くの木製品とともに滑石質蛇紋岩

製の管王ゃ勾屯その未製品が出土し、周辺に工房の

存在が想定された。 2号河川跡は弥生時代中期～古

墳時代前期のもので、農工具を含む多くの木製品が

出土した。

生産址としては両地区で水田と畠が確認された。

水田は村前地区で Hr-FA水田が、下り柳地区で

As-C 下 •Hr-FA 下． As-B 下の3面の水田が確認

された。畠は村前地区で As-C 下． As-B 前後の畠

が、下り柳地区で Hr-FA 下． As-B 前後の畠が確

認された。

土坑•土坑墓は村前地区で91基が、下り柳地区で

30基が確認され、これらの内、弥生時代後期～古墳

時代前期のものは村前地区で27基が確認された。

また、村前地区で弥生時代中期後半～古墳時代前

期の周溝墓が11基確認され、同地区ではさらに弥生

時代後期の礫床墓1基が確認された。

本遺跡は村前・下り柳地区で対照的な土地利用の

変遷をたどるが、村前地区は弥生時代中期後半～古

墳時代前期の当地域の拠点的集落であり、その後、

人為的要因と自然災害により土地利用は変化をと

げ、 7 世紀以降新保廃寺の存在地として変遷をたど

り、中世には数々の館址が築かれて行く。
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第 2 節第 6 • 7 次調査の概要

1 調査の方法

染谷川河川改修工事に伴う本遺

跡の調査区は上流部の下り柳地区

と下流部の村前地区の 2つの調査

区に分かれ、両者の間は約3km の

距離がある。

今回の調査の方法はこれまでの

5次にわたる調査の方法を原則的

に踏襲した。これまでの調査を含

め、概要は以下の通りである。

①今回の調査区は村前地区の南

端に位置し、染谷川左岸の調査区

を E 区、右岸の調査区を F 区と呼

称した。なお、 F 区は、関越自動

車道新潟線建設工事で発掘調査さ

れた「新保遺跡」に接する。

②グリットの設定は村前地区の

基準線を踏襲し、グリットも 5m

四方で北東隅を呼称基準とした。

③遺構名称・番号は種類ごとに

村前地区の呼称を踏襲し、柱穴だ

けは今回の調査区内で通し番号を

付した。

④本遺跡はテフラ等により重層

した文化層を持っため、これまで

と同様に 5面に分層して発掘調査

を実施した。（遺構確認面と呼称

については後述。）

⑤遺構測量には平板測量と写真

測量を併用した。また、遺構写真

撮影には35mmサイズとブローニー

サイズカメラにより、モノクロと

リバーサルフィルムを使用した。

⑥今回の調査では河道跡より約

1750点の木製品や自然木が出土

し、農工具や建築材等の製品や未

20 2J 2E 
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製品が約740点となった。このため調査現場におい

て以下の基本整理を実施した。

ア 遺構より取り上げた木製品等は添え板で支え

水洗いを実施した。

イ 製品・未製品と自然木の選別を行い、製品・

未製品は台帳化し自然木は環境復元等の資料とし

た。

ウ 製品・未製品には通し番号を付し現場で写真

撮影を行い、形状をスケッチし規模を計測して特徴

を記して台帳化した。

工 木製品等は現場で仮水槽に入れアク出しを行

い、順次整理作業の実測の工程に組み入れた。
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2 調査の経過

〈第 6 次調査・平成 4 年度〉

10月～ 12月は発掘調査の準備作業を中心に実施し

た。調査区 E·F 区の整地作業をまず実施するとと

もに、 E 区を縦断していた農業用仮水路の移設工事

を実施した。

1 月より E 区から本格的に発掘調査に入った。ま

ず、 E 区 I 面の調査を行い、 1 月前半は柱穴群・溝．

土坑の調査を主に、 1 月後半は溜井・道路状遺構の

調査を行った。 1 月中に E 区 I 面全体の写真撮影・

遺構測量を終了した。

2 月前半は E 区 II 面の住居跡・柱穴群・円形周溝

遺構の調査を主に行った。 2 月中旬からは E 区南半

部の m面と V面の調杢面を確認し、 2 • 3号河川跡の

調査を開始した。 2 月後半は北半部は II 面を南半部

は V面の調査を併行して行い、 E 区 II 面の調査は 2

月末で終了した。

3 月前半は E 区北半部は m面の水田跡の調査を行

い、南半部は V面の2号河川の調査を行い中層まで

の調査が終了した。 3 月後半は E 区北半部は W面の

畠跡の調査を行い、南半部は V面の2号河川跡の下

層の調査を行い終了した。

〈第 7 次調査•平成 5 年度〉

4 月は E 区北半部の大半を占める 2号河川跡の調

査に集中し、 4 月末までに多量に出土した木製品や

土器類を取り上げて調査を終了した。

5 月前半は E 区 v面の住居跡の調査を中心に行

い、調資事務所を移転し F 区の表土掘削等を行った。

後半は F 区 I • II 面の住居跡の調査を行い、 5 月末

に調査を終了した。

6 月前半は F 区 rn 面の水田跡の調査と F 区 v面の

住居跡の調査を行い、 6 月中旬に調査を終了した。

6 月下旬は図面・写真・遺物等の基礎的な整理を行

い、 6 月 25 日で現場を撤収した。



3 基本土層と遺構確認面

遺跡は関東平野北西最奥部の標高95m の平坦な前

橋台地上にある。遺跡は浅間山を給源とする前橋泥

流（約 2 万年前）を基盤としており、今回の調査区

では古墳時代以降の4枚のテフラが確認された。こ

のため、遺構確認面も 5面と多層となった。

以下、今回の調査区での基本土層と遺構確認面に

ついて記する。

基本土層

I 層褐色土 (10YR4/4) 表土。 As-A (1783年）

を含む砂質土。厚さ 20~30cm 。

11 層褐色土 (10YR4/4) As-B (1108年）を含

む砂質土で厚さ 20~30cm。中・近世遺構の掘

り込み面であるが、確認面はW層上面となる。

m 層 As-B 軽石層 (10YR3/3) 下位の細かく成

層した細粒の黄褐色軽石層と、上位の桃色細

粒火山灰層から構成され、 As-B に同定され

第 2 節第 6 • 7 次調査の概要

た。また、これらの上位に青灰色細粒火山灰

層があり、 As-Kk (ll08年以降、 1783年以前。）

に同定された (III 層）。厚さ 20~30cm 。

II1 層 •IIl'層は今回の調査では、 E 区52溝．

1号溜井・ 3号河川跡の上面と F 区の一部で確

認された。

N層 灰褐色土（lOYRl/4) やや粘質の土層で今

回の調査では、 E 区で部分的に確認された。

厚さ0~10cm 。

w層上面が I 面遺構の確認面であるが、古

墳時代後期～平安時代中期の竪穴住居跡の輪

郭も薄く浮かび上がっていた。

V層 F P F-1 褐灰色 (10YR5/l) ややにぶい

黄橙色 (10YR7/2) をなすシルト質の土層が

互層をなして堆積していた。厚さ40~80cm 。

下層の Hr-FA との間層はなく、 Hr-FA

直後に噴出した泥流堆積層で今回の調査区の

全域で確認された。 V層の堆積により遺跡周

ー

As-Kk 
As-B 

3 号河川跡

FPF-1 

Hr-FA 

As-C 

2 号河川跡

前橋泥流

主な遺構

I 面溝・士坑．掘立柱建物

I 面住居·掘立柱建物

皿面水田

N面畠

v面住居

縄文時代中・後期遺物包含層

第 4 図基本土層
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第 1 章 これまでの調査経過

辺の地形は一変し、土地利用に大変革をもた

らした。

VI 層 Hr-FA 明黄褐色 (10YR6/6) をなし、黄

褐色火山灰や白色軽石等で成層をなしてい

る。厚さ 5~10cmで、降下年代は 6 世紀初頭

と考えられている。

VI層も今回の調査区域全域で確認されてお

り、直下の水田面を覆っている。

VII層 黒色土 (lOYRl.7 /1) 粘性が非常に高い土

層で水田の耕作土となっている。厚さ 3~5cm 。

VDI層黒褐色土（10YR3/l) As-C を多量に含む

やや粘性の低い土層で畠の耕作土となってい

る。厚さ 5~15cm 。

IX 層 As-C 外見は黒褐色 (10YR2/2) をなして

いるが軽石は灰色をなし、 As-B に比べ粒径

が大きく粗い。厚さ 5~20cm で降下年代は 3

世紀末～ 4 世紀初頭と考えられている。

今回の調査区では台地部の畠の畝間溝内や

2号河川跡の上位で確認された。

x層 黒色土 (10YR2/l) 粘性の高い土層で厚さ

20~30cm。弥生時代中期～古墳時代前期の竪

穴住居の掘り込み面であるが、確認面は XI 層

上面となった。

XI暦 灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘性を帯びる砂質

土で、厚さ1. 50~ 1. 80m 。 XI 層上層中に縄文

時代中期～後期の遺物を包含している。

X11層 前橋泥流 浅間山の山体崩壊が原因とされる

堆積層で、黄褐色をなし灰色や黒色の亜角礫

や角礫を多く含み固く締まっている。厚さは

15m前後で発生年代は約 2 万年前と考えられ

ている。 E 区の2 • 3号河川跡や現染谷川も本

層を河床としている。

I 面 w層上面を確認面としたが、遺構の掘り込み

面はW層上面から II 層中と考えられる。 I 面

では As-B 降下直前から近世までの遺構が確

認された。

II 面 v層上面を確認面としたが、遺構の掘り込み

面はW層と考えられる。 II 面では古墳時代後

期～平安時代中期の遺構が確認された。

m 面 Hr-FA直下の VII 層の面で水田跡の面であ

る。 Hr-FA および F P F-1 により完全に覆

われており、地形が改変し復旧の痕跡はない。

N面 x層上面を確認面とし畠跡を確認したが、 VllI

層中の畠作は確認されないため、 As-C 降下

を挟んでやや継続的に畠作を行っていたと考

えられる。

V面 XI 層上面を確認したが、遺構の掘り込み面は

x層中と考えられる。 V面では弥生時代中期

～古墳時代前期の遺構が確認された。

以上の確認面は染谷川の左岸の C·D 区に接する

E 区ですべての面が確認されたが、染谷川右岸に位

置する F 区ではW面の畠跡が確認されなかった。こ

の状況は F 区に接する新保遺跡と共通するものであ

る。

なお、今回の調杢でも地質とテフラの分析を古環

境研究所（早田 勉氏）に依頼して実施したが、紙

面の都合上掲載することができなかった。分析結果

については土層の認定や遺構確認面の認定の参考と

した。

遺構確認面

今回の調査での遺構確認面は5面あるが、 1 ~ 5 

次調査での遺構確認面と一部異なる部分があるが、

今回の調査での確認面は以下の通りである。
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第 5 図 E 区調査区東壁土層断面
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209住 ①暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 黒褐色土小プロックを含む粘性の低い土層。②灰黄褐色土(lOYR5/2) 焼土小プロック、炭化物粒を多く含む。 212住 ③灰黄褐色土 (10YR5/2) 焼土粒がわずかに混入。落ち込み覆士。④黄褐色土 (2.5Y5/3) 黒褐色土小プロックを少鍼含み、粘性低い。⑤灰黄褐色土(lOYR4/2) VI層小プロックと焼土
粒を少量含む。⑥褐灰色土(lOYR4/l) 黒褐色土と V • VI 層の小プロックの混土層。 213住 ⑦灰黄褐色士 (10YR4/l) 焼土粒・炭化物粒を極少址含む。⑧褐灰色土 (10YR4/l) 焼土と炭化物の小プロ；；クを少量含む。⑨黄灰色土（2.5Y4/l) VIｷ VIl • Vlll層の小プロックと焼土・炭化物の小プロックの混土層。⑩灰黄褐色土(lOYR5/2) VI 
層と焼土・炭化物の小プロックの混土層。 219住 ⑪灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土粒・炭化物粒を少量含む。⑫褐灰色土 (10YR4/l) 黒褐色土と W層の小プロックの混土層。 220住 ⑬にぶい黄掲色土 (10YR4/3) やや砂質土。⑭灰黄褐色土 (10YR4/2) 黒褐色土と W層の小プロックの混土層。 223住 ⑮灰黄褐色土 (10YR4/2) 黒褐色
土• V1層小プロックを少絨含み、焼土粒・炭化物粒を極少量含む。⑯にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 黒褐色土• W層・焼土．炭化物の小プロックを少最含む。⑰にぶい黄褐色土 (10YR5/3) 黒褐色土と W層の小プロックの混土層。 224住 ⑱灰黄褐色土 (10YR6/2) VI層と黒色土の小プロックを少量含む。⑲黄灰色土 (2.5Y5/l) 焼土粒を極
少量含む。⑳褐灰色土(lOYR5/l) 焼土粒・炭化物粒多く含む。⑪褐灰色土 (10YR5/l) VI層・黒褐色土・焼土粒・炭化物粒の混土層。 228住 ⑫灰黄褐色土 (10YR5/2) 焼土小プロックを極少最含む。⑬灰黄褐色土(lOYR4/2) 焼土・炭化物の小プロックを少量含む。⑳褐灰色土 (10YR4/l) 黒褐色土小プロックを多く含み、焼土粒を少
鍼含む。 231住 ⑮灰黄褐色土 (10YR5/2) 焼土粒・炭化物粒を極少最含む。⑮黄灰色土 (2.5Y5/l) 焼土粒を極少凪含む。⑰灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土粒・炭化物粒を少量含む。⑳灰黄褐色土 (10YR4/2) ⑰層と同様で、やや軟質。⑳褐灰色土(lOYR4/l) 黒褐色土と W層の小プロックの混土層。 233住 ⑳灰黄褐色土 (10YR4 /2) 焼
土粒、 W層小プロックを極少量含む。⑪黄灰色土 (2.5Y4/l) 焼土・炭化物の小プロックを少量含む。 238住 ⑫灰黄褐色土(lOYR5/2) ⑬灰黄褐色土 (10YR4/2) V~vn層の小プロックの混土層。 243住 ⑭暗褐色土 (10YR3/3) As-C や焼土・炭化物の小プロックを多く含む。⑮灰黄褐色土 (10YR4/2) ⑭層と同様で焼土・炭化物小プ
ロックがさらに多い。 245住 ⑯黒褐色土（7.5Y3/l) As-C ・焼土・炭化物の小プロックを少最含む。 246住 ⑰黒褐色土 (10YR3/l) 焼土粒・炭化物粒を極少誠含む。⑱暗褐色土 (10YR3/3) ⑰層と同様。⑲灰黄褐色土 (10YR5/2) 焼土粒を極少量含む。 248住 ＠黒褐色土(lOYR3/l) As-C ・焼土粒を極少羹含む。＠黒褐色土
(10YR3/l) 焼土・炭化物の小プロックを多塁に含む。＠黒褐色土 (7.5YR3/2) 焼土粒を少量含む。⑬暗褐色土(lOYR3/3) 焼土粒・炭化物粒を極少量含む。 251住 ⑭暗褐色土 (10YR3/3) 焼土．炭化物の小プロックを少最含む。⑮暗褐色土(lOYR3/3) 焼土・炭化物の小プロックを多く含む。⑯黒褐色土(lOYRZ/2) 焼土粒・炭化物粒
を極少最含む。⑰にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 焼土粒・炭化物粒を極少量含む。⑱黒褐色土 焼土粒・炭化物粒をやや多く含む。⑲暗褐色士(lOYR3/3) 焼土粒・炭化物粒を少量含む。 255住 ⑳黒褐色土 (lOYRZ/2) As-C を多量に含む。⑪黒褐色土 (10YR3/l) As-C ・焼土粒・炭化物粒を極少醤含む。⑫褐灰色土(lOYR4/l) 焼土粒．
炭化物粒を多く含む。 257住 ⑬黒褐色土（7.5YR3/2) 258住 ⑭黒褐色土(lOYR2/3) 焼土・炭化物の小プロックを少絋含む。 260住 ⑮黒褐色土 (lOYRZ/2) As-C ・焼土粒・炭化物粒を多量に含む。⑮黒褐色土（2.5Y3/l) 焼土粒を極少凪含む。⑰赤褐色土 (5YR4/6) 床面が焼けて硬化している。 261住 ⑬褐灰色土 (10YR4/l)
焼土粒・炭化物粒を少最含む。⑲褐灰色土（7.5Y4/l) ⑬層と同様。 262住 ⑳黒褐色土(lOYRZ/2) 焼土粒を極少量含む。⑮黒褐色土(lOYR3/2) 焼土粒を少量含む。 263住 ＠灰黄褐色土(lOYR5/2) 焼土粒を極少絨含む。

第 6 図 F 区調査区西壁土層断面

①暗褐色土 (10YR3/4) As-B を多量に含む砂質土。②黒褐色土 (10YR3/l) As-Bの二次堆積層。③褐灰色土 (10YR3/3) V 層プロックを含
む粘質土。④灰黄褐色土 (10YR4/2) V層小プロックを少羹含む粘質土。⑤にぶい黄褐色土 (10YR5/3) V層と VIII層の混土層。⑥灰黄褐色土
(lOYR4/2) V ｷ'Ill • VIII層の混土層。⑦褐灰色土 (10YR5/l) V • VI層の混土層。⑧褐灰色土 (10YR4/l) As-Cを極少饂含む粘質土。⑨黒褐
色土 (10YR3/l) As-Cの小プロックを多く含む粘質土。⑩褐灰色土 (10YR5/l) V 層の二次堆積的な層でAs-Cが少量混入。⑪褐灰色土
(lOYR4/l) As-C を極少最含む粘質土。⑫灰黄褐色土(lOYR5/2) V層を多筵に含む粘質土。⑬にぶい黄褐色土 (10YR5/3) V層を多最に含
み軽石粒を少量含む粘質土。⑭褐灰色土 (10YR4/l) ⑬層と同様。⑮褐灰色土(lOYR4/l) V層の崩落層。⑯褐灰色土 (10YR4/l) V層の崩
落層でプロック状をなす。⑰褐灰色土(lOYR5/l) V層の崩落層、軽石粒を多く含みやや砂質土。⑱にぶい黄橙色土(lOYR7/2) V層の崩落
層で粘質土。⑲灰黄褐色土 (10YR5/2) V 層と旧層の混土層。⑳褐灰色土 (10YR4/l) 粘質土。⑪褐灰色土(lOYR4/l) プロック状をなす
As-C を多量に含む粘質土。⑫黒褐色土 (10YR3/l) As-C を少最含む粘質土。⑬褐灰色土 (10YR4/l) 'Ill層と VIII 層の混士層。⑳褐灰色土
(10YR4/l) 'Ill層と VIII層の混土層で遺物の出土量多い。⑮褐灰色土(lOYR5/l) V 層と VIII層の混土層。⑳黒色土（7.5Y2/l) As-C を極少鍼含
む粘質土。⑰黒色土（7.5Y2/l) 粘性の裔い粘質土。⑳褐灰色土 (10YR4/l) As-Cを極少量含む粘質土。⑳褐灰色土(lOYR5/l) As-Cを多量
に含む砂質土。⑳黒褐色土(lOYR3/l) As-C小プロックを多誠に含みやや砂質土。⑪灰黄褐色土 (10YR4/2) As-Cの二次堆積層。⑫灰黄褐
色土(lOYR4/2) As-C と粘質土の混土層。⑬褐灰色土 (10YR4/l) 粘質土。⑭黒褐色土 (10YR3/l) 粘質土。⑮灰色土（N4/0) 砂質土小プ
ロックが混入した粘質土。⑯褐灰色土(lOYR4/l) ⑮層と同様。⑰黒褐色土 (10YR3/l) 粘質土。⑱暗青灰色土 (5BG3/l) 粘性の高い粘質土。
⑲灰黄褐色土 (10YR4/2) As-Cの二次堆積層。＠黒色土 (7.5YR1. 7 /1) 粘性の高い粘質土。⑪黒褐色土 (10YR3/l) 粘性の高い粘質土。⑫
にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 砂質土。⑬黒褐色土 (10YR3/l) 粘質土と砂質土がラミナ状に堆積。⑭黒色土 (7.5YR1. 7 /1) 粘性の高い粘質土。
⑮黒色土 (7.5Y2/l) ⑬層と同様。⑯黒色土（7.5YR1.7/1) 粘質土と砂層がラミナ状に堆積。⑰暗緑灰色土 (10G3/l) 粘性の非常に高い粘
質土。⑱灰色土 (N4/0) 粘質土と砂質土の混土層で小礫を含む。⑲暗オリープ灰色土（2.5GY4/l) 粒子の粗い砂層。⑳褐灰色土 (10YR4/l)
粒子の異なる砂質土が成層をなす。⑪黄灰色土（2.5Y4/l) @層と同様。⑫暗オリープ灰色土 (5GY4/l) 粒子の密な砂質土。⑬灰色土
(7.5Y4/l) ⑫層と同様。⑭暗オリープ灰色土（2.5GY4/l) やや粒子の粗い砂質土。

E 区調査区東壁土層断面





4 調査の概要

本遺跡の立地する前橋台地は東限を旧利根川河床

である広瀬・桃ノ木低地帯とし、西・南限を烏川、

北限を相馬ヶ原扇状地とする東西約11km、南北約

18kmで標高60m~120m の平坦な台地である。この

台地上には榛名山を源とする中小の河川が東南流し

平行して自然堤防が形成され、微地形を構成してい

る。しかし、 6 世紀前半の榛名山ニッ岳の噴出物に

より、旧地形が大きく変化した。遺跡はこのような

前橋台地の中央部やや北方に位置し、新保遺跡に接

する染谷川沿いにある。

前橋台地上での縄文時代の遺跡は希薄であるが、

烏川沿いの下佐野遺跡で中期の集落が確認されてい

る。

弥生～古墳時代の遺跡は烏川左岸や井野川流域で

確認されているが、前橋台地東半部の調査が今後進

めば遺跡分布も変化するものと考えられる。また、

本遺跡の東方約 5km には前期古墳である前橋八幡

山・前橋天神山古墳を擁する広瀬•朝倉古墳群があ

り、同じく南方約5kmには前期古墳の元島名将軍塚

古墳がある。

また、本遺跡の北方約4kmには上野国府跡があり、

今回の調査区に接して 7 世紀後半～10世紀の新保廃

寺が推定されている。

今回の調査対象区域は染谷川左岸の E 区と右岸の

F 区であり調査区対象面積は1000m'であるが、護岸

対策や道・水路の現状により、実質の調査面積は E

区が557m' 、 F 区が193対である。以下、両区の各調

査面の遺構の概要を記する。

E 区 I 面では柱穴114本、溝6本、溜井2基、道路

状遺構1条、河川跡1条、土坑14基が確認された。こ

れらの遺構は平安時代～近世の時期で、 As-B 降下

以前のものは溝l条、溜井•河川跡の各遺構である。

他の遺構は中世～近世のものである。

E 区 1I 面では住居跡23軒、柱穴109本、円形周溝

遺構l基、土坑4基が確認された。住居跡は 7 世紀～

10世紀のものであり、円形周溝遺構は終末期古墳と

考えられる。

第 2 節第 6 • 7 次調査の概要

E 区 m 面では Hr-FA下面で水田跡が小範囲なが

ら確認された。確認面の西半部は2号河川跡の痕跡

を留め低地面となっていたが、東半部は大アゼで区

画された内部を小アゼにより区画された小区画水田

がわずかに確認された。

E 区W面では VIII • IX層を取り除いた X層黒色土面

で畠の畝間溝が東半部で確認された。畝間溝は南北

に走向するものと東西に走向するものとがあり、南

北に走向する一群に古い傾向が窺われた。

E 区 v面では弥生時代中期後半～古墳時代前期の

住居跡5軒、溝1本、土坑2基、 2号河川跡 1 条が確認

された。住居跡は2号河川跡の左岸に立地する一群

で全体規模が確認されたものはない。 2号河川跡は

D 区で確認された河川跡と同じであり名称も同様に

付した。また、 2号河川跡は時期や走向等から新保

遺跡の大溝と同じものであることが判明した。今回

確認された 2号河川跡の全体規模は長さ 40m 、幅

14m 、深さ1. 5m で、大きくは2-1号河川跡と 2-2号

河川跡に分かれ、全体として 5条の漸次西進する河

道変化が認められた。 2号河川跡からはパン箱に約

280箱の土器片や約1750点の木製品や自然木、パン

箱約30箱のシカ・イノシシを中心とする動物遺体や

骨角製品が出土した。特に多量に出土した動物遺体

と骨角製品の優品は今回の調査を特徴付けるもので

ある。

F 区は表層の攪乱が著しく I • II 面の遺構は V層

中の削平面で確認された。 I • II 面の遺構は住居跡

32軒、柱穴11本、土坑l基が確認された。住居跡は

重複率が高く 9 ~10世紀のものがほとんどである。

F 区 m面も 1I 面住居跡の掘り込みが深く、わずか

に水田面と小アゼが確認されただけで水田区画も不

明であった。また、 W面は確認されなかった。

F 区 v面では弥生時代中期後半～古墳時代前期の

住居跡26軒と土坑l基が確認された。住居跡は重複

率が高く調査範囲も狭いために全体規模が判明した

ものはなかった。

今回の調査では2号河川跡の出土遺物以外にパン

箱に約50箱の遺物が出土した。

11 



第 2 章 E 区の遺構と遺物

第 2 章 E 区の遺構と遺物

第 1 節 I 面の遺構と遺物

1 柱穴群（第8 • 9図図版5-1)

E 区 I 面では 114本の柱穴が確認された。これら

の柱穴は E 区の北東寄りに密集して分布し、一部の

柱穴は51 • 52号溝や95 • 96号土坑と重複する。

多くの柱穴が確認されたが柱筋が判明したり、構

造が判明したものはなかった。

柱穴の平面形は円形を基調とするもの96本、方形

を基調とするもの18本で円形を基調とする柱穴群で

ある。

平均的な規模は径が0.33~0.27m で深さは0.24m

である。また、柱痕が確認された柱穴は13本で、平

均的な規模は径0.15m である。

柱穴の覆土はほとんどが As-B を含む混土層で、

As-A を含むものはなかった。

30本の柱穴から遺物が出土したが、 9 ~10世紀の

土師器・須恵器の小片が少量混入していただけであ

り、時期を示す遺物は出土しなかった。

柱穴群は分布に片寄りが見られるが構造等は不明

であり、時期も As-B 降下以降 (1108 年）、 As-A

降下以前 (1783年）といった大きな幅の中でしか捉

えることができなかった。

2 溝

E 区 I 面では 5条の溝が確認された。また、染谷

川に平行して E 区の西端には「善勝寺堀」と言われ

ていた堀の痕跡が認められた。

51 号溝（第10 • 11図図版5-2, 50-1) 

位置 2 C-65~2 C-69 

重複 183 • 189~193 • 195 • 196 • 200 • 201号住居

跡より新しく、 98号土坑より古い。

走向 ほぽ南北に直線的に走向し、 1号溜井と接す

る部分で南東方向へ走向を変える。

12 

規模幅2.10m 深さ 0.64~0.74m 調査長

21.0m 

形状 断面は半円形をなし、北から南へ流下する。

埋没土底面より約0.10m の間層を挟んで As-B の

純層堆積があり、上下の土層に水流堆積の痕跡が認

められた。

出土遺物 7 ~10世紀の土師器の小片を中心とする

約730点の遺物が埋没土中から出土した。

調査所見 D 区から続く直線的な溝で As-B の堆積

状態から 1号溜井とは同時期と考えられる。本溝は1

号溜井の改修に合わせて南端部で流路を 2 回改修し

ており、 1号溜井を避けるように東方へ屈曲を強め

ている。本溝の機能していた時期は As-B 降下直前

の頃と考えられ、用水路としての性格が前報告で与

えられている。

52号溝（第10図図版5-3)

位置 2 A-65~2 A-66 

重複 181 • 182号住居跡、 1号円形周溝遺構より新

しく、 93号土坑より古い。

走向 今回の調査箇所ではほぽ南北に走向する。

規模幅1.55~1.65m 深さ 0.70m 調査長

5.50m 

形状 断面形が逆台形をなす。

埋没土 下層は周壁の崩落土で埋没し、中～上層は

As-B を含む砂質土で埋没している。

出土遺物 埋没土中より 6~10世紀の土師器の小片

を中心とする遺物が約50点出土した。

調査所見 断面形が箱掘り状をなす As-B 降下以降

As-A 降下以前の時期の用水路と考えられる。

98号溝（第12図図版6-1)

位置 2 C-65 

重複 51号溝と同時期と考えられ、善勝寺堀に切ら

れる。
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第 2 章 E 区の遺構と遺物

走向 ほぽ東西に直線的に走向する。

規模幅0.22~0.60m 深さ 0.12~0.27m 調

査長4.65m

形状 断面形が半円形をなし、東から西へ傾斜して

いる。

埋没土 As-B は混入せず粘質土で埋没している。

出土遺物 須恵器甕の小片が1点出土しただけであ

る。

調査所見 埋没土や平面確認の状態から 51号溝と同

時期と考えられ、 51号溝から分岐し3号河川跡方向

ヘ水を落とす用水路と考えられる。

E 区 I 面柱穴集計表

番号 平面形 規模 深さ 柱痕径 番号 平面形 規模

1 円 24X21 -10 39 円 56X52 

2 方 40X33 -35 40 円 44X31 

3 方 30X26 -23 14 41 円 30X26 

4 円 32X27 - 6 42 円 19Xl5 

5 円 34X29 -26 43 円 48X37 

6 方 28X26 -14 44 円 35X29 

7 円 23X22 -31 45 円 41X37 

8 円 46X42 -68 16 46 円 41X33 , 方 23X23 -26 47 円 35X31 

10 円 46X35 -38 48 円 37X32 

11 円 33X26 -22 49 方 30X28 

12 円 40X36 -29 50 円 43Xl5 

13 方 28X23 -41 51 円 27X27 

14 方 32X30 -44 52 円 39X28 

15 円 34X32 -18 53 円 27X24 

16 円 39X29 -34 54 円 38X27 

17 円 25Xl8 -14 55 円 25X22 

18 円 24X24 -20 16 56 円 23X21 

19 円 22X20 -20 18 57 円 39X21 

20 円 37X36 -71 58 円 31X27 

21 円 30X27 - 9 59 円 36X27 

22 方 65X49 -32 60 方 17Xl6 

23 円 38X31 -14 61 円 32X32 

24 円 34X22 -10 62 円 44X29 

25 円 64X45 - 6 63 円 53X42 

26 方 31X28 -32 64 円 36X32 

27 円 28X26 -19 65 円 45X35 

28 円 42X36 -22 66 円 34X22 

29 円 35X31 -24 67 円 20Xl8 

30 円 37X36 -16 68 円 41X30 

31 円 33X30 -36 69 方 24X21 

32 円 22X20 -33 70 円 31X31 

33 円 21Xl9 -32 71 円 22Xl9 

34 方 57X36 -40 72 方 28X24 

35 円 32X29 -20 73 円 19Xl9 

36 円 25X22 -10 74 円 25X23 

37 円 28X27 -21 75 円 26X25 

38 円 25X25 -15 76 円 24X20 

14 

99号溝（第12図図版6-2)

位置 2 E-67~2 F-72 

重複 1号溜井より新しく善勝寺堀よりも古い。

走向 2 ヶ所で距離をおいて確認されたが、南北に

ほぼ直線的に走向する。

規模幅0.44~0.77m 深さ 0.15~0 .42m 調

査長14.50m

形状 幅が狭く断面形は箱掘り状をなす。

埋没土 粘質土と砂質土が互層をなすラミナ状堆積

をなす。

出土遺物 9~10世紀を中心とする土器小片が約40

（単位cm)

深さ 柱痕径 番号 平面形 規模 深さ 柱痕径

-20 77 方 48X39 -38 

-26 78 円 43X29 -11 

-13 79 円 36X29 -15 

-21 80 円 22Xl5 -56 

-44 81 円 26X23 - 8 

-39 82 方 17Xl7 -27 

-37 20 83 円 33X31 - 9 

-38 18 84 円 28X25 -ll 

-34 85 方 37X36 -11 

-47 86 円 43X42 - 8 

-ll 87 方 38X32 - 8 

-20 88 円 43X28 - 3 

-16 89 方 50X48 -42 

-24 14 90 円 30X22 -14 

-14 91 円 21Xl7 - 5 

-22 92 円 62X24 - 9 

-11 93 円 33X23 -36 

-27 94 円 30X27 - 3 

-12 95 円 34X28 - 3 

-20 96 円 35X25 -26 

-17 97 円 28X24 -12 10 

-15 12 98 円 25X23 -26 

-25 99 円 33X23 -29 

-38 100 円 24X21 -16 

-24 101 円 41X39 -14 

-42 102 円 17Xl6 -19 

-35 18 103 円 39X36 -23 

-19 104 円 28X25 -31 

- 8 105 方 33X24 -17 

-20 106 円 27X27 -25 

-41 16 107 円 24Xl9 -35 14 

-17 108 円 23X23 -27 

- 3 109 円 33X31 -12 

-41 llO 円 42X32 - 8 

-25 12 111 円 26X26 -18 

-28 112 方 27X24 -11 

-24 113 円 46X34 -57 

-10 114 円 34X23 -38 
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第 2 章 E 区の遺構と遺物

2 号柱穴

言②
①にぶい黄褐色土

(lOYR 4/3) As-B 

を含む砂質土。②

灰黄褐色土 (lOYR

4/2) As-B を含む

粘質土。

12号柱穴

三①
③ 

①褐色土 (10YR4

/4) 黄褐色土小プ

ロックを含む。②

にぶい黄褐色土 (1

OYR4/3) ③黄灰色

土 (2.5Y4/l) 

30号柱穴

｀豆ヂご②

①黄褐色土 (2.5

Y5/3) As-B を少量

含む。②黄灰色土

(2.5Y4/l) 小プロ

ックの混土層。

52号柱穴

：① 
② 

①にぶい黄褐色土

(10YR5/3) ②灰黄

褐色土 (10YR4/2)

③灰黄褐色土 (10

YR5/2)①・②層

はAs-B を含む。

62号柱穴

三：：
①褐色土 (10YR4

/4) As-B を少量含

む。②暗褐色土

(10YR3/3) 小プロ

ックの混土層。

16 

5 号柱穴

て①
② 

①灰黄褐色土 (10

YR4/2) As-B を含

む砂質土。②暗褐

色土(lOYR3/3)As 

-B を含む粘質土。

13号柱穴

②口〔丁コ［）

①にぶい黄褐色土

(10YR4/3) As-B 

を多く含む。②黒

褐色土 (10YR3/2)

As-B を少量含む。

35号柱穴

①てマジご］

①灰黄褐色土 (10

YR4/2) As-B を少

量含む。②暗褐色

土 (10YR3/4) 黄褐

色土小プロックを

少量含む。

54号柱穴

②＝手プ＝｀）

①褐色土 (7.5YR

4/3) As-B を多く

含む。②黒褐色土

(lOYR3/2) As-B 

を少量含む。

65号柱穴

③＝文汀で雷

①にぶい黄褐色土

(10YR5/4) ②暗褐

色土 (10YR3/4) ③

にぶい黄褐色土

(10YR4/3) 全層に

As-B を少量含む。

7 号柱穴

①＝で丁□②

①にぶい黄褐色土

(10YR4/3) 小プロ

ックの混土層。②

灰黄褐色土 (lOYR

4/2)①層より粘性

高い。

16号柱穴

②ロゴこ戸①

①にぶい黄褐色土

(10YR4/3) 黄褐色

土小プロックを含

む。②灰黄褐色土

(10YR4/2) ①層と

同様で粘性高い。

44号柱穴

8 号柱穴

口言塁
①にぶい黄褐色土

(10YR4/3) ②灰黄

褐色土(lOYR4/2)

③黒褐色土 (lOYR

312) ④オリープ灰

色土 (2.5GY5/l)

22号柱穴

①＝可ロコ戸危）
③ 

①にぶい黄褐色土

(lOYR5/3) ②灰黄

褐色土(lOYR4/2)

③暗灰黄色土 (2.

5Y4/2) As-B を全

層に含む。

45号柱穴.. 

①=、下：塁①＝＼『―
①にぶい黄褐色土

(10YR4/3) ②灰黄

褐色土 (10YR4/2)

③黄灰色土 (2.5

Y4/l) ①・②層は

As-Bを含む。

56号柱穴

②口［テ＝一①

①暗褐色土 (lOYR

3/4) As-B を少量

含む。②褐色土

(10YR4/4) 粘質土。

69号柱穴.. 

①□汀ニ―②
①黒褐色土 (lOYR

3/1) As-B を少晟

含む。②にぶい黄

褐色土 (10YR4/3)

小プロックの混土

層。

②③ 

①にぶい黄褐色土

(10YR5/3) ②灰黄

褐色土 (10YR4/2)

③オリープ灰色土

(2.5GY5/l) 

58号柱穴

①＝モゴニ―②

①暗褐色土 (lOYR

3/4) As-B を多く

含む。②にぶい黄

褐色土 (10YR4/3)

炭化物を極少絋含

む。

71 号柱穴

②□応デロ①

①褐色上 (lOYR

4/4) As-B を少星

含む。②灰黄褐色

土 (10YR4/2) As 

-B を少羹含む。

9 号柱穴

｀＝日＝：①

①にぶい黄褐色土

(10YR4/3) As-B 

を多く含む砂質土。

②黒褐色土 (lOYR

3/2) As-B を少量

含む。

26•97号柱穴

戸疇冨
⑤ 

①にぶい黄褐色土 (10

YR4/3) ②褐灰色土(10

YR4/l) ③にぶい黄褐

色土(lOYR4/3) ④灰黄

褐色士 (10YR4/2)⑤黄

灰色土 (2.5Y5/l) 

46号柱穴

10号柱穴

③フ文ご可了
② 

①にぶい黄褐色土

(10YR4/3) ②灰黄

褐色土 (10YR4 /2)

③オリープ灰色土
(2. 5GY6/l) 

27号柱穴

①＝でプ二

①暗灰黄色土

(2.5Y5/2) 

②黄褐色土 (2

. 5Y4/l) 

47·48号柱穴

口② 悶二豆□冗
①灰黄褐色土(lo

YR5/2)②にぶい

黄褐色土 (lOYR

4/3)③灰黄褐色土

(lOYR4/2) ④褐灰

色土 (10YR5/l)

59号柱穴

②ー上づ~{i)

①暗褐色土 (lOYR

3/4) As-B を少量

含む。②にぶい黄

褐色土 (10YR4/3)

V層の小プロック

を含む。

72号柱穴

③□〖「賃
①褐色土(lOYR

4/4) As-B を少饂

含む。②灰黄褐色

土 (10YR4/2) ③黒

褐色土 (10YR3/2)

①にぶい黄褐色土

(10YR4/3) As-B 

を多く含む。②灰

黄褐色土 (lOYR

4/2) 小プロックの

混土層。

61 号柱穴

①＝可ザ□
② 

①褐色土 (7.5YR

4/4) As-B を含む。

②にぶい黄褐色土

(10YR4/3) ③褐色

土(lOYR4/4)

74号柱穴.. 

①＝丁プ］

①にぶい黄褐色土

(10YR5/4) As-B 

を少凪含む。②黒

褐色土 (10YR3/2)

粘質土。

※断面位置は左が西方向、右が東方向となる。 L=95.20m

第 9 図 E 区 I 面柱穴断面（1/60)
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①にぶい黄褐色土 (10YR5/4) As-B を多最に含む砂質土。②

にぶい黄橙色土(lOYR6/4) 皿層（As-B) の二次堆積層。③皿

層中の火山灰層で灰赤色 (2.5YR5/2)を呈す。④皿層と細砂層

が薄く互層をなし流水の影響が見られる。⑤皿層（As-B) ⑥黄

褐色土 (2.5Y5/l) 小プロックの混土層。⑦褐灰色土(lOYR

5/1) 周壁の崩落土と粘質土の混土層。

①にぶい黄褐色土 (10YR4/3) As-Bを多く含む砂質土。②灰黄褐色土(lOYR4/2)

砂質土。③灰黄褐色土(lOYR4/2) 砂質土。④にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 粘質土。

⑤灰黄褐色土(lOYR4/2) 砂質土。⑥灰黄褐色土 (10YR4/2) 壁崩落土を含む砂

質土。⑦181住覆土。⑧182住覆土。

B' 

④
 

第10図 51 • 52号溝（1/200)
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第11 図 51号溝出土遺物(1/3 • 1/4) 

点出土した。

調査所見 善勝寺堀と走向を同じくし善勝寺堀に先

行する用水路と考えられる。

100号溝（第12図図版6-2)

位置 2 D-65~2 F-67~2 G-13 

重複 1号溜井より新しく、 101号溝・善勝寺堀より

も古い。

走向 北東から南東へ緩やかに蛇行して走向する。

規模幅0.36~0.90m 深さ 0.21~0.51m 調

査長43.00m

形状 幅が狭く断面形は箱堀り状をなす。

埋没土 v層を主体とした周壁崩落による粘質土で

埋没している。

出土遺物 弥生時代後期～平安時代の土器小片が約

80点出土した。

17 



第 2 章 E 区の遺構と遺物

調査所見 99号溝と同様の溝と考えられる。

101 号溝（第12図図版6-2)

位置 2 F-71~2 G-73 

重複 100号溝より新しく善勝寺堀よりも古い。

走向 99 • 100号溝に平行し緩やかに弧を描いてほ

ぽ南北に走向する。

規模幅0.28~0.80m 深さ 0.05~0.10m 調

査長12.50m 

形状 善勝寺堀による削平が著しい。底面の断面形

は緩やかな半円状をなす。

埋没土 100号溝と同様の粘質土で埋没。

調査所見 99~101号溝は善勝寺堀に先行する同一

機能を持った小用水路と考えられ、ほぽ同一箇所を

掘り直して走向している。この3条の溝の南端部で

はさらに数回の改修の痕跡が認められた。

3 道路状遺構（第12図 図版6-3)

染谷川左岸堤防下で現河川に切られる状態の道路

面と考えられる硬化面が1条確認された。

位謳 2 G-70~2 G-73 

重複なし。

走向 染谷川左岸堤防や善勝寺堀と同じ走向で、ほ

ぼ南北で緩やかな弧を描いて走向する。

確認範囲幅1.30~1.80m 長さ 15.60m

確認面 硬化面は As-A を含む砂質土を基盤とし、

概ね 3 層に分かれる厚さ 0.15m の面が硬化してい

た。

出土遺物 近代の所産と思われる染付片を含む陶磁

器小片5点と平安時代の土器小片約30点が出土した。

調査所見 染谷川と善勝寺堀との間にある現堤防上

の道路に先行する近代の道路面と考えられる。

4 溜井

1 号溜井（第13 • 14図図版7-1 • 2, 50-2) 

位置 2D~2 F-69~71 

重複 東半部は調査範囲外となり西方排水部は99~

101号溝や善勝寺堀により切られている。また、 II

18 

面179号住居跡より新しい。

形状 全体形状は不明であるが、 3号河川跡に面す

る台地縁辺を大きく掘り込んで構築している。底面

は平坦で周壁は緩やかに立ち上がる。土層断面の所

見からは大きく 2 回に分けて掘り込まれ、南半部が

古く北半部が新しい。また、周壁底面に沿って 3 ヶ

所の湧水井戸が掘り込まれていた。これらの井戸は

平面形が楕円形をなし、規模は0.60X l. 00m 、深さ

0.20~0.57m である。また、溜井の西端は排水部と

なっており改修に合わせて2条の溝が西方へ延びて

いた。

規模東西8.70+ m 南北8.60+m 深さ 0.55

~0.75m 

埋没土 南半部の古い溜井は V層を多く含む粘質土

で埋没しており、北半部の新しい溜井は VII • VIII層を

多く含む粘質で埋没し、両者の厚さは0.30~0.50m

である。これらの埋没土の上部を As-B の純層が

覆っていた。

出土遺物 埋没土中からは古墳時代後期～平安時代

の約900点の土器小片が出土した。特に北東隅にあ

る湧水井戸周辺から集中して出土した。

調査所見 l号溜井は近辺の平安時代集落が廃絶さ

れた後、 As-B 降下直前に51号溝とともに構築され

た灌漑用の遺構と考えられる。 3号河川跡とは底面

で0.80m 、 As-B 降下時で0. 70m の比高差があり、

3号河川跡が埋没した後台地縁辺部に構築され、 3号

河川跡沿いの低地を利用して排水部より溝を掘削

し、下流部に給水したものと考えられる。

2号溜井（第13 図）

位置 2 F-72 

重複 100号溝・善勝寺堀より古い。

形状 西半部が不明であるが台地縁辺部を半円形に

掘り込んでいる。

規模東西1.42+m 南北1.65m 深さ 0.43m

埋没土 1号溜井の古い方と同様の埋没土。

出土遺物なし。

調査所見 1号溜井内にある湧水井戸と同様の形
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①褐色土 (10YR4/4) 砂質土。②灰黄褐色土 (10YR4/2)

砂質土。③灰黄褐色土 (10YR4 /2) 砂質土中に粘質土小プ

ロ・ノクを含む。④暗灰黄色土 (2.5Y4/2) 砂質土。⑤灰黄

褐色土(lOYR4/2) 砂質土。⑥にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

粘質土中に砂質土小プロックを含む。

E
 

E' 

L=95.00m (¼叫

F
 

①
 

②
 

F' 

L=94.00m （ぬ）

③
 

④
 

①暗灰黄色土 (2.5Y5/2)

③灰褐色土 (7.5YR5/l) 

As-A を含む砂質土で固く締っている。②黄灰色土 (2.5Y5/l) ①層と同様。

やや固く締った砂質土。④黄灰色土 (2.5Y6/l) 軽石粒を含む砂質土でやや固く締る。

第12図 98~101号溝・道路状遺構（1/200)
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⑬ ⑫ 

①黄灰色土 (2.5Y4/l) As-C を少最含む粘質土。②暗灰黄色土（2.5Y4/2) 粘性の低い土層。③灰黄褐色土 (lOYRS/2) As-C を少最含
む砂質土。④灰黄褐色土 (10YR4/2) 炭化物粒を極少量含む粘質土。⑤黄灰色土 (2.5Y4/l) 粘質土。⑥灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘質
土。⑦灰黄褐色土 (10YR4 /2) As-C を極少醤含む粘質土。⑧黄灰色土 (2.5Y4/l) As-C を少益含む粘質土。⑨黄灰色土 (2.5Y4/l) 細
砂質土層。褐灰色土 (10YR4/2) 炭化物の小プロックを含む粘質土。⑩褐灰色土 (10YR4/l) 炭化物小プロソクを含む粘質土。⑪黄灰色
土 (2.SY 4/1) 粒子の密な砂質土中に小円礫が少量混入。⑫黄灰色土 (2.5Y4/l) 砂質土。⑬黄灰色土 (2.5Y4/l) 小円礫を多最に含
む砂質土。⑭ 2 号河川跡覆土。

第13図 1 • 2 号溜井・ 3 号河川跡（1/200)
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第 2 章 E 区の遺構と遺物

状・規模であり、覆土や構築位置等から溜井と考え

られた。時期も 1号溜井と同時期と推定される。

5 3号河川跡（第 13 • 14 図図版7-3 • 50-3 • 

51-1) 

位置 2 G-69~2 G-71 

重複 道路状遺構が上層にのり染谷川によって西半

部を切られている。 2号河川跡より新しい。

走向 やや蛇行しながら南北に走向するものと推定

される。

形状 底面は平坦で東岸は緩やかに立ち上がる。

規模幅2.70+ m 深さ 0.42m 調査長13.20m

埋没土 小礫を含む砂質土と粘質土が粗く互層をな

して堆積、最上層に As-B の純層堆積がのつている。

出土遺物 埋没土中より弥生時代後期～平安時代の

約1040点の土器片や石器類が出土したが、主体をな

す遺物は10世紀代のものであった。新保廃寺に近接

するところから「周」の刻書土器や「会」「x =:J

七」の墨書土器とともに瓦片33点が出土した。

調査所見 3号河川跡は染谷川の旧河道と考えられ、

10世紀前後に変流して E 区平安時代集落に近付き、

As-B 降下時には埋没したものと考えられる。

6 土坑

14基の土坑が確認され、柱穴群と同様に E 区の北

半部に分布している。しかし、柱穴群が北東部に集

中するのに対して、土坑群は概ね西半部や南辺にあ

り、柱穴群の周辺に分布している。

形状は長方形をなすものが7基、円形が6基、長楕

円形が1基で、形状ごとに規模も大きな変化はない。

また、すべての上坑の埋没土には As-B が混入して

いた。出土遺物は平安時代を中心とする土器小片が

少量ずつ出土しているが時期を示すものではなく、

103号土坑より 1点だけ近世陶磁器小片が出土した。

土坑の時期は柱穴群と同様と考えられ、性格は不明

である。

93号土坑（第15図図版8-1)
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位置 Z A-66 

重複 52号溝より新しい。

形状 隅丸長方形をなし断面形は逆台形をなす。

規模 1. 60X 1. ZZm 深さ 0.85m

長軸方位 N-22ー -E 

埋没土 As-B を含むブロックの混土層で埋没。一

時期に埋没した様相を示す。

出土遺物 土師器小片6点が出土した。

95号土坑（第15図図版8-2)

位置 2 B-68 

重複 96号土坑より古く 63号柱穴より新しい。

形状 円形をなすと推定される。

失見桔莫 0. 73X0.39+ m i架さ 0.10m

埋没土 As-B を含む粘質土で埋没。

出土遺物 土師器小片l点。

96号土坑（第15図図版8-2)

位置 2 B-68 

重複 95号土坑より新しい。

形状 東半部は調査区外となるが円形をなすと推定

される。

規模 1.14 XO. 50+ m 深さ 0.27m

埋没土 粘質土のブロックで埋没。

出土遺物 土師器小片2点出土。

97号土坑（第15図図版8-3)

位置 2 C-68 

重複柱穴より新しい。

形状楕円形をなす。

規模 l.16X0.86m 深さ 0.19m

長軸方位 N-63ー -W 

埋没土 As-B を含む粘質土で埋没。

出土遺物 土師器・須恵器の小片12点と砥石片 l点

出土。

98号土坑（第15図図版8-5 • 6) 

位置 2 C-68 



重複 51号溝より新しい。

形状 隅丸長方形をなし断面形は箱形をなす。

規模 l.40X0.83m 深さ0.56m

長軸方位 N -18ー-E 

埋没土 As-B を含む粘質土のブロックで埋没。一

時期に埋没した様相を示す。

出土遺物 なし。

99号土坑（第15図図版8-4)

位置 2 D-68 

重複なし。

形状 長方形をなし断面形は箱形をなす。

規模 l.50X0.83m 深さ 0.16m

長軸方位 N-13ー -E 

埋没土 As-B を含む砂質土で埋没。

出土遺物 土師器・須恵器の小片54点と砥石片1点

出土。

100号土坑（第15図図版8-7)

位置 2 D-67 

重複なし。

形状 隅丸方形をなし断面形は箱形をなす。

規模 l.40X 1.17m 深さ 0.20m

長軸方位 N-65ー -W 

埋没土 As-B を含む砂質土のブロックで埋没。

出土遺物 土師器の小片3点出土。

101 号土坑（第15図）

位置 2 D-67 

重複なし。

形状 長方形をなし断面形は箱形をなす。

規模 l.12XO. 73m 深さ 0.12m

長軸方位 N-10ー -E 

埋没土 As-B を含む砂質土で埋没。

出土遺物 土師器・須恵器の小片3点出土。

102号土坑（第15図図版8-8)

位置 2 D-67 

第 1 節 I 面の遺構と遺物

重複なし。

形状 長方形をなし断面形は箱形をなす。

規模 1. 77XO. 93m 深さ 0.26m

長軸方位 N-16ー -E 

埋没土 As-B を含む砂質土で埋没。

出土遺物 土師器・須恵器の小片18点出土。

103号土坑（第15図）

位置 2 E-67 

重複なし。

形状 円形をなし底面は平坦で周壁は緩やかに立ち

上がる。

規模 0. 74XO. 71m 深さ 0.28m

埋没土 As-B を含む砂質土で埋没。

出土遺物 近世陶磁器小片と土師質土器小皿小片と

須恵器椀小片各l点が出土。

104号土坑（第15図）

位置 2 D-68 

重複なし。

形状 長楕円形をなし底面に傾斜を持つ。

規模 l.03X0.35m 深さ 0.17~0.05m

長軸方位 N-68ー -W 

埋没土粘質土で埋没。

出土遺物 土師器小片1点出土。

105号土坑（第15図）

位置 2 C-66 

重複西半部を攪乱されている。

形状 円形をなし底面は平坦。

規模 0.95X0.43+ m 深さ 0.04m

埋没土 As-B を含む砂質土で埋没。

出土遺物 なし。

106号土坑（第15 図）

位置 2 C-66 

重複なし。

形状 円形をなし底面は平坦。
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規模 0. 78XO. 73m 深さ 0.16m

埋没土 As-B を含む砂質土で埋没。

出土遺物 土師器・須恵器の小片5点出土。

107号土坑（第15図）

位置 2C-66 

重複 51号溝より新しい。

形状 隅丸長方形をなすと推定され、断面形は箱形

をなす。

規模 0.95X0.64m 深さ 0.51m

長軸方位 N-28ー _E 

埋没土 As-B を含む粘質土で埋没。

出土遺物なし。

なお、 94号土坑は欠番である。

第 2 節 II 面の遺構と遺物

1 住居跡

II 面では 7 世紀後半～ 10世紀代の竪穴住居跡が23

軒確認された。これらの住居群は 1I 面全域に重複し

て分布しているが1号円形周溝遺構と重複するもの

はない。住居跡は一辺が4~5m の長方形をなし東カ

マドを持ち、柱穴・周溝はない。これらの住居群は

6 世紀前半の地形変化後、 7 世紀後半～10世紀代ま

で連綿と続く新保・新保田中村前遺跡集落の一部で

ある。

179号住居跡（第17 • 18図 図版11-1~3, 52-1) 

位置 2 E-71 

重複 1号溜井より古く 180号住居跡より新しい。

形状 東壁寄りの部分は調査区外で北西隅が1号溜

井に切られているが、東西に長軸を持つ隅丸長方形

をなすと考えられる。

長軸方位 N-58ー -E 

規模 2.93+ X2.66m 

埋没土 焼土と炭化物を少量含む粘質土で埋没。

壁 0.05~0.14m の高さが確認され、やや斜めに立

ち上がる。

第 2 節 1I 面の遺構と遺物

周溝なし。

柱穴なし。

床面 カマド前がやや高く他は平坦で全面がやや固

く締まっていた。

貯蔵穴なし。

カマド位置 焚き口部分だけが確認され南東隅に

位置している。 規模焚き口幅0.43m 奥行不

明。 遺存状態 焚き口には商さ 0.15m の河原石を

用いた2本の袖石が直立していた。燃焼面からカマ

ド前床面には厚さ 0.05m の灰が堆積し、周壁は焼け

て固くなっていた。 遺物出土状態 出土遺物なし。

掘り方約0.14m ほど凹凸を持って掘り込まれ、 4

本の小ピットと東壁寄りの 2 ヶ所に楕円形をなす床

下土坑が検出された。

遺物出土状態 カマド前床面や南壁寄り床面から須

恵器椀の小片が集中して出土した。埋没土からは須

恵器椀や羽釜の小片が約60点出土した。掘り方から

は土師器甕の小片を中心とする遺物が約90点出土し

た。

時期 出土遺物や重複関係から 9 世紀後半の住居跡

と考えられる。

180号住居跡（第17図 図版11-1 • 3) 

位濫 2 E-71 

重複 179号住居跡より古い。

形状 東半部は調査区外となり北半部は179号住居

跡に切られているため形状不明。

長軸方位不明。

規模 2.35+ X 1.12+ m 

埋没土焼土と炭化物を極少量含む粘質土で埋没。

壁 0.05~0.12m の高さが確認されやや斜めに立ち

上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 やや軟弱で平坦。

貯蔵穴不明。

カマド 南壁より突出する楕円形の浅い掘り込みが

確認され極少量の焼土と灰が検出されたが、カマド

25 
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第16図 E 区 II 面全体図（1/250)
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第 2 節 II 面の遺構と遺物
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179住

• 

1 号溜井

A L=95.50m A' 

⑤ ⑫ 

覆土

①褐灰色土(lOYR5/l) N層小プロソクを多

く含む粘質土。

②褐灰色土 (10YR4/2) 焼土粒と黒色灰小プ

ロックを多く含む粘質土。

③褐灰色土 (7.5Y4/l) 焼士粒と炭化物粒を

極少最含む粘質土。

④褐灰色土(lOYR5/l) 焼土粒と炭化物粒を

少絨含む粘質土。

⑤黄灰色土 (2.5Y4/l) 焼土を多く含み、や

や砂質。

掘り方

⑥暗赤褐色士 (2.5YR3/6) カマドの側壁で

赤化し固く締っている。

⑦にぶい黄褐色土(lOYR4/2) 炭化物粒を少

量含む粘質土。

⑧灰黄褐色土(lOYR5/2) N 層のプロックの

混じり合った土層でやや砂質。

⑨褐灰色土 (10YR4/l) ⑧と同質。

⑩褐灰色土 (10YR4/l) 焼土粒を多最に含む。

⑪灰黄褐色土(lOYR5/2) 焼土粒を少贔含む。

覆土

⑫褐色土 (7.5YR4/3) 焼土粒と炭化物粒を

極少塁含む粘質土。

⑬灰褐色土 (7.5YR4/2) 炭化物粒を極少筵

含む粘質土。

⑭灰黄褐色土(lOYR5/2) N 層小プロックを

少最含む粘質土。

A L=94.50m ① ⑧ ( A' 

180住

②
 

③
 

⑤ ⑦ ④ ⑥ 
⑩ ⑪ 

覆土

①灰褐色土(lOYR4/l) 灰オリープ色土小プ

ロックを少量含む粘質土。

掘り方

②灰褐色土 (10YR5/l) 酸化鉄分が斑点状に

沈着。粘質土。

③黄灰色土 (2.5Y5/l) 炭化物粒が少量混入。

粘質土。

④灰黄褐色土(lOYR4/2) 灰オリープ色土小

プロックを多く含む粘質土。

⑤黄灰色土 (2.5Y5/l) 炭化物プロソクを少

量含む粘質土。

⑥灰色土 (5Y5/l) 酸化鉄分が斑点状に沈着。

粘質土。

⑦灰色土 (7,5Y5/l) ⑥と同様で炭化物小プ

ロックを少塁含む粘質土。

⑧灰黄褐色土(lOYR5/2) 酸化鉄分が斑点状

に沈着。粘質土。

⑨にぶい黄褐色土 (10YR5/3) 灰色土小プ

ロソクと焼土粒が混入。粘質土。

⑩灰色土(lOY6/l) 黄褐色の酸化鉄分が沈

着。粘質土。

⑪灰オリープ色土 (5Y6/2) N層小プロック

を多く含む粘質土。

第17図 179 • 180号住居跡（1/60)

27 



第 2 章 E 区の遺構と遺物
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第18図 179号住居跡出土遺物（1/3)

となる確証は得られなかった。

掘り方 楕円形をなす2基の床下土坑が検出された。

遺物出土状態 埋没土中より羽釜の口縁部小片が1

点出土した。

時期 179号住居跡よりも古い 9 世紀代の住居跡と

推定される。

181 号住居跡（第19 • 20図図版11-4, 52-2) 

位置 2 A-66 

重複 52号溝より古く 182号住居跡より新しい。

形状 東半部は調査区外で西端部は52号溝に切られ

ているため形状不明。

長軸方位不明。

規模 2.84+ X2.17+ m 

埋没土 小ブロックが混入した粘質土で埋没。

壁 0.16~0.21m の高さが確認されほぽ垂直に立ち

上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面が固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方 全面的な掘り込みはないが、北西隅で不整

楕円形で断面形が播鉢状をなす規模0.89XO. 68m で

深さ 0.25m の床下土坑が検出された。

出土遺物状態 埋没土中より土師器杯・甕片約10点

と磨石l点が出土した。

時期 出土遺物により 7 世紀後半の住居跡と考えら

れる。

28 

182号住居跡（第19図図版11-4)

2 A-66で181号住居跡と 52号溝に切られ大半が

調査区外となる住居跡の一部を確認した。確認され

た部分は西壁の一部とわずかな床面だけである。西

壁は高さ0.14m で床面は貼り床され深さ0.15m の掘

り方を持つ。出土遺物は掘り方より土師器の小片7

点が出土しただけである。 6 ~ 7 世紀の住居跡と推

定される。

183号住居跡（第21 • 22図図版11-5~8, 52-2) 

位置 2 B-68 

重複 51号溝． 96号土坑・ 191号柱穴より古い。

形状 東半部は調査区外で南半部は51号溝に切られ

ているため形状不明。

長軸方位不明。

規模 2. 67 + X 1. 78 + m 

埋没土 下層に炭化物を少量含む粘質土で埋没。

壁 0.30m の高さが確認されやや斜めに立ち上が

る。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で薄く貼り床され全面がやや固く締まっ

ていた。

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方全面が凹凸を持って0.05~0.14m掘り込ま

れていた。

遺物出土状態 埋没土中から土師器・須恵器の杯・

甕片が約90点出土した。掘り方からも同様の遺物が
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2
 (J 

52溝

ィ

52溝

A L=95.50m A' 企 L=95.20m A' 

掘り方

①暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 軽石小プロソクを少泣含む粘質土。②灰黄褐色土 (lOYRS/2)
軽石を多く含む砂質土プロック。③灰黄褐色土 (10YR4/2) 黒褐色土小プロックを少伝含
む粘質土。④灰黄褐色土(lOYRS/2) 軽石粒を少量含む。⑤灰黄褐色土 (10YR4 /2) 粘質

土。⑥52号溝覆土。

第19図 181 • 182号住居跡(1/60)

口
P6(ｽ) 

第20図 181号住居跡出土遺物(1/3)

OSl(%)  

約60点出土した。

時期 出土遺物から 8 世紀前半と考えられる。

184号住居跡（第23~25図図版12-1~4, 52-3) 

位置 2 E-69 

重複 l号溜井より古く 185 • 198 • 199号住居跡より

新しい。

形状 東西に長軸を持つ長方形をなす。

長軸方位 N-72ー -W 

規模 4.13X3.16m 

埋没土 V • VI層小ブロックを含む粘質土で埋没。

壁 0.05m の高さが確認された。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド位置南壁を 1号溜井で切られているが、

東壁の中央寄りに位置する。 形状 東壁より楕円

形に突出する。 規模焚き口幅0 .48+ m 奥行

0.74m 遺存状態 燃焼面がやや焼けており、焼土

プロックが散乱していた。また、浅い掘り方を持つ。

遺物出土状態 羽釜の小片7点が燃焼面より出土し

た。

掘り方 中央部は据り方がなく、周壁に沿って0.42

~0.15m 凹凸を持って掘り込まれている。また、楕

円形の床下土坑2基がカマド前に掘り込まれていた。

遺物出土状態 埋没土中より土師器・須恵器・灰釉

陶器の椀や甕片が約100点出土し、掘り方からは須

恵器杯 (P-11) が北西隅から出土し、他に埋没土

と同様の小片が4点出土した。

時期 出土遺物から 10世紀前半の住居跡と考えられ

る。
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貪 一 2
 

『
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ぐ＇

51溝

掘り方

④
 

A'L=95.50m 

⑨ ⑧ ⑨ ⑪ 

A
 

51溝

A'L=95.00m 

①土坑覆土。②柱穴覆土。③5l--\\--------―­
号溝。覆土 ④にぶい黄褐色土

(10YR5/3) As-8 を含む粘質土。⑤暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 粘質土。⑥褐灰

色土 (7.5YR4/l) 粘質土。⑦灰黄褐色土 (10YR4/3) 灰色土・炭化物小プ

ロックを少量含む。⑧灰黄褐色土(lOYR4/2) 炭化物粒を少最含む。⑨灰黄

褐色土 (10YR5/2) 黒色土小プロソクを含む。掘り方⑩灰黄褐色土

(10YR4/2) 小プロソクの混土層。⑪にぶい黄褐色土 (10YR5/3) 滉土層。

第21図 183号住居跡（1/60)

〖□□□

□8(%) 
第22図 183号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 

185号住居跡（第23~25図 図版12-1 • 2, 52-3) 

位濫 2 E-69 

重複 184号住居跡より古く 198号住居跡より新し

い。

形状 隅丸方形をなす。

長軸方位 N-69ー -W 

規模 2.04X 1.96m 

埋没土 V • VI層小ブロックを含む粘質土で埋没。

壁 0.45~0.14m の高さが確認されほぽ垂直に立ち

上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

30 

床面 平坦で全面がやや軟弱であった。

貯蔵穴なし。

カマド 南東隅に灰が薄く堆積しており近くにカマ

ドがあったと考えられるが確認できなかった。

掘り方なし。

遺物出土状態 薦編石l点と土師器・須恵器の杯片3

点が南壁寄り中央部床面から出土し、埋没土中から

は土師器・須恵器の杯・甕の小片が約70点出土し

た。

時期 出土遺物から 7 世紀後半の住居跡と考えられ

る。
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覆土 ⑬褐色土 (7.5YR4/4) 焼土・灰の小ブロ・ノクを少量含む。⑭黒

褐色土(lOYR2/2) 灰層。掘り方 ⑮灰黄褐色土(lOYR5/2) 粘質土。

1 号溜井

｢

3
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p
 

C L=94.70m 

⑮ ⑬ ⑭ 

-(%)  

D L=94.70m 

¥
 

⑲ 

C' 

①
 

⑰ 
D' 

⑱ 

184住

⑳ ⑪ 

掘り方 ⑯褐灰色土 (10YR4/l) 粘質土。⑰黄灰色土

(2. 5Y5/l) 粘質土。⑱灰色土 (7.5Y6/l) 粘質土。

⑲褐灰色土(lOYR5/l) 砂質土。⑳灰黄褐色土

(10YR5/2) 炭化物小ブロックを含む粘質土。⑪褐灰

色土 (10YR5/l) やや砂質。⑯～＠層はともに小プ

ロックの混土層。

E L=94.70m 
⑬ 

⑪⑫⑭ ⑰ 

E' 

⑯ 

A
、 |co A

、

覆士⑪灰黄褐色土 (10YR4/2) ⑫炭化材⑬木根痕⑳灰色土

(10Y6/l) ⑮黄灰色土（2.5Y5/l) ⑳暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 掘り

方 ⑰灰褐色土（7.5YR5/2)

旦＿ L=94.70m
⑨ ① 

三
こ
I 

⑪ ⑫ ⑦ ｮ 

覆土 ①褐色土 (7.5YR4/6) V • VI 層小ブロックを少盤含む粘質土。掘り方 ②灰黄褐色土 (10YR5/2)

粘質土。③黄灰色士(lOYR4/2) 炭化物粒を含む粘質土。④暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 砂質土。⑤にぶい黄

色土 (2.5Y6/4) 砂質土。⑥黄灰色土（2.5Y5/l) 粘質土。⑦褐灰色土 (2.5Y5/2)⑧灰黄褐色土

(lOYR5/2) 粘質土。覆土。 ⑨明褐色土 (7.5YR5/6) 黒色灰粒を多く含む粘質土。⑩明褐色土（7.5YR

第23図

ぐこ1(%)

B' 

下ぞ□三一
③ ⑥ ③ ⑤ ② ④ 

184 • 185 • 198号住居跡(1/60)

胃13(%)

184住

(%) ＼□□□ 
第24図 184 • 185号住居跡出土遺物（1/3)

5/8) V • VJ層小ブロックを少量含

む粘質土。⑪褐色土 (7.5YR4/4) 

VI層小プロックを少最含む。掘り方

⑫褐灰色土 (7.5YR6/2) 小プロッ

クの混土層。②～⑧層も小プロック

の混土層。

185住

゜S2(ｽ) 
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第25図 184 • 185 • 198号住居跡掘り方(1/60)
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た。

貯蔵穴なし。

カマド位置南東隅に位置する。

規模焚き口幅0.48m 奥行0.43m

煙道長0.45+m 幅0.22m 遺存状

態 焚き口には袖石と袖の高まりの

名残が残存していた。燃焼部はあま

り焼けていなかったが、煙道部は良

く焼けており焼土や灰が堆積してい

た。 遺物出土状態 土師器・須恵

器の椀・甕片6点が出土した。

掘り方周壁に沿う部分は掘り方を

持たず、中央部が0.29~0.20m の深

さで凹凸を持って揺り込まれてい

た。また、中央部には円形で規模

0. 72X0.67m 深さ 0. .13m の床下土坑

1 基が確認された。

遺物出土状態 床面から出土したも

のは東壁寄り中央部が多く、須恵器

椀や羽釜片が多い。埋没土中からは

土師器・須恵器の杯・椀や羽釜・瓦

の小片が約230点出土した。掘り方

からも同様の遺物が約80点出土し

た。

186号住居跡（第26~28図図版12-5~7, 52-4, 

53-1) 

位置 2 E-68 

重複 207号柱穴より古く 187 • 199号住居跡より新

しい。

形状 南北に長軸を持つ長方形をなす。

長軸方位 N-10ー -E 

規模 4.07X3.43m 

埋没土 炭化物を極少量含む粘質土で埋没。

壁 0.20~0.08m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面平坦で中央部とカマド前は固く締まってい

32 

時期 出土遺物から 10世紀前半の住居跡と考えられ

る。

187号住居跡（第26~28図図版12-5 • 6 • 8, 53-1) 

位置 2 D-68 

重複 186号住居跡・ 175号柱穴より古い。

形状 大半を 186号住居跡に切られているが、東西

に長軸を持つ長方形と考えられる。

長軸方位 N-77ー-W  

規模 3.75X3.12m 

埋没土 炭化物を少量含む粘質土で埋没。

壁 0.20~0.14m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。
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A' 
④ ⑧ 

②一て一ー一----|」-

① ⑤⑥ ③ ⑦ 

①柱穴覆土 ②褐色粘質土(!OYR4/6) 炭化物粒を極

少量含む粘質土。③黄褐色土 (IOYR5/6) ④にぶい橙

色土 (7.5Y7/4) ⑤黄灰色土 (2.5Y5/l) ⑥黄灰

色土 (2.5Y5/l) ⑦184 住覆土⑧黄灰色土 (2.5

5/1) 炭化物小プロックを少盈含む。

B
 

B'L=94.80m c
 

C' 

⑤
 

④
 

((¼,) 

② ③ ⑤ ⑨ 

三
①褐灰色土(lOYR5/l) 炭化物小プロックを少益含む。②黄灰色土

(2.5Y5/l) ③黒色灰層（10YR2/l) ④褐灰色土 (10YR4/l) ⑤ 

黄灰色土 (2.5Y5/l) 焼土大プロックを多く含む。⑥黒色灰層

(10YR2/l) ⑦灰褐色土 (7.5YR4/2) 小プロ・ノクの混土層

①184住覆土 ②灰黄褐色土 (10YR4/2) ③暗灰色灰層 (N3/0)

④褐灰色土(lOYRS/1) ⑤黄灰色土（2.5Y6/l) ⑥灰黄褐色土

(10YR5/2) ⑦褐灰色土 (lOYRS/]) ⑧褐灰色土(lOYRS/1) ⑨灰

色土(JOY6/]) ⑩灰黄褐色土 (lOYRS/2)

第26図 186 • 187 • 199号住居跡 (1/60)

柱穴なし。

床面 平坦でカマド前は固く締まっているが他の部

分は軟弱である。

貯蔵穴不明。

カマド位置南東隅に位置している。 形状東

壁から楕円形状に突出している。 規模 焚き口幅

0.53m 奥行0.70m 遺存状態 焚き口北側には袖

の高まりが残存していた。燃焼部はあまり焼けてい

なかった。カマド前床面には灰が薄く堆積していた。

遺物出土状態 土師器杯片4点と羽釜片l点が出土。

掘り方 部分的に掘り方を持たない所があるが、大

部分は0.18~0.14m掘り込まれていた。また、カマ

ド前には不整楕円形の床下土坑l基が確認された。

遺物出土状態 床面から出土したものはカマド前に

集中し須恵器甕や羽釜・瓦の小片10点が出土した。

埋没土中からは土師器・須恵器の坪．甕片が約20点

33 



第 2 章 E 区の遺構と遣物

二◎

ヽ
ッ

叫
188{主

A L=94.80m 

、
8

A' 
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第28図 186 • 187号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 
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出土し、掘り方からも同様の遺物が約10点出土した。

時期 出土遺物や重複関係から 10世紀代の住居跡と

考えられる。

188号住居跡（第29~31図 図版13-1~4, 53-2, 

54-1) 

188号住居跡と 202号住居跡は調査開始時点で1軒

の住居跡と誤認して調査を行ったため、遺物の混入

を招きプランの確認ができなくなった部分がある。

位置 2 E-67 

重複 202号住居跡より古い。

形状東壁から南壁に沿う部分が確認されただけ

で、形状不明。

長軸方位不明。

規模東西3.23+m 南北0.90m

埋没土 v層小ブロックを含む粘質土で埋没。

壁 0.13m の高さが確認されほぼ垂直に立ち上が

る。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でやや固く締まっている。

貯蔵穴不明。

カマド位置南東隅にある。 形状燃焼部がや

や東壁より突出し、煙道がやや長く延びる。 規模

焚き口幅0.52m 奥行0.45m 煙道部長0.73m 幅

0.20m 遺存状態 焚き口北側に袖石があり、燃焼

部はあまり焼けていない。煙道部は良く焼けており、

焼土と灰のブロックが堆積。燃焼面からカマド前に

かけて灰が薄く堆積していた。また、カマド前の掘

り方には円形のピットが掘られていた。

掘り方 南壁に沿う部分は掘り方を持たず、小ピッ

トが7本確認された。

遺物出土状態 床面から出土したものは南壁に沿う

部分に集中し土師器・須恵器の杯・椀．甕片や羽

釜・瓦片が約20点出土した。埋没土や掘り方からは

202号住居跡のものも含め、床面出土と同様の遺物

と灰釉陶器片などが約260点出土した。

時期 出土遺物や重複関係から 10世紀前半の住居跡

第 2 節 II 面の遺構と遺物

と考えられる。

189号住居跡（第32~34図図版13-6~8, 54-3) 

調査段階では 1軒の住居跡として扱ったが、東半

部と西半部では床面の高さが異なること、南・北壁

に歪みを持つこと、出土遺物が 7 世紀と 10世紀のも

のに大別されたこと等により、 2軒の住居跡である

ことが判明した。 2軒の住居跡は中央部で平行に重

複していたと考えられる。

189号住居跡（東半部）

位置 2 C-68 

重複 51号溝より古く、西半部・ 190 • 201号住居跡

より新しい。

形状 方形に近い形状と推定される。

長軸方位 N-10ー -E 

規模 3. 22 X 3. 10 + m 

埋没土 v層小ブロックを少量含む粘質土で埋没。

壁 0.22~0.10m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面が固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.72m 奥行0.37m 遺存状態 燃焼部奥

壁部分と煙道の立ち上がり部分が残存するだけであ

る。燃焼面にはわずかに焼土が散布していた。 遺

物出土状態 埋没土からは羽釜小片が掘り方から土

師器小片が少量出土した。

掘り方全面が0.26~0.05m の深さで凹凸を持って

掘り込まれていた。

遺物出土状態 須恵器塊・羽釜．灰釉陶器の小片約

20点が埋没土中より出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 10世紀代の住居跡

と考えられる。
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①黄灰色土 (2.5Y5/]) 砂質土。②灰オリープ色土 (5Y6/2) 粘質

土。③褐灰色土 (!OYR4/]) 黒色灰や炭化物小プロソクを多く含む、粘

性の裔い土層。④褐灰色土(IOYR5/l) 炭化物小プロックを少量含む粘

質土。⑤灰褐色土 (7.5YR5/2) 浅黄色土小プロックを少絋含む、粘性

の高い土層。⑥褐灰色土(IOYR6/]) 炭化物粒・浅黄色土小プロックを

少最含む粘質土。

第29図 188 • 202号住居跡（1/60)
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長軸方位 不明。
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188 • 202号住居跡出土遺物（ 2) (l/4) 

規模

埋没土 v層小ブロックを含む

粘質土で埋没。

壁 0.21~0.15m の高さが確認

され、ほぼ垂直に立ち上がる。

周溝

柱穴

床面

2. 95X2.10+ m 

なし。

なし。

ほぽ全面が固く締まって

いた。

貯蔵穴

カマド

掘り方

が多く、

不明。

不明。

掘り方を持たない部分

3 ヶ所で不整形の掘り

込みが確認された。

遺物出土状態

時期

位置

形状

規模

埋没土中より土

師器の坪．甕片が約80点出土し

た。

出土遺物や重複関係によ

り 7 世紀前半の住居跡と考えら

れる。

190号住居跡（第32~34 図

図版13-6 • 7, 54-2) 

2 D-68 

重複

51号溝より古い。

189号住居跡（東半部）．

不明。

長軸方位

埋没土

で埋没。

不明。

2.55+ X0.83+ m 

v層が混入した粘質土

壁 0.16~0.05m の高さが確認

189号住居跡（西半部）

位置

重複

形状

2 D-68 

189 （東半部）

不明。

• 190 • 201号住居跡より古い。

周溝

柱穴

床面

貯蔵穴

され、ほぽ垂直に立ち上がる。

なし。

なし。

平坦で軟弱であった。

不明。
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①褐色土 (10YR4/4) 灰白色土小プロノクを少量含む。②暗褐色土 (10YR3/3) 焼士・灰の

小プロソクを多く含む。③暗褐色土(lOYR3/3) 焼土粒と灰を多く含む。④黒褐色土 (lOYR

3/2) 灰白色土小プロックを含む。⑤黒褐色土(lOYR3/2) 灰白色土小プロックを多く含む。

第32図 189 • 190 • 201号住居跡（1/60)
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第33図 189 • 190 • 201号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 
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①灰黄褐色土 (10YR4/2) 小プロックの混土層で粘性が低い。

②灰黄褐色土(lOYR5/2) 砂質土小プロックの混土層。

① ② 

(ｼ) 

①灰黄褐色土(lOYR5/2) 軽石粒を多量に含む砂質土。②暗褐色土 (10YR3/4) やや粘

性の低い土層。③褐灰色土 (10YR5/l) 焼土粒と炭化物粒を少量含む。④灰黄色土 (2.

5Y6/2) 粘質土。

④
 

第34図 189 • 190 • 201号住居跡掘り方(1/60)

カマド不明。

掘り方 大部分は掘り方を持たないが、 3 ヶ所で小

さい掘り込みが確認された。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器甕・羽

釜．灰釉陶器・瓦の小片が12点出土した。

時期 出土遺物や重複関係から 9~10世紀代の住居

跡と考えられる。

191 号住居跡（第35図図版14-1~4)

位置 2D-67 

40 

重複 195 • 196号柱穴より古く、 195号住居跡より

新しい。

形状長方形をなす。

長軸方位 N-24ー -E 

規模 3.41 X3. OOm 

埋没土粘質土で埋没。

壁 0.16~0.06m の高さが確認され、ほぽ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。
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C' 掘り方
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〗一① ② 
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①黄灰色土 (2.5Y5/l) 軽石粒を少量含む粘質土。

②暗黄灰色土 (2.5Y5/2) ①層と同様。③195住覆土。

L=94.90m 
第35図 191号住居跡 (1/60)

床面 平坦で中央部だけがやや固く締まっていた。

貯蔵穴位置南東隅にある。形状円形をなす。

規模 0.47X0.46m 深さ 0.15m 遺物出土状態

数点の遺物が出土した。

カマド位置東壁の中央部寄りにある。 規模

焚き口幅0.62m 奥行0.50m 遺存状態東壁より

半円形に突出し、燃焼部には焼土と灰が堆積し、灰

はカマド前にも広がっていた。 遺物出土状態 須

恵器椀片l点と羽釜片4点が出土した。

掘り方 カマドとカマド前に掘り込みがあるが、他

の部分は掘り方は確認されなかった。

遺物出土状態 須恵器椀・羽釜・土師器甕を中心と

する小片が約90点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 10世紀代の住居跡

と考えられる。

192号住居跡（第36 • 37図図版15-1 • 2, 55-1) 

位置 2 C-66 

重複 51号溝より古く、 195 • 196号住居跡より新し

い。

形状 長方形をなすと推定される。

長軸方位 N-18ー -E 

規模 3.50X2.04+ m 

埋没土 v層小ブロックと灰を少量含む粘質土で埋

没。

壁 0.22~0.16m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。
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第 2 章 E 区の遺構と遺物

カマド 位置 東壁の南東隅寄りにあったと推定さ

れる。 規模不明。 遺存状態袖石l石と灰の

堆積が認められた。また、袖石の掘り方 2 ヶ所が確

認された。 遺物出土状態 須恵器椀片2点が出土

した。

掘り方なし。

遺物出土状態 床面から出土したものは須恵器坑を

中心に砥石1点 (S-5) がカマド前から南壁寄り中

央部で出土した。埋没土からは須恵器塊・羽釜・土

師器杯・甕の小片が約130点出土した。

時期 出土遺物や重複関係から 10世紀前半の住居跡

と考えられる。

193号住居跡（第38 • 39図 図版14-5~8, 55-2) 

位置 2 C-65 

重複 51号溝より古く、前回調査の84号住居跡と重

複する。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 3.07+ X2.65+ m 

埋没土 軽石粒を極少量含む粘質土で埋没。

周溝なし。

柱穴なし。

床面平坦で中央部とカマド前は固く締まってい

た。

貯蔵穴 掘り方調査時に南東隅で不整形の落ち込み

が確認されたが明確ではなかった。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 形状

51号溝に切られ不明。 規模 不明。 遺存状態

袖石l石とカマド前の灰の堆積が確認され、カマド

前では0.22~0.05m の掘り方が確認された。

掘り方 カマド部分を除いて掲り方は確認されな

かった。

遺物出土状態 床面から出土したものはカマド前か

ら中央部に集中し、須恵器塊や羽釜片が11点出土し

た。埋没土や掘り方からも同様の遺物が約30点出土

した。

時期 出土遺物や重複関係により 10世紀前半の住居

42 

跡と考えられる。

194号住居跡（第40図図版15-3 • 4) 

位置 2 D-65 

重複 197号住居跡より新しく、ほとんどを善勝寺

堀で切られる。

形状不明。

長軸方位不明。

埋没土 焼土や灰を多量に含む粘質土で埋没。

壁 0.05m の高さが確認され、ほぽ垂直に立ち上が

る。

周溝不明。

柱穴不明。

床面 やや固く締まっていた。

貯蔵穴位置南東隅にある。 形状楕円形をな

すと推定され2段に落ち込み、最深部は円形をなす。

規模 0. 71 + X0.47m 深さ 0.60m 遺物出土状態

遺物は出土しなかった。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.55m 奥行0.55m 遺存状態 東壁より

楕円形に突出する。燃焼面は強く焼けておりやや硬

化していた。また、カマド前には灰がやや厚く堆積

していた。深さ 0.10m の掘り方を持つ。 遺物出土

状態 須恵器塊や羽釜の小片4点が出土した。

掘り方 カマド前で0.18m の深さで全面が平坦に掘

り込まれていた。

遺物出土状態 カマド内よりすべての遺物が出土し

た。

時期 明確ではないが出土遺物により 10世紀代の住

居跡と考えられる。

195号住居跡（第41~43図 図版15-5~8, 55-3) 

位置 2 C-67 

重複 191 • 192 • 196 • 200号住居跡・ 51号溝より古

し ‘o

形状 東壁に丸みのある長方形をなす。

長軸方位 N-80ー -W 

規模 5.16X4.02m 
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①灰黄色土 (2.5Y6/2) 粘質土。②褐灰色土

(10YR6/l) 粘質土。③黒褐色土 (2.5Y2/l)

炭化物粒を多最に含む。④黒色灰層（2.5Y3/l)
⑤暗灰黄色土 (2.5Y5/2) 粘質土。⑥黄灰色

土 灰色土小プロックを少鼠含む粘質土。⑦灰

黄褐色土（10YR5/2) 灰色土小プロノクを多

く含む粘質土。⑧195住覆土。

192住
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第36図 192 • 196号住居跡(1/60)
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第37図 192 • 196号住居跡出土遺物 (1/3)
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①褐灰色土(lOYR5/l) 軽石粒を極少最含む粘質土。

②灰黄褐色土 (10YR5/2) 粘質土。

掘り方

第38図 193号住居跡（1/60)

P39 (%) ロニ）
言）ロ

第39図 193号住居跡出土遺物（1/3)

埋没土 v層を含む粘質土で埋没。

壁 0.29~0.20m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でほぼ全面が固く締まっていた。

貯蔵穴位置南東隅にあり 51号溝に切られてい

る。 形状 隅丸方形をなすと推定され底面は平坦。

規模 0. 93 XO. 55 + m 深さ 0.15m 遺物出土状態

土師器甕小片l点と円礫2点出土。

カマド位置東壁の中央部にある。 規模煙道

部長1.20m 幅0.12m 遺存状態 51号溝に切られ

煙道部だけが確認された。煙道部は良く焼けており

44 

焼土プロックが堆積していた。 遺物出土状態 燃

焼部と煙道部との境から土師器甕が正位で出土し

た。掘り方 中央部は掘り方を持たず、周壁に沿う

部分が0.06~0.04m の深さで掘り込まれていた。ま

た、円形のピットが北東隅と南東隅寄りで確認され

た。

遺物出土状態床面から出土したものは土師器甕

(P -45) が北東隅から逆位で須恵器盤（ P-46)

が北西隅寄りで出土した。埋没土中や掘り方からは

土師器杯・甕片が約180点出土した。

時期 出土遺物や重複関係から 7 世紀後半の住居跡

と考えられる。
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197住

一 一

197住

覆土①褐色土 (7.5YR4/6) B L=94.90m B' 
A L=94.90m A' ②暗黄褐色士 (2.5YR3/3)

① ④ ③ 焼土・灰小プロックを多く含

一ーロむ。③暗褐色土（7.5YR3/4)

⑤ 
④黒褐色灰層 (10YR3/l)

掘り方⑤暗灰黄色土 (2.5
掘り方（垢） Y5/2) 粘質土。⑥灰黄褐色

土 (10YR5/2) 粘質土。

第40図 194号住居跡(1/60)

196号住居跡（第36 • 37図 図版55-2)

位置 2 C-66 

重複 192号住居跡・ 51号溝より古く、 195号住居跡

より新しい。

形状 192号住居跡・ 51号溝に大半が切られている

ため不明。

長軸方位不明。

規模 2. 70+ X2.33+ m 

埋没土 v層小ブロックを含む粘質土で埋没。

壁 0.10m の高さが確認され、ほぽ垂直に立ち上が

る。

周溝なし。

柱穴なし。

床面平坦でやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方なし。

遺物出土状態 須恵器椀（ P-47) の完形が中央部

床面より出土。埋没土中からは須恵器塊・甕の小片

が約30点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀後半の住居

跡と考えられる。

197号住居跡（第44 • 45図 図版16-1 • 2, 55-3) 

位置 2 D-65 

重複 194号住居跡・ 167 • 168号柱穴より古い。

形状 善勝寺堀に大半が切られているため不明。

長軸方位不明。

規模 4.14+X2.53+m 

埋没土 v層小ブロックを含む粘質土で埋没。

壁 0.22~0.15m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でカマド前は固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド位置 東壁中央部に位置していると考えら

れる。 規模焚き口幅0.50m 奥行0.34m 煙道

部長0.44m 幅0.30~0.17m 遺存状態燃焼部は

東壁よりわずかに突出し、煙道部はやや長く延びる。

燃焼部には両袖の高まりがわずかに残る。燃焼部は

やや強く焼けており、焼土や灰のブロックが堆積し
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51溝
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叫

195住 。

叫 叫

①192住覆土。②灰黄色

土 (2.5Y6/2) 粘質土。

③黄灰色土 (2.5Y5/l)

粘質土。④灰黄褐色土

(10YR5/2) 粘質土。⑤

暗褐色土 (10YR3/3) 黄

褐色土小プロックを少鍼

含む粘質土。⑥黄灰色土

(2.5Y6/l) 焼土粒を極

少醤含む粘質土。⑦灰黄

褐色土(lOYR4/2) 灰白

色土小プロックを少量含

む粘質土。⑧灰白色土

(10Y7/l) 粘質土。⑨

暗褐色土 (10YR3/3) 焼

土と黒色灰の小プロック

を多く含む粘質土。 195

住煙道覆土。

L=95.!0m 

A L=95.10m A' D' 

③ ④ ② ③ 

①--←—→「-----三三三三ジこ＿⑤

第41図 195 • 200号住居跡（1/60)

D L=95.!0m 

⑦ 

（妬）

｀口3(¼)
II P45(ｼ) 

こ（％） P46(ｼ) 

第42図 195号住居跡出土遺物(1/3 • 1/4) 

ていた。カマド前には灰が薄く堆積していた。 遺

物出土状態 埋没土からは土師器・須恵器の甕小片

が2点出土し、掘り方から磨石 (S -6) 1点が出土

した。

掘り方 全面が0.07~0.03m の深さでやや平坦に掘

46 

り込まれていた。

遺物出土状態 埋没土中から土師器杯・甕片が約40

点出土し、掘り方からも同様の遺物が4点出土した。

時期 出土遺物や重複関係から 7 世紀代の住居跡と

考えられる。
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V —`<| 

51溝

。
B

[

 

192住

③ ~ < 

c̀o| 

e) 

e) 

叫

①暗灰黄褐色土 (2.5

Y5/2) V 層小プロッ

クを多く含む粘質土。

c
 

C' 

一191住
L=95.10m 

第43図 195 • 200号住居跡掘り方(1/60)

198号住居跡（第23 • 25図図版12-1 • 2) 

位置 2 E-69 

重複 184 • 185号住居跡より古い。

形状 南壁に沿う一部を確認しただけで形状不明。

長軸方位不明。

規模 1. 23+ XO. 55+ m 

埋没土 v層を多く含む粘質土で埋没。

壁 0.20m の高さが確認され、ほぽ垂直に立ち上が

る。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で軟弱。薄い貼り床をなす。

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方 0.05m の深さで全面が掘り込まれていた。

遺物出土状態 埋没土中より須恵器甕小片が1点、

掘り方より土師器杯片が5点出土。

時期 出土遺物や重複関係から 7 世紀代の住居跡と

考えられる。

199号住居跡（第26 • 27図 図版12-5 • 6) 

位置 2 E-68 

重複 184 • 186号住居跡より古い。

形状 184 • 186号住居跡に大半を切られているため

形状不明。

長軸方位不明。

規模 2.80X0.47+ m 

埋没土 炭化物を少量含む粘質土で埋没。

壁 0.04m の高さが確認された。

周溝なし。

柱穴なし。

床面平坦でやや軟弱。

貯蔵穴不明。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模
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叫 吋
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掘り方

~ L=94.90m 

⑤ 

A' 

⑦
 

⑥
 

①明褐色土 (7.5YR5/6) 灰白色土小プロノクを極少贔含む。②にぶい橙色土（7.5YR7/4)

焼土・灰の小プロックをやや多く含む。③明褐灰色土 (5YR7/2) 灰白色土小プロックを

多く含む。④灰褐色土 (7.5YR5/2) やや粒子の粗い土層。⑤にぶい赤褐色土 (5YR4/4)

③・④層が焼けた土層でカマド側壁の名残りか？⑥灰褐色土（7.5YR6/2) 焼土・灰・炭

化物の混土層。⑦黒色灰層 (N2/0) ⑧灰褐色土 (7.5YR6/2) ⑥層に比べ焼土・灰が少な

い。⑨灰黄褐色土(lOYR6/2) V層小プロソクを含み、上層に炭化物粒を含む。

第44図 197号住居跡 (1/60)

ことができない。

□S6()i) 
第45図 197号住居跡出土遺物(1/3)

焚き口幅0.36+m 奥行0.45m 遺存状態 東壁よ

り楕円形に突出し浅く確認された。燃焼面はやや焼

けていた。 遺物出土状態 出土遺物なし。

掘り方なし。

遺物出土状態 出土遺物なし。

時期 出土遺物もなく重複関係等により、 6 世紀後

半～ 10世紀代という大きな時間幅の中でしか捉える

48 

200号住居跡（第41 • 43図図版15-5 • 8) 

位置 2 C-67 

重複 195号住居跡より新しく 51号溝より古い。

形状 51号溝に大半を切られているため不明。

長軸方位不明。

規模 3.45+ X0.44+ m 

埋没土 v層小ブロックを含む粘質土で埋没。

壁 0.12~0.06m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面平坦でやや軟弱。

貯蔵穴不明。

カマド位置東壁の中央部にある。 規模焚き

口幅0.55m 奥行0.75m 遺存状態 東壁より楕円

形に突出し 195号住居跡のカマドの上にのる。焚き

口両袖基部の高まりが残存する。燃焼面の焼けは弱

く焼土と灰が堆積していた。 遺物出土状態 土師

器甕片が5点出土した。



掘り方なし。

遺物出土状態埋没土からは遺物は出土しなかっ

た。

時期 出土遺物や重複関係により 6 世紀後半～ 7 世

紀代の住居跡と推定される。

201 号住居跡（第32~34図図版16-3 • 4, 54-3) 

位置 2 C-67 

重複 189号住居跡・ 51号溝より古い。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 1.25+ XO.SO+ m 

埋没土粘質土で埋没。

壁 0.20m の高さが確認され、ほぽ垂直に立ち上が

る。

周溝なし。

柱穴なし。

床面平坦で軟弱。

貯蔵穴不明。

カマド位置北西隅にある。 規模焚き口幅

0.57m 奥行0.87m 遺存状態 西壁より楕円形に

2段に立ち上がって突出。燃焼面はあまり焼けてい

なかったが、埋没土には焼土と灰のブロックが多量

に堆積。 遺物出土状態 灰釉陶器皿片 (P -48) 

が燃焼面より出土した。

掘り方なし。

遺物出土状態 磨石（ S -7) 1点が北西隅寄り床面

より出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 10世紀前半の住居

跡と考えられる。

202号住居跡（第29~31図 図版13-1 • 2 • 5, 53-1) 

位置 2 E-67 

重複 188号住居跡より新しい。

形状 西端部を善勝寺堀に切られているため形状不

明。

長軸方位不明。

規模 3.25X2.90+ m 

第 2 節 Il 面の遺構と遺物

埋没土 v層小ブロックを含む粘質土で埋没。

壁 0.17~0.12m の高さが確認され、ほぽ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.95m 奥行0.87m 遺存状態 東壁より

隅丸方形状に突出。焚き口北側に袖石l石がある。

焚き口幅が広く奥壁に屈曲がある所から、作り換え

ている可能性がある。カマド内からカマド前には灰

が厚く堆積し、カマド内にば焼土と灰のブロックが

堆積。 遺物出土状態須恵器塊 (P -21) 1 点と

羽釜片l点が出土。

掘り方全面が0.18~0.09m の深さで凹凸を持って

掘り込まれている。また、楕円形の床下土坑がカマ

ド前に 1基あり、多くの小ピットが確認された。

遺物出土状態 188号住居跡に混入。

時期 188号住居跡と遺物が混入してしまい明確で

はないが、 188号住居跡より新しい10世紀代の住居

跡と考えられる。

2 柱穴群（第46 • 47図図版16-5)

E 区 II 面では 109本の柱穴が確認された。これら

の柱穴はほぽ二群に分かれて集中して分布してい

た。北側の一群は 1号円形周溝遺構周辺の 2 A. B 

-66グリットを中心とした区域に分布し、南側の一

群は 184 • 186 • 190号住居跡周辺の 2 D-68 • 69 グ

リットを中心とした区域に分布している。

また、一部の柱穴は住居跡や 1号円形周溝遺構と

重複する関係にある。

多くの柱穴が確認されたが I 面と同様に柱筋が判

明したり、構造が判明したものはなかった。

柱穴の平面形は円形を基調とするものが93本、方

形を基調とするものが16本で、 I 面と同じ傾向を示

している。

柱穴群の平均的規模は径0.33~0.27m 、深さ
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E 区 1I 面柱穴集計表
番号 平面形 規模 深さ

115 円 58X38 -25 

116 円 21X20 -16 

117 円 17Xl5 - 9 

118 円 45X30 -40 

119 円 40X27 -36 

120 円 32X28 -15 

121 円 27X24 - 3 

122 円 33X30 -15 

123 円 26X22 - 8 

124 円 40X32 -10 

125 円 47X21 -10 

126 円 35X32 -13 

127 円 48X30 -12 

128 円 24X23 - 8 

129 円 30X30 - 7 

130 方 39X38 -27 

131 円 30X30 -17 

132 円 26X24 -22 

133 円 45X25 -20 

134 円 21Xl5 - 7 

135 円 38X35 -31 

136 円 20Xl9 -26 

137 円 29X27 -54 

138 円 18Xl5 - 3 

139 方 59X36 - 7 

140 方 41X24 - 6 

141 円 19Xl8 - 5 

142 円 14Xl2 - 1 

143 円 28X26 - 8 

144 円 29X22 - 5 

145 円 34X29 - 7 

146 円 40X31 - 5 

147 円 40X24 - 6 

148 円 47X37 - 9 

149 円 30Xl8 -10 

150 円 54X28 - 7 

柱痕径 番号 平面形 規模

151 円 30X25 

152 円 37Xl8 

153 円 30X24 

154 円 30X23 

155 円 25Xl6 

157 円 23Xl7 

158 円 20Xl8 

159 円 38X37 

160 円 30X20 

161 円 28X26 

162 方 34X31 

163 円 54X35 

165 円 23X21 

166 方 52X37 

167 方 30X28 

18 168 方 30X29 

14 169 円 30Xl9 

170 方 31X23 

171 方 21Xl9 

172 円 20Xl7 

173 方 27Xl9 

14 174 円 23X21 

175 円 30X22 

176 円 30Xl9 

177 円 22Xl7 

178 円 55X50 

179 円 24X20 

180 方 26X23 

181 円 57X48 

182 円 57X49 

183 円 90X53 

184 円 21Xl5 

185 円 20X20 

186 円 23X20 

187 円 50X31 

188 円 20Xl5 

0.17m である。柱痕が確認された柱穴は11本で、平

均的な径は0.17m である。柱穴規模や柱痕径は I 面

と同じであるが、規模の大小の差が I 面よりも大き

い。

柱穴の埋没土は V • VI 層の混土層で、 As-B を含

むものではない。

柱穴からは土師器・須恵器の小片が極少量出土し

ただけである。

柱穴群の時期は 6 世紀後半以降で As-B 降下以前

という大きな時間幅の中でしか捉えることができな

かったが、住居跡や1号円形周溝遺構と重複する柱

穴は新しい傾向にあり、 As-B 降下時期に近い柱穴

が多いと推定される。

50 

（単位cm)

深さ 柱痕径 番号 平面形 規模 深さ 柱痕径

-26 189 円 20Xl7 -12 

-29 190 方 27X25 - 8 

- 5 191 円 25X21 - 8 

- 9 192 円 19Xl6 - 7 

- 8 193 方 16X 15 -13 

-18 195 円 20Xl8 - 9 

-14 196 円 24X23 - 8 

-32 197 円 31X30 -15 

-40 198 円 36X33 - 4 

-31 15 199 円 43X41 -12 

-35 16 200 円 31X29 - 8 

-56 201 円 45X35 -10 

-20 202 円 58X47 -80 22 

- 4 203 円 17Xl7 - 5 

-17 204 円 26X24 -36 12 

-16 205 円 41X33 -13 12 

- 2 206 円 40X37 -19 

- 6 207 円 40X37 - 7 

- 8 208 方 41X36 - 6 

-12 209 円 23X22 -22 

-16 210 円 22Xl7 - 5 

-28 211 方 27X27 -11 

- l 212 円 35X30 - 8 

-21 213 円 47X40 - 8 

-16 214 円 34X31 - 7 

-26 215 円 28Xl5 - 3 

- 6 216 円 22X20 -14 

-33 20 217 方 23X23 -18 

-26 218 円 35X32 -33 

-20 15 219 円 42X35 -23 20 

-20 220 円 24X20 -12 

- 7 221 円 33X28 -34 

-31 222 円 55X43 -16 

-10 223 円 45X35 -22 

- 8 

- 8 

3 1 号円形周溝遺構（第48図 図版16-5, 17-1) 

位置 2 Aｷ B-66 

重複 52号溝より古く、多くの柱穴と重複関係にあ

るが柱穴の方が新しい傾向にある。また、 181号住

居跡は位置的に重複していると考えられるが (52号

溝によって接点不明。）、重複率の高い E 区住居群が

一定距離を置いている。

形状 周溝が円形に巡り、東端部は52号溝によって

切られている。

全体規模 7. 02 X 6. 26 + m 

周溝規模幅0.94~0.40m 深さ 0.27~0.13m

周溝埋没土 v層小ブロックの混土層で埋没。

周溝出土遺物 埋没土中より土器小片が極少量出土
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118号柱穴

王①
③ 

①灰黄褐色土(lo

YR5/2) ②灰黄

褐色土 (10YR6/2)

③灰色土 (N5/0)

137号柱穴

] 
①灰色土 (N

5/0) ②灰黄

褐色土 (lOYR

5/2) 

176 ・ 177号柱穴

③｛往？元
④② 

①浅黄色土 (5Y7/4) 

②灰色土 (N5/0)

③にぶい褐色土（7.5

YR6/3) ④灰褐色

土(7.5YR4/2)

203•204号柱穴

胃
①灰色土 (N5/0)

②褐灰色土（7.

5YR4/l) ③灰色

土 (N5/0) ④浅

黄色土 (5Y7/4) 

119号柱穴

言戸
①灰黄褐色土 (10

YR6/2) ②灰黄

褐色土 (10YR6/2)

③灰褐色土（7.5

YR4/2) 

151 ・ 152号柱穴

口⑤③ 
①浅黄色土 (5Y7/4) 

②灰色土 (N5/0)

③灰黄褐色土 (lOYR

5/2) ④灰黄褐色土

(10YR5/2) ⑤灰褐

色土 (7.5YR4/2)

180号柱穴

④三召□
①灰褐色土 (7.5YR

4/2) ②灰色土 (N

5/0) ③にぶい褐色

土 (7. 5YR6/3) ④ 

灰黄褐色土 (lOYR

5/2) 

205·206号柱穴

三

130号柱穴
•一① _. 

③食訳□③
④ ⑤② ④ 

①黄褐色土 (10YR6/2)

②灰色土 (N5/0) ③オ

リープ灰色土(lOY6/2)

④灰色土 (N5/0) ⑤浅

黄色土 (5Y7/4) 

159 ・ 160号柱穴

④：主万①⑤ ② 
③ 

①灰黄褐色土 (lOYR

6/2) ②灰褐色土 (10

YR5/2) ③灰色土 (N

5/0) ④浅黄色土 (5Y

714) ⑤にぶい褐色土

(7. 5YR6/3) 

195•196号柱穴

万
② ④ 

①灰褐色土 (7.5YR4/2)

②浅黄色土 (5Y7/4) ③ 

灰褐色土 (7.5YR4/2)

④灰黄褐色土 (10YR5/2)

218号柱穴

ロま〗

①褐灰色土（7.5YR4/l) 

②灰色土 (N5/0) ③灰

色土 (N5/0) ④浅黄色

土 (5Y7/4) ⑤灰黄褐色

土(lOYR6/2)

①灰色土 (N5/0)

②褐灰色土 (7.5 

YR4/l) ③灰黄

褐色土 (10YR5/2)

132号柱穴

①ヤ4危）

①灰褐色土（7.

5YR4/2) ②灰

黄褐色土(lOYR

5/2) 

161 号柱穴

①]望□③
② ④ 

①灰黄褐色土 (10

YR6/2)②灰色土

(N5/0) ③灰褐色

土 (7.5YR4/2)④

灰色土 (N5/0)

197号柱穴

口
①にぶい褐色土 (7.5

YR6/3) ②緑灰色

土 (7. 5GY6/l) ③ 

にぶい褐色土（7.5

YR6/3) 

219号柱穴

言g

①灰色土 (N5/0)

②灰褐色土 (7.5

YR4/2) ③緑灰色

土 (7. 5GY6/l) ④ 

にぶい褐色土 (7.5

YR6/3) ⑤灰黄褐

色土 (10YR5/2)

135号柱穴 136号柱穴

口 ②~① 

①灰黄褐色土(lOYR ①浅黄色士 (5

5/2) ②オリープ灰 Y7/4) ②灰黄

色土 (10Y6/2) ③ 褐色土 (lOYR

灰色土 (N5/0)

162号柱穴

①況悶］②④ ④ 
③ 

①灰黄褐色土 (lOYR

5/2)②～④層に

ぶい褐色土 (7.5YR

6/3) 

200号柱穴

②二豆］
③ 

①灰褐色土

(7.5YR4/2) 

②灰色土 (N

5/0) ③灰黄

褐色土(lOYR

5/2) 

221 号柱穴

口

①にぶい褐色土 (7

.5YR6/3) ②灰

黄褐色土 (lOYR

5/2) ③灰褐色土

(7.5YR4/2) 

5/2) 

163号柱穴

ロコ
①灰色土 (N5/0)

②灰黄褐色土(lOYR

5/2) ③にぶい褐色

土 (7. 5YR6/3) ④ 

浅黄色土 (5Y7/4) 

202号柱穴

` ①～④層灰色土と浅

黄色土の小プロックの

混土層。⑤～⑦層浅

黄色土と灰黄褐色土の

小プロックの混土層。

223号柱穴

]] 
①灰色土 (N5/0)

②褐灰色土 (7.5

YR4/l) ③オリー

プ灰色土 (10Y6/2) 

④灰黄褐色土 (10

YR5/2) 

※ 1l 面柱穴の裂土はN~VI 層の小プロックの混土層で構成されている。 L=95.10m 

第47図 E 区 1I 面柱穴土層断面(1/60)
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第 2 節 II 面の遺構と遺物
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①にぶい黄褐色土 (10YR5/3) 灰白色土と褐灰色土の小プロソクの混土層。②灰黄褐色土 (10YR4/2) 灰白

色土と明黄褐色の小プロソクの混土層。③灰白色土 (N7/0) ②層と同様。④褐灰色士 (5YR6/l) 灰白色土

と黒褐色土の小プロックの混土層。

L=95.30m 

第48図 1 号円形周溝遺構（1/80)

しただけで埴輪片や葺石は出土しなかった。

墳丘確認されなかった。

その他の構造 遺構確認段階で円形周溝中心部で面

の乱れが確認された。 lm 強の範囲で明確なプラン

は確認できなかったが、凹凸を持った浅い掘り込み

であった。調査段階で記録を取らなかったが、本遺

構の主体部に係る掘り込みであった可能性もある。

調査所見 1号円形周溝遺構は小規模で狭い周溝が

確認されただけで、墳丘は確認されず埴輪も出土せ

ず主体部も推定するに留まる遺構であるが、古墳で

ある可能性は高いと考える。

時期は V層上面に構築されているところから 6 世

紀後半以降であり、 181号住居跡と重複している可

能性が高いところから 8 世紀前半にはその存在がや

や薄れてきたと考えられる。しかし、完全に重複す

る住居跡が存在しない点は、住居群の存続していた

間はその存在が意識され続けたものと考えられる。

1号円形周溝遺構は形状や規模から埴輪や葺石を

持たない終末期古墳の類例と考えられる。また、本

遺構は近辺に古墳群がなく公田や矢島・江木といっ

た後期古墳群とは約1kmの距離を置いている。終末

期古墳にみられる単独存在傾向は本遺構にもあり、

この点からも本遺構が終末期古墳の類例と考えられ

る。

なお、本遺構は新保廃寺の推定域内にあり、新保

廃寺の領域やその関係が検討を要するところであ

る。

（「円形周溝遺構」の名称は検出状態からの名称付

けであり古墳の系統性を意味するものではない。）
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第 2 章 E 区の遺構と遺物

叫叫
A A'L=94.60m 

」
①にぶい黄褐色土(lOYR5/3) 灰黄

褐色土が混入した粘質土。

108号土坑

A
 

叫

ざ．

叫
A' 

~L=94.70m 

② 109号土坑

①灰黄褐色土(lOYRS/2) 黄褐色の酸化鉄分

を斑点状に含む。②灰黄褐色土(lOYR4/2)

浅黄色土・黒褐色土の小プロックを含む。

|口

「 ¥) +@ 
II 
ま

望＼ ｮ 1|-
A A' 

110・ニ4土：こ「ロ
①褐灰色土(lOYRS/2) V 層小プロック

を少益含む。②褐灰色土 (lOYRS/2) ① 

と同様でより粘性が高い。③灰黄褐色土

(10YR4/2) ④褐灰色土 (lOYRS/1) V 

層小プロックを極少羹含む。⑤W層小プ

ロックをやや多く含む。⑥99号溝覆土。

第49図 108~111号土坑(1/60)

4 土坑

II 面では4基の土坑が確認された。形状は楕円形

や円形をなし、 E 区南端部に分布していた。 I 面の

土坑とは形状や分布・埋没土を異にする。 4基の土

坑からは出土遺物はほとんどなく、時期や性格は明

確でない。

108号土坑（第49図図版17-2)

位置 2 E-71 

重複なし。

形状楕円形をなす。

規模 l.15X0.80m 深さ 0.14m

長軸方位 N-38ー -W 

埋没土 V層を多く含む粘質土で埋没。

出土遺物 なし。

109号土坑（第49図図版17-4 • 5) 

位置 2 E-71 

重複 99号溝より古い。

形状長楕円形をなす。

規模 1. 73+ X0.90m 深さ 0.36m

長軸方位 N-51ー -W 

54 

埋没土 v層小ブロックを含む粘質土で埋没。

出土遺物なし。

110号土坑（第49図図版17-3)

位置 2 F-72 

重複 99号溝より古く、 111号土坑より新しい。東

端部は調査区外となる。

形状 円形をなすと推定され、底面は2段に落ち込

む。

封計莫 l.15X0.80+ m ?架さ 0.56m

埋没土 v層小ブロックを含む粘質土で埋没。

出土遺物 土師器の小片が3点出土。

111 号土坑（第49図図版17-3)

位置 2 F-72 

重複 99号溝より古く 110号土坑より新しい。大半

が調査区外となる。

形状不明。

規模 0.82+ X0.35+ m 

埋没土 v層小ブロックを多く含む粘質土で埋没。

出土遺物なし。



第 3 節 III 面の遺構と遺物

m面では Hr-FA で覆われた水田面と低地面が確

認され、両者を横断する溝1条も同時に確認された。

水田面は前回調査までの村前地区や下り柳地区、そ

して新保遺跡でも確認されている。今回の調査は本

地区に広範囲に広がる水田の一部である。

1 水田跡（第51図図版18-1 • 2) 

被覆層と水田の残存状況 確認された水田面と低地

面は 6 世紀初頭降下の Hr-FA によって覆われてい

た。 Hr-FA は厚さ 0.05~0.10m で分析の結果 1 次

堆積層であることが判明した。また、 Hr-FAの上

層には間層をおかず泥流層 (FPF-1) が0.40~

0.80m の厚さで覆っており、水田は当地点では復旧

されず地形が大きく変化した。

水田は大アゼで区画された内部を小区分した小区

画水田で残存状態はあまり良くなく、区画が明確に

わかる水田は 1枚であった。

また、 III 面は 1号溜井や善勝寺堀等により一部が

壊されていた。

耕作土 水田の耕作土は vn層の黒色土で非常に粘性

が高く、土圧により厚さ0.03~0.05m に圧縮されて

いた。

地形 m面では東半部が水田面、西半部が低地面と

高低差を持って大きく二分されて確認された。低地

面は2号河川跡の痕跡の低地であり、最深部は2-1号

河川跡 (2号河川跡の中で最も新しい河道跡。）に沿っ

ており、標高93.70~93. 90m で水田面との比高差は

0.50~0.90m である。低地面では水田区画は確認さ

れなかったが、これはあまりにも湿地的な環境で

あったため水田耕作に適さなかったものと考えられ

る。水田面は標高が94.40~94.60m で北が高く南が

低い。

区画とアゼの走向 水田は大アゼで区画され同時に

低地面との境界としている。大アゼは幅1. 17~

0.62m 、高さ 0.02~0.06m で、わずかに北東から南

東へ緩やかな弧を描いて走向している。大アゼは2

第 3 節 rn 面の遺構と遺物

号河川跡の左岸上端をほぽトレースしている。

内部は小アゼにより小区画に区分されている。小

アゼは幅0.20~0.12m 、高さ 0.01~0.03m で土圧に

より圧縮され遺存状態は良くない。水田区画は高低

差をより持つ南北方向に長軸を持つ傾向にある。

面積 区画が確認された水田は 1面だけであり、面

積は4.2m' と小規模なものであった。

取排水の方法 水口は 3 ヶ所で確認され小アゼの隅

に切られていた。取水状況を示す遺構はないが、大

アゼの 1 ヶ所 (2 B-66) が幅0.32m にわたり切れ

ており、かけ流しによる低地面への排水部と考えら

れる。

遺物出土状態 耕作土中より弥生時代後期～古墳時

代後期の土器小片が約100点出土した。

前回までの調査で下り柳地区と村前地区ではより

広範囲に Hr-FA下水田が確認されており、その概

要は以下の通りである。

下り柳地区では発掘区の全域で Hr-FA下水田が

確認されており、 341面の水田区画が確認された。

水田の面積は2~4m'の小区画水田で、等高線に直行

する方向の帯状区画を小さく区切って行く方法で水

田区画が作られていた。また、部分的に大きな区画

をとる水田の縁も確認された。

村前地区では3地点で Hr-FA下水田が確認され

た。本地区でも 2~4対の小区画水田が多くを占める

が、 20吋前後や40吋前後のやや大きな区画もあり、

3種の水田区画が存在していた。

小区画水田は傾斜地を開田するための工夫と考え

られ、大きな区画の水田は比較的平坦な地点のため

開田できたものと考えられた。これらの水田区画の

差は下層の遺構の影響とともに地形が大きく関係し

ていた。

また、村前地区では同じ Hr-FA で埋没していた

溝も確認された。この溝は水田域よりやや標高の高

い地点を走向しており、 C·D区水田への灌漑用水

としての性格が考えられた。

今回調査の水田は極めて小範囲であるが、上記水
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第50図 E 区旧面全体図(1/250)
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第 3 節 m 面の遺構と遺物
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第51図 E 区 m面 (Hr-FA下面）水田跡（1/100)
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第 2 章 E 区の遺構と遺物

田の一部を構成するものである。

2 溝

102号溝（第51図図版18-1 • 2) 

位置 2 B-67~2 E-66 

重複水田面や大アゼを切っている。

走向 水田面と低地面をやや東西に横断する状態で

直線的に走向する。

規模幅0.62~0.24m 深さ 0.12~0.03m 調

査長15.40m

形状 断面形は浅い U字状をなす。低面レベルは東

端部が高く西端部が低い。比高差は0.34m である。

埋没土水田面と同じ Hr-FA で埋没。

出土遺物 なし。

調査所見水田面と同じ Hr-FA で埋没している

が、大アゼを切っていることや、地形の全体的な傾

斜に逆らう状態で構築されている点から、水田休閑

期に一時的に掘られた溝と考えられる。

第 4 節 IV面の遺構と遺物

これまでの調査で下り柳地区と村前地区では As­

C 上畠 •Hr-FA下畠． As-B 前後の4面の畠が5地

点で確認されている。これらの畠はともに畝は確認

されず畝間の溝だけが確認されている。

今回の調査区に続く C·D区では As-C 上畠が確

認され、畝間溝の方向性や間隔等により 29 グループ

の畠跡に分けられた。畠の区画はつかめなかったが、

高い重複率により一定期間の連続した畠作を確認

し、村前地区での集落域から畠作域そして水田域の

変遷を確認した。

1 畠跡（第53 • 54図図版19-1~5, 55-4) 

被覆層と残存状況 畝間溝の被覆層は As-C を多量

に含む黒色土 (VIII層）で、一部の溝には As-C の純

層に近い被覆層であった。

畠跡は畝間の溝が確認されただけで畝の高まりは

確認されなかった。

58 

畠跡は2号河川跡の痕跡である E 区西半部低地面

を除く、東半部台地面全面で小範囲ながら確認され

た。畠跡の下層には弥生時代中期後半～古墳時代前

期の住居跡が存在する。

畠跡の地形 前述のように畠跡は E 区東半部の台地

で確認された。標高は94.30~94.50m で平坦である

が北がやや高く南北の比高差は0.20m であった。

畝の走向と区画 今回の調査でも溝の走向や間隔、

被覆層や重複関係から三群に分けることができた。

第1群 ほぽ南北に走向する一群で2本の溝が確認

された。溝の幅は0.30~0.15m 、深さ 0.10~0.05m

で間隔や区画は解らなかったが、被覆層は As-C の

純層に近く、土層の上からは他の二群に比べ最も古

い一群であり、畠作が As-C 降下前から開始されて

いた可能性が窺える一群である。

第2群 やや北東から南西へ走向する一群で重複

関係を持つ10本の溝が確認された。溝の幅は0.28~

0.16m 、深さは0.13~0.07m で、間隔は0.90~0.40m

である。台地縁辺に平行する一群で区画性が窺える

一群である。被覆層や重複関係の観察から、第1群

より新しく第3群より古い可能性が覇い。

第3群 やや東西に走向する一群で、群内で重複

関係を持たない 9本の溝が確認された。溝の幅は

0.34~0.26m 、深さ 0.20~O.llm で間隔は1. 65~

1. 35m である。台地縁辺に直交し区画性が窺える一

群である。被覆層や重複関係から、第1 • 2群より新

しい可能性が高い。

耕作土 第2 • 3群は As-C を含む黒色土を耕作土と

しており、 1X層（As-C を含まない黒色土。）に痕

跡を残す「疑似畠」である。第1群は As-C の純層

に近い被覆層であり、 1X層を耕作土とする As-C 降

下前の畠である可能性がある。

出土遺物 被覆層からは弥生時代中期後半～古墳時

代前期の土器小片が約2900点と石片約20点が出土し

た。これは下層の埋没住居の遺物を耕作の際、鋤込

んだものと考えられる。

また、 S 字状口縁台付甕 (P -66) が第3群の溝

内から、土師器甕 (P -67) が第2群の溝から出土



第 4 節 w面の遺構と遺物
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第52図 E 区W面全体図（1/250)
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第53図 E 区W面畠跡（1/100)

した。

調査所見 今回の調査では一部の畠跡に As-C 降下

前の可能性が窺えたが、 2号河川跡左岸一帯が畠作

地帯へと全面的に転換するのは以前の調査通りに

As-C 降下後と考えられる。

60 

畠作転換時期は下層の住居跡等の関係から古墳時

代前期初頭の頃と考えられ、出土遺物により古墳時

代前期前半の短期間で畠作は終息し水田へと転換し

て行ったものと考えられる。



6(ｼ) 

第54図 畠跡出土遺物（1/4)

新保田中村前遺跡の植物珪酸体分析について

本遺跡の調査中株式会社古環境研究所に依頼して

植物珪酸体分析を行い、イネ科栽培植物の検討と遺

跡周辺の古環境・古植生の推定を試みた。紙面の都

合上すべてを掲載できないため、結論のみを抜粋し

た。

試料

試料は第1地点（台地部北端）、第2地点（台地部中央）、

第3地点 (2号河川跡北部）、第4地点 (2号河川跡中

央部）、第5地点 (3号河川跡）から計24点を採取した。

稲作の可能性について

本遺跡では As-C (4 世紀中葉）より下位層の時

期には低地部の一部で稲作が開始されていたものと

考えられ、 As-C 直下層には台地部を含めて比較的

広い範囲で稲作が行われていたものと推定される。

As-C 混層の時期には低地部を中心に稲作が本格化

したものと考えられ、 As-B (1108年）直下層の時

期までおおむね継続して稲作が行われていたものと

推定される。その後、 As-B の堆積によって稲作は

一時中断されたと考えられるが、 As-Kk 直下層の

時期には再開されていたものと推定される。

第 4 節 w面の遺構と遺物

植生および環境の推定

稲作が開始される以前の遺跡周辺は、ヨシ属が多

く生育する湿地的な環境であったと考えられ、周辺

の台地部などではネザサ節なども多く見られたもの

と推定される。その後、 As-C (4 世紀中葉）混層

や Hr-FA (6 世紀初頭）混層の時期に、このよう

なヨシ原を開いて本格的な稲作が開始されたものと

推定される。なお、稲作の開始後もヨシ属がある程

度見られることから、水田雑草などとしてヨシ属が

生育していたことも想定される。
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第 5 節 v面の遺構と遺物

v面では住居跡6軒、溝l条、土坑l基、河川跡（2

号河川跡） 1条が確認された。住居跡は弥生時代中

期後半～古墳時代前期のもので、 2号河川跡左岸に

分布する住居跡の一部である。 2号河川跡は前回の

調査で一部が確認され新保遺跡の大溝に続く河川跡

である。 2号河川跡からは大量の土器片や木製品・

自然木が出土した。特にシカ・イノシシ等の動物遺

体や骨角器も多量に伴出し、本地点の河川跡周辺で

動物の解体や骨角器の製作が行われていたことが考

えられる。

1 住居跡

163号住居跡（第56~58図図版21-1, 56-1) 

前回の調査で北壁寄りの部分を確認し、今回の調

査で南半部が確認された住居跡である。

位置 2 A-65 

重複 205号住居跡より古く 162号住居跡より新し

い。 164号住居跡との前後関係はつかめなかった。

形状 隅丸方形をなす。

長軸方位 N-3ー -E 

規模 5. 70X4.92m 

埋没土 炭化物・焼土を少量含む粘質土で埋没。上

層には As-C を含む。

壁約0.10m の高さが確認された。

周溝周壁沿いに全周する。幅0.36~0.16m 、深さ

0.15~0.10m 。

柱穴 柱穴はピット 1~5で北東隅の柱穴は調査区境

のため確認できなかったが6本柱の柱穴と考えられ

る。ピット 1~3は径0.53~0.45m 、深さ 0.69~0.23m

で主柱穴と考えられる。ピット 4 • 5 は径0.38~

0.25m 、深さ 0.69~0.39m と•規模がピット 1~3 と比

ベ一回り小さく補助的な柱穴と考えられる。

入口施設なし。

床面 平坦で炉周辺が固く締まっていた。

貯蔵穴なし。

炉位置中央部やや北寄りにある。 形状不整

62 

円形をなす。 規模 0.70 X 0. 70m 深さ 0.10m

遺存状態 底面が良く焼けており、埋没土には焼

土・灰が多量に含まれていた。 遺物出土状態 出

土遺物なし。

遺物出土状態 竜見町式土器甕（ P-78) がピット

5 より出土し、埋没土中から弥生中期後半～後期の

土器片約120点、磨石 (S -10) 1点、剥片3点が出

土した。

時期 出土遺物や重複関係から弥生時代中期後半と

考えられる。

164号住居跡（第56 • 57図図版21-1)

前回調査で北壁寄りの一部を確認し、今回の調査

で西壁寄りの一部を確認したが大半は調査区外とな

る。今回の調査では土器l点が出土しただけである。

205号住居跡（第56~58図図版21-1~3, 56-2) 

位置 2 A-66 

重複 163 • 207号住居跡・ 177号土坑より新しい。

南東隅が調査区外となる。

形状長方形をなす。

長軸方位 N-8ー -W 

規模 7.06X5.30m 

埋没土 上層は As-C と炭化物を少量含む粘質土で

下層は炭化物を多く含む粘質土で埋没。

壁 0.40~0.16m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴 ピット 6~9の4本が主柱穴と考えられる。規

模は径0.76~0.60m 、深さ1. 00~0.64m である。ま

た、 1 • 2号炉に近接するピット 12 • 13は棟支えの柱

と考えられ、規模は径0.55~0.53m 、深さ 0.70~

0.57m である。また、ピット 12 （径0.50X 0.36m 

深さ 0.60m) とピット 13 （径〇． 32m 深さ 0.17m)

は住居の中心部にありピット 11 と柱筋が通り、この

2本も棟支えの柱穴と考えられる。ピット 10 • 11 は

1 • 2号炉とともに建て換えられている。なお、床面

上には他に 7 本のピットがあり規模が径0.50~
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第56図 163 • 164 • 205号住居跡・ 112号土坑 (1/60)
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A
 

A' 

B
 

B' 

c
 

C' D
 

D' 

E
 

E' 

F
 

①
 

⑤
 

④ ② 

F' 

①黒褐色土(lOYRZ/2) As-C と炭化物を少量含む粘質土。②黒褐色土 (lOYRZ/3) 炭化物粒を多量に含み、焼土粒・褐色土小プロソクを少

量含む粘質土。③黒色土(lOYRZ/1) 炭化物粒を多量に含み、焼土小プロノクを少量含む粘質土。④黒褐色土 (lOYRZ/2) 灰褐色土小プ

口ノクを多く含む粘質土。⑤黒褐色土 (lOYRZ/2) As-C ・炭化物粒・焼土粒を少最含む。⑥黒褐色土 (lOYRZ/2) 灰褐色土小プロックを極

少量含む。⑦黒褐色土(lOYR3/l) 粘質土。⑧黒褐色土 (lOYRZ/2) 灰褐色土小プロックを少量含む。

□ 
H
 

H' 
② ① ー' 

①黒色粘質土 (7.5YR2/l) 焼

土・黒色灰の小プロックを多く

含む粘質土。②黒褐色土（7.5

YR2/2) 焼土小プロックを極

少量含む。

④
 

①黒褐色土 (10YR3/ l) As-C を多饂に含む粘質土。②黒褐色土

(10YR2/2) As-C ・炭化物粒を少量含む。③黒色土(lOYR2/l) 炭

化物粒を多く含み、灰黄褐色土小プロソクを少量含む。④黒色土

(lOYRl. 7 /1) 炭化物粒．灰黄褐色土小プロ・ノクを多く含む粘質土。

L=94.50m 

第57図 163 • 164 • 205号住居跡・ 112号土坑断面（1/60)
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第58図 163 • 205号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 

0.20m 、深さ 0.44~0.09m と小さい。

入口施設南壁中央部にあるピット 14 • 15の 2本が

入口の柱穴と考えられる。平面形は不整楕円形で規

模は径0.82~0.40m 、深さ 0.53m である。

床面 平坦で中央部がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

炉 3基の炉が確認され1 • 2号炉は作り換えられて

いる。 3基とも遺物は出土しなかった。

1号炉位置 中央部北壁寄りにあり、主柱穴ピッ

ト 6 • 7の中間東寄りに位置する。 形状 不整楕円

形をなす。 規模 0.87X0.54m 深さ0.05m 遺

存状態 底面が強く焼け硬化していた。埋没土には

焼土・炭化物・粘土ブロックが多く含まれていた。
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2号炉 北壁寄り中央部にあり、主柱穴ピット 6 • 7 

の中間西寄りに位置する。 形状 不整楕円形をな

す。 規模 0.94X0.65m 深さ0.06m 遺存状態

1号炉と同様の状態であった。

3号炉西壁寄り中央部にある。 形状不整楕円

形をなす。 規模径0.62m 深さ 0.07m 遺存状

態 底面がやや焼けており、埋没土には焼土・炭化

物・粘土が少量含まれていた。

遺物出土状態 弥生後期土器片や土師器片が約1040

点、磨石l点、剥片7点が埋没土中より出土した。

時期 出土遺物や重複関係等により弥生時代後期末

～古墳時代初頭と考えられる。
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③
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⑦ ⑥ 

B' 

①黒褐色土 (2.5Y3/l) As-C を少蓋含み、炭化物

粒を多く含む粘質土。②黒褐色土 (2.5Y3/l) 炭

化物粒を少鍼含む粘質土。③オリープ褐色土

(2.5Y4/3) 周壁崩落土と黒褐色土の混土陪。④

オリープ褐色土 (2.5Y4/3) ③層と同様。⑤暗オ

リープ褐色土 (2.5Y3/3) 粘質土。⑥黒色土

(2.5Y2/l) 周壁崩落土を多く含む粘質土。⑦自

然木。

①黒褐色土(lOYR3/l) 粘質土。②黒褐

色土 (10YR3/l) ①層に比べ褐色を帯る。

粘質土。③黒褐色土 (lOYRZ/2) 粘質土。

④褐灰色土 (10YR4/l) 灰色粘土小プ ⑮ 

ロックを多く含む粘質土。⑤黒褐色土

(10YR2/2) 粘質土。⑥黒褐色土 (lOYR

3/1) 粘質土。⑦黒褐色土(lOYR3/2) 粘

質土。⑧灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘質土。

⑨黒褐色土(lOYR3/l) 粘質土。⑩黒褐

色土(lOYR3/l) 粘質土。⑪黒褐色土

(10YR3/l) As-C を極少最含む粘質土。

⑫黒褐色土 (7.5YR3/l) 周壁崩落土を

少益含む粘質土。⑬黒褐色土 (10YR2/2)

周壁崩落土をやや多く含む粘質土。⑭黒

褐色土 (10YR3/l) As-C を極少晟含む

粘質土。⑮黒褐色土 (7.5YR3/l) 粘質

土。⑯黒褐色土(lOYR2/2) 灰褐色土小

プロックを少羹含む粘質土。⑰褐灰色土

(10YR4/l) As-C を多量に含み、炭化物

粒を極少羹含む粘質土。⑱灰黄褐色土

(10YR4/2) As-C と炭化物粒を少最含

む粘質土。⑲黒褐色土 (10YR3/l) 粘質

土。

@ 

@ 

ｩ
 

A
、

第59図 204 • 206 • 207号住居跡・ 103号溝・ 113号土坑（1/60)
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第60図 207号住居跡・ 113号土坑・ 103号溝出土遺物 (1/3 • 1/4) 

204号住居跡（第59図）

2 B-68に位置し 103号溝より古い。西壁寄りの

一部を確認しただけで、ほとんどが調査区外となり

全容は不明である。出土遺物はなく、時期も 103号

溝に切られていること等により弥生時代に属する住

居跡と推定されるに留まる。

206号住居跡（第59図）

2 B -67 に位置し207号住居跡・ 103号溝より古

い。北西隅の周壁・床面・小ピット 1本を確認した

だけで、ほとんどが調査区外となり全容不明。遺物

は弥生時代後期の土器片が約40点埋没土中より出土

した。時期は出土遺物や重複関係等により弥生時代

に属する住居跡と推定される。

207号住居跡（第59 • 60図図版56-3)

2 B-67に位置し、 205号住居跡より古く 206号住

居跡より新しい。西壁の一部と床面を確認しただけ

でほとんどが調査区外となり全容不明。 205号住居

跡のピット 16 （径0.39m 深さ 0.34m) は本住居跡

の柱穴である可能性がある。埋没土中より弥生時代

68 

後期の商杯 (P -77) や同期の土器片約20点と剥片

1点が出土した。時期は出土遺物や重複関係等によ

り弥生時代後期の住居跡である可能性が高い。

2 溝

103号溝（第59 • 60図図版21-4, 56-4) 

位置 2 B • C-68 

重複 204 • 206号住居跡より新しい。 2号河川跡と

一時期併存関係にあると考えられる。

走向 ほぽ東西に直線的に走向し2号河川跡と直交

して合流する。

規模幅1.47~ 1. 15m 深さ 0.65~0.56m 調

査長4.00m

形状 断面形は逆台形で底面はやや丸みを帯びる。

底面レベルは東が高く西が低い。比商差は0.14m で

ある。

埋没土 最上層は As-C を含む粘質土で、下層は周

壁崩落土ブロックを含む粘質土で埋没。

出土遺物 弥生時代後期～古墳時代前期の土器片約

270点と磨石l点が埋没土中より出土した。

調査所見 本溝の時期は弥生時代後期末～古墳時代



前期と考えられ、 2号河川跡の後半期の河道と合流

していると考えられる。住居群の中を横断する状況

が推察されるが調査範囲も狭く性格は不明。

3 土坑

112号土坑（第56 • 57図図版21-5)

位置 2 B-66 

重複 205号住居跡より古く、 2号河川跡の前半期よ

り新しいと考えられる。

形状 長楕円形をなすと推定される。

規模 3.16+ X 1.38m 深さ 0.46m

長軸方位 N-64ー -W 

埋没土 最上層は As-C や炭化物を少量含む粘質土

で、下層は地山ブロックや炭化物を多く含む粘質土

で一時期に埋没した様相を示す。

出土遺物 弥生時代後期土器片が約100点埋没土中

より出土した。また、中央部底面から脆弱な骨片（分

析は行っていない。）が出土した。

調査所見 本土坑は出土遺物等により弥生時代後期

の墓坑と考えられるが、墓域と離れており河川縁に

あること等検討の余地が残されている。

113号土坑（第59 • 60図図版56-3)

位置 2B-68 

重複 なし。東半部が調査区外となる。

形状不明。

規模 0. 58X0.42+ m 深さ 0.29m

埋没土 上層ほど As-C を多く含む粘質土で埋没。

自然に埋没した様相を示す。

出土遺物 弥生時代後期の土器片13点と S 字状口縁

台付甕片1点が出土した。

調査所見 本土坑の時期は出土遺物により古墳時代

前期と考えられるが性格は不明である。

4 2号河川跡（第61~208図図版22-1~36-3,

57-1~175-2) 

位置 E 区中央部の 2 C~E-65~72で確認され

た。

第 5 節 v面の遺構と遺物

名称 2号河川跡は前回の調査でその一端が検出さ

れ、新保遺跡の「大溝」との関連性が考えられた。

今回の調査で確認された河道跡は前回調査の河道跡

と合致し走向も「大溝」を向いている所から、名称

を前回調査と同じに用いた。また、前回調査では2

号河川跡をさらに第 I ~m の3河道に細分したが、

今回の調査段階では対応関係が確認できなかったた

めに、平面確認で明確に区分された 2 つの河道に分

けて「2-1号河川跡」と「2-2号河川跡」の独自の細

分名称を付した。

調査方法 前述のごとく今回の調査では平面や土層

観察で明確に区分された「2-1号河川跡」と「2-2号

河川跡」の 2 つの河川跡に分けて調査を進めて行っ

た。さらに土層観察や木製品の出土状態から 2-2号

河川跡は4本の河道に分けられたが、平面上の分離

は困難であり一括の河川跡として調査を行った。

また、今回の調査では深さが約1. 50m ある両河川

跡を上・中・下の3層のほぼ0.50m 単位に分けて調

査を行った。上層は2-1 • 2号河川跡とも As-C を含

む粘質土で土器類や木製品等をあまり含まない層で

ある。中層は2-1号河川跡では As-C 2 次堆積の細

粒軽石と粘質土のラミナ状の堆積層で、弥生土器

片•石器・動物遺体を少量含み、古式土師器片や木

製品等をやや多く含む層である。 2-2号河川跡では

細粒の砂層と粘質土のラミナ状の堆積層で、各種の

遺物を少量含む層である。下層は2-1号河川跡では

As-C 2 次堆積の粗粒軽石と粘質土のラミナ状の堆

積層で、弥生土器片をやや多く含み古式土師器片・

石器類・木製品・動物遺体を少量含む層である。

2-2号河川跡では粗粒砂層·小礫と粘質土のラミナ

状の堆積層で、 4本の河道を一括したために出土傾

向に片寄りが生じているが古式土師器片は出土せず

弥生土器片・石器類・木製品・動物遺体等が多量に

含まれていた層である。

全体規模 幅約14m 、深さ約1.50m で新保遺跡の「大

溝」と深さは同じであるが幅がやや狭い。今回の調

査長は約40m である。

走向 北から南へ直線的に流下し、調査区内での比

69 
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第

／束壁士層断面位置

92.00m-

高差は約0.20m である。

断面形状 河床は平坦でXIl層の前橋泥流を約0.80m

削り込んでいる。両岸は急角度で立ち上がっている。

河道の変遷 新保遺跡の「大溝」では弥生時代中期

後半～古墳時代前期の6本の小河道の変遷が捉えら

れ、一時期の小河道の幅は3m 前後から 6~7m で北

東から南西へ蛇行して移り変わる変遷が捉えられ

た。

前回の調査では3本の小河道が捉えられた。第 I

河道は 6 世紀以降の時期、第 II 河道が弥生時代後期、

第 m河道が弥生時代中期末～後期の時期で、東から
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第61 図 2 号河川跡河道変遷図（1/400)

西へ移り変わる変遷が捉えられた。

今回の調査では2-1号河川跡だけが平面確認で分

離することができ両岸の立ち上がりも検出すること

ができた。その後、遺物の出土状態や土層観察の結

果から第61図に示すような河道の変遷が捉えられ

た。今回の調査では2号河川跡内に5本の河道が確認

され、概ね東から西へと移り変わる第 I ～第 V の小

河道が捉えられた。

第 I 河道は2号河川跡の右岸南西部で確認され第

v河道によって切られている。幅は約5m で自然木

がわずかに出土しただけで遺物は出土しなかった。
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93.00m 

2-2 号河川 ⑱ ⑪ ⑫ 

① 3 号河川跡覆土。 ②黒褐色土 (10YR2/2) 黒褐色粘質土と As-C二次堆積層がラミナ状に堆積。③褐色土 (10YR4/4) 酸化鉄分沈着。粘質

土。④褐灰色土 (10YR4/l) As-C二次堆積と黒褐色粘質土の混土層。⑤黒褐色土 (10YR3/l) 黒色粘質土と As-C二次堆積層がラミナ状に堆

積。⑥灰黄褐色土 (10YR4 /2) ④層と同様。鉄分沈着。⑦黒色土 (10YR2/l) ⑤層と同様。⑧褐灰色土 (10YR4/l) ④層と同様。⑨黒褐色土

(10YR3/l) 粘性の高い粘質土。⑩黄灰色土（2.5Y4/l) プロソク状の炭化物を少量含む。⑪黒褐色土 (2.5Y3/l) 若干色調の異なる粘質土

が互層をなして堆積。⑫黒褐色土 (10YR3/l) 二次堆積のAs-C と黒色士の混土層。⑬黒褐色土(lOYR3/2) 二次堆積のAs-C を多証に含む。

( As-C にぶい黄褐色 (10YR4/3) をなし、粒径は 1 ~5 mm。⑮灰黄褐色土 (10YR4/2) 酸化鉄分沈着。粘質土。⑯黒褐色土(lOYR3/l) 粘性

の高い粘質土。⑰にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 細砂層。⑱灰黄褐色土(lOYR4/2) 斑点状に酸化鉄分が沈着した粘質土。⑲黒褐色土

(7.5YR3/l) 粘質土。⑳灰黄褐色土 (10YR4 /2) 粒子粗く粘性低い。⑳黒色土 (2.5Y2/l) 炭化物を少最含む粘質土。⑫黒褐色土（2.5Y3/l)

プロック状の炭化物を少鍼含む粘質土。⑬灰黄褐色土 (10YR4/2) やや粘性が低い。⑳にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粒径 l ~5 mmの砂層。⑮

黒褐色土 (10YR3/l) わずかに酸化鉄分が沈着した粘質土。⑳褐灰色土(lOYR4/l) 炭化物粒・黄褐色土粒を極少絨含むやや粘性の低い粘質

土。⑰黄灰色土（2.5Y4/l) 粒径 1 ~3 mmの砂層。⑳褐灰色土 (10YR5/l) 粒径 1 mmの砂層。⑳灰黄褐色土(lOYR4/2) 粘質土。⑳褐灰色土

(lOYR5/l) 細砂層と粘質土がラミナ状に堆積。⑪黒褐色土(lOYR3/l) 粘性の極めて高い粘質土。⑫褐灰色土(lOYR4/l) 色調の若干異な

る粘質土が互層をなす。⑬褐灰色土 (10YR4/l) 粒径 1 ~3 mmの砂層。⑭黒色土 (2.5Y2/l) 植物遺存体を多拭に含む粘質土。⑮黒褐色土

(2.5Y3/l) 粘質土。⑯灰色土 (5Y5/l) 粒径 1 mm の砂層。⑰黒褐色土 (10YR3/2) 砂層と粘質土層がラミナ状に堆積。⑱暗緑灰色砂層

(10GY4/l) 粒径 1 ~5 mm。⑲灰色砂層 (5Y4/l) 粒径 l ~5 mmで小円礫も含む。＠黒褐色土(lOYR3/l) 細砂層と粘質土層がラミナ状に堆

積。＠黒色土 (7.5Y2/l) 粘性の極めて高い粘質土。⑫オリープ灰色土 (5GY5/l) 砂質土で小円礫が混入。

第62図 2 号河川跡土層断面

第 1I 河道は2号河川跡の左岸で確認され第 III 河道に

切られている。幅は約4m である。第w河道は2号河

川跡の中央部左岸寄りで確認され、第 III 河道を切り

第v河道に切られている。幅は3~5m である。第v

河道 (2-1号河川跡）は2号河川跡の右岸で確認され、

第 I. 第w河道を切っている。幅は3~7m である。

これらの河道の時期は新河道が旧河道を侵してい

る点や遺物の一括取り上げにより遺物が混入し合っ

ている状況にあるが、平面確認による河川の分離状

態や中層と下層の遺物の出土傾向により、概括的な

時期の認定は行うことは可能と考えられる。層位や

出土遺物の時期傾向によると第 II. 第 III 河道は弥生

時代中期～後期、第W河道は弥生時代後期～古墳時

代前期、第v河道は古墳時代前期と考えられ、第 I

河道はより古い河道と考えられる。

前回調査との対比では第 5 次調査第 1II 河道と第 6

次調査第 II 河道が同一と考えられ、第 5 次調査第 II

河道と第 6 次調査第 1II 河道が同一と考えられる。第

5 次調査第 I 河道に対比される河道は確認されな

かった。

遺物出土状態 2号河川跡からは各種の遺物が多量

に出土した。これらの遺物は木製品の出土状態が示

すように小河道に沿って帯状に各種の遺物が混在し

て出土した。

土器類はパン箱に約280箱に及ぶ量が出土した。

これらの土器類は破片がほとんどで石器類等ととも

に生活活動に伴い廃棄されたものと考えられる。出

土土器の時期は弥生時代中期前半～古墳時代前期で
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あるが、圧倒的に出土量が多い時期は弥生時代後期

のものである。これらの土器の中には東北南部や南

関東、東海西部・畿内・北陸といった他地域の系統

を引くものがあり、広範な交流関係があったことを

示している。

石器類はパン箱に約20箱が出土した。出土石器の

多くは剥片であり縄文時代の遺物を極少量混入して

いるが、出土量の最も多いものは「不定形刃器」と

呼ばれる剥片石器である。その他に磨製石鏃・磨

石・砥石・打製石斧．磨製石斧等が少量ずつ出土し

た。これらの石器中には種類により石質が限定され

るものや未製品も含まれており、石材流通の一端や

近接集落での製作を示している。

木製品は約1750点が出土し、小枝のような自然木

も木製品と同量以上に出土した。図示した 644点の

木製品は人為的加工が顕著なものであり、残る約

llOO点の木製品は自然木と見分けがつかないものや

一部にエ具痕がある枝落としされたような材や分割

時の端材のような木製品である。 644点の木製品の

多くを占めるものは分割材と一部に加工が認められ

る加工材である。製品としては鋤・鍬等の農具と柱

材・板材等の建築材が多く、次に斧柄・横づち等の

工具である。丸木弓も 17点出土した。これらの木製

品は破損品が多く河川への廃棄が考えられるが、未

製品も少量含まれている点や直径約0.30m 、長さ約

6m の原木と考えられる木が6点出土している所から

河川による貯木も行われていたと考えられる。また、

多くの分割材や加工材が出土している所から近接集

落での盛んな木材加工を示している。

また、 2号河川跡からはオニグルミ・モモ・トチ

ノキ・ヒョウタン等の種子類が約1070点出土した。

また、今回の調査ではシカやイノシシの遺体がパ

ン箱に約30箱出土し各種の骨角器も出土した。これ

らの遺体や骨角器は主に弥生時代後期のものと考え

られ、近辺集落での集中した動物解体や骨角器製作

があったことを示している。（詳細については金子

浩昌氏に依頼した報告が第 2 分冊にある。）

その他、 2号河川跡からは金属器と鋳型各l点が出
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土した。なお、調査方法により微細な遺物や自然物

は取り上げられなかった。

調査所見 2号河川跡は前橋台地上に流出した自然

河川である。2号河川跡は XIl層前橋泥流（約 2 万年前）

を河床とし XI層灰黄褐色土（上層より縄文時代中・

後期の遺物を包含している。）を浸食している所か

ら縄文時代後期以降に調査地点を流下したものと考

えられ、その痕跡は窪地として Hr-FA降下時まで

残っていた。

2号河川跡は河床にポットホールがあることや最

下層の堆積層が粗砂と小礫である所から流れ出しの

一時期に強い水流があったと考えられる。 2号河川

は概ね東から西へ小河道が変遷していったことが捉

えられたが第 I 河道は最も古く遺物が出土していな

い点から、流出後しばらくの間は近辺に人的活動が

なかったものと考えられる。

2号河川跡の両岸の台地に人的活動が見え出すの

は遺構は検出されていないが出土遺物により弥生時

代中期前半からと考えられる。弥生時代中期後半か

らは小集落が形成され弥生時代後期には拠点的な大

規模集落に発展し各種の活動の痕跡が河川内に反映

している。大規模集落の形成は古墳時代前期まで継

続し、本遺跡内の情勢だけから見れば古墳時代前期

における 2号河川跡の埋没により遺跡地から集落は

消滅をする。

2号河川跡は現染谷川の旧河道と考えられ流出後

断絶はあるものの次のような変遷をたどると推定さ

れる。 2-2号河川跡（弥生時代中期～後期） →2-1号

河川跡（古墳時代前期） →3号河川跡（As-B 降下前）

→前回調査の第 I 河道 (6 世紀以降） →現河川へと

連なり、それぞれの時期に生活活動の痕跡を留めて

行ったと考えられる。

木橋遺構（第155図図版34-1~3)

2-1号河川跡中流部 (2 E-69) で根元から枝分

かれ部までの大木が河川に直交し水平に出土し、両

端部には杭が打ち込まれていた遺構が出土した。出

土状態や構造から橋と考えられる。



橋に用いられた木は根回り 0.65m 、最細部0.32m 、

長さ 3.60m の直木で根や枝は切断されている。木は

根元を右岸に枝分かれ部を左岸にし、上面は磨り減

り平坦になっており、河川跡底面より約0.70m の高

さに据えられていた。

また、両端部には計8本の杭が打ち込まれていた。

右岸側には河川跡と平行に4本が護岸のために列を

なし、 3本が橋を支えるように打ち込まれていた。

左岸側には 1本が橋を支えるように打ち込まれてい

た。

本遺構は丸木を用いた 1本橋の構造であり、上面

の磨り減り具合から頻繁に使用されていたことが窺

われ、河川跡両岸に展開していた集落間の交流点と

考えられる。

2 号河川跡出土弥生土器

2-2 河川跡下層出土土器

中期の弥生土器（第63~69図 図版57-1~63-1)

壺 全形の判明するものがないため、口縁、頸部～肩

部、胴部に分けて詳述する。口縁形状は、短く外反す

る単口縁 a 類 (451~454 、 464) と受け口状ないしは

内湾して立ち上がるもの b 類（465~472) 、直上に立

ち上がる C 類（544~546) に三分される。文様は、 a 類

が口唇部に縄文を押捺するのみ、 b 類が沈線による

山形文 (465) 、連弧文 (467) 、波状文 (468~469) 、鋸歯

文 (470~472) を施し、縄文や櫛描文もみられる。 c 類

は口頸部一体の文様構成で、縄文地に沈線で直線文

(545) 、波状文 (546) を描く。 b 類の場合、口縁の屈

曲が強く縄文を地文とする 465 と 467 は古相、内湾し

て波状文や鋸歯文を描く 469~472は新相ととらえら

れる。472は櫛描施文具で鋸歯文を描いたもので、最

も新しい様相を示す。 a 類の454は口縁内面に棒状、

ないしは細かい編紐状の原体（註1) を押捺して列点

文とする稀少な例である。467は頸部以下を赤色塗彩

しており、短頸壺の可能性がある。

頸部から肩部の形状は、緩くくびれてなだらかに

下膨れの胴部に移行する。ここでは主に施文された

第 5 節 V面の遺構と遺物

頸部資料を図示した。文様は横位の沈線文が主体を

占めており、縄文地あるいは沈線間に縄文充填を行

ぅ a 類（452 、 455 、 463 、 473~483 、 496) 、沈線のみ描く

b 類 (451 、 484~495 、 497 、 499) 、櫛描文を描< c 類

(456 、 498 、 500) に分けられる。量的には a 類と b 類で

大部分を占め、 C 類はわずかである（註2) 。沈線文は

複数の直線文を主体とし、これに波状文 (455 、 473 、

496) ないし山形文 (495) を組み合わせる。斜線充填

(497) や鋸歯文 (456) は少ない。487は植物茎状具で6

本の横線を描き、間をあけて端部刺突を施し、簾状文

類似の文様を描出する。胴部は下膨れの形状が主体

と思われ、施文部は胴中位以上に限られる。文様は頸

部と同様に縄文地あるいは沈線間に縄文充填を行う

a 類 (505~559) 、沈線のみ描< b 類 (560~577) にほ

ぼ二分される。櫛描文は見られない。 a 類、 b 類とも

横位に連続する直線文、山形文、重山形文、波状文、連

弧文を主な単位文様とし、これらの組み合わせによ

る施文を基本とする。565~567は連弧文や山形文の

空隙を茎状具刺突で充填しており、 547や 548の縄文

充填と同じ意匠と考えられよう。肩部は無文が主だ

が、 501~504 • 605は櫛描文や沈線で垂下文を描く。

505~513 • 515~524 • 526~528 • 542~546は、複数

の沈線による連続山形文、直線文、方形区画文を描き

空隙部を縄文で充填する文様の一群で、列点状刺突

(505~511 、 524 、 542 、 543) や縄文部分に赤色塗彩を行

うなど他に比べて装飾性が高い。施文部も 544~546

の口縁部から胴部下半まで一連であったと思われ

る。また縄文も施文区画にあわせて方向を変えなが

ら充填する手法を取る (516~521) 、沈線間の帯部を

磨り消す手法と併せて、 a 類のなかでも古段階に位

置付けられる文様である。575は胴最大幅の位置に横

位穿孔の突起を付加する小型壺である。578 • q79 • 

589 • 590は細い箆描沈線で同心円状の文様を描く一

群で、 590に見られる胴下半部の縄文（付加条と思わ

れる）から、東北地方南部～北越に広く分布し、中期

後半に位置付けられている平行沈線文系土器（註3)

と思われる。581~588は、茎状具による沈線で曲線的

な帯文を描き、なかに縄文充填を施す一群で、とくに

73 



第 2 章 E 区の遺構と遺物

581 • 584 • 585は同心円状の文様で帯内に赤色塗彩

を施す特徴から、これも東北地方南部に類例を求め

られる。また580は小破片だが、櫛描直線文と 3本の櫛

状具による刺突列をめぐらす。この特徴から北陸地

方の小松式甕に近い。文様をもつ壺破片のうち、赤彩

されるのは全体の2~3割程度を占め、そのうち文様

を含めて器面を塗り潰すもの (455 、 550 、 551 、 555 な

ど）、沈線部にのみ施すもの (478 、 547 、 568 、 573 など）、

縄文部分を帯状に施すもの（512 、 513 、 544~546 な

ど）、無文部分を塗るもの (453 、 456) があり、“赤色塗

彩”に特別の意味合いを認めることもできようが、文

様の強調ということも見逃せない要素だろう。

591 • 592 • 593 • 598は太い集合沈線で三角か菱形

連繋文を描き、刺突および縄文で充填する。593~595

は縄文地に中太の沈線で重四角文を描き、沈線間を

磨消す。従来の須和田式に相当する。596 は不明瞭な

縄文を地文として残す甕で、重四角文ないしはコの

字重ね文を施す。599 、 600は壺の頸部で横位の剌突列

で無文部とを区画しており、類例は南信の中期後半

にあたる北原式に見られる。601 • 602 は櫛描直線文、

波状文と縄文帯を交互に施す例で、当地の中期土器

には一般的でない文様構成である。 607~609は多条

沈線文 (609 は 2条平行沈線）を施す。いずれも中期の

所産と思われる。 609 については、間隔の狭い 2 条

平行沈線で連弧文状の文様を施していることから、

東北地方南部に類例を求められよう。壺の器面調整

は、概ね外面が研磨、内面が撫でとなっており、一部

に刷毛目を残すもの (451) も見られる。

甕 口縁形状は、単口縁で短く外反する a 類（458~

460、 462 、 611 、 632 、 633 、 639~647) と端部が内湾ぎみ

に立ち上がるもの b 類 (610 、 628~631) に＝分され

る。文様は、口唇部に縄文 (458~460 、 628~632 、 639 、

645) か、押圧ないし刻み (610 、 633 、 640 、 642~644) を

加え、口縁 b 類には外面に沈線波状文を施す (630 、

631) 。体部は全形を知り得るものが少ないが、張りが

弱く「棗」形 (458) ないしは、直線的にすぽまる形

(459 、 460) が多い。体部文様は、櫛描羽状文 (458~

460、 639~641 、 643~667) と、沈線によるコの字重ね
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文（註4) (610~627) が主体を占める。後者は地文

に縄文を施す例 (613~615 、 617) 、条痕を施す例 (619)

も見られる。頸部文様は体部と同ーが多く、櫛描直

線文 (459 、 625 、 640 、 647 、 650 、 651)、簾状文 (648 、 649) 、

波状文 (460) も見られる。縄文は原体 LR を主とする

単節斜縄文が多く、 0段に撚った糸を用いたと思われ

る例もみられる (532 、 541 、 615 、 628) 。甕の体部に施

文される条痕は、目の粗い板状具や、細い植物茎を束

ねた櫛描施文具を利用する (639 、 643 、 646 、 647) 。口唇

部の押圧と刻みは指頭（633 、 640) 、箆状具 (610 、 642 、

644入櫛描施文具 (643) による。板状具も想定される

がここでは見られなかった。内面調整は丁寧に研磨

されるのが多く、刷毛目 (459) や撫で（610) も見られ

る。 634~636は口縁から頸部付近にかけて縦位の羽

状文、ないしは重山形文を単沈線で描出したもので、

竜見町式土器や親縁関係にある栗林式には類例が見

られない。643は口縁が直立気味であることから、他

の甕より古く位置付けられる可能性が高い。637は横

位縄文帯に 2 条一束の櫛描波状文を垂下した例で、

他に類例を見ない。462 は小型短頸壺（あるいは小型

甕）というべき器種で、口縁がやや長く無文であり、

球形胴で細かい櫛描波状文のみ施文することから、

後期に下る可能性がある。

後期の弥生土器（第70~91図 図版63-2~83-1)

壺 口縁が大きく外反し、頸部のくびれが強く、胴部

がやや下膨れの形状で、下記にしめした文様や整形

の特徴を有するものを壺として扱った。ただし、口縁

～頸部だけでは壺、甕いずれとも決めかねるものも

多い (691 、 693 、 799~804) が、ここでは便宜的に壺に

一括した。なお、口径の大きさから、30cm近い大型品

(672 、 687 、 688 、 694) 、 20cm強の中型品 (684 、 686 、 695) 、

15cm 強の小型品 (685 、 689 、 697) に三分される見通し

もあるが、ここでは破片資料が主体のため一括して

扱う。668は細頸の小型壺で、古相の器形を継承し、全

体に赤彩を施す。口縁形状は、外反する単口縁 a 類

(669 、 684 、 697) 、端部が受け口状に立ち上がるもの

b 類 (672) 、粘土帯を装飾的に付加する折り返し口縁

c 類（685~690 、 694 、 695 、 698 、 700) 、口唇部がわずか
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第63図 2 - 2 号河川跡下層出土土器（ 1) (1/3 • 1/4) 

に肥厚して上方につまみあげる d 類（861 、 873 、 877~

880) 、口唇部が外折する e 類（870、 871) に分けられ

る。更に、口縁 a 類は長さが短いもの (669) と大きく

漏斗状に開くもの (684 、 697) に分けられ、前者が古相

を示す。 b 類も段状に屈曲するもの (672) から緩く内

湾するもの (794) までの変化があるが、その違いは漸

移的である。 d 類は、上方につまみあげて外側に小さ

な平坦面を作り出し、施文面とすることを目的とし

たものだろう。口縁形状のうち a-b·d•e 類は少数

で、全体の過半数を占めるのが C 類の折り返し口縁

である。これは付加する粘土紐の断面形状が、三角

形か方形（688 、 700、 837) 、涙滴状 (687 、 811 、 824 など）、

蒲鉾状（690 、 698、 805) 、薄板状 (694 、 827) の変化があ

り、断面の強く張り出すものほど装飾の多い傾向が

ある。なお、装飾効果を高めるために粘土紐を 2 ~ 

3 段重ねる手法は、張り出しの強いもの以外のいず
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第67図 2 - 2 号河川跡下層出土土器（ 5) (1/3) 

れにも見られる (687 、 867 、 868、 869) 。

口縁文様は、 a 類、 d 類、 e 類には刻み (870 、 872 、

877~880) 、 b 類の口縁外面に櫛描波状文を施す

(672 、 790 、 791 、 795 、 792) のが主流である、 793は外面

に波状文、口唇部に刻みを併用した例だが、類例は少

ない。 2本一対の棒状貼付文 (698、 837~847) 、ボタン

状貼付文 (848~850) は口縁 c 類に付し、刻みとの併

用は見られず波状文か無文であるという傾向があ

る。刻みの施文具には、板木口（805 、 809 、 813 、 822~

826 、 868 、 869 、 877~880) が主流で、他に箆（700 、 815~

817 、 867 、 871) 、棒状布か細かい編紐状原体 (807 、

820) 、櫛描施文具 (690 、 811 、 814 、 828入指頭（819 、 863)

が見られる。

頸部～肩部の形状は、屈曲が強く球形に近い胴部

へ移行する。ここでは文様部分を主に図示した。頸部

文様は簾状文が主流で、 2段に重ねるもの (680 、 957) 、

波状文と組み合わせるもの (675 、 676 、 678、 699 、 953 、

954) が見られる。後者は肩部全体に波状文が施され

ることで、後期全般を通した壺の主要文様となる

(677 、 696) 。 893は刺突列を組み合わせた稀少例であ

る。頸綿のみに用いられる文様としては、細い箆沈線

による横位羽状文（矢羽根状文）が見られる (888~

891) 。 892 は斜行する沈線を格子にしている。 T字文

(881~886) は櫛描施文具で横位直線文を描き、一定

間隔で沈線を垂下する。881 は等間隔に沈線で区切っ

た簾状文の模倣である。882 は櫛描施文具を2本束ね

て垂下した例である。また、 T字文に類する例とし

て、横位の櫛描波状文帯に同じ櫛描波状文を垂下す

る例 (894 、 895) も見られる。後期に特徴的な肩部の文

様としては鋸歯文があげられる。頸部ないし肩部文

様帯の下位に施文されるのが常で、単独で用いられ

ることはない。第83図には各種鋸歯文を掲げた。細

い箆沈線で区画し内部を斜線充填するもの (904~

913) が主流で、他に格子 (914 、 915) 、収束線 (699 、 916

~918) 、刺突（692 、 922~925) が見られる。稀少例とし

ては、羽状沈線 (919) 、横線 (920 、 921) 、無文 (930) があ

げられる。また、沈線区画なく胴部を赤彩し、鋸歯文

状に塗り残した内部に刺突を充填するもの (926) や

櫛描文を描くもの (930) 、刷毛目で鋸歯文を描くもの

(931) も特殊例である。なお、鋸歯文は併用される他

79 
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第74図 2 - 2 号河川跡下層出土土器 (12) (1/ 4) 

の文様との間に横沈線で区画するもの (692 、 905 、 916

など）としないもの (914 、 917 、 922 など）、また鋸歯文

の頂点や交差部分にボタン状貼付文を付加するもの

(905 、 916 、 922 、 930など）としないもの (904 、 913 、 914

など）に分けられる。ボタン状貼付文は、鋸歯文と併

用する以外にも、肩部文様帯の下位にアクセントと

して貼付されることが多く、区画沈線との併用 (896

~898) や、単独での貼付 (899~901) がある。

壺の赤彩は、口縁内面に多く見られる (675 、 677 、

685 、 697 、 700、 821 、 822 、 826 、 839~841 、 870~874 、 956 、

964) が、外面を塗彩する例は比較的少数 (679 、 692 、

794 、 795 、 828、 847 、 892 、 899~902 、 926 、 927 、 929 、 930)

で、しかも胴部無文部分を主とする傾向がある。外面

の大部分を赤彩する例としては、小型細頸壺 (668) 、

短頸壺類（670 、 671 、 796 、 797 、 965) があげられる。

壺の器面調整技法は、全体に研磨よりも刷毛目や

撫でが卓越する。口縁内面に研磨（669 、 677 、 680) 、胴

部内面に刷毛目か撫でを施すのが主流といえる。

短頸壺 口縁は弓なりに強く外反し、やや肩が張る

か「棗」形の胴部を持つ「深鉢形」ともいえる器形で、

外面および口縁内面に赤彩を施し、またしばしば口

縁上端に蓋を結び付ける小孔を穿つ点 (670 、 875) で

甕と区別される。口縁形状は、蓋を伴用することが想

86 

定され、受け口（796 、 797) 、水平に開くものが見られ

る。744は後者の小型品だろう。文様は、頸部への簾状

文施文を基本とする。796 と 797は口縁に波状文、肩部

に鋸歯文を施し、 671は肩と胴下位に赤彩部分を区画

するように波状文を施文した例である。670 、 673は赤

彩のみ施している。

甕 口縁は長く直線的で、やや外方に開き、頸部が弱

い「く」の字状か曲線的にしまり、「棗」形ないしはや

や肩の張る胴部を持つ平底の器形を甕とする。壺と

同様に、口径の大きさで20cm 強の大型品 (705) から

12cm前後の小型品 (713) まで 2 ~ 3 の形式細分が可

能だが、ここでは一括して扱う。口縁形状は、単口

縁 a 類（693 、 703 、 705 、 711 、 712 、 717入端部をつまみ上

げて内屈、内湾するもの b 類（702 、 704 、 710 、 713 、

798) 、折り返し口縁の C 類 (1026~1038) に大きく三

分される。更に b 類は内側への屈曲の度合で細分も

可能だが、中間形態も多くそのバラエティーを図示

するのみに留める。口縁 c 類は、壺に見られたよう

な変化は少なく、ほとんどが断面蒲鉾状か薄板状で

ある。頸部や胴部の形状は変化が少なく分類対象と

ならない。
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第76図 2 - 2 号河川跡下層出土土器（14) (1/3) 

文様は、櫛描簾状文と波状文にほぼ限定され、他

に口唇部への刻みが僅かに見られる (710 、 812 、 1018

~1020 、 1030~1033) のみである。櫛描文は施文部位

と単位文様の組み合わせによって、いくつかのバラ

エティーがみられる。頸部に簾状文、肩部に波状文を

紐み合わせるもの a 類、頸部から肩部を波状文のみ

施す b 類、頸部に簾状文で口縁全体と肩部に波状文

を施す C 類、口縁～肩部全体に波状文を施す d 類に

88 

大きく四分される。更に a • b 類は、口縁上端ないし

口唇部への施文で三分される。すなわち、 a 類では無

文 (966~968 、 970 、 971 、 974 、 1010~1013) 、刻み (710 、

1018 、 1020) 、波状文（702~705 、 975 、 976 、 978 、 980 、

984 、 986 、 992 、 993) 、 b 類では無文 (969) 、刻み (1019) 、

波状文 (983 、 995) である。 a • b 類から C. d 類へ

は型式変化ととらえられるが、その過渡的な形態

(693 、 709 、 713 、 972 、 973 、 991 、 1027) も見られる。この
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印(~

f / P804 

他に文様要素としては、ボタン状貼付文 (1022~

1025 、 1046) が上げられる。 1026~1038は折り返し口

縁で、口縁外面に波状文 (1026~1029) 、刻み (1030~

1033) 、無文 (1034~1038) に分けられ、それぞれ文様

a • b 類に見られた口縁上端文様のバラエティーと

同様の変化を見せる。 1039~1052は壺ないし甕の頸

部～胴部を掲げた。いずれも頸部の簾状文と肩部な

いし口縁部の波状文をくみあわせた例である。簾状

文は、等間隔止め (1039~1043) 、 2 連止簾状文 (1044

~1050 、 1052) 、 3 連以上の多連止簾状文（704 、 710 、

1051) が見られ、 2 連止簾状文が最も多い。

932~948は甕体部の小破片で、文様構成が不明な

90 

がら上記したものとはやや異なる櫛描文を施した例

を上げた。932~936 、 938は頸部に簾状文、その下位に

波状文、体部に単位の大きな櫛描羽状文を施す。943

~948は横位の波状文帯に一定の間隔で櫛描直線文

を垂下させる。前者は後期初頭、後者は中期後半に位

置付けられよう。941 • 942はコンパス状に施文する

櫛描波状文（註5) で、当地域の後期櫛描文には一般的

ではない。

高杯 中期後半～後期のものを一括した (760~770 、

1078~1092) 、口縁端部の形状に変化が見られ、外折

して水平に開くもの (1084) 、肥厚して外折するもの

(1078 、 1079) 、小さく外折するもの (768 、 1081~1083
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第81図 2-2 号河川跡下層出土土器 (19) (l/3) 

）、緩く外反するもの (770 、 1085~1088) 、内湾するも

の (762 、 769 、 1089 、 1090) 、折り返し口縁 (1091 、 1092)

がある。脚部は、低い円錐形で杯部との結合部が柱状

(760 、 762) と背の高い円錐形（761 、 763~766 、 769) に

二分される。前者は中期後半に潮る可能性がある。

文様は、口唇部に集中し、刻み (770 、 1082 、 1085 、

1086 、 1091 、 1092) 、櫛描波状文（1089 、 1090) 、貼付文

(1088) が見られる。762のように小さな突起を数箇所

に付すのもあるが、図示できなかった。赤彩品は数量

的に主体を占めると思われる。器面調整は研磨が主

流で、板木口による撫で(1082) も見られる。

台付甕全形を知り得ないが、口縁が短く外反し、体

部が扁平な球形か肩の張る無花果形で、円錐形の脚

部をもつ器形を一括する。口縁の形状から、端部が内

屈ないし内湾するもの (1054~1057) 、直線的に開く

もの (1061 、 1068~1070 、 1076) に二分される可能性

はあるが、ここでは中間的な形状 (1058 、 1062 、 1064な

ど）も多く、峻別は困難である。体部は肩の張る無花
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第84図 2-2 号河川跡下層出土土器（22) (1/3) 

果形（732~734) と、扁球形 (718 、 723) に分けられる。

文様は、頸部に簾状文、肩部に波状文を組み合わせ

る a 類は、更に口縁無文 (1065~1069 、 1075) と口縁上

端に波状文を施すもの (732 、 1053~1058 、 1061~

1065 、 1070、 1071 、 1076) に二分される。他に、頸部～肩

部に波状文のみ施文する b 類（733 、 734 、 1063 、 1072~

1074) がある。 718は煮炊具としての用途が疑わしい

小型品で、頸部～肩部に間隔の狭い等間隔止簾状文

を二段に施す文様が特殊といえる。他に文様要素と

しては、口縁と肩に小さいボタン状貼付文を交互に

付すものが多い (718 、 732~734 、 1053~1055 、 1057 、

1058、 1061~1064 、 1068 、 1070~1073 、 1077) 。脚部 (735

~742) は正円錐形に近い形状で、赤彩をせず、被熱痕

を残す点で高杯脚部と区別される。器面調整は、内面

が丁寧な研磨、外面は撫でや刷毛目 (733) 及び研磨

96 

(732 、 734) を施す。

台付甕と同一形状ながら、口径10cm以下の小型器

種の一群がある (719 、 722 、 727 、 728) 。丁寧に作られた

実用品だが、煮炊に使用された被熱痕は見られず、ま

た赤彩品もしばしば見られることから台付甕とは用

途の異なる器種と考えられる。これを、「小型台付鉢」

と仮称しておきたい。

鉢逆戟頭円錐形の単純な器形で、口径の大きさに

より 20cm近い大型品 (771) 、 15cm前後の中型品 (779) 、

11cm前後の小型品（772 、 776~778 、 780 、 781) にほぼ三

分される。口縁形状に外反（777 、 779) 、内湾（771 、

778) 、直口 (772 、 780 、 781) の変化、器高が高く底径の

大きいもの (772 、 777) と器高低く底径の小さいもの

(778) などの器形変化が見られる。赤彩品の多いこと

や器面を研磨で仕上げる手法は高杯と共通する。施
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文した鉢は不明確であったが、高杯と同様に口唇部

への刻みや波状文の存在も考えられよう。

片口鉢 775は逆戟頭円錐形、782は「椀形」を呈する。

いずれも器面を研磨、前者は口唇に刻み、赤彩を施

す。783は口縁部を欠損するが、片口鉢と推定される。

なお、 782の内面には白色の灰状物質がこびりついて

おり、外面に粥状の液体が流れた痕跡を残す。

有孔鉢全形の分かるものはない。748~759 は底部

のみの破片である。底部中央に径12~15mmの孔を穿

つもので、比較的底径が小さく全体が逆円錐形に近

いと推定されるもの (749 、 750 、 754~756 、 758 、 759) 、

底径大きく逆戟頭円錐形に近いもの (748 、 757) があ

る。器面は研磨されるが、内面に刷毛目を残すのも

見られる (752 、 753 、 756 、 758) 。いずれも内容物の付着

や被熱痕は見られなかった。

蓋 746 は壺、 745は中型品の甕に用いられたと推定

される。

手捏ね土器 773 は「椀形」、 774 は甕形の下半部であ

ろう。古墳時代初頭に下る可能性がある。

その他 784~788は壺ないしは甕の底面に残された

籾痕の見られる例を図示した。また鉢772の体部下位

にも籾痕が見られる。

2-2 号河川跡中層出土土器（第92~96図 図版

84-1~88-1) 

ここでは中期と後期を一括して扱う。

壺 1094 は、口縁が小さく開く細頸の器形から中期

後半、 1095は同じく細頸ながら、頸部の屈曲が弱く櫛

描波状文を施すことから前者より後出的といえる。

1096~1099は折り返しを持つ口縁部である。 1123~

1133は壺の頸部～肩部破片で施文されたものを図示

した。 1123~1127は頸部に簾状文、肩部に波状文を維

み合わせる一般的な文様構成で、 1123では簾状文を

二段に重ねて幅広に施文する稀少例である。 1128 、

1129 、 1149は肩部文様帯下位のボタン状貼付文で、文

様帯を画する横沈線は省略され、貼付文にのみ施さ

れている。 1130は T字文の変種で、横位直線文の代わ

りに波状文を施す。 1131~1133は鋸歯文部分を掲げ

104 

た。

甕 2-2 号河川跡下層出土甕に比べて、口縁は直

線的な a 類 (1101 、 1103 、 1137) と折り返し口縁の C 類

(1135 、 1138~1140) が主体を占め、内湾する b 類は少

ない。文様は、口縁下半に無文部分を残す a • b 類

(1104 、 1134~1136 、 1143) より口縁～肩部全体に施文

する C 類が主体を占め、下層出土土器群とは構成が

逆転している。1106は小型甕で、口縁と肩部に横位羽

状文を施文した例で、本遺跡出土土器中のなかでは

異質といえる（註6) 。 1105 は小型の甕で、口唇部の刻

み、間の狭い等間隔止簾状文と目の粗い一帯の波状

文を施す。この特徴から、中期後半～後期初頭に位置

付けられる。

台付甕 ここでは、内湾ないし内屈する口縁はほと

んど見られず、外反 (1102 、 1109 、 1141) か直線的に開

くもの (1108) が主体である。文様も、下層出土土器群

で主体となる口縁無文か、口縁下半に無文部分を残

すもの (1108) は少数で、口縁～肩部に施文するもの

(1102 、 1109 、 1141) が多い。 1136は甕か台付甕のいず

れかであるが、口縁が内湾し文様 a 類を施文した少

数例である。 1148は、簾状文を模倣して櫛描直線文と

これを切る沈線を垂下した例である。 1150~1152 は

ボタン状貼付文を肩部波状文の中央に付加した例で

甕ないしは台付甕と思われる。

高杯 口縁 (1154~1166) は、下層出土のものに比べ

て外折して水平に開く形状が見られず、その他はほ

ぽ同様の変化が見られる。 1154 、 1156 、 1158~1163 、

1165は口唇部に刻みを施した例である。脚部 (1114~

1122) のうち、 1114 と 1119 は低い円錐形で、他より古

相を示す。
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第96図 2-2 号河川跡中層出土土器（ 5) (1/3) 

2-1 号河川跡下層出土土器

中期後半の弥生土器（第97 • 101 • 102 図 図版

88-2 • 93 • 94) 

壺 1168、 1218~1222は受け口の外面に縄文を地文

とした口縁で、 1218~1221では沈線による波状文を

施す。 1167 、 1230 、 1231 、 1273 は細頸壺の頸部で縄文

地文ないし沈線間を縄文充填している。1225 、 1226は

2本平行沈線による波状文、 1274 は 1本沈線による波

状文、 1271 と 1272は横沈線を施した例である。1224は

やや太い箆沈線による横位羽状文を描く。 1275 も同

ー文様を描出するが、沈線が細く鋭い。 1276 は頸部

で、沈線区画のなかを櫛描直線文で充填した垂下文

を描く。 1227~1229は頸部に櫛描簾状文、櫛描波状文

を施しており、壺のなかでは後出的な文様といえる。

1236~1259 、 1277~1279 は胴部破片である。 1236~

1240は縄文を地文に、多条沈線による横位の直線文

や波状文を描き、この沈線文に沿って刺突列点をめ

ぐらせた文様構成をとる。 1236~1238は縄文施文部

に赤彩を施している。これは 2 - 2 号河川跡下層出

土の505~511 と同種の文様である。 1241 と 1251 は縄

文地文に沈線文を描く例で、 1241 は直線文と波状文、

下位に山形文をやや太い沈線で描く。 1251 は連弧文

を描く。 1242 、 1243 、 1252 、 1253 、 1280 は帯状の沈線間

を縄文で充填した例で、 1252は波状文と連弧文、 1253

は連弧文を描く。1244~1250 、 1255 、 1256 は、沈線文に

剌突列点をめぐらす。 1250では、上位に2本平行沈線

による波状文、下位に重連弧文を描く。 1254 、 1257~

1259 、 1277 、 1279 は沈線文のみで、波状文（1254) 、直線

文 (1257) 、重連弧文 (1258、 1259 、 1279) 、重波状文

(1277) を施す。 1223は頸部破片で、櫛描直線文間に縄

文を充填し、列点状刺突をめぐらせた例である。櫛描

文と縄文の組み合わせは珍しい。縄文は LR (1167 、

1218~1221 、 1223 、 1236~1238 、 1251~1253 、 1273) 、

R L (1239 、 1241 、 1243 、 1278) 、無節 L (1240) 、複節 L

RR (1222 、 1230~1232) 、綱紐文（1242) が見られる。

甕 1261 、 1262は口縁が小さく外反するなで肩の器

形で、体部に櫛描羽状文を施す。 1266 、 1267は同種文

様を施した体部である。1262では頸部に直線文、 1266

では簾状文を施す。1269 は乱れた斜格子状の文様と

思われる。 1270は受け口の口唇に縄文、口縁外面に

沈線山形文を 3段に重ねる。 1234 、 1235 、 1263~1265 、

1283 は「コ」の字重ね文の例で、 1283 を除いて縄文を

地文とする。 1263は文様単位の中央部にボタン状貼

付文を付す。 1268は横位の櫛描波状文を 5段以上重

109 
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ね、櫛描直線文を垂下した例である。1281 は口唇に刻

みをめぐらし、口縁～体部に植物茎状具を 2本束ねた

施文具を用いて連弧文と波状文を重ね、そのうえに

直線文を垂下させた文様を描く。文様構成は 1268 に

近似する。1282は縄文地文に横位沈線を 1条めぐらし

た例、 1284 は箆で小さな渦巻き文を刻んだ口縁部例

である。

後期の弥生土器（第97~100 • 103~llO図 図版

88-2~92-1 • 95~102-2) 

壺 口縁部は内湾するもの (1285~1288) と折り返し

(1269 、 1289~1310) に二分される。前者には口縁外面

に櫛描波状文 (1285 、 1286 、 1288) や鋸歯文 (1287) が施

される。後者は折り返し粘土帯の断面が三角形

(1290 、 1292 、 1293 、 1297) 、涙滴形 (1294~1296 、

1303) 、蒲鉾形 (1289 、 1298 、 1304 、 1305) 、薄板状 (1308

~1310) の変化が見られる。文様は、刺突と櫛描波状

文、貼付文を単独ないしは組み合わせる。刺突施文具

には、箆 (1291 、 1292 、 1300 、 1302 、 1307~1309) 、木口

(1293 、 1297 、 1299 、 1301入指頭 (1292 、 1298) 、編紐様の

原体 (1290 、 1294 、 1295) 、植物茎状具の先端 (1304) 等

が見られる。総じて断面形が厚く幅広いものほど複

数の文様を組み合わせる傾向がある。 ll69は口縁を

折り返したのみで無文の例である。頸部～肩部は、弱

い「く」の字状の屈曲からなで肩の形状をとり、文様

は頸部に簾状文、肩部に波状文の組み合わせが主体

を占める。 T字文 (ll70、 1319 、 1322 、 1323) は少数で、

箆か数本の櫛描施文具で垂下線を描く。 1313は波状

文を垂下させた例である。頸部文様は簾状文以外に、

斜格子文 (1324 、 1325) 、羽状文 (1326 、 1327) がある。ま

た、肩部の波状文の下位に鋸歯文やボタン状貼付文

を巡らせる例も多い。鋸歯文には沈線による斜線充

填 (ll77~ll79 、 1328~1335 、 1338~1341) 、格子

(1336 、 1337入刺突（1342~1346) 、併用 (1320) が見ら

れる。鋸歯文は沈線区画が大部分であるが、稀少例と

して櫛描文 (1347) 、区画のないもの (1348 、 1349) も見

られる。ボタン状貼付文は鋸歯文の交点にアクセン

トとして用いる (1329 、 1333 、 1337 、 1338、 1342 、 1344 、

1345 、 1346) ほか、肩部波状文の下端を限るアクセン

110 

ト (1176 、 1171 、 1318 、 1321 、 1350 、 1352~1356) として

単独でも用いられている。後者の場合、波状文を画す

る横沈線が見られないことから、前者より省略され

た文様構成といえる。赤彩品は少なく、鋸歯文のネガ

ティブな文様として用いられている (1339~1342 、

1344 、 1346) 。

甕 口縁端部の形状は、内湾気味のもの、直状の単口

縁、折り返し口縁が見られるが、前二者は明確に分離

できない。2-2号河川跡下層に比べて、内湾あるいは

内屈の強いものは少ない。また、口縁の長短、頸部の

屈曲度によっても分類が可能だが、これは大中小の

器種の相違にもとづく可能性が高く、ここでは破片

が主体のためこれらを甕類で一括する。文様は、口縁

上端と肩部に波状文、頸部に簾状文を施すもの

(1180 、 1358~1365 、 1368 、 1369 、 1372 、 1391入簾状文の

かわりに波状文を施すもの (1182 、 1366) 、口縁全体に

波状文を施すもの (1186 、 1184 、 1180、 1377~1383 、

1385~1390) 、口縁無文 (1188~1190 、 1357 、 1370 、

1371 、 1373) が見られる。 1183 は口縁の上端と頸部、

1375 • 1376 は口縁の上半に二段の波状文を施す例

で、前二者の中間的な文様構成といえる。口縁上端が

内湾気味のものには、口縁無文か上端に波状文を施

し、折り返し口縁には口縁全体に波状文を施す例が

多い。口唇部に刻みは壺に比べて少ない (1384~

1387 、 1392) 。

台付甕 口縁～肩部の破片だが、器形と文様の特徴

から 1181 、 1195 、 1196 、 1372~1374 、 1408~1415は台付

甕と考えられる。口縁形状には内湾と直状の単口縁

が見られるが、中間的なものも多く峻別は難しい。文

様は、頸部の簾状文施文を基本とし、これに口縁上端

と肩に波状文を施すもの (1181 、 1372 、 1374 、 1409~

1412 、 1415) 、口縁全体に波状文を施すもの (1408 、

1413 、 1414) 、口縁無文 (1373) がある。 1196は口縁から

肩部まで波状文のみ施す例である。脚部は高杯と酷

似するため分離が難しいが、 1214は被熱痕の存在か

ら台付甕と思われる。

高杯 1207は脚部が短く外反する形状から中期後半

にまで潮りうる。口縁形状は、小さく外折 (1418~
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第98図 2 - 1 号河川跡下層出土土器（ 2) (1/4) 

1426 、 1433~1436) 、折り返し (1428~1432 、 1437) 、外

反 (1438 、 1439) 、内湾 (1427 、 1440 、 1441) するものが見

られる。文様は口唇部への刻みにほぼ限定される

(1427~1439) 。赤彩品は大部分を占め、内外面に施す

以外に内面のみ (1424 、 1433 、 1437~1439) 、外面の一

部無彩 (1425 、 1428 、 1441) が見られるが、外面のみ赤

彩するものはない。1441 は、口縁下位に沈線を刻んだ

ボタン状貼付文を連ね、口縁と体部に波状文を施し

た稀少例で、高杯としては過剰装飾ともいえる。1442

は箆描沈線で斜線（羽状文か）を施した口縁である

112 

が、壺の可能性もある。脚部は円錐形で、裾径と高さ

から大 (1215) 、中(1209 、 1211~1213) 、小 (1208 、 1210)

に三分される。

鉢 逆戟頭円錐形の形状で、口縁が内湾気味で比較

的底径の大きいもの (1203 、 1205) と、口縁外反気味で

底径の小さいもの (1204 、 1206) に分けられ、前者は赤

彩を施す。ただし、実物は図示した場合ほどの差異は

見受けられない。

有孔鉢底部のみが知られる (1199~1202) 。いずれ

も焼成前の中央部一穴穿孔で、内外面は磨きを主と
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第102図 2 - 1 号河川跡下層出土土器（ 6) (1/3) 

する。被熱痕は不明瞭。

その他 1197 と 1198は小型台付鉢、 1216 は赤彩を施

した壺用蓋、 1416 と 1417 は小壺である。 1217は古墳時

代の寵支脚に近似するが、器種不明。

縄文施文系土器 縄文を主文様とする一群を一括す

る。ただし、 1443 、 1445の口縁片は中期にまで潮り得

るもので、すべて後期とは限らない。1444 と 1447 はロ

縁外面に 2~3 cm幅の横位斜縄文を施した例で、壺

と思われる。 1446は内湾する短い口縁の外面全体に

縄文を施す。 1448 と 1449 は粘土紐積み上げ痕を残し

116 

た外反する口縁の外面全体に縄文を施す。 1450~

1455は縄文は見られないが粘土紐積み上げ痕を装飾

要素とした甕の口縁である。1456~1470 、 1472~1473

はいずれも壺ないしは甕の頸部～肩部破片で、横位

斜縄文を施す。原体末端を強く押捺して横位の段状

表現をしたもの（註7) は 1470 に見られる。 1474は回転

方向を変えた羽状縄文、 1475は細密で細い無節、 1476

~1478 は沈線で区画した例である。 1479~1484 は櫛

描文と縄文を併用した例で、ここには簾状文 (1479~

1482) 、波状文（1483 、 1484) が見られる。縄文原体は L
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Pl388 

Pl392 

¥ ¥ Pl391 

R (1444 、 1446~1449 、 1456 、 1457 、 1466~1469 、 1472 、

1473 、 1476 、 1477) 、 R L (1458 、 1459 、 1462 、 1465 、 1470、

1471 、 1474 、 1478~1480) 、 1444~1447 、 1457 、 1463 、

1464 、 1476~1478は、節の中に同じ太さの束が整然と

数条並行する特有の縄文で、複節 LRR 、 RLL が多

ぃ。 1471は前々段多条（条数は不明）と思われる。 1481

と 1482 は簾状文が反時計回りに施しており、異質。

1483は無節 R を施文し下端に結節をめぐらす。なお、

1193 は付加条第 1 種 (LR + 2 L) を施した胴下半部

で、底面には木葉痕が残る。1444 、 1446~1449 、 1456~

1474は赤井戸•吉ケ谷系土器（註8) 、 1479 と 1480は樽

式と赤井戸•吉ケ谷系の折衷土器、 1193 は二軒屋式

と思われる。なお、 1450~1455は積み上げ痕を残すこ

とから赤井戸式類縁として扱われる場合が多く、こ

こでも一緒に図示したが、その系統的位置付けは再

検討する必要がある（註9) 。
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第109図 2 - 1 号河川跡下層出土土器 (13) (1/3) 

2-1 号河川跡中層出土土器（第111~114図 図

版103-1~106-1)

高杯の脚部 (1499 、 1500) と壺頸部 (1521) は中期後

半～後期初頭に位置付けられよう。

壺 口縁が外反して開き、頸部が「く」の字状に屈曲

する形状で、胴部は中位かやや下位に最大径をもつ

(1485) 。図示した口縁破片はいずれも折り返しで、断

面が涙滴状（1502~1507) 、薄板状 (1518) 、わずかに

膨らむ程度（1508 、 1517) のものが見られる。 2 段以上

の粘土紐付加も見られる (1509~1516) が、概して整

形に丁寧さを欠く。口縁の刻みは、指頭 (1502 、 1503 、

1508) 、棒状布ないし編紐 (1504) 、箆(1505 、 1506 、

1509 、 1511~1515) 、板木口 (1510) がある。図示しな

かったが1516のように無文も多い。刻み以外では波

状文を施す (1507 、 1517 、 1518) 。頸部～肩部は、簾状文

と波状文の組み合わせ (1485 、 1519 、 1520) が主で、下

位に鋸歯文も見られる (1522~1526) 。 1521 は頸部か

ら肩部にかけて細かい横位帯状の斜縄文を数段施

し、これを地文として沈線による鋸歯文を描く。1522

は頸部簾状文の直下に鋸歯文を施文し、なおかつ簾

状文が反時計回りという異質なものである。赤彩は

比較的少なく、ここでは1524 にみるだけである。

甕 口縁上端が内湾して口頸部が短く、口縁上端と

頸部以下に施文するもの (1486 、 1489 、 1527~1530)

と、口縁がやや長く外反し、全体に波状文を施すもの

(1487 、 1488 、 1533) 、口縁中位に波状文を施すもの
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第113図 2 - 1 号河川跡中層出土土器（ 3) (1/3) 

(1531 、 1532) の三者が見られる。前者は口縁に波状文

(1486 、 1489) のほか、縄文 (1527) 、刻み (1528 、 1530) が

ある。 1534~1537は口縁～肩部破片で台付甕ないし

は小型甕と思われる。1535 と 1536は口縁上端が内湾

して肩の張る器形で、口縁下半を無文とし、小さいボ

タン状貼付文を付す。 1534 と 1537は直線的な口縁に

張りの弱い体部をもつ器形で、前者は口縁無文、後者

は口縁に波状文を施す。

高杯・鉢高杯は杯部が浅鉢形 (1538~1539) で、機

能的に類似するものとして小型の偏平な台付甕形で

赤彩を施した台付鉢 (1494~1496) がある。 1497はそ

の中間的な形状を呈する。前者は口唇部が小さく外

折し、後者は口縁が強く屈曲して外反する。 1539 、

1540 、 1494~1496は赤彩される。 1497は器形の特徴か

ら、他よりも後出的といえよう。1493は逆戟頭円錐形

の小型鉢で、器壁が厚く底径の大きいのが特徴であ

る。

外来系土器 1554 と 1555は、沈線で渦文ないしは同
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心円文を描く東北地方南部系の壺胴部破片である。

前者は渦文内を縄文で充填し、他を磨り消す。後者は

細い平行沈線を用いる。いずれも中期後半に位置付

けられるが、前者が南御山 1I 式、後者が山草荷式な

いし陣場式に並行すると思われる。 1492 、 1543~

1550は、栃木県に主な分布地域をもつ後期の二軒屋

式土器と思われる。 1543 、 1545 は口縁部、 1492 • 

1547 • 1548 • 1550は胴部全体に付加条縄文 (1種で2

条付加）を施す。 1548は同一原体を縦横に押捺して羽

状を構成する。 1543 • 1545~1547の頸部には、先端の

鋭い櫛状具で波状文を描く。なお、 1492には底面に木

葉痕を残す。1551~1553は南関東系の後期、弥生町式

と思われる壺肩部破片で、 S字状結節文で区画した

横位帯内部に細かい斜縄文を充填する。原体は、 1551

と 1552は LR で、 1552は細かい編紐による回転痕と

思われる。 1542は口縁が僅かに外反する深鉢形で、

口唇部と外面全体に斜縄文 (LR) を施文する。 1556

は全体に丁寧な研磨を加えた黒色の土器で器形は不

明。直線と波線を組み合わせた鋭い沈線で幾何学様

の文様を描く。時期や型式は不明。
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2 号河川跡上層出土土器（第115図 図版106-1)

壺（1557 • 1558) 、甕（1559) 、小型台付鉢 (1560 • 

1562 • 1563) 、高杯 (1564 • 1565) 、鉢 (1566) 、小型甕

(1561) を掲げた。弥生土器は少なく、小型品を除いて

ほとんどが小破片で、器形の分かるものはわずかで

ある。甕は 1599のように口縁から肩部にかけて波状

文、頸部には 2 連止以上の多連止簾状文を施すもの

がほとんどである。

2 号河川跡出土土器（第116~118図 図版107-1

~109-1) 

第116図には黒漆による彩文を施した土器を示し

た。 1567は壺口縁、 1568~1572 • 1577は高杯ないしは

鉢の口縁、 1573~1576 • 1580は高杯口縁、 1579は鉢体

部、 1581 • 1582は高杯脚部である。いずれも、赤彩の

うえに黒漆で列点や鋸歯文を配列して文様を描く。

彩文は西日本の前期弥生土器に特徴的に見られるよ

うに、赤色顔料（ベンガラが主）で文様を描くのが通

例であるが、本例のような赤地に黒漆の彩文は、弥生

土器ではほとんど類例を見ない異色の存在（註10) と

いえる。時期は、 1581が中期後半～後期初頭で他は

後期に属すると思われる。

第118図は手づくね・ミニチュア土器を一括した。

器形から、鉢 (1610 • 1611) 、甕 (1613 • 1614) 、蓋

(1616 • 1617) 、高杯ないし台付甕（1618~1622 • 1627 

~1629入壺 (1623 • 1626) と実用器種の大部分を模倣

する。 1615 • 1624 • 1625の浅い筒形品は器種不明で、

古墳時代に下る可能性がある。

第117図は特異な器形や文様をもつものを掲げた。

1583 は頸部に断面三角突帯を貼付けて綾杉状の刻

129 



第 2 章 E 区の遺構と遺物

9□□） □二詞□
：クロこ 口／／口言1(%)

///  
Pl572(ｽ) 

ヽ
~

ｽ
 

,
_
,
 
6
 
7
 
5
 

ー

p
 

｀
り
ァ
/ 

／
巧

ー

四？~ P1573(ｽ) 

ロ／／口
□ //]77(%)  

Pl575(ｽ) 

\ 

／＼三三

\ 

/ 
Pl578(ｽ) 

~゜▼ ~ • ~` 
s.̀  o o • O. • ｷ •O. 

゜゚J ¥P1580(ｽ) L'.―-、,OS 
Pl581(ｽ) 

第116図 2 号河川跡出土土器（ 1) (1/2 • 1/3) 
Pl582(ｽ) 

130 



第 5 節 v面の遺構と遺物

% 
6
 
8
 

:
/
 

` 
/
/
I
 

喜喜
J

i5
＼̀
灼

4
 
8
 
5
 
p
 

仇

1
1

響知3
 
8
 
5
 
p
 

H

八
冒
I

ぎ
浚
~
霰

恐
必
匁

忌
匠

I I 

) 

1

円
日
り
ー
“
ー

8

-

8

 

5
 

ー

p
 

p＼ロロ） : ー10
Pl590(ｽ) 

ロニニロPl595(ｽ) Pl594(ｽ) 

ヽ
~

I

¥

%

 

／
符
＼
刀
8
 

-

5

 ー
p
 

// 

Pl592(ｽ) 

Pl596(ｽ) 

\ /I \ 
< / 

// Pl597(ｽ) 
/ i Pl599(ｽ) 

□):;口
Pl600(ｽ) 

ロ／口 □＼汀 □］：／ロ
Pl601(ｽ) 

Pl603(ｽ) 

ー

／口
\ `tロP1606(ｽ) Pl604(ｽ) 

Pl605(ｽ) 

｀□□~)<J 
Pl607(ｽ) 

\ \ 
Pl609(ｽ) 
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第118図 2 号河川跡出土土器（ 3) (1/2 • 1/3) 

み、 1583は肩部と胴部の境に箆先で刺突列を施した

例で、後者は当地の弥生土器には見られない手法で

ある。 1586は壺口縁に粘土を貼付けて顔を表現した

例で、目の部分にあたる。1588 と 1589は沈線による記

号文ないしは絵画的表現が表されている。1589は三

本の直線が下方に開く「水鳥の足」文とも呼ばれる矢

印記号であり、中期後半に良く見られるが、これはボ

タン状貼付文から後期の所産と思われる。 1590は鍔

状に突出した壺の口縁と思われる。1591 と 1594 は、部

分的に赤彩を施した彩文である。 1598は小型鉢だが、

一般的な器形 (1566 など）に比べて大きさが1/2ほど

しかなく、また底部が突出し器壁も厚い、 1597の短頸

壺形や1599の高杯形と同様にミニチュアと考えられ

る。 1600 と 1602は鉢ないしは高杯と思われる口縁に2

132 

個一対の小孔を穿つ。1595 • 1596 • 1603 は、脚部以外

に穿孔していることから、高杯ないし装飾器台と思

われる。 1604 は横断面が方形の脚部をもつ大型の高

杯で、他に類を見ない。 1605は細い粘土紐を垂下させ

て篭状に包みこんだ状態を擬した壺で、当地の弥生

土器には稀少例である。 1608 と 1609は大きな鋸歯文

を赤彩で描いた壺肩部で、南関東ないし東海地方西

部の後期土器ないしはその影響をうけた例である。

古墳時代初頭に属する可能性あり。



第 5 節 v面の遺構と遺物

［註l

1 一見単節斜縄文に近似するが、節は深く小さな菱形で、右撚りとも左撚りとも取れる特殊な縄文様圧痕がある。本県では、中期後半の竜見町式より

も後期の赤井戸•吉ケ谷系の縄文施文系土器群によく見られる。類例は南関東でも知られており、横浜市大塚遺跡の報文では撚った縄ではなく、 3本以

上の細い縄ないし紐を結び上げた原体を復元し、これによる特殊な回転圧痕を「編紐文」と命名して紹介している(1994 坂上）。この原体によれば確か

に近似した文様をしるす事ができるが、回転押捺を施した赤井戸式などの実例をみると、節の細かいものはよれているものが非常に多い。このことか

ら本文中で述べたように布を柔軟な棒状具に丸めた原体も考え得る。ただし、この場合棒状に固定しておく方法が不明であり、復元はできない。

2 櫛描文の普及、定着を後期土器のメルクマールとすれば C 類については a. b 類と分離して後期に含めてもよい。しかし、前橋市清里庚申塚遺跡出

土土器群は、櫛描文が優位を占めているにもかかわらず、当地域の中期末段階に位置付ける点では評価がほぼ定まっている。箪者もこれに従って C 類

をこの段階と考え、中期として扱ったが、どちらに位置付けるかはこの際大きな問題ではない。というのも、これらを過渡期的な土器群として中間に位

置付けることで、単なるタイムスケールとしてはなんらの問題なく説明できるからである。むしろここで問題なのは、土器そのものの変遷過程に中期

や後期といった時代区分の画期を読み取るか否かだろう。本文中においては便宜的な分類として「後期」と「中期」に分類して記述したが、当然のことな

がら存在する過渡的土器群は明確に分離できるものではなく、中途半端な位罹付けとなっている。従来の当地域の弥生時代編年においても、この点を

あいまいなままか、あるいは隣接地域の編年観を援用して時期区分を行って来た傾向がある。間断のない組列の検証によって漸移的な変遷過程が明確

になって来た昨今では、従来の前・中・後の三時期区分では十分説明しきれなくなって来ているのが現状だろう。だとすれば、今後の課題としては中期

か後期かを問うことは重要な意味はもたず、むしろ竜見町式や樽式の概念とその変遷過程の再確認を図り、土器様式の変遷に見られるはずの本来の画

期について検討を行うべきと考える。

3 小破片のため、搬入品か模倣品かの判別は困難。旧利根川（現在の広瀬川）左岸の群馬県中央部から東部にかけての地域と北部の片品川流域には、

少数ながら中期後半の東北地方南部の土器が分布する。これはあるルートを通じて会津盆地や相馬地方との交流を示す事例であるが、後期以降は 2-

3 の例外を除いてほとんど交流の痕跡が見られなくなることがわかっている (1986 柿沼、 1988 大木）。

4 井上、柿沼氏が関東地方北西部の弥生土器解説の中で、「入れ子文」と呼称したものと同一の文様を指す。

(1977 井上・柿沼）

5 櫛描波状文 II a 類（1964 佐原）に相当する。樽式の波状文は I 類を基本としており、本例はきわめて例外的な存在である。

6 横位の櫛描羽状文を施した甕は長野県佐久地方の影響と思われるが、群馬県ではほとんど普及していない。この文様はむしろ壺の肩部文様として

採用され、県南西部の鏑川流域上流部では一般化する。

7 園田芳雄が赤井戸式土器の縄文の特徴として“段状縄文”と命名したものにあたる。 (1966 園田）

8 赤城山南麓に分布の中心があると理解されている赤井戸式土器は、埼玉県中央部の比企丘陵周辺を中心に分布する吉ケ谷式土器に酷似しており、

両者はしばしば混同されたり、あるいは何らの型式的検討もなされることなしにどちらかの名称で呼ばれることが多い。現状では不自然な分布の問題

や、それぞれの系譜について充分に解明されているとは言いがたく、安易に両者を同一視するのは早計である。しかしながら、外見上ほとんど違いのな

いこの土器について、まったく別の型式のように異なる名称で呼びならわすのは不合理であるし、今後の研究の妨げにもなりかねない。また、実際に遺

跡から出土する本類土器をどちらの名称で呼ぶべきかは現実の問題として頭を悩ませる。極言すれば、群馬県で出土したら赤井戸、埼玉県ならば吉ケ

谷といった歴史的背景を無視した呼称にもなりかねないし、そのような捉え方は本類土器のもつ本来の歴史的意義を著しく歪める結果になるだろう。

ここでは、将来的に両者は同一様式としてとらえられるとの見通し (1985 大木・小島）に立ち、一括して取り扱うつもりである。名称としては、“赤井戸”

と“吉ケ谷”の学史的名称を残しつつ両者を包括して、“赤井戸•吉ケ谷系土器”と仮称しておく。なお、分布の問題については、近年両地域の中間地

帯にあたる群馬県南西部の鏑川流域で続々とその存在が知られるようになってきており、この地域の分析が両者の関係を解明するひとつの鍵になる

のではないかと期待している。

9 鏑川流域では、この種の土器が樽式土器に伴う例が増えて来ている。なかには縄文ではなく櫛描文を主文様としてもつ場合も少なくない。確かに

赤井戸•吉ケ谷系土器には多く見られる手法であるが、これは限られた型式の特徴として固定的にとらえるよりも、南関東や印廂・手賀沼地域の後期の

甕に見られる同一手法の土器も視野に含めて、その出自や変遷、分布の背景を再検討すべきだろう。

10 同様の例は、長野県長野市篠ノ井遺跡群聖川堤防地点 S B-55出土の鉢に見られる。

［参考文献1
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第119図 2 - 1 号河川跡下層出土土器（15) (1/3) 
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2 - 1 号河川跡中層出土土器 (6) (1/3) 

135 



第 2 章 E 区の遺構と遺物

ロー~, 

/ ¥¥  P271(%) 

瓢
/ 

灼

／
｀
声

ミh
l
 

●
』

\" 
＼
、

ぃ/ 

) % ’‘ 

8
 
7

¥

 

2
 ぃ
□
[
8
 
2
 

>p[
灼

'
ー
、6
 
7
 
2
 
p
 

□7(% 
/― I ヽ＼ r~o, ＼グ3)

疇

/ 

/ 

286(ｽ) 

/ 

訓
口
＼
〖

咋
二
言
＝
言
三

第122図

¥ ¥ P282(ｽ) 

2-1 号河川跡中層出土土器（ 7) (1/3) 
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2 - 1 号河川跡中層出土土器 (11) (1/3) 
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中層出土土器（ 7) (1/3) 
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第130図 2 号河川跡上層出土土器（ 3) (1/3) 
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゜第131図 2 号河川跡出土土製品（ 1) (2/3) 
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2 号河川跡出土石器

2号河川跡からは他の遺物とともに16種類の石器

類が出土した。これらの石器類は縄文時代石器の混

入や小河道の切り合いによる混入があるが、弥生時

代後期を中心とした時期の石器様相を一部示してい

る可能性がある。石器の種類による 2-2号河川跡と

2-1号河川跡の量比や様相は変化がなく、一括して

扱うこととした。

なお、出土総点数1308点のうち約50％は頁岩と黒

色安山岩の条lj片で素材剥片と考えられる。剥片を除

く石器類（647点）のうち最も量比の多いものは剥

片石器と磨石でこの2種で全体の50％強を占め、次

に多いのは砥石・台石で全体の20％弱を占める。以

下、出土石器の概要を記する。

磨製石鏃（第133 • 143図図版121-1)

13点が出土し、うち7点が未製品で7点が破損して

いる。製品は五角形を呈する凹基式で中軸線上に小

孔を持ち側縁部に沿って稜を持つ。長さは4.1~

2.1cm、幅2.3~1.5cm 、厚さ 0.3~0.1cm 、重さ lg前

後と小型のもので、幅広のもの (S-36~38) と幅

の狭いもの (S -42~44) とがある。

また、未製品や素材剥片も含め県南西部に産する

珪質準片岩を使用しており、素材を持ち込んで集落

内で製作していたものと考えられる。

打製石鏃（第133 • 143図図版121-1, 129-1) 

3点が出土し、うち 1点 (S -285) は縄文時代の

無茎石鏃と考えられる。 S -48 • 49はやや五角形を

なす小型の有茎石鏃で弥生時代のものと考えられ

る。

磨製石斧（第133 • 134 • 143図 図版121-2 • 129 

-1) 

7点が出土したが縄文時代の乳房状磨製石斧であ

る 1点 (S -59) 以外はすべて破片で、磨石に転用

されたものが1点 (S -55) ある。 5点は太型蛤刃石

146 

斧で S-56は基部が平基で断面形状が円形に近い。

S -205は偏平片刃石斧の破片と考えられる。太型

蛤刃石斧に使用された石材ははんれい岩・かんらん

岩・閃緑岩であり、県内で太型蛤刃石斧に使用され

る例の多い石質である。

打製石斧（第134 • 143 • 145図 図版124-1, 129-1, 

130-2) 

13点が出土し短冊形5点 (S -63~66 • 227) 、分

銅形4点 (S-67~69 • 206) 、揆形2点 (S-62 • 70) 、

有肩形？ 1点 (S -71) 、不明 l点である。縄文時代

のものも混入していると考えられ、自然面を残すも

のが多い。石材としては安山岩・玄武岩・頁岩が用

いられている。

石核（第134 • 139 • 148図）

10点が出土し不定形で自然面を残し多方向より打

撃が加えられている。石材は頁岩で剥片石器のほと

んどを占める石材であり剥片も同様である点から、

剥片石器の母岩と考えられる。

剥片石器（第 135 • 139 • 141~143 • 145 • 148 • 

149図図版122-1, 125-2, 127-1, 128-1, 129-2, 

130-2, 132-2, 133-1) 

169点が出土したが剥片の中には微細な剥離が側

縁部にあるものもあり使用による可能性はあるがこ

れらは除外した。剥片石器は側縁部の刃部の辺数に

より 4種類に大別し、さらに各刃部の接続状態によ

り 9種類に区分した。

1側縁刃部剥片石器 不定形をなす剥片の1側縁部

を刃部としたもので、直線的な刃部を持つもの (S

-72 • 73 • 133 • 158~161 • 163~166 • 229 • 261 • 

272) と弧状に外湾する刃部を持つもの (S -74 • 

75 • 134 • 135 • 162 • 228 • 231) とがある。

2側縁刃部剥片石器 不定形をなす剥片の2側縁部

を刃部としたもので、 L 字形や逆 L字形に刃部を付

けたもの (S -76~80 • 136 • 137 • 169~173 • 273) 

や相対する側縁部を刃部とするもの (S -81 • 82 • 
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第133図 2 - 2 号河川跡下層出土石器（ 1) (1/2 • 2/3 • 1/3) 
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2 - 2 号河川跡下層出土石器（ 5) (1/3 • 1/4) 
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第138図 2-2 号河川跡下層出土石器（ 6) (1/3)  

2 号河川跡出土石器集計表

出土位置 2 - 2 河 2 - 2 河 2 - 2 河 2 - 1 河 2 - 1 河 2 - 1 河
計

種類 下 層 中 層 上 層 下 層 中 層 上 層

磨製石鏃 12 1 I 13 

磨製石鏃の素材 12 l 3 5 l 22 

打製石鏃 2 1 3 

磨製石斧 5 2 7 

打製石斧 10 2 l 13 

石核 5 l 1 3 10 

剥片石器 40 18 6 85 17 3 169 

剥片 425 46 2 129 55 4 661 

凹石 4 1 l 6 

磨石 25 16 12 19 23 , 104 

敲石 , 3 l l 14 

薦編石 31 10 3 44 

凹石・磨石等の破片 53 7 10 38 • , 5 122 

砥石・台石 52 10 4 26 
し

23 l 116 

紡錘車 1 l 2 

多孔石 l 1 

飾垂具 1 1 

計 686 104 40 319 130 29 1308 

注 磨製石鏃の中には未製品も含まれている。砥石・台石は破片も含まれている。各種の石器には縄文時代のものも少量混入している。
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第139図 2-2 号河川跡中層出土石器（ 1) (2/3 • 1/3) 

178~180 • 230) 、 V字状に刃部を付けたもの (S-

83 • 138 • 175~177 • 232) とがあり、 S-83 • 176 • 

177はドリル状をなす。

3側縁刃部剥片石器不定形をなす剥片の3側縁部

を刃部としたもので、直線的にLJ形に刃部を付け

たもの (S -86 • 87 • 140 • 181 • l 、~3 • 184 ｷ,188~ 

191 • 194 • 195 • 233 • 262），、先端部が丸<U字状に

刃部を付けたもの (S -84 • 88 • 89 ｷ-139 • 182 • 

185~187 • 192 • 193 • 234 • 27'4)とがある。 9, 

側縁刃部全周剥片石器側縁部すべてを刃部とし

たもので、円形や楕円形をなすもの (S -90 • 91 • 

196 • 235) や多角形をなすもの（ S -92 • 93 • 141 

~143 • 197~201 • 236 • 237) とがある。

これらの石器は石核の形状や剥ぎ取り方からも定

形的な素材の取り方は行っておらず、素材の形状や

必要に応じた刃部の付け方をしていたものと考えら

れ、まさに不定形の刃器である。しかし、石材も限

定しており、剥片の量からも多量に作出されたもの
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第140図 2-2 号河川跡中層出土石器（ 2) (1/3) 

と考えられ、

考えられる。

なお、

日常の生活において多用されていたと

S -94 • 218は剥片ではないがともに偏平

な河原石を使用し石材は軟質の緑色片岩で、 1側縁

部に細い剥離を加え刃部としている。やや特異な刃

器である。

凹石・磨石・薦編石 （第 136 • 140 • 143 • 146 • 

148 • 149図

154 

図版123-1, 126-1, 129-1, 131-1 • 2, 

132-2, 133-1) 

凹石は6点が出土した。円形や楕円形の中型の河

原石を使用。形態から縄文時代の遺物の可能性が高

いが剥片石器等と同じように縄文的伝統が残ってい

た可能性もある。凹石と磨石の石材は利根川水系の

粗粒安山岩や石英閃緑岩がほとんどを占めている。

磨石は104点が出土した。楕円形や長楕円形をな

す河原石をそのまま使用している。ほとんどのもの

が全面が良く磨れており、両端部や側縁部に敲打痕
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第142図 2 - 1 号河川跡下層出土石器 (2) (1/2) 

が集中している。法量的に大・中・小の3種類に大

まかに分けられ、目的によって使い分けがされてい

たと考えられる。また、 S-243や S -266のように

棒状のものもある。

鷹編石としたものは県南西部に産する黒色片岩と

雲母石英片岩を石材とする割れやすく軟質な河原石

156 

で、 44点が出土した。

敲石（第136 • 140 • 148図図版123-1, 126-1, 

132-2) 

14点が出土し、長楕円形をなす頁岩や砂岩等のや

や硬質の河原石を使用している。上下両端部に敲打
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第143図 2 - 1 号河川跡下層出土石器（ 3) (1/2 • 2/3 • 1/3 • 1/4) 
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第145図 2 - 1 号河川跡中層出土石器（ 1) (1/2 • 1/3) 
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第147図 2 - 1 号河川跡上層出土石器（ 1) (1/3 ｷ 1/4) 
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第148図

痕が集中する傾向にあり、端部が割れている例があ

る。

砥石・台石（第137 • 138 • 140 • 144 • 147 • 149図

図版124-2, 125-1, 126-1, 130-1, 132-1, 133-1) 

砥石・台石は破片を含め116点が出土した。大型

の砥石（台石）は割れたものが多く形状は不明であ

るが整形されたものもあり、石材はほとんどが粗粒

安山岩である。研磨面は平坦なものが多く木目が荒

いものと細かいものとがある。ほとんどの大型砥石

は敲打痕があり、複の機能を有していたと考えられ

る。小型の砥石の石材は砂岩が大部分を占め、定形

的なものはなく研磨面も一定していない。小型の砥

石にも木目の荒いものと細かいものとがある。砥石

類の出土量の多さも 2号河川跡出土遺物の特徴であ

る。
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2 号河川跡出土木製品

2号河川跡からは5種32種類の木製品や加工材が出

土した。木製品の種類は新保遺跡の「大溝」とほぼ

同じであるが若干内容に差がある。また、各種類の

数量は調査面積が狭いために総じて減っている。

「大溝」と異なる主な点は種類として竪臼が加わっ

たことと数量的に斧柄が多くなった点である。

なお、各種の木製品や加工材の出土状態はほとん

どが種類による分布の片寄りがなく、各種が混在し

て河川跡全般に分布している。しかし、丸木弓と原

木だけは分布に片寄りがある。丸木弓は2-2号河川

跡では第w河道の中・上流 (2 D • E-65~68) に

集中し、 2-1号河川跡では下流 (2 D -69) に集中

していた。丸木弓は全てが破損しており、何らかの

儀礼を伴って一括廃棄された可能性がある。原木（長

さ2~4m 、径20~40cm) 6点は2-1号河川跡の下流 (2

E -70 • 71) に集中しており、貯木の場であった可

能性がある。

以下、新保遺跡の木製品・加工材の分類に従って

内容を記する。

広鍬（第158 • 187図図版134-3, 135-1, 157-2) 

7点が出土し未製品3点が含まれる。 d 類に似たも

のとしてW-482 • 485がある。着柄突出部から鍬身

への移行部はやや段をもつが、着柄隆起がほとんど

ない。 W-549は着柄隆起が高く、 d 類に似た未製

品である。 W-420は山形の頭部をもっg類と考え

られ、 W-176 • 208はg類に似た未製品である。 W

-369はf類の形状であるが鍬身下半に段をもつ。

狭鍬（第158図図版135-1)

W-610の未製品l点が出土した。 a 類と b 類の中

間の形態で鍬身は一定の幅をもち、着柄隆起はなだ

らかで刃部はやや丸い。

横鍬（第158 • 159 • 187 • 192図図版135-1 • 157 

-2 • 158-1 • 161-1) 

164 

12点が出土し 1点 (W-66) は未製品で、 W-139 • 

207は形状が明確でない。W-146 • 154 • 468 • 528 • 

590 • 619 は b1類と考えられ、上下端が平行し着柄

隆起がなだらかである。 W-172 • 275 • 312は恥類

と考えられ、着柄隆起はしっかりとした稜をもつ。

b瀕としたものには着柄孔が斜めに穿孔されている

ものが5点ある。

一本鍬（第158図図版135-1)

W-380の 1点が出土した。しっかりとした作りであ

るが特異な形態であり、一本鍬として分類した。

二又鍬（第159 • 184 • 187 • 191 • 207図図版136

-1, 155-2, 158-1, 161-1, 175-1) 

10点が出土し、 W-3 • 107 • 499 • 546の4点は小

片である。 W-252 • 337 • 339 • 490は b 類と考えら

れ、固定部に段が刻まれ鍬身が開きぎみとなってい

る。 W-53 • 132 は C 類と考えられ、鍬身が直線的

で又部の切り込みも直線的である。

三又鍬（第191図図版161-1)

W-299の 1点だけが出土した。移行部に段をもつが

破損しており形態は不明。

長柄鋤（第159 • 192図図版136-1, 162-1) 

5点が出土し、 W-508は未製品でW-145 • 520は

破損品である。 W-156 は a 類と考えられ、指入れ

穴のある握部をもち幅広の鋤身である。 W-220は

鋤身が二又となっており、「大溝」では出土しなかっ

た種類である。

藩柄鋤・鍬（第160 • 174 • 184 • 187 • 192図図

版137-1, 148-1, 155-2, 157-2, 162-1) 

9点が出土した。W-136は破損品でW-96 • 147 • 

161 • 164 • 510 • 525 • 526 • 631は未製品である。未

製品の多くは分割後厚みを調整し、刃部を山形に移

行部を斜めに着柄部を方形に削り込んだ荒削りの段

階のものである。



土掘具（第191 • 192図図版161-1, 162-1) 

「大溝」では出土しなかった種類で2点が出土した。

W-39は直柄で楕円形の刃部をもつ。 W-634 はW

-39 と同じ楕円形の刃部をもち、着柄部に段をもつ。

農具柄（第161 • 162 • 184 • 187 • 192図図版137

-1, 138-1, 155-2, 158-1, 162-1) 

直柄が32点、膝柄が8点出土した。直柄には割材

が16点、丸木が14点使用されていた。直柄の中には

グリップエンドがT字形のもの 1点 (W-194) 、指

入れ穴をもつもの1点 (W-203) 、太くなるもの1点

(W-109) 、不明 1点 (W-431) がある。また、鋤・

鍬の固定部状のもの2点 (W-636 • 647) も含めた。

膝柄はW-103 • 607 は未製品で、 W-258 • 284 • 

367 • 387は破損品である。 W-481はほぽ完存し、

緊縛部が小さいタイプである。 W-555は雇柄と考

えられる。

竪臼（第193図図版163-1)

2点が2-1号河川跡下流部の近接した位置で出土し

た。ともに破損品であるがW-4は大型で円筒形を

なし、 W-31 も大型で鼓状をなす。

杵（第193 • 207図図版162-1, 175-1) 

2点が出土しともに破損品である。 W-1 • 210は

ともに握部から揚部へなだらかに移行し、両端部に

最大径をもっ。「大溝」では握部に突出があり、今

回出土した2点は新しいタイプである。

木箆（第194図図版164-1)

2点が出土した。 W-9は破損品であるが e 類で、

W-313は a 類と考えられる。

斧柄（第163 • 164 • 188 • 194図図版139-1, 140 

-1, 158-1, 164-1) 

直柄6点、直柄未製品5点、雇柄4点の計15点が出

土した。直柄6点 (W-379 • 406 • 410 • 491 • 495 • 

533) は頭部が後方に出っ張るタイプの C 類で、全

第 5 節 v面の遺構と遺物

てが破損している。直柄未製品のうち 3点 (W-158 • 

393 • 439) は分割後柄部を荒削りしただけである。

2点 (W-192 • 388) は形状がほぽ整えられている

が柄部が太く斧孔が未貫通である。雇柄4点 (W-

133 • 167 • 342 • 447) のうち 3点は破損品である。 3

点は頭部が後方に出っ張り 1点は出っ張っていない。

有柄J字形木製品（第164 • 185図 図版140-1,

156-1) 

W-568の 1点が出土した。 W-640 も本種類の可

能性があるが判断できなかった。

横槌（第193 • 198図図版163-1, 167-1) 

3点が出土した。 W-323は割材を使用した d 類で

分割時の形状を残す。 W-340は b 類の未製品と思

われる。 W-346は丸木を使用した細身の a 類と思

われる。

糸巻（第163図図版138-1)

2点 (W-503 • 553) が出土し、割材を用いた a

類と考えられる。

容器（第163 • 184 • 188 • 193 • 194図図版138-1,

139-1, 155-2, 159-1, 163-1, 164-1) 

7点が出土し、 4点が破損品で2点が未製品である。

W-70 • 368は径約30cm の円形をした未製品である。

W-547は円形で小型の浅鉢でW-473 とともに C 類

と考えられる。 W-13 • 324は平底の C 類と考えら

れる。 W-36は曲物の底板と考えられ「大溝」では

出土しなかった種類である。

作業台（第163 • 194 • 200図図版138-1, 164-1, 

169-1) 

3点 (W-87 • 300 • 625) が出土した。板状や角

材状をなし、ともに金属器の刃部のくい込み痕が見

られた。

丸木弓（第165 • 184 • 188 • 194図図版140-1,
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141-1, 155-1, 158-1, 164-1) 

17点 (W-174 • 182 • 195 • 197 • 202 • 206 • 209 • 

403 • 436 • 438 • 448 • 451 • 4 70 • 484 • 531 • 643 • 

646) が出土し、すべて破損しており樹種はイヌガ

ヤだけである。弓幹部や弾部を半円形に削ったもの

が多く、弓耳部は凸状に削り出されている。

梯子（第194図図版164-1)

W-28の 1点が出土した。破損品で足かけ部に傾

斜面がなく、方形に突出した段となっている。

角柱材（第170図図版144-1)

2点 (W-419 • 444) が出土しともに破損している。

分割材を使用し組み手の段をもつ。

丸柱材（第170 • 185 • 189図図版144-1, 156-1, 

159-1) 

3点が出土した。ともに径約7cmの丸木材を使用し

ている。 W-98は組み手の段をもち、 W-363 • 390 

は枝分かれ部を利用して又を作出している。

裡木材（第170 • 185 • 196 • 199図図版144-1,

156-1, 166-1, 168-1) 

4点が出土した。長さがlm以上残存し径が3cm ほ

どの直線的な材を唾木材としたが確証はない。 w-

86 • 279 • 372は丸木材でW-315は角材である。

板材（第166~169 • 185 • 189 • 195図図版141-1

~144-1, 156-1, 160-1, 164-1, 165-1) 

73点が出土した。板材は分割時の厚みを調整した

ものを選んだ。柾目板がほとんどで板目板は小片4

点だけである。板材にはW-614のように段をもつ

ものがある。また、両端部が切断された小断片も多

く、建築材や鋤．鍬の工程材も含まれていると考え

られる。

杭（第 175 • 185 • 197~199 • 201 • 202図図版

149-1, 156-1, 167~171-1) 

172 

一方の端部を尖らせ打ち込み時の歪みや敲打によ

る端部の潰れが生じているものを杭とした。 18点を

杭としたがこのうち W-240 • 241 • 244 • 245 • 

336 • 351 は木橋遺構に打ち込まれていた。加工材や

分割材の中には杭状の端部をもつものが多く含まれ

ていたがこれらは杭として扱わなかった。

角材（第159 • 161 • 169~171 • 173~175 • 186 • 

188 • 189 • 192 • 194 • 198~201 • 207 図図版

136-1, 137-1, 144-1, 145-1, 147-1, 148-1, 157-1, 

159-1, 162-1, 164-1, 167~170-1, 175-1) 

加工材の中で分割後樹芯部を除く部分を使用し、

何らかの加工が認められたものや可能性のあるもの

も含めて本類とした。杭状の端部をもつものや四面

体をなすものが多く、 149点が出土した。また、本

類には組み手と思われる段をもつもの (W-341 • 

524) 、建築材と考えられるもの (W-278) 、棒状の

加工をもつもの (W-117 • 262 • 425 • 426 • 430 • 

492) 、農具柄状や鋤先状をなすもの (W-521 • 649) 、

多面体の加工をなすもの (W-196 • 328 • 350 • 

504 • 539) 、用途不明のもの (W-402 • 635) 、赤彩

されているもの (W-94 • 186) 等も含めた。

丸木材（第170 • 172 • 173 • 185 • 187 • 190 • 196 

~198図図版144-1, 146-1, 147-1, 156-1, 160-1, 

165~167-1) 

加工材の中で樹芯部をもち加工があるものを本類

とし、 58点が出土した。丸木で両端部が切断された

ものが多い。本頚には棒状や刺突具状のもの (W-

20 • 199 • 433 • 569 • 580) 、又部を利用した加工品

(W-144 • 477) 等を含んでいる。

分割材（第176~183 • 186 • 191 • 202~207図図

版149-1, 155-1, 156-2, 157-1, 171~175-1) 

ミカン割りに分割したままの材で最も出土量が多

く、 185点が出土した。 1/2や1/4分割のものは少なく、

さらに細かく分割されたものが多い。幅や長さも

様々で各種加工品の製作工程の中で素材を得るため



に、多くの分割材が産出されたと考えられる。

樹皮（第169図）

W-650~653はサクラの樹皮の加工品とみられ、

幅2.5~4.0cm、厚さ 0.1~0.2cmで渦巻き状に丸まっ

て出土した。装飾や緊縛のための素材と考えられる。

なお、 2号河川跡出土木製品の欠番はW-101 • 

123 • 134 • 338である。 W-76は3号河川跡出土木製

品で樹種はコナラ節である。

2 号河川跡出土木製品集計表

種類 器種
2 - 2 河下層 2 - 2 河中層

製品 未製品 製品 未製品

広鍬 3 2 

狭鍬 1 

横鍬 7 

一本鍬 1 

二又鍬 3 1 

農具 三又鍬

長柄鋤 3 1 

着柄鋤．鍬 6 1 

土掘具

農具柄 17 3 

農具膝柄 3 2 

計 37 12 4 1 

竪臼

杵

木箆

横槌

工具 糸巻 2 

容器 2 1 

斧柄 , 3 

有柄J字形 1 

作業台 1 

計 15 3 l 

弓 丸木弓 11 1 

梯子

角柱材 2 

建築材 丸柱材 1 1 

極木材 1 1 

板材 43 4 

計 47 6 

杭 2 1 

角材 58 10 

加工材 丸木材 18 1 

分割材 99 16 

木端 l 

樹皮 4 

計 181 29 

総計 291 15 40 2 

第 5 節 v面の遺構と遺物

2 - 1 河下層 2 - 1 河中層 2 河上層
計

製品 未製品 製品 未製品 製品 未製品

1 I 7 

l 

3 1 1 12 

1 

1 4 l 10 

1 1 

1 5 

1 1 , 
2 2 

5 7 32 

1 2 8 

12 1 16 4 l 88 

2 2 

l 1 2 

2 2 

3 3 

2 

1 3 7 

2 1 15 

1 

2 3 

2 I 14 1 37 

4 1 17 

1 1 

2 

1 3 

2 4 

6 20 73 

7 23 83 

1 14 18 

21 59 1 149 

6 33 58 

1 68 1 185 

4 5 

4 

29 178 2 419 

54 2 232 4 4 644 

註 器種の集計には可能性のある木製品も含めている。木製品644点中、炭化材が107点含まれている。
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第 2 章 E 区の遺構と遺物
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第 2 章 E 区の遺構と遺物
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第 5 節 v面の遺構と遺物
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第 5 節 V面の遺構と遺物
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第 5 節 v面の遺構と遺物

疇—
W43(ｼ) Wll8(ｼ) 

し

、
ー

'ヽ 

I 
I 

叫）疇曇
瓢

]W｢  

。」
—,'" "0~•一

Wl29(ｼ) 

呵画圃

W274(ｾ) 

.' 

' ` , , , ' 

d91|ill11血l"

I W221(ｼ) 

三＼＼i~□言［ロ
_ ¥ : -

と

鬱こ
こ疇
N41(ｼ) W63 （泊） 恣置甕詈塁冒曇罹 , 

第195図 2 - 1 号河川跡中層出土木器（ 5) (1/6 • 1/8 • 1/14) 
＝馴
W267 (ｼ) W253 (ｼ) 

211 



第 2 章 E 区の遺構と遺物

W282(ｼ) 

`‘> 251(ｼ) 

W5(ｽ) 
W279(ｼ) \\\、二三')))Wl2(%)`'》W292(%)畠

第196図 2-1 号河川跡中層出土木器（ 6) (1/6. 1/8) W349(ｼ) 

212 



第 5 節 v面の遺構と遺物

—,,.•'" ""'".、'" "'.')  

督」［爪＼刈］
〇こ： 0W302

’`潟） 靡言疇 /I 

←、` \‘ 

] 1“W225(%) 

II — 

I I 、口＼＼ ーロl - w218(%) 

曇
1// 

W122(%) 《言｀（％）

~:II I ~II 

(l¥¥) (1 _\PIii_胃』1:~111\I--i11 !!--!¥.111_ -r ｷ-
jJ-In i') 11111—I I 」 I ―

W 354(%) ツ しノ I[ 
0 鬱W6l（よ鬱鬱 '/0 曇 0
第197図 2 ~ 1 号河川跡中層出土木器（ 7) (1/6) W215(ｾ) Wll6(ｾ) 

\ 

W58(ｾ) 

I I 

213 



第 2 章 E 区の遺構と遺物

ｮ 

口一',—
`‘』 9,~ 、

＼シ（拿＼。

心＼＼

＼疇 9%)I w:l) 
W29(ｾ) 

一口冒― _\Il¥ ¥ \1— 
J 

I 
... I 

\ 

:l:」\,

め
( , 
21 

w

い
( , 

/

8

 

2
 

-

w

)

 

I

—]• 

只
~
ー
ロ

4

勾

I
l

疇
[

冒
。

W
l
-
-
1
1
劉
土

』1
5

三
1
/
I
I
□
じw

鬱
〖

-

1

1

 

一
叩
ー
乳

□
~
1
1
_

j
ー

0
剛

＿
〕
ロ
ロ
□

＂
い
言

w

一
ー

1

ロ
一

□

1
1
:
'

\
l
I

□即

ー
ロ
ロ
\
員]
I
I
I
]
ロ
ロ
ロ
ロ
曇

|
『
[
い
い

□
い
い
日
3
0
『

曇

2
1
4



第 5 節 v面の遺構と遺物
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第 2 章 E 区の遺構と遺物
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第 5 節 v面の遺構と遺物
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第 5 節 v面の遺構と遺物
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第 3 章 F 区の遺構と遺物

第 3 章 F 区の遺構と遺物

第 1 節 I • II 面の遺構と遺物

F 区は表土下が直接v層 (F P F-1) となるため

I • II 面の遺構が同一面で検出された。 I 面の遺構

は円形の柱穴が11本確認されただけである。 II 面の

遺構は竪穴住居跡32軒、土坑l基が確認された。住

居群は 8~10世紀代の時期で、高い重複率を示して

いた。

1 住居跡

208号住居跡（第219図）

2 J -69に位置し211号住居跡より古い。北壁の

一部から北西隅が確認された。壁は高さ 0.12m が確

認され床面は平坦でやや固く締まっていた。掘り方

は全面がほぼ0.20m掘り込まれていた。出土遺物は

なく時期不明。

209号住居跡（第210 • 211図図版39-1, 176-1) 

位置 2 J -68 

重複なし。

形状 東壁にあるカマドと東南隅の部分を確認した

だけで、他は調査区外となる。

長軸方位不明。

規模 1. 44 + X 1. 23 + m 

埋没土 粘性の低い土層で埋没。

壁 0.10m の高さが確認され、垂直に立ち上がって

いた。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でやや固く締まっていた。

貯蔵穴位置東南隅にある。 形状隅丸長方形

をなす。 規模 0. 75X0.54m 深さ 0.21m 遺物

出土状態 瓦片2点 (P -92 • 93) が出土。

カマド位置東壁にある。 規模焚き口幅0.72

+m 奥行0.46m 煙道幅0.30m 長さ 0.58m 遺

224 

存状態 東壁より半円形に突出し、さらに煙道がの

びていた。燃焼面はやや焼けていた。 遺物出土状

態出土遺物なし。 掘り方燃焼面は播鉢状に

0.18m掘り込まれていた。

掘り方不明。

遺物出土状態 埋没土中より土師器や須恵器の椀．

甕の小片が約50点出土した。

時期 出土遺物により 9~10世紀代の住居跡と推定

される。

210号住居跡（第210 • 211図図版39-1, 176-1) 

位置 2 I -69 

重複 211 • 215号住居跡と重複しているが前後関係

不明。

形状 不明。掘り方だけが確認された。

長軸方位不明。

規模 3.67X2.86+ m 

埋没土 粘性の低い黒褐色土で埋没。

壁不明。

周溝 北壁から西壁にかけて確認された。幅0.18m

深さ 0.05~O.Olm

柱穴なし。

床面不明。

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方 中央部から南東隅方向にかけて3基の楕円

形の床下土坑が確認された。

遺物出土状態 掘り方より土師器・須恵器の杯・椀

小片が16点出土し、瓦片4点が出土した。

時期 出土遺物により 9 世紀代の住居跡と推定され

る。

211 号住居跡（第219 • 220図図版39-2 • 3, 178-1) 

位置 2 J -69 

重複 215号住居跡より古く、 208 • 212 • 236号住居



第 1 節 I • II 面の遺構と遺物

20 2N 2M 2L 2K 2J 

2
 2
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69 • 

70 

71ｷ 

72 

73-

74-

第209図 F 区 I • II 面全体図 (1/250)

跡より新しい。

形状隅丸方形。

長軸方位 N-15ー -E 

規模 3.03X2. 62m 

埋没土 焼土・炭化物粒を含む灰黄褐色土で埋没。

壁 0.20~0.05m の高さが確認され、垂直に立ち上

がっていた。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴なし。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.58m 奥行0.55+m 遺存状態東壁よ

り大きく突出し、燃焼面は強く焼け灰がカマド前か

ら南東隅にかけて分布していた。 遺物出土状態

土師器甕（ P-96) の小片がカマド内からカマド前

にかけて出土した。 掘り方 カマド内からカマド

前にかけて約0.20m掘り込まれていた。

掘り方全面が0.25~0.15m 凸凹に掘り込まれ、南

東隅、南西隅、東壁寄りはさらに楕円形の床下土坑

が確認された。

遺物出土状態 埋没土中より土師器・須恵器・瓦の

小片が約100点、掘り方より約40点が出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀後半と考え
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2
 

212住

A
 

A' A
 

A' 

B
 

B' 

③ ② 

④
 

覆土 ①灰黄褐色土 (10YR5/2) 黒色土小プロックを

少饉含む粘質土。②焼けた砂岩と焼土小プロノクの滉

土層。③褐灰色土 (10YR4/2) 焼土小プロ・ノクを極少

最含む粘質土。掘り方 ④灰黄褐色土(lOYR4/2) 焼

土・黒色土小プロ・ノクを極少最含む。⑤黒褐色土 (10

YR3/l) 焼土小プロックを少益含む。

B
 

B' 

一L=95.00m 
第212図 212号住居跡（1/60)

こ7（％）ロニ8(%)
幻

”lj 

( , , 
p
 第213図 212号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 

られる。

212号住居跡（第212 • 213図 図版39-2 • 4, 176-2) 

位置 2 J -69 

重複 211 • 213号住居跡より古い。

形状 不明。西半部大半が調査区外となる。

長軸方位不明。

規模 3.40X 1. 28+ m 

埋没土 粘性の低い黄褐色土で埋没。

壁 0.12m の高さが確認され、ほぼ垂直に立ち上が

る。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴なし。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.47m 奥行0.65m 遺存状態 焚き口両

袖に立石があり、燃焼部中央には支柱石がある。燃

焼面・周壁ともやや焼けていた。 遺物出土状態

土師器甕（ P-99) が小片で散布していた。 掘り

方 播鉢状に全面が0.37m掘り込まれていた。

掘り方 0.38~0.20m の深さで全面が凸凹に掘り込

まれていた。

遺物出土状態 埋没土や堀り方より土師器・須恵器

の小片が約70点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 8 世紀後半の住居

跡と考えられる。
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①灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土・黒色灰の小プロックを少量含む粘質土。

②暗褐色土 (10YR3/3) 焼土粒・炭化物粒を極少量含む粘質土。

第214図 213号住居跡(1/60)
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213号住居跡（第214 • 215図図版39-5~8, 176-3, 

177-1) 

位置 2 J_70 

重複 212 • 214 • 218 • 219号住居跡より新しい。

形状 北西部が調査区外となるが隅丸方形をなすと

考えられる。

長軸方位 N-14ー -E 

規模 4.37X3.63+ m 

埋没土 焼土・炭化物粒を少量含む灰黄褐色土で埋

没。

壁 0.38~0.20m の高さが確認され、ほぽ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でほぼ全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴位置南東隅にある。 形状隅丸長方形

規模 1.25 X 0.87m 深さ 0.21m 遺物出土状態

須恵器杯・椀4点 (P -100~103) と磨石 (S -12) 

1点が出土。

カマド位置東壁南東隅寄りにある。 規模焚

き口幅0.90m 奥行1. 02m 遺存状態 東壁より半

円形にやや突出。一方の袖部の裔まりを残す。燃焼

部はやや凹み弱く焼けている。カマド前には灰がや

や厚く堆積。 遺物出土状態 なし。

掘り方全面が0.05~0.10m掘り込まれ中央部に楕

円形の床下土坑が1基確認された。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器杯・椀や

羽釜片が約190点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 10世紀前半の住居

跡と考えられる。

214号住居跡（第216~218図図版40-1~3,177-2,

178-1) 

位置 2 J -70 

重複 213 • 217 • 218号住居跡より古く、 236号住居

跡より新しい。
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第 3 章 F 区の遺構と遺物

形状 ほぼ方形をなし北西部を213号住居跡に切ら

れる。

長軸方位 N-2ー -W 

規模 4.18X3.85m 

埋没土 粘性の低い灰黄褐色土で埋没。

壁 0.08~0.15m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がっていた。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 ほぽ平坦でカマド前がやや固く締まってい

た。

貯蔵穴位置南東隅にある。 形状円形。 規

模 0.75X0.80m 深さ 0.20m 遺物出土状態土

師器甕片 (P -112) が1点出土した。

カマド 位置 東壁のやや南東隅寄りにある。 規

模焚き口幅l.OOm 奥行1.05m 遺存状態奥壁

がわずかに東壁より突出する状態で、袖や煙道は確

認されず、良く焼けた燃焼部が浅く凹んで検出され

カマド前には灰が薄く堆積していた。 遺物出土状

態平瓦片が8点出土した。

掘り方全面が0.05~0.18m掘り込まれており、北

東隅と南壁寄り中央部に3基の不整楕円形の床下土

坑が確認された。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器椀・瓦・

土師器台付甕の小片が約200点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀後半の住居

跡と考えられる。

215号住居跡（第219 • 220図図版39-2, 178-2) 

2 I -69 にあり 211号住居跡より新しい。掘り方

と南北壁の一部が確認されただけである。南北軸の

規模は3.08m で据り方には円形の小ピットが2基確

認された。掘り方からは須恵器椀や羽釜の小片が4

点出土した。時期は10世紀代と推定される。

216号住居跡（第221 • 222図図版40-4~7,178-2,

179-1) 

位置 2 K-71 
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重複 217 • 239号住居跡より新しい。

形状方形をなす。

長軸方位 N-13ー -W 

規模 3. 77X3.85m 

埋没土 炭化物や焼土を極少量含む黒褐色土で埋

没。

壁 0.13~0.21m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴位置南東隅にある。 形状楕円形をな

す。 規模 0. 56X0.80m 深さ 0.20m 遺物出土

状態 出土遺物なし。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.63m 奥行0.83m 遺存状態 東壁より

半円形に突出する状態で袖や煙道は確認されなかっ

た。燃焼部底面が弱く焼けており、 2本の支柱が確

認された。 遺物出土状態 須恵器椀・羽釜．灰釉

陶器の小片が22点、磨石l点が出土した。

掘り方 不整楕円形をした床下土坑がカマド前から

東壁寄り中央部に5基、中央部に6基、西壁寄り中央

部に 1基が確認された。

遺物出土状態 須恵器椀・羽釜・灰釉陶器・瓦の小

片約180点が埋没土や掘り方より出土した。須恵器

椀 (P -119) が南壁寄り中央部の床面から出土し、

羽釜 (P -120) が掘り方より出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 10世紀前半の住居

跡と考えられる。

217号住居跡（第221 • 222図 図版40-4 • 7, 179-2) 

位置 2 J -70 

重複 216号住居跡より古く、 214 • 218号住居跡と

の前後関係は確認できなかった。

形状 北東隅から北壁の一部が確認されただけで形

状不明。

規模 0.80+ X2.85+ m 

長軸方位不明。
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①黒色灰層 (lOYR l.7 /1) 焼土粒を極少絨含む。

②黒褐色土(lOYR3/2) 灰黄褐色土小プロックを極少量含む粘質土。

③黒色土(lOYRl.7 /1) 焼土小プロソクを極少量含む粘質土。

第216図 214号住居跡 (1/60)
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第218図 214号住居跡出土遺物 (2) (1/4) 

埋没土

壁

VI層小プロックを少量含む粘質土で埋没。

0.08m の高さが確認され、ほぼ垂直に立ち上

がっていた。

周溝

柱穴

なし。

なし。

床面 平坦でやや軟弱な状態であった。

貯蔵穴

カマド

掘り方

不明。

不明。

全面がほぽ0.05m掘り込まれていた。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器塊・土師
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10住（ 夕
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主

212住

A A' 掘り方
A A' 

B
 

B' 
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B' 

c
 

C' 

①
 

c
 

C' 

D
 

D' 

② ④ ③ 

— L=95.10m 
（妬）

①灰黄褐色土 (10YR5/2) 焼土粒．
炭化物粒を極少凪含む。②灰黄褐色
土(lOYR4/2) 焼土粒を極少量含む。
③灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土粒・
炭化物粒を少星含む。④灰黄褐色土
(10YR4/2) 粘質土。⑤灰黄褐色土
(10YR4/2) FA ・焼土粒を少量含
む。⑥灰黄褐色土 (10YR4/2) FA 
・焼土粒をやや多く含む。⑦黒褐色
土(1OYR2/2) FA小プロックを少
屈含む。

D
 

D' 

⑦
 

⑥
 

⑤
 

L=95.10m 

第219図 208 • 211 • 215 • 236号住居跡（1/60)

二

211 住

：ロ
Pll7(ｽ) 

215住

第220図 211 • 215号住居跡出土遺物(1/3 • 1/4) 
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褐色土 (10YR3/l) 焼土粒を極少量含む粘質土。④黒褐

色土(lOYR3/l) 炭化物粒を極少盈含む粘質土。⑤灰黄

褐色土(lOYR4/2) 焼土粒を極少紐含む粘質土。⑥褐灰

色土 (10YR4/l) VI層小プロックを少最含む粘質土。⑦

214住覆土。⑧221住覆土。
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三
一

I / 

こ〉
S14(ｽ) 

゜S13(ｽ') 第222図 216 • 217号住居跡出土遺物(1/3 • 1/4) 

器甕・瓦の小片が約20点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀前半の住居

跡と考えられる。

218号住居跡（第221図図版40-4 • 7) 

2 K-70に位置し213 • 214 • 240号住居跡より古

い。南壁寄りの一部が確認されただけである。壁は

0.05m の高さが確認され、床面は平坦で軟弱であっ

た。掘り方には不整形の床下土坑が1基確認された。

遺物は埋没土より須恵器塊・灰釉陶器・土師器甕の

小片が4点出土しただけである。時期不明。

219号住居跡（第223 • 224図図版40-4, 179-2) 

位置 2 K-70 

重複 213 • 220 • 239号住居跡より古く、 240号住居

跡より新しい。北西部は調査区外となる。

形状不明。

長軸方位 N-4ー -E 

規模 3.35+ X2.57m 
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埋没土焼土・炭化物を少量含む灰黄褐色土で埋

没。

壁 約0.10m の高さが確認され、ほぽ垂直に立ち上

がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でほぼ全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方 全面が凸凹に掘り込まれ南東隅・南西隅・

中央部の 3 ヶ所に不整楕円形の床下土坑が確認され

た。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器杯・塊、

土師器甕の小片が約160点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀後半の住居

跡と考えられる。

220号住居跡（第223図 図版40-4 • 8) 

2 L -70に位置し219号住居跡より新しい。南東
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二

219住

239住

Pl24(Y,) 

第224図 219 • 239号住居跡出土遺物（1/3)

隅の小範囲を確認しただけで、出土遺物も灰釉陶器

片が1点出土しただけである。時期不明。

221 号住居跡（第235 • 236図 図版41-1 • 2, 179-3) 

位置 2 K-71 

重複 216 • 222号住居跡より古く、 219 • 239号住居

跡・ 114号土坑より新しい。

形状不明。

長軸方位 N-6ー -E 

規模 3.96X3.13+ m 

埋没土 粘性の低い黄橙色土で埋没。

壁 約0.05m の高さが確認され、ほぽ垂直に立ち上

がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でやや軟弱であった。

貯蔵穴不明。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.60+m 奥行1. 07m 遺存状態 東壁よ

りほとんど突出せず何らの構造も確認できなかっ

た。燃焼面は床面より約0.10m 窪んでおりほとんど

焼けていなかった。 遺物出土状態 カマド内から

は P-125~129の須恵器杯・椀、灰釉陶器椀、平瓦

が出土した。

掘り方 ほぼ全面が掘り込まれ、南壁寄りと西壁寄

りの 2 ヶ所に不整形の床下土坑が確認された。

238 

遺物出土状態 埋没土より須恵器杯・塊、土師器甕、

瓦の小片が約40点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 10世紀前半の住居

跡と考えられる。

222号住居跡（第227 • 228図図版41-1 • 3 • 6, 

180-1) 

位置 2 L-71 

重複 221 • 223 • 224 • 241 • 242号住居跡・ 114号土

坑より新しい。

形状隅丸長方形

長軸方位 N-2ー -W 

規模 3.41X2.54m 

埋没土 粘性の低い灰黄褐色土で埋没。

壁 約0.06m の高さが確認され、垂直に立ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

貯蔵穴位置南東隅にある。 形状楕円形。

規模 0.95 X 0.57m 深さ 0.25m 遺物出土状態

須恵器塊 (P -130) 1点が出土した。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.57m 奥行0.52m 遺存状態 東壁より

半円形に突出し、片方の焚き口には袖石が据えられ

ていた。カマド内と前に灰が薄く堆積していた。

遺物出土状態 出土遺物なし。

掘り方 全面が凸凹に掘り込まれ、中央部に不整楕

円形の床下土坑が1基確認された。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器杯・塊、

羽釜・土師器甕の小片が約110点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 10世紀前半の住居

跡と考えられる。

223号住居跡（第229 • 230図図版41-1 • 4 • 6, 

180-1) 

位置 2 L-71 

重複 222 • 224号住居跡より古い。南東隅寄りの部

分を確認しただけで他は調査区外となる。

形状不明。
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掘り方

①暗褐色土 (10YR3/4) をなすAs-Bの二次堆積層。②216住覆土。③にぶい黄橙色土 (10YR6/3) VI層小プロックを多く含む。④灰黄褐色土

(10YR4/2) 焼土粒を極少量含む。⑤灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘質土。⑥黒褐色土 (10YR3/l) 炭化物大プロックを少量含む。

第225図 221号住居跡（1/60)

長軸方位不明。

規模 2.18+Xl.82+m 

埋没土 焼土・炭化物を極少量含む灰黄褐色土で埋

没。

壁 約0.15m の高さが確認され、ほぼ垂直に立ち上

がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でやや軟弱であった。

貯蔵穴位置南東隅にある。形状不整楕円形。

規模 0.95 X 0.54m 深さ 0.35m 遺物出土状態

須恵器坪．椀 (P -136~138) 3点が出土した。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.55m 奥行0.60m 遺存状態東壁より

半円形に突出し焚き口両袖に河原石を使用。燃焼面

の焼けは弱い。 遺物出土状態 須恵器杯 (P -134) 

と土師器甕 (P -131) が各l点ずつ出土し、平瓦片

(P -132) 1点が据り方より出土した。

掘り方全面が0.10m ほど掘り込まれていた。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器杯・椀、

土師器甕の小片が約30点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀前半の住居

跡と考えられる。

224号住居跡（第229 • 230図図版41-1 • 5, 180-2) 

位置 2 L-7l 

重複 223 • 242号住居跡より新しい。南壁が攪乱さ

れ西半部は調査区外となる。

形状不明。

長軸方位 N-3ー -E? 

規模 3.63+ X3.00+ m 

埋没土 焼土・炭化物を極少量含む褐灰色土で埋

没。

壁 約0.18m の高さが確認され、ほぼ垂直に立ち上
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第226図

がる。

周溝

柱穴

床面

221号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 

なし。

なし。

平坦でほぼ全面がやや固く締まっていた。

P128(ｼ) 

Pl29(ｼ) 

の焼けは弱い。

が出土した。

掘り方

遺物出土状態

遺物出土状態 土師器甕（ P -139) 

全面が0.05~0.12m掘り込まれていた。

埋没土や掘り方より須恵器杯・椀、

貯蔵穴

模

位置

0. 75XO. 70m 

恵器杯 (P-133 • 135) 

カマド 位置

南東隅にある。

深さ0.20m

形状 円形。

遺物出土状態

の2点が出土した。

東壁の南東隅寄りにある。

規
須

土師器甕、瓦の小片が約llO点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀前半の住居

跡と考えられる。

規模

焚き口幅0.57m

半円形に突出し片方の焚き口に袖石を残す。燃焼面

奥行0.62m 遺存状態 東壁より 225号住居跡（第231 • 232 図

180-3) 

図版41-1 • 3 • 6, 
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L=94.90m 

c
 

C' 

② ① ③ S 

二（妬）

①灰黄褐色土 (10YR5/2) 焼土粒を極少絨含

む粘質土。②灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土小

プロックを多く含む粘質土。③灰黄褐色土

(10YR4/2) 焼土粒を少量含む粘質土。

一掘り方 L=94.90m 

第227図 222 • 241 • 242号住居跡 (1/60)

ロニ％）
第228図 222号住居跡出土遺物（1/3)

位置 2 K-71 

重複 222 • 237号住居跡より古く、 227号住居跡・

114号土坑より新しい。南西隅寄りは攪乱されてい

る。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 2.30+ X 1.48+ m 

壁 わずかに数センチの立ち上がりが確認されただ

けである。

周溝なし。

柱穴なし。

床面平坦で軟弱であった。

貯蔵穴なし。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.55m 奥行0.73m 遺存状態 東壁より

楕円形に突出し燃焼面の焼けは弱く、他の構造は確

認されなかった。 遺物出土状態 出土遺物なし。

掘り方全面が0.10~0.15m掘り込まれ、南壁寄り

中央部に楕円形の床下土坑が1基確認された。

遺物出土状態 土師器杯や須恵器杯・塊の小片が埋

没土や掘り方より約30点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 8 世紀前半の住居

跡と考えられる。

227号住居跡（第231 • 232図図版41-1, 180-3) 

2 k-72 に位置し、 114号土坑より新しく 225 • 

237号住居跡より古い。南東隅を確認しただけであ
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り全体形状等不明。出土遺物は埋没土や掘り方より

須恵器杯・塊や瓦の小片が約20点出土しただけであ

る。時期は不明。

228号住居跡（第233 • 234図図版41-7 • 8, 180-4, 

181-1) 

位置 2M-72 

重複 230 • 231 • 238号住居跡より新しい。北西部

が調査区外となる。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 3.36+ X3.35+ m 

埋没土 焼土・炭化物を極少量含む灰黄褐色土で埋

没。

壁 0.10~0.20m の高さが確認され、ほぼ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦でカマド前から中央部が固く締まってい

た。

貯蔵穴位置南東隅にある。 形状隅丸方形

規模 0.90X 0.88m 深さ 0.44m 遺物出土状態

須恵器杯 (P -143) と土師器甕片が各1点ずつ出土

した。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.55m 奥行0.65m 遺存状態 煙道部へ

の立ち上がりが東壁より突出する状態で、他の構造

は確認されなかった。燃焼面の焼けは弱くカマド前

に灰がやや厚く堆積していた。 遺物出土状態 須

恵器甕片と瓦片4点と須恵器皿l点が出土した。

掘り方 周壁に沿う部分だけが0.05m ほど掘り込ま

れていた。

遺物出土状態 遺物はカマド、貯蔵穴、南壁寄り中

央部に集中し、図示した以外に埋没土や掘り方より

須恵器坪．塊の小片を中心に約120点の遺物が出土

した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀前半の住居

跡と考えられる。
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229号住居跡（第235 • 236図図版42-1~3 • 7, 

181-2) 

位置 2 M-73 

重複 230 • 232号住居跡より新しい。

形状隅丸方形。

長軸方位 N-28ー -W 

規模 2. 58X2.10m 

埋没土 焼土を多く含む灰黄褐色土で埋没。

壁 0.14~0.22m の高さが確認され、ほぽ垂直に立

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面平坦で軟弱であった。

貯蔵穴位置南東隅にある。 形状楕円形。

規模 0.74 X 0.54m 深さ 0.21m 遺物出土状態

須恵器椀（ P -149) 1点が出土した。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.65m 奥行0.72m 遺存状態 東壁より

楕円形に突出し、周壁が良く焼けており燃焼部底面

からカマド前には灰が堆積していた。 遺物出土状

態 掘り方より須恵器椀小片2点、土師器甕小片3点

が出土した。

掘り方全面が0.10~0.18m掘り込まれ、南壁寄り

中央部に楕円形の床下土坑が1基確認された。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器坪．椀や

土師器甕の小片が約130点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀後半の住居

跡と考えられる。

230号住居跡（第235図図版42-1·7)

位置 2M-73 

重複 228 • 229号住居跡より古い。北東部が調査区

外となる。

形状隅丸長方形？

長軸方位 N-13ー -E 

規模 4.10X2.64m 

埋没土 焼土小ブロックを含む褐灰色土で埋没。

壁 約0.10m の高さが確認され、ほぼ垂直に立ち上
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覆土①灰黄褐色土 (10YR5/2) 粘質土。②灰黄褐色土(10YR4/2)

焼土・黒色灰の小プロックを含む。③黒褐色土 (10YR3/l) 粘質土。

④褐灰色土 (10YR5/l) 粘質土。⑤褐灰色土 (10YR5/l) 焼土粒を含

む。掘り方⑥青黒色灰層（lOBGl.7 /1) ⑦灰黄褐色土 (10YR4/2)

焼土粒を含む。⑧黒色土 (10YR2/l) 焼土粒を含む。覆土 ⑨にぶい

黄褐色土 (10YR5/2) 粘質土。⑩灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土粒を含

む。⑪黒褐色土 (10YR3/l) 粘質土。⑫暗褐色土(10YR3/3) 焼土粒

を含む。⑬暗赤褐色 (5YR3/6) をなす固く締った燃焼面。⑭灰黄褐色

灰層 (10YR4/2) ⑮灰黄褐色土(10YR4/2) 粘質土。掘り方 ⑯黒褐

色灰層（10YR3/l) ⑰黒褐色土(10YR3/2) 焼土を極少贔含む粘質土。

A
、

二(Q)

' 

' A
、

掘り方

@ col 

L=94.80m 

叫

叫

叫

第229図 223 • 224号住居跡（1/60)

がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方全面が約0.05m掘り込まれ、西壁中央部寄

りに楕円形の床下土坑が1基確認された。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より須恵器杯・椀の

小片を中心とする約50点の遺物が出土した。
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時期 出土遺物や重複関係により 9 世紀代の住居跡

と推定される。

231 号住居跡（第237 • 238図図版42-1 • 4 • 5 • 7, 

181-3 • 4) 

位置 2M-72 

重複 228 • 232 • 233号住居跡より新しい。北西部

大半が調査区外となる。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 3.33+ Xl. 70+ m 

埋没土灰黄褐色土で埋没。

壁 約0.30m の高さが確認され、ほぼ垂直に立ち上

がる。

周溝なし。

244 

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴位置南東隅にある。 形状楕円形。

規模 0.94X 0.60m 深さ 0.18m 遺物出土状態

土師器坪 (P-156) ・須恵器杯 (P -151) の 2点

が出土した。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.65m 奥行0.81m 遺存状態 東壁より

楕円形に突出する状態で他の構造は確認されなかっ

た。燃焼面にぱ焼土と灰が堆積していた。 遺物出

土状態 出土遺物なし。

掘り方 全面が0.15m ほど掘り込まれていた。

遺物出土状態 図示した土師器・須恵器の杯・椀類

はすべて貯蔵穴周辺から出土した。これら以外には

埋没土や掘り方から土師器・須恵器の杯・椀、土師
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②
 

一

叶
222住

/ 

①黒褐色土 (10YR2/2) 焼土・黒色

灰の小プロックを少量含む粘質土。

②にぶい黄褐色土（10YR4/3) VI • 

VII層小プロノクを少鼠含む粘質土。

③灰黄褐色土 (lOYRS/2) 粘質土。

④灰黄褐色土(lOYR4/2) VI • VII 層

小プロックを極少量含む粘質土。

A
 

A' 

\ 
掘り方 L=94.90m 

③
 

L=94.80m 

第231 図 225 • 227号住居跡・ 114号土坑(1/60)

` ご□□三40(½)
225住

I I 
Pl41(ｼ) 

227住

第232図 225 • 227号住居跡出土遺物(1/3 • 1/4) 

器甕を中心とする小片が約120点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 8 世紀後半の住居

跡と考えられる。

く、南壁寄りの一部が確認されただけである。壁高

は0.22m の高さが確認され、床面は軟弱であった。

埋没土中からは 9 世紀代の土師器・須恵器の杯・椀

を中心とする小片が16点出土した。

232号住居跡（第237図図版42-1·7)

2 M-73に位置し229 • 231 • 233号住居跡より古
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L=94.70m 

D D' D 

°`‘ L=94.60m 

①灰黄褐色土 (10YR5/2) VI 層小プロ・ノクを少益含む粘質土。

②灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土・炭化物の小プロックをやや多

く含む粘質土。③黒褐色灰層 (10YR3/l)

第233図 228 • 238号住居跡(1/60)

233号住居跡（第237図 図版42-1 • 6 • 7) 

位置 2 N-73 

重複 232号住居跡より新しく 231号住居跡より古

い。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 2.20X2.00+ m 

埋没土 炭化物を少量含む灰黄褐色土で埋没。

壁 0.20~0.34m の高さが確認され、ほぽ垂直に立

246 

①にぶい黄褐色土(lOYR5/3) VI 層・焼土・炭化物の小プロソクを

多く含む粘質土。②黒褐色土 (10YR3/l) 焼土粒・炭化物粒を少最

含む粘質土。

ち上がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 カマド前から中央部が固く締まっていた。

貯蔵穴なし。

カマド位置東壁の南東隅寄りにある。 規模

焚き口幅0.73m 奥行0.80m 遺存状態 東壁より

半円形に突出し他の構造は確認できなかった。燃焼

面は部分的に焼けていた。 遺物出土状態 出土遺
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第234図 228号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 

物なし。

掘り方 中央部が不整形に0.10m ほど掘り込まれて

いた。

遺物出土状態 埋没土や掘り方より土師器杯・甕、

須恵器杯・椀を中心とする小片が約120点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 8 世紀後半の住居

跡と考えられる。

236号住居跡（第219図 図版39-2)

位置 2 J -69 

重複 211 • 214号住居跡より古い。西半部を確認し

ただけである。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 2.0ZX0.80+ m 

埋没土灰黄褐色土で埋没。

壁 約0.15m の高さが確認され、ほぼ垂直に立ち上

がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面全面が固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方 全面が0.12m ほど掘り込まれていた。

遺物出土状態 出上遺物なし。

時期 層位や重複関係から 6 世紀～ 9 世紀の住居跡

と考えられる。
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①灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘質土。
②灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土粒を

やや多く含む粘質土。③褐灰色土
(10YR4/l) 粘質土。④褐灰色土

(lOYR4/l) 焼士小プロックを極少

饂含む粘質土。⑤232住覆土。

①灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土粒を極少墨含む粘質土。②灰褐色土
(7.5YR4/2) 焼土粒を多く含む粘質土。③灰黄褐色土 (10YR6/2)

①層と同様。④黒褐色灰層（7.5YR3/l) 焼土粒を極少量含む。

D
 

③ ② ① 

D' 

L=94.80m 

①青黒色灰層 (lOBG l.711) ②灰黄褐色土 (lOYR
4/2) 焼土粒・炭化物粒を少最含む粘質土。③黒

褐色土 (10YR3/l) 灰の小プロックを含む粘質土。

第235図 229 • 230号住居跡（1/60)
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第236図 229号住居跡出土遺物（1/3)
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第 1 節 I • II 面の遺構と遺物
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一垢）

掘り方

F 
①灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土・灰の小プ

ロックを多く含む粘質土。②罵褐色土(lo

YR3/l) 焼土粒をやや多く含む粘質土。

③黒褐色灰層 (10YR3/l) ④黒褐色土 (7.5

YR3/l) VJ層小プロックを極少量含む粘

質土。

|ー 

叫

叫

E' 

F' 

④ ③ 

L=94.80m 

（妬）

L=94.80m 

第237図 231~233号住居跡（1/60)
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第 3 章 F 区の遺構と遺物

ー ニー— ----
Pl50(ｽ) ~ Pl51 (ｽ) 

Pl52(ｽ) 

二＿ニ--—ロー
Pl53(ｽ) ~―三ーニ ー一

Pl54(ｽ)'-=-=='-'-'Pl55(ｽ) 

ロここ口（ロロニ
第238図 231号住居跡出土遺物（1/2 • 1/3) ロロ

237号住居跡（第239図）

位置 2 L-72 

重複 225 • 227号住居跡より新しい。東南隅寄りは

調査区外となり、大半が攪乱されている。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 2.95+ X0.86+ m 

埋没土 炭化物を極少量含む粘質土で埋没。

壁 約0.12m の高さが確認され、ほぼ垂直に立ち上

がる。

周溝なし。

柱穴なし。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

カマド位置東壁にある。 規模焚き口幅0.92

+m 奥行0.87+m 遺存状態 東壁より半円形に

突出し南半部は調査区外となる。何らの構造も確認

されなかったが、燃焼面には灰と焼土が薄く堆積し

ていた。 遺物出土状態 埋没土や掘り方より 9~

10世紀代の須恵器杯・塊、土師器甕の小片が約20点

出土した。

掘り方 全面が0.10m ほど掘り込まれていた。

遺物出土状態 カマド以外からは遺物が出土しな

250 

かった。

時期 出土遺物や重複関係により 9~10世紀代の住

居跡と推定される。

238号住居跡（第233図）

2 M-72に位置し、 228号住居跡より古い。南東

隅の一部が確認されただけで、他は調査区外か攪乱

されている。壁は約0.05m の高さが確認され、床面

は軟弱で掘り方は全面が約0.05m 掘り込まれてい

た。出土遺物はないが 6~ 9 世紀の住居跡である。

239号住居跡（第223 • 224図 図版40-4 • 8, 179-2) 

位置 2 K-70 

重複 216 • 217 • 219 • 221 • 240号住居跡より新し

い。西半部だけが確認された。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 3. 06 X 1. 30 + m 

埋没土灰黄褐色土で埋没。

壁 約0.13m の高さが確認され、垂直に立ち上がる。

周溝不明。

柱穴不明。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。



第 1 節 I • II 面の遺構と遺物
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掘り方
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L=94.70m 

A
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``) L=94.70m 

穫土 ①灰黄褐色土 (10YR4/2) 焼土・炭化物の小プロックを少最含む粘質土。②黒褐色土 (10

YR3/l) 炭化物粒を極少泣含む粘質土。掘り方 ③灰黄褐色土 (10YR4/2) VJ層小プロックと
焼土粒を少量含む粘質土。④暗褐色土(lOYR3/3) 焼土粒・炭化物粒を少伍含む粘質土。

第239図 237号住居跡 (1/60)

貯蔵穴不明。

カマド不明。

掘り方 全面が0.05m ほど掘り込まれていた。

遺物出土状態 埋没土より須恵器坪．椀、土師器甕、

瓦の小片が約30点出土した。

時期 出土遺物や重複関係により 9~10世紀代の住

居跡と考えられる。

240号住居跡（第223図図版40-4 • 8) 

2 K-70に位置し、南東隅の一部と貯蔵穴が確認

されただけである。 218号住居跡より新しく、 213 • 

219 • 239号住居跡より古い。壁は約0.10m の高さが

確認され床面は軟弱であった。貯蔵穴は楕円形をな

し規模は0.73X0.52m 、深さ 0.06m である。出土遺

物は須恵器杯・椀の小片3点だけである。時期は不

明。

241 号住居跡（第227図）

2 L-71 に位置し、 222 • 224号住居跡に切られて

いる。西壁寄りの一部を確認しただけである。壁は

約0.05m の高さが確認され、床面は軟弱であった。

遺物は出土しなかった。時期は不明。

242号住居跡（第227図）

2 L-71 に位置し、 222 • 223号住居跡に切られて

三三一

二三三三ミ

ロ/ : \ p , ーg 

コ90(½)

P89(ｽ) 

第240図 F 区 I • II 面グリット出土遺物(1/3 • 2/3) 

いる。南壁の一部と床面をわずかに確認しただけで

遺物も出土せず、住居跡としての可能性が考えられ

た。

2 土坑

114号土坑（第231図図版42-8)

位置 2 K-71 

重複 221 • 222 • 225 • 227号住居跡より古い。

形状 円形で断面は皿状をなす。

規模 2. 65X2. 58m 

埋没土 Hr-FA と黒色土のプロックを多く含む灰

黄褐色土で埋没。

出土遺物 土師器甕、須恵器坪・甕の小片が約70点

出土した。

時期 8 世紀代の土坑と考えられる。
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第 3 章 F 区の遺構と遺物

第 2 節 F 区 1I1 面の遺構と遺物

1 水田跡（第242図図版43-1 • 2) 

F 区では E 区と同様に Hr-FA によって覆われた

水田面が北半部でわずかに検出された。 F 区では泥

流層 (FPF-1) がなく、 I • II 面の住居跡や柱穴

によって大部分の水田面が破壊されており、部分的

な小アゼと水田面が確認されただけで、水田区画は

検出できなかった。

小アゼは部分的な確認ながら南北アゼ3条、東西

アゼ4条で最も長く検出されたアゼは南北アゼの

8.20m である。アゼの幅は0.30~0.40m 、高さ 0.03

20 2N 2M 2L 

~0.06m である。南北アゼの走向はほぼN-11° ―

E で2号河川跡の痕跡の影響を受けているものと考

えられる。

水田面の標高は94.60m で E 区とほぼ同ーレベル

である。水田区画は確認されなかったが残された小

アゼからやや南北に長軸を持つ小区画水田と考えら

れ、 2号河川跡の痕跡の右岸に展開する新保遺跡の

古墳時代水田に続くものである。

なお、 F 区では E 区と異なり W面の畠跡は確認さ

れなかったがこれは新保遺跡と同様の傾向である。

2.K 2,J 
2,1 ｮ 

69 

70 

言 71 
I 

゜
72 

73 

74 

第241 図 F 区皿面水田跡全体図（1/250)
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第 2 節 rn 面の遺構と遺物 第 3 節 v面の遺構と遺物

\) 

口

汀
]

第242図 F 区 III 面 (Hr-FA下面）水田跡 (1/100)

第 3 節 F 区 v面の遺構と遺物

F 区v面では小範囲ながら弥生時代中期後半～古

墳時代前期の竪穴住居跡23軒、土坑l基が検出され

た。住居群は重複率が高く、 2号河川跡右岸に展開

する大集落の一部である。

また、 F 区の弥生時代後期の住居跡からはニホン

ジカやイノシシの骨片が多く出土する傾向にあり、

2号河川跡より出土した多量の動物遺体や骨角製品

との関連が推察される地点である。

1 住居跡

234号住居跡（第246 • 247図図版46-1, 182-2) 

位置 2 J -70 

重複 246 • 250~252号住居跡より新しい。

調査時点で244号住居跡と同一の住居跡と誤認した

が244号住居跡より古いと考えられる。

形状 隅丸長方形と推定される。

長軸方位 N-35ー -E 

規模 5.20Xl.50+ m 

埋没土黒褐色土で埋没。

壁 0.12m の高さが確認され、西壁はやや弧状をな
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第 3 章 F 区の遺構と遺物

20 2N 2M 2L 2K 2J 21 
\ 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

第243図 F 区 v面全体図（1/250)

す。

周溝なし。

柱穴明確でない。

床面 平坦でやや軟弱であった。

貯蔵穴なし。

炉位置中央部やや西壁寄りにある。 形状楕

円形。 規模 0.68XO.58+ m 遺存状態床面よ

り約0.07m 窪んでおり、底面が良く焼けている。

遺物出土状態 出土遺物なし。上面に白色粘土が

のっていた。

遺物出土状態 244号住居跡に混入してしまった。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代後期と考

えられる。

235号住居跡（第261図図版49-1)

2 M-73に位置し、西壁寄りの一部が確認された。

258 • 259号住居跡より古く、東半部は調査区外とな

る。壁は0.05m ほどが確認され、床面は平坦で軟弱

であった。他の施設は確認されず遺物も出土しな

かった。時期不明。

243号住居跡（第244 • 245図図版45-1, 182-1) 

位置 2 I -69 

重複 245~247 • 261~263号住居跡より新しい。北
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西隅と東壁寄りは調査区外となる。

形状 隅丸方形と推定される。

長軸方位 N-lo_E ? 

規模 7. 97 X 5. 88 + m 

埋没土 炭化物を少量含む黒褐色土で埋没。上層は

As-C を多量に含むが下層は含まない。

壁 約0.15m の高さが確認され、南壁と西壁はわず

かに弧状をなす。

周溝なし。

柱穴 ピット 1 • 2の 2本の主柱穴が確認された。

規模は径0.60~0.52m 、深さ 0.85~0.79m で4本主

柱穴と推定される。

床面 中央部は固く締まっていたが、周壁に沿う部

分は軟弱であった。

貯蔵穴不明。

炉 中央部床面が 4 ヶ所円形（径0.48~0. 23m) に

焼けていた。周辺床面には灰が薄く堆積していた。

遺物出土状態 埋没土や床面から古墳時代前期を中

心とする（弥生時代後期の土器片少量混入。）土器

片が少量出土した。

時期 出土遺物や重複関係により古墳時代前期の住

居跡と考えられる。

244号住居跡（第246 • 247図図版46-1, 182-2) 

位置 2 J -71 

重複 254号住居跡より古く、 246 • 250号住居跡よ

り新しい。東半部は調査区外となる。

形状 隅丸長方形と推定される。

長軸方位 N-25ー -E? 

規模 7.13X2.13+m 

埋没土 炭化物を多く含む黒褐色土で埋没。

壁 約0.18m の高さが確認され、周壁はやや弧状を

なす。

周溝なし。

柱穴 ピット 1 • 2が主柱穴と考えられ、規模は径

0.55m 、深さ 0.87~0.61m で4本主柱穴と推定され

る。

床面全面がやや凸凹しているが固く締まってい

第 3 節 v面の遺構と遺物

る。

貯蔵穴不明。

炉 中央部やや北寄りに床面が円形（径0.35m) に

焼け固くなっていた。

遺物出土状態 弥生時代後期後半を中心とする土器

片が埋没土中よりやや多く出土した。また、埋没土

中からはシカやイノシシの骨片が少量出土した。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代後期後半

の住居跡と考えられる。

245号住居跡（第244 • 245図 図版45-1, 182-3) 

2 J -68に位置し243号住居跡より古い。床面の

一部を確認しただけで大半は調査区外となる。埋没

土は炭化物や焼土を少贔含む黒褐色土で、弥生時代

後期の土器片が少量出土した。また、骨片が床面よ

り出土した。時期は出土遺物により弥生時代後期前

半と考えられる。

246号住居跡（第248 • 249図図版45-1 • 2, 182-3) 

位置 2 J -69 

重複 243 • 244 • 261号住居跡より古く、 247 • 252 • 

262 • 263号住居跡より新しい。北西部は調査区外と

なる。

形状胴張りの隅丸長方形と推定される。

長軸方位 N-3ー _W 

規模 5. 76+ X5.40+ m 

埋没土 炭化物を少量含む黒褐色土で埋没。

壁 約0.20m の高さが確認され、周壁は弧状をなす。

周溝西壁だけに確認され、幅0.14m 、深さ 0.03m

で U字状をなす。

柱穴 ピット 1は主柱穴と考えられ規模は径0.50m 、

深さ 0.32m で高杯 (P -179) が出土した。他の柱

穴は明確ではない。

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

炉 中央部よりやや北寄りに位置していると考えら

れ、規模は径0.46X0.38m 、深さ 0.05m で円形をな

し底面は良く焼けていた。炉内からはニホンジカの
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第 3 章 F 区の遺構と遺物

①黒褐色土(lOYR2/2) As-C を多最に含み、炭化

物粒を少量含む粘質土。②黒褐色土(lOYR2/2)

炭化物小プロックを少量含む粘質土。③褐灰色
土 (10YR4/l) 焼土粒・炭化物粒を極少最

含む粘質土。④黒褐色土(lOYR2/2) 焼
土小プロック・炭化物粒を少量含む粘

質土。⑤黒褐色土(lOYR2/2) 焼 ／イ乱
土粒・炭化物粒を少鍼含む粘質

土。⑥246住覆土

245住

QI 

□
〉ピット 1

ぐ）
243住

：ヒ゜ノト 2
246住

/ 
A
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叫

叫
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L=94.50m 

①・②層、 243住覆土。

③・④層、 262住覆土。

⑤層、 261住覆土。

⑥層、 246住覆土。

④ 

第244図 243 • 247 • 254号住居跡（1/60)

角幹片が出土した。

遺物出土状態 埋没土中からは弥生時代後期の土器

片が少量出土した。また、勾玉 (S -20) 1点が炉

北の床面より出土した。また、埋没土中からはニホ

ンジカの歯が出土した。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代後期前半

256 

と考えられる。

247号住居跡（第244図図版45-1)

2 J -70に位置し南壁の一部と床面をわずかに確

認しただけである。 243 • 246 • 261号住居跡より古

い。壁高は約0.13m で床面は平坦で軟弱であった。



第 3 節 v面の遺構と遺物
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第245図 243 • 245号住居跡出土遺物(2/3 • 1/3 • 1/ 4) 

遺物は弥生時代後期の土器片が数点出土しただけ

で、時期は不明である。

248号住居跡（第251 • 252図図版47-2, 183-2) 

2 M-72に位置し249 • 255 • 257号住居跡より新

しい。西半部大部分が調査区外となる。東壁の一部

と床面・柱穴1本を確認しただけである。東壁は直

線的に延び、幅0.33~0.17m 、深さ 0.10~0.04m の

周溝が巡る。床面は平坦でやや固く締まっていた。

ピット 1は主柱穴の1本と考えられ、径0.45m 、深さ

0.47m で上面より土師器壺片 (P -209) が出土した。

遺物は弥生時代後期～古墳時代前期の土器片が少量

出土した。本住居跡の時期は古墳時代前期前半と考

えられる。

249号住居跡（第253図図版47-2)

2 L-72に位置し248 • 256 • 257号住居跡より古

い。北西隅と床面の一部を確認しただけである。壁

高は0.05m で床面は平坦で軟弱であった。遺物は出

土せず本住居跡の時期は不明。

250号住居跡（第246図 図版46-1)

2 K-71に位置し234 • 244 • 251 • 254号住居跡よ

り古く、 253号住居跡より新しい。南西隅と床面の

一部を確認しただけである。壁高は0.07m で床面は

平坦でやや軟弱であった。遺物は弥生時代後期の土

器片が約10点出土しただけで、本住居跡の時期は不

明である。

251 号住居跡（第255 • 256図図版46-2 • 3, 183-4, 

184-1) 

位置 2 K-70 

重複 250 • 252 • 253号住居跡より古く、 234 • 255 

号住居跡より新しい。北半部は調査区外となる。
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第246図

⑦ 

234 • 244 • 250 • 253号住居跡（1/60)

②
 

L=94.50m 

形状 隅丸長方形と推定される。 認された。規模は径0.40~0.34m 、深さ 0.56~0.48m

長軸方位 N-lー -E ? である。 ピット 5 • 6は棟支えの柱穴と考えられ南壁

規模

埋没土

5.25+ X5.08+ m 

焼土・炭化物を少量含む暗褐色土で埋没。

壁 約0.12m の高さが確認され、東・南壁は直線的

であるが西壁はやや弧状をなす。

周溝

柱穴

ある。

258 

なし。

ピット 1 • 2は主柱穴で南壁寄り中央部で対で

確認された。規模は径0.55~0.45m 、深さ 0.80m で

ピット 3 • 4は入口柱穴で南壁に沿って対で確

寄り中央部と中央部で確認された。規模は径0.35~

0.27m 、深さ 0.54~0.30m である。また、周壁に沿っ

て小ピットが14本確認された。

床面 平坦で中央部は特に固く締まっていた。

貯蔵穴 南西隅にあり不整円形をなし規模は径

0.76m 、深さ 0.55m である。内部からはニホンジカ

やイノシシの骨片が多く出土した。

炉 東壁寄り中央部で1基確認された。形状は不整
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第247図 234 • 244号住居跡出土遺物（1/2 • 2/3 • 1/3 • 1/4) 

楕円形をなし規模はl. 35X l. 00m で床面より 0.05m

ほど窪んだ2つの底面を持つ。一方の底面は強く焼

けており、他方の底面には灰が堆積し上層に粘土が

のっており、河原石と甕片が出土した。また、周辺

床面も一部焼けていた。

遺物出土状態 弥生時代後期の土器が少量出土し、

磨石 (S -22) ・台石 (S -23) 各1点と剥片7点が

出土した。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代後期後半

の住居跡と考えられる。

252号住居跡（第248 • 250図図版45-1 • 3, 183-1) 

2 K-70に位置し234 • 246 • 251号住居跡より古

い。北壁の一部と床面を確認しただけである。壁高

は0.05m で床面は平坦で軟弱であった。 P -188 • 

189の甕2個体が北壁に接して潰れた状態で出土し、

他に弥生時代後期土器片が少量出土した。本住居跡

の時期は弥生時代後期前半と考えられ、 253号住居

跡と同ーである可能性もある。

253号住居跡（第246図図版46-1)

2 K-71 に位置し250 • 251号住居跡より古い。南

西隅と床面の一部を確認しただけである。壁高は約

0.05m で床面は平坦で軟弱である。遺物は弥生時代

後期の土器片がわずかに出土しただけで、本住居跡

の時期は不明である。

254号住居跡（第257 • 258図図版47-1, 184-2) 

2 K-71 に位置し244 • 250 • 256号住居跡より新

しい。南半部の大半が調査区外となる。北壁から西
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②黒褐色土(lOYRZ/1) 炭化物粒・褐色土小プロックを少籠含む粘質土。

③243住覆土。
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第248図 246 • 252号住居跡 (1/60)
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第249図 246号住居跡出土遺物(2/3 • 1/3) 
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第250図 252号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 

壁の一部と床面、柱穴が確認されただけである。壁

高は約0.15m で2辺ともやや弧状をなす。周溝は北

壁から北西隅にかけて部分的に巡り、幅0.18m 、深

さ 0.04m である。ピット 1は主柱穴の 1本と考えられ、

径0.43X0.33m 、深さ 0.30m である。他に3本のピッ

トが確認された。床面は平坦で全面がやや固く締

まっていた。他の遺構は不明で、遺物は弥生時代後

期～古墳時代前期の土器片が少量出土した。本住居

跡の時期は古墳時代前期前半と考えられる。

255号住居跡（第251図図版47-1)

位置 2 L-71 

重複関係 248 • 251号住居跡、 115号土坑より古い。

東壁から北東隅にかけてと床面の一部、柱穴が確認

されただけで、西半部の大部分が調査区外となる。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 5.10+Xl.53+m 

埋没土焼土・炭化物を含む褐灰色土で埋没。

壁 約0.15m の高さが確認され、東壁は直線的に延

びる。

周溝なし。

柱穴 北東隅に6本の小ピットが確認されたが性格

不明。

床面 平坦で全面がやや固く締まっている。

貯蔵穴不明。

炉不明。

遺物出土状態 弥生時代後期を中心とする土器片が

少量出土した。また、ニホンジカの骨片も少量出土

した。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代後期の住

居跡と推定される。

256号住居跡（第253 • 254図 図版47-1~3, 183-3) 

位置 2 L-72 

重複 254号住居跡より古く 249 • 257号住居跡より

261 



第 3 章 F 区の遺構と遺物

ヽ
<̀ | 

B’ • 
----

• 

• 
e) 

B
 

B' 

— 
c
 

C' 

D
 ①

 

D' 

③
 

①黒色土 (10YR2/l) 炭化物粒を極少最含む粘質土。

②黒色土 (10YR2/l) 褐色土小プロックをやや多く含む粘

質土。

③黒褐色土(lOYR2/2) 炭化物粒を極少量含む粘質土。

④黒褐色土(10YR2/2) 褐灰色土小プロックを少最含む粘

質土。

第251 図 248 • 255号住居跡・ 115号土坑 (1/60)

吋

L=94.50m 

P209(ｼ) 

第252図 248号住居跡出土遺物（1/4)

新しい。東半部は調査区外となる。

形状 隅丸長方形と推定される。

長軸方位 N-85ー -W 

規模 4.65X4.32+ m 

埋没土 焼土を多量に含み炭化物を少量含む黒褐色

土で埋没。

壁 約0.15m の高さが確認され、西壁は直線的で北

壁は弧状をなす。

周溝南壁から西壁にかけて巡り、幅0.25~0.15m 、

262 

深さ 0.08m である。

柱穴 ピット 1 • 2 が柱穴と考えられ規模は径

0.41m 、深さ 0.31m である。

床面 西半部は床面が焼けて赤色に硬化していた。

中央部は焼けておらず平坦でやや固く締まってい

応埋没土や床面の状況から焼失家屋と考えられる。

貯蔵穴 南西隅にあるピット 3は径0.42 X0.33m 、

深さ 0.61m で小規模であるが貯蔵穴の可能性があ

る。
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①黒褐色土(lOYR2/2) 焼土粒を多最に含む。

②赤褐色土 (2.5YR4/8) 焼土小プロノクを多

最に含む。③にぶい赤褐色土 (5YR2/3) ④層が

熱を受け赤化。④褐色土 (10YR4/4) 焼土粒を

極少鼠含む。⑤黒褐色土(lOYR2/3) 焼土小ブ

ロックを極少最含む。⑥黒褐色土(lOYR3/2)

褐灰色土小プロックをやや多く含む。⑦257住

覆土。⑧254住覆土。

第253図 249 • 256号住居跡（1/60)

炉不明。

遺物出土状態 埋没土より弥生時代後期の土器片や

剥片石器・磨石・砥石等が少量出土し、勾玉 (s-

26) 1点が中央部床面から出土した。また、北西隅

床面からニホンジカの落角が出土し、埋没土中から

もイノシシを含む骨片がやや多く出土した。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代後期前半

の住居跡と考えられる。

257号住居跡（第259 • 260図図版48-1~3, 184-3) 

位置 2M-72 

重複 249 • 259号住居跡より古く、 248 • 256 • 258 

号住居跡より新しい。北西隅が歪んでおり、さらに

住居跡が重複している可能性がある。東壁部は調査

区外となる。

形状 隅丸長方形と推定される。

長軸方位 N-51ー -W 

規模 4. 72+ X4.57m 

埋没土 焼土ブロックや炭化物を多く含む黒褐色土

で埋没。

壁 約0.10m の高さが確認され、各辺とも直線的に

延びる。

周溝なし。

柱穴 ピット 1~4の4本の主柱穴と考えられ、規模
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第254図 256号住居跡出土遺物（1/2 • 2/3 • 1/3 • 1/4) 

は径0.50~0.35m 、深さ 0.75~0.16m である。

床面 中央部全面が焼けて赤色に硬化していた。埋

没土の状況や炭化材の出土状態から焼失家屋と考え

られる。

貯蔵穴位置南壁に接した中央部にある。 形状

隅丸方形。 規模 0.76X0.66m 深さ 0.10m 遺

物出土状態 出土遺物なし。

炉位置中央部やや西壁寄りにある。 形状不

整楕円形規模 0.72X0.65m 深さ 0.08m 遺存

状態 床面と同様に全面が良く焼け硬化している。

遺物出土状態 甕（ P -204) 1点と磨石1点が出土

した。

264 

遺物出土状態 埋没土中より弥生時代中期後半～後

期の土器片と敲石、剥片等が少量出土した。また、

ニホンジカの骨片が少量出土した。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代中期後半

と考えられる。
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①黒色粘質土 (10YR2/l) 焼土粒．

炭化物粒． As-C をやや多く含む。

②黒色粘質土 (10YR2/l) 焼土粒・

炭化物粒を極少量含む。③黒色土 (1

OYR2/l) 黄色土粒をやや多く含み、

炭化物粒を少磁含む。④234住覆土。
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第256図 251号住居跡出土遺物（1/3 • 1/4) 
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258号住居跡（第261 • 262図 図版49-1, 185-1) 

位置 2N-73 

重複 257 • 260号住居跡より古く、 235 • 259号住居

跡より新しい。東西両壁寄りは調査区外となる。

形状 長方形をなすと推定される。

長軸方位 N-73ー -W 

規模 4.60+ X4.55m 

埋没土 焼土・炭化物を極少量含む黒褐色土で埋没

している。

壁 約0.12m の高さが確認され、南壁は直線的に延

びる。

周溝なし。

柱穴 ピット 1~4の4本主柱穴と考えられ、規模は

径0.45~0.40m 、深さ 0.47~0.33m である。ピット

5は中央部にあり棟支えの柱穴と考えられ、規模は

径0.36m 、深さ 0.14m である。

266 

床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

炉位置中央部やや西壁寄りにある。 形状不

整楕円形規模 0.78X0.55m 深さ 0.13m 遺存

状態 床面よりやや深く窪んでおり、底面が良く焼

けていた。 遺物出土状態 出土遺物なし。

遺物出土状態 埋没土中より弥生時代後期の土器片

と剥片が少量出土し、磨製石鏃の未製品1点と磨石1

点が出土した。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代後期前半

の住居跡と考えられる。
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L=94.40m 

①黒褐色土 (10YR2/2) 粘質土。②黒色土(lOYR

l. 7/1) 焼土粒を多益に含み、炭化物粒・黄色土粒を

少最含む粘質土。③黒色土 (10YR2/l) 焼土粒を多品

に含む粘質土。④259住覆土。⑤258住覆土。⑥暗赤褐

色土 (2.5YR3/4) 焼土小プロックを多益に含む粘質

土。⑦暗赤褐色土 (2.5YR3/6) 焼土粒を多量に含む

粘質土。⑧249住覆土。⑨256住覆土。

第259図 257号住居跡(1/60)

259号住居跡（第261 図 図版49-1)

2 M-73に位置し、 235 • 257 • 258号住居跡より

古い。南壁の一部から南西隅にかけてと床面が確認

されただけで、南東隅は調査区外となり大部分が

257号住居跡に切られている。

南壁は壁高約0.10m で直線的に延びる。床面は平

坦で軟弱であった。また、南壁寄りに浅いピットが

1本確認された。遺物は弥生時代中期～後期の土器

片が約10点出土した。また、南壁寄りの床面から二

ホンジカの骨片が4点出土した。

本住居跡の時期は明確ではないが弥生時代中期に

属すると推定される。

260号住居跡（第261 • 262図 図版49-1, 185-1) 

2 N-73に位置し258号住居跡より新しい。東壁

の一部から北東隅にかけてと床面の一部が確認され

た。西半部から東半部の大部分は調査区外となり、

全容は不明。

埋没土は焼土、炭化物を含む黒褐色土で上層には

As-C軽石が多量に混入していた。壁は約0.10m の

高さが確認された。床面は中央部寄りが焼けており

赤色に硬化していた。周壁に沿う部分は軟弱であっ

た。本住居跡も埋没土や床面の状況から焼失家屋の

可能性がある。遺物は古墳時代前期の土器片が少量

出土しただけである。
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第260図 257号住居跡出土遺物 (1/2 • 1/3 • 1/ 4) 

本住居跡の時期は出土遺物により古墳時代前期前

半と考えられる。

261 号住居跡（第263図 図版49-2, 185-2) 

位置 2 J -69 

重複 243号住居跡より古く、 245~247 • 262 • 263 

号住居跡より新しい。東半部と北西隅は調査区外と

なる。

形状不明。

長軸方位不明。

規模 7.27X5.57+m 
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埋没土 焼土・炭化物を含む褐灰色土で埋没。

壁 約0.14m の高さが確認され、西壁・南壁ともわ

ずかに弧状をなす。

周溝 西壁の一部で確認され、幅0.22m 、深さ 0.05m

である。また、壁との段差があるところから本住居

跡は改築している可能性がある。

柱穴 小ピットが5本確認されたが主柱穴等は不明

である。

床面 平坦で全面が固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

炉不明。
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叫

①黒褐色土(lOYR

2/3) 焼土粒を少絋

含む。②黒褐色土 (lOYR

2/2) 焼土小プロックを多量

に含む。③黒褐色土 (10YR2/2)

焼土粒・褐灰色土小プロックを少量

含む。④黒褐色土 (10YR2/2) 褐灰色

土小プロックを少量含む。⑤257住覆土。
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第261 図 258~260 • 235号住居跡（1/60)
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第262図 258 • 260号住居跡出土遺物

時期 出土遺物や重複関係から弥生時代後期後半の

住居跡と考えられる。

262号住居跡（第263 • 264図 図版49-2, 185-3) 

(%) 

`I  

26雌 P214(½)
(2/3 • 1/3 • 1/ 4) 

位置 2 J-69 

重複 243 • 261号住居跡より古く、 245 • 263号住居

跡より新しい。東西両壁部が調査区外となる。

形状長方形をなすと推定される。
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]: 245住 ｮ
 

叫 叫

①黒褐色土 (10YR2/2) As-C を多最に含み、炭

化物粒を少最含む粘質土。②黒褐色土 (lOYR

212) 炭化物小プロックを少量含む粘質土。
③黒褐色土 (10YR2/2) 焼土粒・炭化物

粒を少絋含む粘質土。④黒色土 (lOYR
2/1) ③層と同様。⑤褐灰色土(10

YR4/l) 黒褐色土と褐色土の混

土層。⑥掲灰色土（10YR5/l)

⑤層と同様。⑦246住覆土。

①・②層 243住覆土。

③～⑥層 261住覆

土。
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L=94.50m 

第263図 261~263号住居跡(1/60)

長軸方位 N-89ー -W? 

規模 6.18+ X4.15m 

埋没土 焼土を極少量含む黒褐色土で埋没。

壁 約0.18m の高さが確認され、南北両壁は直線的

に延びる。

周溝なし。

柱穴径0.36~0.24m 、深さ 0.55~0.13m の小ビッ

トが6本確認されたが主柱穴等は不明である。
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床面 平坦で全面がやや固く締まっていた。

貯蔵穴不明。

炉不明。

遺物出土状態 埋没土中より弥生時代後期の土器が

少量出土し、剥片2点、磨石l点、勾玉l点が出土した。

時期 出土遺物や重複関係により弥生時代後期に属

する住居跡と考えられる。
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263号住居跡（第263図図版49-2)

2 J -69 に位置し、 243 • 246 • 261 • 262号住居跡

より古い。南壁の一部と床面を確認しただけで大部

分は他の住居跡に切られている。壁高は約0.06m が

確認され、床面は平坦でやや固く締まっていた。遺

物も出土せず本住居跡の時期は不明である。

｀
□＼o
 262住

S35(ｽ) 

第264図 261 • 262号住居跡出土遺物 (2/3 • 1/3 • 1/ 4) 

2 土坑

115号土坑（第251図図版49-3)

位置 2 L-71 

重複 255号住居跡より新しい。

形状 隅丸長方形をなし北西部に楕円形の張り出し

を持つ。

規模 1.66 X 1.40m 深さ0.30m

埋没土 炭化物を極少量含む黒褐色土で埋没。

出土遺物 弥生時代後期の土器小片が約20点出土し

た。
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第 4 章ま とめ

1 2 号河川跡出土弥生土器について

本遺跡の弥生土器は、河川跡出土品が大部分を占

めるため、同時性を保証する一括性に欠ける。従って

器種構成の検討や型式組列の検証を行うには不十分

な資料であり、本遺跡独自の土器編年を示すことは

難しい。ただし具体的な土器の属性分析とこれに基

づいた編年観は、同一遺跡の集落部分の報告で既に

示されている（註l) のでこれに従うこととし、ここで

は従来の編年観に従って本遺跡出土弥生土器の編年

的位置付けと特徴的な土器について若干述べるに止

めたい。

(1) 編年上の位置付け

最古のものとしては、やや太い沈線と刺突で文様

を描く一群（591 • 592 • 598) があげられる。従来の須

和田式（註2) に含まれ、中期前半～中葉に位置付け

られる。また、これと異り沈線による幾何文様と刺突

列乱磨消縄文を施す一群が注目される。器種は壺と

思われ、直上に延びる筒状口縁 (544~546入胴部 (505

~530·542·543·1236~1238) がこれにあたる。 1本な

いし2本平行沈線による複数条の横線文や方形区画

文、三角連繋文に類似する文様を描き、文様区画内に

縄文を充填して赤彩を施し、他の部分は磨消す。544

~546の口縁形態は北関東東部の中期前半～中葉に

位置付けられる筒型土器に類似する。これらは既知

の土器型式の範疇には含まれない。文様の特徴を他

型式と比較すると、複数の沈線による直線的な文様

構成と刺突列点の組み合わせから、従来の須和田式

に近いが、沈線が細く赤彩部分が多い点が異なる。ま

た長野県北～中部に分布する栗林 I 式の文様構成に

も近似するが、相違点として複数沈線と縄文部分へ

の赤彩があげられる。沈線が細く 2本平行線も見られ

ること、単位の小さな波状文や連続山形文が出現し

ていることを勘案すれば、時期的には須和田式より
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は後出的で栗林 I 式に近いといえる。縄文部分の赤

彩は、東北地方南部から北関東にかけて、主に中期前

半の磨消し縄文系土器に見られる手法である（註3) 。

以上の文様の特徴と他型式との比較から、本土器群

は中期中葉に位置付けられ、栗林 I 式にほぽ並行し、

系統的には須和田式ないしは南御山 1I 式や野沢式な

ど中期前半の東北地方南部から北関東東部に分布す

る縄文施文土器の流れを濃く受け継いでいる可能性

を示している。すなわち、型式の連続性はともかく従

来不明瞭であった中期前半～中葉の須和田式と中期

後半の竜見町式の間の時期を埋める土器群として位

置付けられよう。ここでは断片的な資料であるから、

見通しを述べるに止め、明確な型式認定や編年上の

位置付けについては、器形や器種の判明する良好な

一括資料の出現を待って再検討したい。（註4) 。

本遺跡出土弥生土器で主体をしめるのは中期後半

から後期にかけてである。中期後半としたもののう

ち、大部分はいわゆる竜見町式に属する。器種は、壺・

甕・小型甕・高杯が見られる。後期に比べて数量が少

なく、器形全体の判明するものはない。文様で見る限

り、縄文と沈線による文様構成や垂下文など古相を

示すもの、沈線のみによる簡素な文様構成や鋸歯文

を施す新相のものが見られる。甕も同様に、縄文や整

然とした櫛描羽状文を施す古相のものから、櫛描斜

格子文や波状文などの新相まで存在する。後期につ

いても、従来の編年観に従って初頭のものから終末

期に至るまで、型式的に連続することが分かる。数量

的には、中期的な要素を払拭して定型化した器形と

櫛描簾状文と波状文の組み合わせが確立した後期中

葉以降の段階が主体を占める。

遺構別では、 2-1号河川跡と 2-2号河川跡の出土

土器で時期的な偏差は見られず、いずれも中期中葉

から後期末までのものが含まれている。層順でみる

と、下層には後期まで含むものの終末段階のものは

少ない、中層では後期が主体、上層では弥生時代に属



するもの自体が少ないとの傾向を示す。

以上にみたように、本遺跡の弥生土器は中期前半

～中葉段階から後期末まで大きな間断なく連続して

おり、数量的には後期中葉以降にピークを迎えると

いってよいだろう。

(2) 後期土器に見る文様の傾向

群馬県の代表的な後期弥生土器は、櫛描文を主文

様とする樽式土器である。樽式は本遺跡の在る利根

川右岸の榛名山東南麓から前橋台地にかけての地域

を一大中心地として分布するが、県内の他の主要河

川流域に展開する低地部分にも大小の分布地域が形

成される。そこでは同一型式内での地域色といえる

特徴を見いだすことができる。昨今では各地域毎の

編年網の整備とともに、この地域色の内容やその背

景についても重要な研究テーマとなってきている。

地域色抽出の作業を行う場合、本地域の土器はその

中心的な存在として常に比較の対象となる。すでに

多くの先学によって示された内容と重複するが、本

遺跡出土土器について再度その文様の特徴と傾向を

確認しておくことは無駄ではなかろう。

壺の文様は頸部に簾状文、肩部に波状文の組み合

わせが基本的な文様構成でほぽ共通しており、古相

では頸部に横位の沈線羽状文（矢羽根状文）も見られ

る。この基本構成に他の単位文様が付加されていく

つかの変化を見せるが、その単位文様のうち最も多

いのが鋸歯文である。鋸歯文は頸部ないしは肩部文

様帯の下位に逆三角形の向きで施し、それ以下の無

文部分を画する。斜線充填が主流だが、斜格子、収束

線、刺突などの変化も見られる。また鋸歯文とならん

で多い付加文様に貼付文がある。円板状の粘土塊を

貼りつけたもので、鋸歯文と同様に文様帯の境界や

鋸歯文の角部分などにアクセントとして付される例

が多い。口縁は折り返しが過半数を占め、この部分に

刻み、波状文、刺突、貼付文などを加えるものが多い

（註5) 。口縁部分における装飾の多寡は時期的な変遷

とも大いに関係があり、新しいものほど薄く簡素に

なるという傾向が伺える。赤彩は外面の無文部分や

1 2 号河川跡出土弥生土器について

口縁内面など部分的に施されることがあるが、決し

て多くはなく主流とはなり得ない。なお、長野県北～

中部の箱清水式に多い T字文はここでは少数で客体

的な存在である。

甕は、口縁上端と肩部に波状文、頸部に簾状文を施

すものと、口縁全体と肩部に波状文、頸部に簾状文を

施すものが主流を占める。この両者が基本的な文様

の組み合わせと言えるだろう（註6) 。頸部簾状文がな

く波状文のみを施文する例、口縁無文や口唇部に刻

みを施す例も見られるが、ここでは少数派である。ま

た、甕にも折り返し口縁が多いことは特徴として上

げられよう。台付甕は甕と同様の文様構成をとるが、

口縁や胴部最大幅の部分にボタン状貼付文を付すも

のが多い。

高杯と鉢は基本的に無文で、その代わりに赤彩品

が過半数を占める。その中で1568~1582 に見られる

漆文は、彩文の技法とともに数少ない例外といえる。

以上に述べた文様の特徴は、後期全般を通した傾

向であり、これを更に細分された時期毎に見れば細

部においてやや異なる傾向の表れることが予想され

る。具体的な地域色の把握にはそこまで言及する必

要があるが、ここでは大まかな特色を示すに留めて

おきたい。

(3) 外来系および客体的な土器群について

中期後半では、曲線的な沈線文と充填縄文、沈線に

よる渦巻き文を特徴とする東北地方南部の土器に類

するものが見られる。これらは、南御山 II 式や野沢

式、山草荷式ないしは陣場式に相当すると思われる

が、搬入品か模倣品かは判断できなかった。これらは

判明する限り壺に器種が限られている。

後期には赤城山南麓や鏑川流域に分布する縄文施

文の赤井戸•吉ケ谷系土器と栃木県に分布する二軒

屋式土器が伴う。また南関東の久が原式や弥生町式

の壺破片も見られるが、極めて少ない。赤井戸•吉ケ

谷系土器は少ないながら2-1号河川跡下層に集中し

て出土しており、極めて限られた時期に限られた場

所で使用されたことを暗示している。なお、これら後
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期の外来系土器は樽式のみならず次の古墳時代初頭

の土器群にも伴うことが多いので、時間的位置付け

にぱ注意を要する。

以上の中期後半～後期の外来系土器は、断片的な

資料のため明確な型式認定や帰属時期を検討するこ

とができなかったが、判明した限りでは従来から知

られている群馬県内での様相と概ね一致するもので

［註］

ある。なお、古墳時代の土器として扱った東海西部系

や畿内系、北陸系の外来系土器についても、樽式の末

期段階で共伴する可能性があり、これらは二軒屋式

や南関東系の土器とともに、弥生時代末期～古墳時

代初頭における他地域との交流を示す一群としてみ

る必要があることを付記しておく。

1 佐藤明人は新保遺跡で検出された大溝出土の土器約 1 万点を用いて、主に口縁形態と単位文様の推移に着目した属性分析を行った。その結果、中
期後半を 2 時期、後期を 3 時期に細分する編年案を示している。 (1988 佐藤）
2 関 義則によって従来の「須和田式」が、刺突の多用と胴下半部を無文とする「出流原タイプ」と、胴下半部に条痕を施す「平沢タイプ」に二分され
るとの大別案が提示された (1984 関）。これに従えば、本遺跡出土土器は「出流原タイプ」と考えられる。
3 これは東北地方の縄文晩期の手法を受け継いだものとの解釈がある。 (1986 エ楽）
4 本例に近似する例としては、栃木県下都賀郡壬生町御新田遺跡 SI_03から出土した一括資料が注目される。これは報文で文様パターン②とされ
たものに相当する。また藤田典夫はこの種の土器を須和田式の系統で大きく隔絶せずに後続するとの見通しを述べている (1986 藤田）。
5 折り返し口縁は中期後半～後期初頭にはほとんど見られず、後期の中葉以降に盛行するようである。壺口縁における受け口形態の衰退とほぽ軌を
ーにしていることから、口縁文様帯の維持とあいまって形態変換したと考えられる。そして、この変化は樽式土器に限らず東海地方や南関東など他地
域の後期弥生土器にも共通する現象でもあり、土器の様式圏を越える広い範囲で、「器の形」に関する認識を共有する場面も存在したことを示唆してい
る。しかし、樽式と極めて近い関係にあるはずの「箱清水式」には折り返し口縁はほとんど見られない。この事実は、土器の変化（言い換えれば新たな様
式の選択・採用）がけっして一元的な土器の系統の内在的要因にのみ束縛されるのでなく、重層する外来的要因によってもかなり大きな影響を受け得
ることを示している。

6 口縁上端と頸部～肩部に施文し口縁中位以下を無文とする一群を後期の中葉、口縁全体を波状文で充填する一群を後期後葉とする理解が一般的
だが、群馬県南西部の鏑川流域では、前者が後葉段階においても卓越するようである。
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2 2 号河川跡出土土師器について

1.本遺跡は弥生時代から古墳時代へと続く遺跡

である。新保田中村前遺跡にある 2 号河川跡は大き

く分けて 1 • 2 の 2 つの流れが認められ各々 2 号河

川跡 1 • 2 とくくられている。 2 条の流れは出土す

る土器、弥生時代後期樽式土器と土師器の違いから

時期をやや前後する事が分かっている。出土遺物で

ある弥生土器からの検討は前章弥生土器についてに

あるとうりで、河川跡からの出土遺物も上・中・下

層にとりあげられている。 2 号河川跡での 1 • 2 の

時期的な違いは下に示したとうりである。 2-2 号

河川跡下層からは弥生時代中期の遺物が多く 2 -1 

号河川跡よりも流れ始めは旧いことが想定されてい

る。これらの出土遺物は河川跡出土という前提の中

ではあるが検討の対象としたい。

ここでは出土土師器と弥生土器との共伴の関係か

ら本遺跡内での時期的・文化的な変質の過程を概観

して見たい。

2-1 号河川跡

下層 弥生土器は中期の遺物も若干混じるが主体

2 2 号河川跡出土土師器について

は弥生後期樽式土器である。土師器の出土も少量で

はあるが検出されている。北陸系土器 3 7 6 が検出

され、口縁部は 5 の字状を呈し、疑凹線が巡る。同

型の土器は有馬遺跡 8 2 号住居跡からも出土してい

るが有馬例は疑凹線は確認されてはいない。漆町編

年では白江段階に比定される。また 4 4 0 高杯下部

は稜を認めることができ、廻間遺跡等に検出される

東海の編年とさらに漆町編年との比較でも並行する

ものであり、本流路の中でも比較的旧い段階の一群

である。外来の土器の中でも県内では旧い段階にお

けるものである。

中層 弥生土器は樽式土器を主体とし、土師器の

出土も下層に比較して多い。弥生時代の土器は樽式

土器のみではなく、赤井戸式土器もまじり、県内で

の弥生時代終末から古墳時代初頭期の様相が伺え

る。器台は裾部が内湾気味のもの 2 3 7 などが含ま

れるがやや時間幅がある様である。高坪は杯下部に

稜を残すもの、脚上部に沈線が巡るもの 2 6 6 等を

含む。また中層からは畿内系のタタキ甕が検出され

2 9 4 、口縁端部内面が僅かに肥厚し、胴部内面は

削り、外面にタタキが認められ、庄内新～布留古段

階にある。

2 - 1 号河川跡

弥生土器 土師器

下層 弥生時代中期～樽式土器 出土月影． s 字甕等

中層 樽式土器 出土パレス高杯等

上層 樽式土器 出土

2 -2 号河川跡

弥生土器 土師器

下層 弥生時代中期～樽式土器 2 ~ 3 点出土

中層 樽式土器 出土

上層 樽式土器 ,,, 
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2 -2 号河川跡

下層 弥生土器は中期～後期を主体としている。

土師器は数点のみであり、 S 字状口縁台付甕を含ん

でいる。

中層 弥生土器は後期樽式土器を主体としてい

る。高杯・甕等が出土している。

2 - 2 号河川跡出土土器も総体を見ると前章弥生

土器についてで指摘しているように鋸歯文を赤彩で

描かれた壺の肩部が検出されており、南関東や東海

地方西部の後期土器の影響を見ることができる。こ

のような例は前章弥生土器についてでも指摘するよ

うに群馬県内では樽式土器の純粋な存在の中に古墳

時代へとの変質の初段階に多く認められるものであ

る。

検討

まず層位的な問題であるが 2 号河川跡 1 • 2 は共

に上・中・下層中から弥生土器中期から後期樽式土

器に連続して出土している。このように本遺跡 2 号

河川跡を弥生時代から古墳時代へと継続するという

前提で検討するが、「弥生土器について」で指摘し

たように「河川跡出土品が大多数のため同時性を保

証する一括性に欠ける。」ことも含めなければなら

ない。

また、さらにもう 1 つの前提として群馬県内での

土師器の出現は弥生時代後期樽式土器からの明確な

発展変質という事を認めることはできない（樽式土

器が土師器と混じる現象や樽式土器が土師器化する

段階の土器は多数認められる。見立溜井遺跡・堤東

遺跡等）このため従来の土師器の先後関係も他地域

の土器との共伴関係を基に設定してきた。いずれに

しても新保田中村前遺跡 2 号河川跡では同一の層位

中から樽式土器と土師器の関係を見ることができ

た。

前段の分類での中期を含む 2 - 1 号河川跡下層か

らは北陸系・東海東・西部・南関東系の土器が認め

られ、小型土器、器台、高杯、甕が検出されている。
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しかし在地の弥生時代中期に属する土器は少なく、

おおかたは後期樽式土器が主体になる。 4 4 7 はロ

縁内面に羽状文様があり文様にはやや乱れた様相が

認められるが加飾が認められる。 4 4 0 商杯は杯部

下段に稜を持つ。東海西部系と考えられるが杯部下

段の稜は廻間遺跡の II 段階前半段階に並行する。 S

字状口縁台付甕は 4 2 3 のように口縁部の立ち上が

りが明確とは言えない。

器台はやや器高の高いものが多く検出されている。

中層では商杯・ひさご壺外面にパレス文様の加飾

が施される 2 6 6 • 2 7 3 。高杯は杯下段部に稜が

認められ、ひさご壺口縁端部は面をなしている。他

に、小型高坪 2 5 1 、脚上部に凹線が巡る商杯、ロ

縁端部内面に調整を加え内湾する 2 7 4 、二重口縁

壺、単口縁甕、刷毛目を基調とし、口縁端部に刻み

を入れるものも出土している 3 0 5 。 3 0 5 は単口

縁台付甕の可能性もあり、南関東の影響も感じさせ

るものである。 S 字状口縁台付甕には口縁部外面に

剌突状の刻みを確認できるものもある 3 2 4 が、こ

の S 字状口縁台付甕は他の共伴遺物との比較からみ

ても廻間遺跡A類と時期的に並行するものではな

し ‘o

以上のように群馬県内弥生土器樽式土器と外来の

土師器が共伴する事が認められる。前提としたよう

に県内での古墳時代に土師器化するのは樽式土器か

ら発展する事はなく他地域との交流に始まる。北陸

小型土器は漆町編年では白江段階にあたる。県内で

の北陸系の土器は現在かなり多数認めることがで

き、本遺跡を含め有馬遺跡、上縄引遺跡、下田中遺

跡等で検出され、また最近の例では沼田市町田小沢

II 遺跡 1 号住居跡にも検出され、その例は増えてい

る。町田小沢 1I 遺跡 1 号住居跡では甕が出土し、ロ

縁部は 5 の字を呈し、外面に疑凹線が巡り、肩部に

は刺突が認められ内面に削りが施され、北陸月影式

の影響が強く認められる。また共伴する遺物は在地

樽式土器である。この例は有馬遺跡 2 1 1 号住居跡

出土壺の段階に近いと考えられる。町田小沢 1I 遺跡



1 号住居跡、有馬遺跡 2 1 1 号住居跡の例は県内樽

式土器の後葉の土器と共伴し、弥生時代後期の段階

に北陸の土器との接触があった。また上縄引遺跡で

も 5 の字口縁部に波状文を施すなど樽式土器と月影

式土器は融合している。この段階は弥生時代の文化

を色濃く残した古墳時代移行期と理解している。こ

のため樽式土器主体の機種構成の中、他地域の土器

が混入する。

A類 s 字状口縁台付甕は現在群馬県内では熊野堂

遺跡で検出報告がなされている。熊野堂遺跡出土の

s 字状口縁台付甕は口縁部外面に剌突状にきざみが

施されているが、 A類 s 字状口縁台付甕に並行する

時期に比定するにはやや問題がある。それは新保田

中村前遺跡 2 - 1 号河川跡中層中からも同様な口縁

部に刺突状の痕跡を残す破片がある。さらに共伴す

る中層の土器は例えば東海系である 4 5 0 のような

脚部上部に凹線を巡らす器台、畿内では布留 0~1

段階に並行するような土器と共伴するなどすぐにA

類に時期的に並行するとは考えられない。前述した

ように S 字状口縁台付甕は搬人時には模倣の在地土

器が多いと考えられ、高杯、ヒサゴ壺口縁部にパレ

ス様に文様を施すことと合わせ外来の土器を模倣し

ていることが理解できる。

2 - 1 号河川跡中層出土 2 9 4 は畿内タタキの甕

である。県内でもタタキ調整の報告例は殆どない。

甕は外面タタキで内面に削りが認められ、畿内庄内

新段階から布留古段階に想定できる。

2 - 1 号河川跡の土器は下層・中層の間の土器は

高杯、器台等の共伴関係から見て先後関係は明確で

はなく、このことからタタキの甕等とも比較し、下・

中層の土師器は畿内庄内新段階から布留古段階に想

定できる。また北陸漆町編年との比較では白江段階

に比定でき廻間網年では 1I ～旧段階に想定する。

さらに従来からの県内での編年観・文化観からし

てもこの段階の土師器は在来の樽式土器との関係か

ら見て弥生時代、古墳時代の変換の資料としては貴

重なものであり、本遺跡と隣接する新保遺跡ともそ

の内容や集落の立地、樽式土器から土師器への変換

2 2 号河川跡出土土師器について

等からみても極めて重要な資料である。

本遺跡 2 号河川跡出土土器はここまでの検討のよ

うにその編年的な検討は外来の土師器との共伴関係

によるところが大きい。このような過程は批判も多

いが群馬県の弥生土器である樽式土器からの独自変

換はないとの前提にある。このため共伴する外来土

師器との共伴関係から導き出している。従前より樽

式土器の終末段階に土師器が搬入すると見られがち

であったが外来土器が搬入するのは樽式土器第 3 期

にあたり、外来土器を受け入れることにより樽式土

器の組成が変質するとみられる。（ 1) 土器も廻間

編年だけでなく、近年は畿内の土器、北陸漆町遺跡

等の編年観からみた共伴事例からもその並行関係が

認められる。このような作業の中では東海編年のみ

に頼る編年観だけではなく前述の 3 地域の年代観と

のつけあわせが必要となる。

s 字状口縁台付甕

s 字状口縁台付甕は群馬県内で多数検出され、事

実弥生時代と古墳時代前期を区画するメルクマール

としての地位を維持している。事実古墳時代になら

ないと S 字状口縁台付甕の出現はないが古墳時代前

期の甕を代表する 1 つである。しかし、 2 号河川跡

でも S 字状口縁台付甕のみでなく単口縁台付甕・単

口縁の甕が多数検出されている。最下層ではあまり

s 字状口縁台付甕は多いとは言えない。ただ S 字状

口縁台付甕は従来の樽式土器の土器群と比較すると

視覚的にも、機能的にも激変するものであり、従前

より時代を画する土器としている。いずれにしても

s 字状口縁台付甕を含む土師器がいつの段階で群馬

の地へ導入されたのかが問題であり、その好例とし

て本遺跡 2 号河川跡が果す意味は大きいと考えられ

る。 S 字状口縁台付甕は県内では熊野堂遺跡でA類

と同様の口縁部外面に捌毛状工具による刻みが認め

られる甕が樽式土器と共伴する例が認めらている。

しかしこの S 字状口縁台付甕は共伴する他の土器や

樽式土器との比較では廻間遺跡にある A類段階に即

並行するものとは言いがたい。作業の結果は S 字状
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口縁台付甕の例をみると口縁部外面に剌突状文様の

存在をイコール廻間編年のA類とはならないことを

他の共伴事例との関係から示している。前段で検討

してきたように群馬県の弥生時代後期は樽式土器が

あり、その後期段階に土師器が導入されてくる。こ

の時期を樽式土器の終末と理解するのではなく土師

器の導入したという結果によると理解すべきであろ

う。いづれにせよ土師器が導入され、受容されるの

は東海廻間編年 1I 段階、北陸漆町編年白江段階にあ

るようである。有馬遺跡 2 1 1 号住居跡例や、沼田

市町田小沢 1I 遺跡 1 号住居跡のように北陸土器がま

ず樽式土器の中に搬入され、以後東海系、畿内系土

器が導入されていく。

土器導入の意味

従前より群馬県では古墳時代前期の土器の変質に

対して入植民説が定説となっている。つまり新来の

人々が大挙して群馬の地に入り、新しい古墳時代社

会を建立した。かれら新しい人々は畿内、東海地域

の背景をもった政治的な介入とされている。またそ

の征服集団の長の墓が古墳である。としている。

筆者はこの入植民説には反対の立場にある。その

理由は土器の導入は県内では弥生時代に始まり、同

ー住居跡・同一遺跡の中で樽式土器と土師器が混

在、あるいは融合して出土するからである。さらに

土器の問題でも新保田中村前のように北陸・東海・

畿内•あるいは南関東の土器が微妙に時期を異にし

て搬入している。

入植民があったとすれば彼らの集落が認められな

い点があり、入植民の存在を示す遺構・遺跡が認め

られない点もその大きな理由である。このように決

して他の民族（集団）の入れ替わりとするだけの根

拠は充分ではない。新保田中村前遺跡のように弥生

時代から古墳時代へ継続する遺跡の中に外来の勢力

が介在したことも認められないし、北陸や、畿内、

東海の土師器は明らかに樽式土器後期に搬入を始め

その土器を弥生時代の人々が上手に受容している姿

を認められる。 (2)
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筆者は群馬県内の古墳時代前期を 3 期に区分して

いる。第 I 期は樽式土器後期に土師器が搬入する段

階（東海西部では廻間編年 II 段階）、第 I1 期は畿内

系の小型柑が出現する段階（畿内編年では布留古段

階）第 1I1 期は布留新段階に設定している。なお第 I

期には北陸の白江段階を想定している。

以上の時間設定からみるとまず樽式土器段階に搬

入する土師器はやがて古墳時代第 I 期に向けて集落

の立地を大きく変換していく。樽式土器後期に山麓

を中心としていた集落は第 I 期の中でその立地場所

を平野部への移動している。これは入植ではなく弥

生時代から古墳時代への時代変換時にある移動と考

えられる。元々平野部に近い新保田中村前、新保遺

跡等は立地移動の必要性がなくそのまま平野部に継

続している。第 I 期には既に古墳時代へ向けた胎動

が始まるものと理解でき、第 I1 期になると平野部に

古墳時代集落が展開している。この事実は樽式土器

文化の人々が新たな古墳文化を取り入れ平野部にそ

の拠点を移動するものと理解している。おそらく農

業技術的な変化が想像できる。

第 I 期から遅くとも第 I1 期の前半にかけてこのよ

うな集落立地の変換が行われたものと理解してい

る。また北部の山麓に位置する遺跡は谷部に開拓の

手を広げている。もともと山麓にいた弥生時代の人

達が新しい開拓を始めた、そのきっかけを作ったの

は外来の人であり、物であった。もちろん外来の人、

物は明らかに入って来ているがそれはこの時代に

限ったことでもなく、また文化の搬入の方法が人の

介在による要因で環境を激変させることもない。弥

生時代の遺跡や人々は土師器の導入に伴い、消えて

なくなる事はないし、古墳時代になっても弥生時代

の遺跡が新保田中村前遺跡のように途切れることも

ない。

新保田中村前遺跡 2 号河川跡出土土器群はこのよ

うな弥生時代から古墳時代への変換の時期にあった

ものと考えられる。



2 2 号河川跡出土土師器について

註

(1) 箪者は樽式土器の終末段階を成立させたものが外来の土器の導入であると理解している。土師器が樽式土器終末期に搬入するのでなく、樽式

土器 3 期に土師器が搬入し、樽式土器の変質が始まったのである。また古墳時代の変換も北陸の土器が搬入する段階があってその後東海・畿

内系の土器や文化が古墳時代化を促していく。

(2) 筆者は弥生時代から古墳時代への移行期には土器の変換に伴い、菓落の立地、墓制等さまざまな変質があると理解している。これらのすべて

を入植民の存在とすることには理解できない。なによりも古墳という時代を画する墓制や文化、社会構造全体の変質を入植民説で理解するた

めには入植を行う集団の衣・食・住をもすべて賄う必要が生じる。近年群馬県隣県でも入植民説を示唆する論功を拝見する。入植を示唆され

る時期は群馬の弥生から古墳時代への変換期とほぽ同じ時期にある。もしこの段階に全国的に入植・征服が行われたとするならばどれだけの

人間が組織が動くことになるのか、そして入植集団を維持する背景の古墳時代社会の国家の成立、統一にまでかかわる大きな問題であるとお

もうのだが。
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3 まとめ

今回の調査で一級河川染谷川河川改修工事に伴う

一連の発掘調査は終了し報告書も最終刊となる。こ

れまでの報告の中で新保遺跡＝新保田中村前遺跡の

意義については出土遺物や遺構の分析により十分に

論じられている所であり、再論を必要としない所で

あるが、これまでの論証を要約し、若干、今回の調

査成果を踏まえまとめとしたい。

本遺跡は関東平野北西最奥部に広がる平坦な前橋

台地のほぽ中央に位置する。遺跡は後背湿地に囲ま

れた南北に延びる自然堤防上に占地した、弥生中期

から古墳前期の継続的大規模拠点集落である。本遺

跡の最大の特徴は2号河川跡（新保遺跡大溝）を核

として集落域、墓域、生産域が展開している点であ

り、 2号河川跡の存在なしには本遺跡も存在しえな

かった。

2号河川跡は調査の結果、縄文中・後期以降、弥

生中期以前に遺跡地に流出した河川であり、 5 • 6条

の小河道変遷が捉えられ、古墳前期に埋没し遺跡地

の土地利用に転換をもたらした。

2号河川跡周辺に居住が開始されるのは出土土器

により弥生中期中葉の頃であり、遺構は確認されて

いないが小集落が形成され始めたものと考えられ

る。県内での弥生前期から中期前半の遺跡は県央の

前橋台地を中心とする地域ではほとんど確認されて

おらず、この点から本遺跡は平野部中央へ進出した

先進的集落と言える遺跡である。

弥生中期後半からは集落が確認されており、 2号

河川跡両岸に一定距離をおいて、数軒の竪穴住居跡

から構成される小支群が散在的に分布している。現

状では新保遺跡（以下、新保。） C 区に2群、新保田

中村前遺跡（以下、村前。） II 区、 C 区、 E 区、 F

区に各1群ずつの小支群が間隔をおいて分布してい

る。また、村前 B 区では周溝墓が小支群の間で確認

されている。水田跡は不明であるが後の時期のよう

に周囲の低湿地に存在していたと考えられる。弥生

中期後半において、 2号河川跡を核として一定占有

280 

地を持つ複数の小支群から構成される居住域を内側

に、その外縁の一定区画に墓域を配し、この周りを

生産域である水田址が取り巻いていた状況を看取す

ることができる。これは後に継続的に展開する集落

配置の基本形態の成立が本時期になされたものと考

えられる。

弥生後期になると住居跡は調査区域のほぽ全域に

分布し、集落規模が最大の拡張を見せる。比較的短

期間で推移する周辺遺跡の状況に比べ弥生後期に拠

点的大集落に発展した。集落は2号河川跡の近辺ま

で延び、大規模竪穴住居跡を含む住居群が2~4軒の

重複で拡がっている（新保遺跡の報告では2~3軒の

単位住居群からなる支群構成が考えられており、後

期末葉に増大する。）。墓域は新保 C 区に2群、 D 区

に 1群、村前B 区と C 区に各l群ずつの周溝墓群が確

認されている。これらの墓域のうち、古墳前期まで

継続する墓域は新保 c 区東半部の 1群と村前 B·C

区の2群であり、墓域も一定区画での継続性を示し

ている。また、村前 II 区では礫床墓が1基確認され

ており、有馬遺跡や中村遺跡の例からも拠点的集落

の一側面をみせている。なお、水田跡は明確には確

認されていないが、新保A·B 区では灌漑用の溝群

とアゼが確認されており、集落域と墓域を取り巻く

低湿地に水田が展開していたことは確実であり、本

遺跡の継続的な生産基盤となっていた。

古墳前期になると弥生後期に比べ数的に減少する

が住居跡は新保 c 区南半部を除き（墓域だけとな

る。）、調査区全域に広がりをみせる。本遺跡の集落

は弥生中期後半の占有域を基本として拡大し、弥生

後期から古墳前期にかけて強い継続性を示してい

る。水田跡も弥生後期と同様に新保B·C 区で溝群

が確認されており生産域の維持が図られている。本

遺跡は弥生時代から古墳時代へといった時代の大き

な画期を集落内に内包して変遷を遂げた遺跡であ

る。

また、出土土器の面からは当地域の基本的な変遷

状況をみることができ、その過程において周辺各地

の系統を引く土器の移入が活発であったことが判明



した。石器の側面からは砥石類の多出とともに不定

形刃器の多さに縄文的伝統を脱しきえない本県弥生

時代の状況をみることができる。多量に出土した木

製品からは本遺跡が製作・流通・消費の中核的集落

であったことがわかる。また、多くの骨角製品は縄

文的伝統の上に東海地方の影響を受けた櫛描文文化

圏の一側面を示す貴重な資料である。

本遺跡は微視的には2号河川跡の埋没・移動によ

参考文献
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り集落拠点を移動（村前 II 区に古墳中期に入る河川

跡と溝がある。）して行ったものと考えられるが、
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土器・土製品観察表

土器・土製品観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

P- 1 須恵器杯 E 区 11 面17 213残存 器高4.2 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整。体部はやや外湾して立

9住カマド 径12.6 底径 ⑯普通 ®灰白色 ち上り、口縁部は外反する。器面回転なで調整。

前床面 5.8 N7/0 

P- 2 須恵器 E 区 1I 面17 213残存 器高4.9 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部はやや外

高台付椀 9住カマド 径13.6 底径 ＠軟質 ＠灰色5 湾して立ち上り、口縁部は外反し肥厚する。器面

前床面 7.0 Y6/l 回転なで調整。

P- 3 須恵器 E 区 11 面17 完形 器高4.7 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部はわずか

高台付椀 9住カマド 径13.2 底径 ®軟質 ®灰白色 に外湾して立ち上り、口縁部は外反し肥厚する。

前床面 7. 7 N7!0 器面回転なで調整。

P- 4 須恵器 E 区 11 面17 213残存 器高5.4 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部はわずか

高台付椀 9住南壁寄 径14.6 底径 ®軟質 ®灰白色 に外湾して立ち上り、口縁部はやや外傾し肥厚す

り床面 7.3 5Y7/l る。器面回転なで調整。

P - 5 須恵器 E 区 11 面17 2/3残存 器高5.5 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付商台。体部は外湾し

高台付椀 9住カマド 径13.6 底径 ®軟質 ⑥灰色5 て立ち上り、口縁部は外反する。器面回転なで調

前床面 5.5 Y6/1 整。

P - 6 土師器杯 E 区 11 面18 口縁部～底 器高 (8.0) 叡少粒を多く含む。 底体部は丸く深い。口縁部はわずかに内反する。

1住覆土 体部小片 口径（18.2) ®良好 ＠明赤褐 底体部外面箆削り、内面横なで。口縁部内外面横

色5YR5/6 なで。

P- 7 土師器杯 E 区 II 面18 口縁部～底 器高3.4 口 ®砂粒を含む。 底体部は丸く浅い。口縁部はわずかに内反する。

3住中央部 体部小片 径 (10.6) ®良好 ®明赤褐 底体部外面箆削り、内面横なで。口縁部内外面横

床面 色5YR5/8 なで。

P- 8 土師器坪 E 区 11 面18 ほぽ完形 器高4.5 口 ⑯細砂粒を多く含 底体部は丸く浅い。口縁部はわずかに内湾する。

3住北西隅 径1 1.3 む。 ®普通 ｮ 底体部外面箆削り、内面横なで。口縁部内外面横
床面 橙色 (5YR6/6) なで。

P- 10 須恵器甕 E 区 11 面18, 口縁部～肩 残存高12.0 ⑯白色鉱物粒を多 口縁部はわずかに内湾して立ち上り上半で斜め上

3住中央部 部片 口径（33.6) く含む。 ®硬質 方へ大きく開く。端部は段を持って肥厚しわずか

覆土 に内湾する。頸部はくの字に屈曲する。口縁端部

直下にはやや長く引き込んだ列点刺突文が連続し、

口縁部中位には 2 条の凹線と波状文が施されてい

る。口縁部内外面回転なで調整。肩部外面カキ目、

内面同心円叩き。

P- 11 土師質土器 E 区 1I 面18 213残存 器裔2.7 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は緩やかに外湾し

小皿 4住北東限 径 (9.5) ®普通 ®にぶい て立ち上り、口縁部はやや外反する。器面回転な

掘り方 底径4.5 橙色7.5YR6/4 で調整。

P- 12 須恵器杯 E 区 11 面18 1/4残存 器裔（3.5) ⑯細砂粒を含む。 底部調整不明。体部は外湾して立ち上り、口縁部

4住覆土 口径 (13.8) ®軟質 ®灰色5 はそのまま外傾し肥厚する。器面回転なで調整。

Y6/l 

P- 13 土師器杯 E 区 11 面18 1/2残存 器高3.4 口 ⑯砂粒を多く含む。 体部は丸くやや深い。口縁部は外湾ぎみに開き、

5住中央部 径10.2 ®普通 ＠にぶい 端部は玉縁状をなす。体部外面箆削り、内面横な

覆土 橙色7.5YR6/4 で。口縁部内外面横なで。

P- 14 須恵器杯 E 区 1I 面18 1/3残存 器高4.1 口 ⑯白色鉱物粒を含 底部は丸みを帯び、口縁部は外傾して立ち上る。

5住覆土 径（1 1. 8) む。 ®硬質® 底部外面箆削り後なで調整、内面なで調整。口縁

底径 (8.9) 灰白色N710 部内外面回転なで調整。

P- 15 須恵器 E 区 11 面18 1/4残存 器高4.9 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外傾し

高台付椀 6住カマド 径 (12.6) ®軟質 ®灰色N て直線的に立ち上り、口縁部は外反する。器面回

前床面 底径6.7 4/0 転なで調整。

P- 16 須恵器坪 E 区 11 面18 2/3残存 器高4.5 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部はわずかに外湾し

6住カマド 径 (12.8) ®軟質 ®灰色N て立ち上り、口縁部はそのまま外傾する。器面回

前覆土 底径5.2 610 転なで調整。

P- 17 須恵器 E 区 11 面18 1/5残存 器高4.9 口 ⑯砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外傾し

高台付椀 6住北東隅 径 (14.0) ®軟質 ®灰白色 て直線的に立ち上り、口縁部は外反し肥原する。

床面 底径6.2 N710 器面回転なで調整。

P- 18 須恵器 E 区 11 面18 口縁部一胴 残存高7.3 ⑯砂粒を含む。 口縁部は内傾し端部はM字状をなす。胴部は緩や

羽釜 6住中央部 部上半片 口径（20.2) ®軟質 ®灰白色 かに外湾する。鍔は断面三角形で斜め上方を向く。

床面 N710 器面回転なで調整。

P- 19 瓦 丸瓦 E 区 11 面18 一方の側部 厚さ1. 4 ⑯細砂粒を含む。 表面素文。裏面布目、合せ目あり。側部の面取り

7住カマド を残す小片 ®硬質 ®灰色N 1 回。

内 410 

P- 20 須恵器杯 E 区 11 面18 1/4残存 器商4.1 口 ⑯砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外湾して立ち上
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遺物観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

8住南東隅 径 (13.8) ®軟質 ⑥灰白色 り、口縁部は外反しやや肥原する。器面回転なで

床面 底径（6.2) 10YR7/l 調整。

P- 21 須恵器 E 区 11 面18 1/2残存 器高4.6 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部はわずか

高台付椀 8住南東隔 径 (12.4) ＠軟質 ⑥褐灰色 に外湾して立ち上り、口縁部は外反し肥厚する。

床面 底径6.2 10YR5/l 器面回転なで調整。

P- 22 須恵器 E 区 11 面18 2/3残存 器高5.2 口 ⑯砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外溝し

高台付椀 8住カマド 径14.2 底径 ®軟質 ®にぶい て立ち上り、口縁部は強く外反する。器面回転な

掘り方 6.2 橙色7.5YR7/4 で調整。

P- 23 須恵器 E 区 11 面18 1/2残存 器高5.1 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部はやや外

高台付椀 8住南東隅 径 (15.2) ®軟質 ®にぶい 湾して立ち上り、口縁部は外反し肥厚する。器面

床面 底径7.6 黄橙色10YR7/2 回転なで調整。ロクロ目明瞭。

P- 24 須恵器 E 区 1I 面20 1/2残存 器高5.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台剥離。体部は外

高台付椀 2住南壁寄 径 (13.8) ®軟質 ＠灰白色 湾して立ち上り、口縁部は外反する。器面回転な

り床面 底径7.0 N7/0 で調整。

P- 25 須恵器 E 区 1I 面18 ほぽ完形 器高5.2 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外湾し

高台付椀 8住南東隅 径13.7 底径 む。 ®軟質 ｮ て立ち上り、口縁部は外反しやや肥厚する。器面
床面 7.0 灰色7.5Y6/l 回転なで調整。

P- 26 須恵器 E 区 11 面18 2/3残存 器高5.7 口 ⑯砂粒・小礫を含 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外湾し

高台付塊 8住南壁寄 径14.3 底径 む。 ®軟質 @ て立ち上り、口縁部は外反する。器面回転なで調

り覆土 7.0 灰色7.5Y5/l 整。ロクロ目明瞭。

P- 27 須恵器 E 区 11 面18 口縁部～胴 残存高17.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は内傾し端部は斜めに平面をなす。胴部は

羽釜 8住カマド 部上半小片 口径 (22.8) ＠軟質 ＠灰白色 緩やかに外湾する。鍔は断面三角形で斜め上方を

掘り方 2.5Y7/l 向く。器面回転なで調整。

P- 28 瓦 平瓦 E 区 11 面18 一方の小口 厚さ1. 0~ l.5 ⑯黒色鉱物粒を多 表面布目。裏面絡縄文。側部の面取り 2 回。

8住覆土 と側部を残 く含む。 ®硬質
す小片 ®灰色N5/0

P- 29 瓦 平瓦 E 区 11 面18 一方の小口 厚さl.7 ⑯砂粒を含む。 表面布目。裏面絡縄文。側部の面取り 1 回。

8住掘り方 と側部を残 ®硬質 ＠灰色7.

す小片 5Y6/l 

P- 30 瓦 平瓦 E 区 11 面18 一方の小口 厚さ 2.3 ⑯黒色鉱物粒を多 表面布目。裏面平行叩き。側部の面取り 1 回。

8住南東隅 と側部を残 く含む。 ＠硬質
床面 す小片 ®灰色N5/0

P- 31 瓦 丸瓦 E 区 1I 面18 一方の小口 厚さ1. 8 ⑯砂粒を含む。 表面素文。裏面粗い布目。側部の面取り 3 回。

8住南東隅 と側部を残 ®軟質 ＠灰白色

床面 す小片 2.5GY8/l 

P- 32 土師器杯 E 区 11 面18 完形 器高3.7 口 ⑯細砂粒を含む。 口縁部はやや外傾し端部は段を有する。稜はやや

9住北壁床 径1 1.6 稜径 ®良好 ⑥橙色7. 丸くわずかに突出する。底部は浅く丸い。口縁部

面 10.8 5YR7/6 内外面横なで。底体部外面箆削り、内面なで調整。

P- 33 土師器 E 区 ll 面18 1/3残存 器高 (6.7) ⑯細砂粒を含む。 口縁部はわずかに外反し、頸部は緩やかな段を持

広口壺 9住覆土 口径 (12.4) ＠不良 ＠にぶい って屈曲する。底体部は深く丸い。口縁部内外面

橙色7.5YR7/3 横なで。底体部外面箆削り、内面なで調整。

P- 34 瓦 平瓦 E 区 11 面19 一方の側部 厚さ1. 8~2.5 ⑯白色鉱物粒を含 表面箆なで、一部に布目痕が見える。裏面素文。

0住覆土 が残存する む。 ®硬質 @ 側部の面取り 1 回。

小片 灰色N4/0

P- 35 瓦 平瓦 E 区 11 面19 一方の小口 厚さ1.5 ⑯白色鉱物粒を含 表面布目。裏面絡縄文。

0住覆土 が残存する む。 ®硬質 @ 

小片 灰白色N7!0

P- 36 須恵器杯 E 区 11 面19 213残存 器高4.1 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外湾して立ち上

2住カマド 径12.6 底径 ®軟質 ®灰黄色 り、口縁部は外反する。器面回転なで調整。

前床面 6.2 2.5Y7/2 

P- 37 須恵器 E 区 1I 面19 1/3残存 器高 (6.0) ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台剥離。体部はや

高台付椀 2住カマド 口径(14.4) ®軟質 ®灰白色 や外湾して立ち上り、口縁部は外反し肥厚する。

前覆土 底径（6.3) N7!0 器面回転なで調整。

P- 38 須恵器 E 区 11 面19 213残存 器高5.0 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部回転糸切り後なで調整、付高台。体部は外湾

高台付椀 2住南壁覆 径13.8 底径 ®軟質 ®灰色5 して立ち上り、口縁部は外反し肥厚する。器面回

土 7.4 Y6/l 転なで調整。

P- 39 須恵器坪 E 区 11 面19 2/3残存 器高3.5 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外傾して立ち上

3住南東隅 径1 1.8 底径 ®軟質 ®灰白色 り、口縁部は外反する。器面回転なで調整。

床面 4.8 10Y7/l 

P- 40 土師器杯 E 区 11 面19 完形 器高4.1 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部平底。体部は外傾して立ち上り、口縁部はわ

3住中央部 径1 1.8 底径 ®良好 ＠浅黄橙 ずかに外反する。口縁部内外面回転なで調整。体
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土器・土製品観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

床面 5.3 色10YR8/3 部下半外面と底部箆削り。体部輪積み痕あり。

P- 41 須恵器 E 区 1I 面19 2/3残存 器扁4.6 口 ⑯砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外傾し

高台付椀 3住カマド 径12.7 底径 ®軟質 ®灰色7. て立ち上り、口縁部はわずかに外反する。器面回

前掘り方 6.1 5Y6/l 転なで調整。

P- 42 須恵器 E 区 11 面19 213残存 器高5.5 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外傾し

高台付坑 3住カマド 径12.8 底径 ＠軟質 ®灰白色 て立ち上り、口縁部は外反する。器面回転なで調

前掘り方 6.4 5Y8/2 整。

P- 43 土師器杯 E 区 11 面19 213残存 器高3.8 □ ⑯細砂粒を多く含 口縁部は内反し端部は玉縁状をなす。底体部は丸

5住掘り方 径10.0 む。 ®不良® く深い。口縁部内外面横なで。底体部外面箆削り、

にぶい黄色2.SYR 内面なで調整。

613 

P- 44 土師器杯 E 区 11 面19 口縁部～底 器高 (4.2) ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はやや内反し、底体部は丸く浅い。口縁部

5住掘り方 体部小片 口径 (13.6) ®良好 ®にぶい 内外面横なで。底体部外面箆削り、内面なで調整。

橙色5YR7/3

P- 45 士師器甕 E 区 11 面19 口縁部～胴 残存高7.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外傾して開き、頸部は小段を持ってくの

5住北東隅 部上半片 口径14.6 ®良好 ®にぶい 字に屈曲する。胴部は直線的に下り長胴化をなす。

床面 橙色7.5YR7/4 口縁部内外面箆なで。胴部外面縦方向の箆削り、

内面箆なで。

P- 46 須恵器 E 区 11 面19 1/4残存 器高6.0 杯 ⑯砂粒を含む。 杯部は水平に延び端部は外傾して開く。脚部は内

高台付盤 5住カマド 部径25.5 脚 ®硬質 ®灰色7. 湾して下方に開き、裾部は平坦となり端部はほぽ

内 部径14.0 5Y6/l 直角の稜を持つ。器面回転なで調整。脚部外面縦

方向の研磨。

P- 47 須恵器 E 区 11 面19 完形 器高5.7 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外傾し

高台付坑 6住中央部 径13.6 底径 む。 ®軟質＠ て立ち上り、口縁部は外反しわずかに肥厚する。

床面 6.2 灰白色2.5Y7/l 器面回転なで調整。

P- 48 灰釉陶器 E 区 1I 面20 1/4残存 器高2.7 口 底部回転箆削り、くの字に屈曲する付高台。体部

皿 1住カマド 径14.0 底径 は外湾して緩やかに開き、そのまま口縁部に至る。

掘り方 8.6 口縁部外面直下に 1 条の凹線が巡る。器面回転な

で調整。施釉は口縁部～体部下半まで。

P- 49 土師器杯 E 区 I 面51 口縁部～底 器商（3.5) ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はやや外傾して短く開き、稜はわずかに突

溝覆土 体部小片 口径（13.1) ®良好 ⑥橙色5 出する。底体部は丸く浅い。口縁部内外面横なで。

稜径(13.0) YR6/8 底体部外面箆削り、内面なで調整。

P- 50 土師器杯 E 区 I 面51 1/3残存 器高3.2 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はやや外反して短く開き、稜はわずかに突

溝覆土 径10.7 稜径 ⑯良好 ⑱明褐色 出し丸い。底体部は丸く浅い。口縁部内外面横な

10.2 7.5YR5/8 で。底体部外面箆削り、内面なで調整。

P- 51 土師器杯 E 区 I 面51 1/4残存 器高 (3.9) ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は短くわずかに内傾し、底体部との境は丸

溝覆土 口径（12.9) ®不良 ®にぶい く屈曲する。底体部は丸く浅い。口縁部内外面横

褐色7.5YR6/3 なで。底体部外面箆削り、内面なで調整。器面摩

滅。

P- 52 瓦 平瓦 E 区 I 面51 一方の小口 厚さ1. 6 ⑯砂粒を多く含む。 表面布目。裏面絡縄文。

溝覆土 を残す小片 ®硬質 ＠灰白色

N7!0 

P- 53 瓦 平瓦 E 区 I 面51 一方の小口 原さ1.5 ⑯黒色鉱物粒を含 表面箆なで、布目痕わずかに残存。裏面絡縄文、

溝覆土 を残す小片 む。 ＠硬質 @ 小口寄り横方向の絡縄文。

灰色N7!0

P- 54 土師器杯 E 区 I 面 1 口縁部～底 器高（3.9) ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は短くわずかに内傾し、底体部との境は緩

溜井覆土 体部小片 口径(12.0) ＠不良 ®にぶい やかに屈曲する。底体部は丸くやや深い。口縁部

黄橙色10YR6/4 内外面横なで。底体部外面箆削り、内面なで調整。

P- 55 瓦 平瓦 E 区 I 面 l 一方の側部 厚さ2.2 ⑯砂粒・小礫を含 表面布目。裏面絡縄文。側部の面取り 1 回。

溜井覆士 を残す小片 む。 ®硬質 ｮ 
赤灰色5R5/1

P- 56 土師質土器 E 区 I 面 3 1/2残存 器高3.1 口 獅少粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外湾して立ち上

皿 河覆土 径10.3 底径 ®良好 ®にぶい り、口縁部はわずかに外反する。器面回転なで調

4.2 橙色5YR7/4 整。内面および口縁部の一部に煤付着。

P- 57 土師器杯 E 区 I 面 3 1/4残存 器高3.1 口 ⑯枡砂粒を含む。 底部右回転糸切り、周縁部なで調整。体部はやや

河覆土 径（1 1.3) ＠良好 ®にぶい 外湾して立ち上り、口縁部はわずかに内反する。

底径 (5.0) 橙色7.5YR6/4 体部外面指押え、内面なで調整。内面煤付着。

P- 58 須恵器 E 区 I 面 3 1/3残存 器高4.4 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部はわずか

高台付椀 河覆土 径 (12.0) ®軟質 ＠灰色N に外湾して立ち上り、口縁部は外反し肥厚する。

底径 (4.8) 610 器面回転なで調整。

P- 59 須恵器杯 E 区 I 面 3 213残存 器高3.8 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外湾して立ち上
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河覆土 径13.6 底径 ®軟質 ®黄灰色 り、口縁部は外反する。器面回転なで調整。ロク

6.6 2.5Y6/l ロ目明瞭。底部内面に「周」の刻書あり。
P- 60 須恵器 E 区 I 面 3 口縁部小片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 口縁部が外反する器形で、内面に墨痕あり。

杯か坑 河覆土 ®軟質®灰色N
4/0 

P - 61 灰釉陶器 E 区 I 面 3 底部小片 法量不明 ⑯密＠硬質＠ 底部右回転糸切りでくの字に屈曲する高台が付く。

河覆土 灰白色N810 底部外面に「会」の墨書あり。
P- 62 灰釉陶器 E 区 I 面 3 体部下端～ 法最不明 ⑯密、白色鉱物粒 底部右回転糸切り無調整、垂直に下る高台が付く。

河覆土 底部小片 を含む。 ®硬質 底部内面に Xこ~の墨書あり。

®灰白色N8/0
P- 63 須恵器 E 区 I 面 3 口縁部～胴 残存高6.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はやや内傾し端部は緩やかなM字状をなす。

羽釜 河覆土 部上半小片 口径 (21. 0) ®軟質 ®灰白色 鍔は断面台形で水平に延びる。器面回転なで調整。

N710 

P- 64 瓦 平瓦 E 区 I 面 3 一方の側部 厚さ2.0~2.5 ⑯砂粒を多く含む。 表面布目。裏面絡縄文。側部の面取り 3 回。

河覆土 を残す小片 ®軟質 ⑥灰白色

7.5Y7/l 

P- 65 瓦 丸瓦 E 区 I 面 3 一方の側部 厚さ1. 4 ⑯砂粒を含む。 表面素文、箆なで。裏面布目。側部の面取り 3 回。

河覆土 と小口を残 ®軟質 ®灰色7.
す小片 5Y6/l 

P- 66 土師器 E 区W面畠 口縁部～胴 残存高9.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は強い段を持って屈曲し、上半は外傾して
S 字状口縁 跡東西畝間 部中位残存 口径1 1. 8 胴 ®普通 ®灰黄褐 開く。胴部は上半に最大径を持つ。胴部外面斜め

台付甕 溝 部最大径14.2 色10YR6/2 方向の刷毛目、肩部に横位の刷毛目。内面なで調

整。
P- 67 土師器甕 E 区W面畠 口縁部～胴 残存高17.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外傾し、頸部はくの字に屈曲する。胴部

跡南北畝間 部中位残存 口径12.0 胴 ®良好 ®にぶい は中位に最大径を持ち、やや偏球形と考えられる。
溝 部最大径23.6 褐色7.5YR6/3 口縁部内外面横なで。胴部外面箆なで、内面なで

調整。胴部内面輪積み痕あり。
P- 68 樽式土器 E 区 v 面20 口縁部小片 法最不明 ⑯砂粒を含む。 口縁部外面に乱れた櫛描波状文が全面に施されて

甕 5住覆土 ®良好 ⑥にぶい いる。内面横位の箆磨き。

橙色10YR7/4

P- 69 樽式土器 E 区 v 面20 口縁部小片 法戴不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外面に櫛描波状文が全面に施されている。

甕 5住覆土 ®良好 ®にぶい 外面刷毛なで。内面箆磨き。

黄橙色10YR7/4 
P- 70 樽式土器 E 区 v 面20 口縁部小片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外反し、乱れた櫛描波状文が全面に施さ

甕 5住覆土 ®不良 ＠にぶい れている。内面箆磨き。

黄橙色10YR7/3
P- 71 樽式土器 E 区 v面20 胴部上半小 法量不明 ⑯砂粒を含む。 外面全面に櫛描波状文が施されている。内面箆磨

甕 5住覆土 片 ®不良 ＠灰黄褐 き。

色10YR5/2

P- 72 樽式土器 E 区 v面20 杯部小片 残存高4.6 ⑯砂粒を多く含む。 杯部は外湾して立ち上り深い。内外面箆磨き後赤
高杯 5住覆土 杯部径 (13.0 ®良好 ®赤色7. 色塗彩。

) 5R4/6 

P- 73 樽式土器 E 区 v面20 杯部小片 残存高4.8 ⑯砂粒を多く含む。 杯部は外傾して立ち上り、口縁部はさらに短く外
高杯 5住覆土 杯部径 (14.2 ®良好 ®にぶい 傾する。外面縦位、内面横位の箆磨き。

) 橙色7.5YR7/3

P- 74 土師器甕 E 区 v面20 口縁部～胴 残存高5.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は短く外傾し、頸部はくの字に屈曲する。
5住覆土 部上半片 口径 (15.3) ®不良 ®にぶい 胴部は緩やかに外湾する。口縁部内外面横なで。

橙色7.5YR7/3 胴部外面箆磨き、内面横なで輪積み痕あり。器面

摩滅。

P- 75 土師器 E 区 v 面20 口縁部小片 法塁不明 ⑯砂粒を含む。 強く外反する口縁部で端部は短く直立し、段は断
有段口縁壺 5住覆土 ®良好 ®赤色7. 面三角形で斜め下方を向く。内外面とも箆磨き後

5R4/8 赤色塗彩。

P- 76 土師器甕 E 区 v面20 口縁部～胴 残存高6.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外傾し端部はやや玉縁状をなし、刻み目
5住覆土 部上半片 口径 (22.4) ®不良 ＠灰白色 が施される。頸部はくの字に強く屈曲する。口縁

10YR8/2 部上半内外面横なで。口縁部下半～胴部内外面刷

毛目。
P- 77 樽式土器 E 区 v面20 杯部下半～ 残存高6.2 ⑯砂粒を含む。 杯部はわずかに外湾して立ち上り、脚部は直線的

高杯 7住覆土 脚部上半片 ®良好 ＠赤色7. に斜め下方へ開く。杯部内外面、脚部外面箆磨き

5R4/8 後赤色塗彩。脚部内面なで。
P- 78 竜見町式土 E 区 v面16 口縁部～胴 残存高11.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は内反ぎみに立ち上り受け口状をなす。頸

器 甕 3住柱穴内 部上半残存 口径13.8 ®不良＠褐灰色 部は緩やかにくびれ、胴部は緩やかな膨みを持つ。
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10YR4/l 口縁部上端刻み目。頸部には 9 条 1 単位右回り等

間隔簾状文、胴部上半には櫛描波状文 l 段と櫛描

連続山形文が施される。口縁部内外面横なで、胴

部内外面箆なで。胴部内面輪積み痕あり。器面や

や摩滅。

P- 79 樽式土器 E 区 v面16 口縁部～胴 残存高8.7 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は緩やかに外傾する。頸部も緩やかにくび

甕 3住柱穴内 部上半残存 口径19.0 ®不良 ®灰褐色 れる。頸部には 6 条 1 単位左回り等間隔簾状文が

7.5YR6/2 施される。器面やや摩滅。

P- 80 樽式土器 E 区 v面11 頸部～胴部 法最不明 ⑯砂粒を多く含む。 頸部には10条 1 単位左回り 2 連止簾状文、胴部上

甕 3坑覆土 上半小片 ®不良 ＠灰褐色 半には櫛描波状文が施される。器面やや磨滅。

7.5YR6/2 

P- 81 土師器 E 区 v面11 口縁部～胴 法最不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は斜め上方に屈曲し端部内面が凹線状をな

S 字状口縁 3坑覆土 部上半小片 ®不良 ®灰褐色 す。胴部上半は大きく外湾する。胴部外面斜め方

台付甕 7.5YR5/2 向の刷毛目、肩部には横位の刷毛目。内面なで調

整。

P- 82 樽式土器 E 区 v面11 頸部～胴部 法麓不明 ⑯砂粒を多く含む。 胴部上半に 3 段の櫛描波状文が施されている。器

甕 3坑覆土 上半小片 ®良好 ®にぶい 面やや摩滅。

橙色7.5YR7/4

P- 83 樽式土器 E 区 v面11 口縁部小片 法凪不明 ⑯砂粒を多く含む。 折り返し口縁で下半は円形に連続押圧され上半に

空·ギ 3坑覆土 ®良好 ＠灰白色 は櫛描波状文が施されている。外面横なで、内面

10YR8/2 箆磨き。

P- 84 樽式土器 E 区 v面11 口縁部～頸 法絨不明 ⑯砂粒を含む。 口縁部下半は緩やかに内湾し上半は内反する。頸

互·=ヒ 3坑覆土 部小片 ®良好 ®灰白色 部に単位不明の右回り等間隔止簾状文が施されて

2.5Y8/2 いる。口縁部上半内外面横なで、下半内外面刷毛

なで。

P- 85 樽式土器 E 区 v面10 脚部片 残存高10.7 ⑯砂粒を含む。 脚部は斜め下方へ直線的に開く。外面赤色塗彩、

高杯 3溝覆土 脚裾部径1 1. 4 ®良好 ®赤色7. 内面刷毛なで。器面やや磨滅。

5R4/6 

P- 86 縄文土器 2 B-68XI 胴部小片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 3 条の縦位沈線・縄文施文部・磨消部からなる体

深鉢 層 ®不良 ⑥褐灰色 部破片。縄文は RL 縦位充填施文。加曽利 EIII 式

10YR6/7 

P- 87 縄文土器 2 B-68XI 脚部小片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 縦位沈線・縄文施文部・磨消部からなる体部下半

深鉢 層上層 ®良好 ＠にぶい の破片。縄文は RL 縦位充填施文。加曽利 Em式

橙色5YR7/4

P- 88 縄文土器 2 B-68XI 口縁部～胴 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部に楕円状区画を配する大型の深鉢。隆帯で

深鉢 層上層 部小片 ®不良 ®にぶい 画され、隆帯脇にはなでを加える。体部は凹線を

黄橙色713 2 条 1 単位で懸垂し磨消部と縄文施文部を画す。

縄文は RL 充填施文。加曽利Em式

P- 89 土製品 2 N -73As 一方の端部 残存長2.8 ⑯砂粒を少絋含む。 長楕円形をなす小型の錘で、長軸に貫通孔がある。

土錘 -B下落ち 欠損 径1. 4 孔径 ®良好 ®にぶい 重さ 5g + 
込み 0.3 褐色7.5YR6/3

P- 90 須恵器蓋 2 N -73As 完形 器裔3.6 口 ⑯砂粒を多く含む。 ポタン状摘みで、天井部中央はやや窪み口縁部に

-B 下落ち 径16.8 摘み ®軟質 ®灰白色 向って緩やかに開く。口縁部はわずかに内湾し端

込み 径4.2 5Y7/l 部は垂直に短く脈み出されている。天井部外面中

央回転糸切り後なで調整、外面回転箆削り。口縁

部内外面、天井部内面回転なで調整。

P- 91 灰釉陶器 F 区 I • II 1/4残存 器高1.9 口 ⑯密 ®良好 ハの字に開く付高台で、体部は緩やかに外湾して

皿 面確認面 径12.8 底径 灰白色N7!0 立ち上り、口縁部は外反し玉縁状をなす。器面回

5.8 転なで調整。施釉は体部上半～口縁部内外面。体

部内面に「住」の墨書あり。

P- 92 瓦 平瓦 F 区 11 面20 一方の小口 厚さ1. 5 ⑯砂粒を含む。 表面布目。裏面平行叩き。側部の面取り 1 回。寄

9住貯蔵穴 と端部を残 ®硬質 ＠灰白色 木造り。

す小片 2.5GY8/l 

P- 93 瓦 平瓦 F 区 Il 面20 小片 厚さ1. 6 ⑯砂粒を含む。 表面布目。裏面絡縄文。

9住貯蔵穴 ®硬質 ®灰白色

7.5Y8/l 

P- 94 瓦 丸瓦 F 区 11 面21 一方の側部 厚さ1. 3 ⑯黒色鉱物粒を含 表面布目。裏面素文、箆なで。側部の面取り 3 回。

0住覆土 を残す小片 む。 訊質®

灰色7.5Y6/l

P- 95 須恵器 F 区 l1 面21 口縁部～体 残存高4.5 ⑯砂粒を含む。 体部は外傾して立ち上り、口縁部はそのまま外傾

杯か坑 1住覆土 部小片 口径(15.0) ®硬質 ®灰白色 する。器面回転なで調整。
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N7!0 

P- 96 土師器甕 F 区 l1 面21 口縁部～胴 残存高14.3 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はやや崩れたコの字口縁で、上端は外傾し

1住覆土 部上半片 口径 (18.2) ®良好 ®にぶい 下半は内湾する。胴部への移行部は緩やかな段を

橙色5YR6/3 持ち、胴部上半は外湾する。口縁部内外面横なで。

胴部外面斜め方向の箆削り、内面横方向の箆なで。
P- 97 土師器杯 F 区 11 面21 1/4残存 器高 (3.0) ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はわずかに内反し、底体部は丸く浅い。ロ

2住掘り方 口径（1 1. 2) ＠良好 ®にぶい 縁部内外面横なで。底体部外面箆削り、内面なで

橙色2.5YR6/3 調整。

P- 98 土師器坪 F 区 1I 面21 口縁部～底 器高 (2.8) ⑯砂粒を含む。 口縁部はわずかに内反し、底体部は浅く丸い。ロ

2住掘り方 体部小片 口径（12 .4) ＠良好 ®にぶい 縁部内外面横なで。底体部外面箆削り、内面なで

橙色7.5YR6/4 調整。

P- 99 土師器甕 F 区 11 面21 口縁部～胴 残存高8.1 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外傾し頸部は丸くくびれ、胴部上半は緩

2住カマド 部上半片 口径 (21. 4) ®良好 ®にぶい やかに外湾する。口縁部内外面横なで。胴部外面

内 橙色5YR7/3 箆削り、内面横なで。口縁部外面輪積み痕あり。
P-100 須恵器坪 F 区 I1 面21 1/2残存 器高3.6 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部はやや外湾して立

3住貯蔵穴 径10 .4 底径 ®軟質 ＠暗灰色 ち上り、口縁部は外反する。器面回転なで調整。

内 5.4 N310 

P-101 須恵器杯 F 区 11 面21 完形 器高3.5 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整。体部は外傾して立ち上

3住中央部 径1 1.2 底径 む。 ®軟質 @ り、口縁部はそのまま外傾し肥原する。器面回転

床面 5.1 灰黄色2.5Y7/2 なで調整。粗雑な作りである。
P-102 須恵器杯 F 区 1I 面21 完形 器高3.4 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整。体部はわずかに外湾し

3住覆土 径1 1.0 底径 ®軟質 ®浅黄色 て立ち上り、口縁部は外反する。器面回転なで調
4.2 2.5YR7/3 整。

P-103 須恵器 F 区 1I 面21 完形 器高5.0 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部はやや外

嵩台付椀 3住貯蔵穴 径12.0 底径 ＠軟質 ®にぶい 湾して立ち上り、口縁部はわずかに外反する。器
内 6.1 黄橙色10YR7/2 面回転なで調整。

P-104 須恵器 F 区 11 面21 213残存 器高3.7 口 ⑯砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台剥離。体部は外

高台付椀 3住覆土 径13.0 底径 ®軟質 ®暗灰色 湾し、口縁部はそのまま外傾する。器面回転なで

6.6 N310 調整。
P-105 須恵器 F 区 1I 面21 1/4残存 器高 (6.4) ⑯砂粒を多く含む。 底部回転糸切り後なで調整、付高台端部欠落。体

高台付椀 3住覆土 口径14.0 底 ®軟質 ⑥灰白色 部は外湾し、口縁部は外反する。器面回転なで調

径 (8.0) 2.5Y8/l 整。
P-106 須恵器 F 区 11 面21 口縁部～胴 残存高8.0 ⑯粗砂粒を多く含 口縁部は内傾し端部は平面をなす。胴部は緩やか

羽釜 3住東壁寄 部上半小片 口径（20.0) む。 ®軟質 ｮ に外湾する。鍔は断面三角形で水平に延びる。器
り覆土 灰黄色2.5Y7/2 面回転なで調整。

P-107 須恵器 F 区 11 面21 口縁部～胴 残存高7.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はわずかに内傾し、端部はややM字状をな
羽釜 3住覆土 部上半小片 口径 (19.0) ®軟質 ®にぶい す。胴部は緩やかに外湾する。鍔は断面三角形で

橙色7.5YR7/3 斜め上方を向く。器面回転なで調整。
P-108 土師器坪 F 区 11 面21 2/3残存 器高4.3 口 ⑯砂粒を含む。 底部は平底で、体部は外傾しそのまま口縁部に至

4住覆土 径1 1. 4 底径 ®良好 ®にぶい る。口縁部内外面、底体部内面横なで。体部外面、

8.1 橙色5YR6/4 底部外面指押え。

P-109 須恵器坪 F 区 11 面21 1/3残存 器高3.9 口 ⑯砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外湾し、口縁部

4住覆土 径 (13.0) ＠軟質 ®灰白色 は外反する。器面回転なで調整。

底径 (5.1) 5Y7/2 

P-110 須恵器 F 区 1I 面21 1/3残存 器高4.0 D ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台剥離。体部は外
高台付塊 4住覆土 径13.3 底径 ®軟質 ®灰白色 傾し、そのまま口縁部に至る。器面回転なで調整。

6.0 5Y7/l 

P - 111 土師器 F 区 1I 面21 2/3残存 器高16.8 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はやや丸みを帯たコの字口縁で、端部直下

台付甕 4住覆土 径12.1 胴部 ®良好 ＠にぶい に 1 条の細い凹線が巡る。胴部は中位に最大径を

最大径14.0 赤褐色2.5YR4/4 持ち、緩やかに外湾する。脚部は強く内湾して開

脚部径8.8 く。口縁部・脚部内外面横なで。胴部外面箆削り、

内面なで。
P-112 土師器甕 F 区 II 面21 口縁部～胴 残存高8.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は丸みを帯たコの字口縁で、端部は玉縁状

4住貯蔵穴 部上半片 口径（20.2) ®良好 ＠にぶい をなす。胴部は外湾する。口縁部内外面横なで。

内 褐色7.5YR6/3 胴部外面箆削り、内面箆なで、輪積み痕あり。
P-113 瓦 平瓦 F 区 l1 面21 一部欠損 長さ 36.0 幅 ⑯砂粒を含む。 表面布目。裏面絡縄文、小口寄り横方向の絡縄文。

4住カマド 24.1~30.0 ＠硬質 ®灰色N 側部の面取り 2 回。

内 厚さ1. 3 610 

P-114 瓦 平瓦 F 区 11 面21 一方の小口 原さ 2.1 ⑯白色鉱物粒を含 表面布目、大部分箆なで。裏面素文、箆なで。側
4住カマド と側部を残 む。 ＠硬質® 部の面取り 2 回。

内 す小片 灰色N5/0

290 



土器・土製品観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

P-115 瓦 平瓦 F 区 11 面21 一方の小口 厚さ1. 6 ⑯砂粒を含む。 表面布目、一部箆なで。裏面素文、箆なで。側部

4住カマド と側部を残 ＠軟質 ®浅黄色 の面取り 1 回。

内 す小片 5Y7/3 

P-116 瓦 平瓦 F 区 11 面21 一方の小口 庫さ2.0 ⑯粗砂粒を含む。 表面布目。裏面絡縄文、小口寄り横方向の絡縄文。

4住カマド と側部を残 ®軟質 ®灰白色 側部の面取り 2 回。

内 す小片 5Y8/2 

P-117 須恵器杯 F 区 1I 面21 1/3残存 器高3.9 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部左回転糸切り無調整。体部は外湾し、口縁部

5住覆土 径 (12.8) ＠軟質 ⑥灰色5 は外反する。器面回転なで調整。

底径（5.8) Y6/l 

P-118 須恵器 F 区 1I 面21 213残存 器高4.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付商台。体部は外傾し、

商台付坑 6住南壁寄 径13.0 底径 ®軟質 ⑥灰色7. 口縁部は外反し肥厚する。器面回転なで調整。

り掘り方 6.6 5Y5/l 

P-119 須恵器 F 区 11 面21 2/3残存 残存高5.9 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台剥離。体部は外

高台付椀 6住南壁寄 口径 (17.2) ＠軟質 ®にぶい 傾し、口縁部はやや外反する。器面回転なで調整。

り床面 底径 (9.1) 黄橙色10YR7/3 ロクロ目明瞭。

P-120 須恵器 F 区 1I 面21 口縁部～胴 残存高13.4 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は内傾し端部は平坦。胴部はやや外湾する。

羽釜 6住北壁寄 部上半小片 口径 (22.3) ®軟質 ®灰白色 鍔は断面台形で斜め上方に屈曲する。

り掘り方 N7/0 

P-121 須恵器 F 区 1I 面21 口縁部～胴 残存高1 1.3 ⑯砂粒を含む。 口縁部は内傾し端部は平坦。胴部はやや外湾する。

羽釜 6住覆土 部上半小片 口径 (21. 0) ⑲軟質 ⑥褐灰色 鍔は断面台形で水平に延びる。器面回転なで調整。

7. 5YR4/l 

P-122 須恵器坪 F 区 1I 面21 1/4残存 器高3.7 口 ⑯砂粒を含む。 底部箆なで調整。体部は内湾し、そのまま口縁部

7住掘り方 径 (12.2) ®硬質 ＠灰白色 に至る。器面回転なで調整。

底径 (8.1) N7!0 

P - 123 須恵器 F 区 11 面21 1/2残存 器高4.8 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部付高台。体部は内湾し、口縁部は外反する。

高台付椀 7住北壁寄 径 (13.5) ®軟質 ®にぶい 器面回転なで調整。ロクロ目明瞭。

り覆土 底径（7.2) 黄橙色10YR7/2

P-124 須恵器坪 F 区 II 面21 2/3残存 器高3.9 口 ⑯砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外傾し、口縁部

9住南壁寄 径13.8 底径 ®軟質 ®灰白色 もそのまま外傾する。器面回転なで調整。

り覆士 6. 7 2.5Y8/2 

P - 125 須恵器坪 F 区 1I 面22 2/3残存 器高3.6 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外傾し、口縁部

1住カマド 径13.0 底径 ®軟質 ®褐灰色 は強く外反し肥厚する。器面回転なで調整。

内 6.0 10YR4/l 

P - 126 須恵器 F 区 1I 面22 213残存 器高4.6 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整。体部は外傾、口縁部も

高台付椀 1住カマド 径13.5 底径 ＠軟質 ®i炎黄色 そのまま外傾する。器面回転なで調整。

内 8.4 5Y8/3 

P-127 灰釉陶器 F 区 II 面22 ほぽ完形 器高4.4 口 ⑯密、砂粒を含む。 底部回転なで調整、付高台は垂直に下る。体部は

坑 1住カマド 径14.3 底径 ＠硬質 ⑥灰白色 外湾し、口縁部は外反し端部は玉縁状をなす。器

内 7. 7 10Y7/l 面回転なで調整。施釉は底部内外を除く部分。釉

は淡緑色。

P-128 瓦 平瓦 F 区 11 面22 一方の小口 原さl.7 ⑯砂粒を含む。 表面布目、一部なで。裏面絡縄文。

1住カマド を残す小片 ®硬質 ®灰白色

内 7.5Y7/l 

P-129 瓦 平瓦 F 区 11 面22 一方の小口 厚さ2.0 ⑯砂粒・小礫を含 表面布目。裏面絡縄文、小口寄り横方向の絡縄文。

l住カマド と側部を残 む。 ®硬質 ｮ 側部の面取り 3 回。

前床面 す小片 灰色N6!0

P-130 須恵器 F 区 1I 面22 1/3残存 器高5.2 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部回転糸切り後なで調整、付高台。体部はやや

高台付坑 2住貯蔵穴 径 (13.0) ＠軟質 ＠灰黄色 外湾し、口縁部は外反し肥庫する。器面回転なで

内 底径6.4 2.5Y7/2 調整。

P - 131 土師器甕 F 区 1I 面22 口縁部～胴 残存高10.7 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はコの字口縁の崩れた形状で、口縁部上半

3住カマド 部上半小片 口径(18.4) ＠良好 ＠にぶい は外傾し、下半は内湾する。胴部は緩やかに外湾

内 橙色5YR6/3 する。口縁部内外面横なで。胴部外面箆削り、内

面箆なで。

P-132 瓦 平瓦 F 区 I1 面22 一方の小口 庫さ1. 8 ⑯砂粒を多く含む。 表面布目。裏面絡縄文、小口寄り横方向の絡縄文。

3住カマド と側部を残 ®硬質 ＠灰白色 側部の面取り 2 回。

掘り方 す小片 10Y7/l 

P-133 須恵器杯 F 区 11 面22 2/3残存 器高3.8 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整。体部は外傾し、口縁部

4住貯蔵穴 径13.8 底径 む。 ®軟質 ｮ もそのまま外傾し肥厚する。器面回転なで調整。
内 6.5 灰色N5/0 ロクロ目明瞭。

P-134 須恵器坪 F 区 11 面22 ほぼ完形 器高3.4 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、体部は外傾し、口縁部

3住貯蔵穴 径13.3 底径 ＠硬質 ®灰白色 もそのまま外傾する。器面回転なで調整。ロクロ
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内 9.2 2.5Y7/l 目明瞭。

P-135 須恵器杯 F 区 1I 面22 2/3残存 器高3.6 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整。体部はわずかに外湾し、

4住貯蔵穴 径13.4 底径 む。 ®軟質 ｮ 口縁部は肥厚する。器面回転なで調整。ロクロ目
内 7.0 灰色7.5Y5/l 明瞭。

P-136 須恵器杯 F 区 II 面22 2/3残存 器高3.7 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整。体部はわずかに外湾し、

3住貯蔵穴 径13.3 底径 ®軟質®灰色7. 口縁部はそのまま外傾する。器面回転なで調整。

内 6.4 5Y6/l 

P-137 須恵器 F 区 II 面22 1/2残存 器高4.2 口 ⑯砂粒・小礫を含 底部右回転糸切り無調整、付高台剥離。体部は外

高台付坑 3住貯蔵穴 径15.3 底径 む。 ＠軟質® 傾し、口縁部もそのまま外傾する。器面回転なで

内 (7.6) 灰色N6!0 調整。

P-138 須恵器 F 区 11 面22 完形 器高4.7 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整、付裔台。体部はやや外

高台付塊 3住貯蔵穴 径14.6 底径 む。 ®軟質 ｮ 湾し、口縁部は外反する。器面回転なで調整。
内 7.2 灰色N6!0

P - 139 土師器甕 F 区 1I 面22 口縁部～胴 残存裔5.8 ⑯細砂粒を多く含 口縁部はやや崩れたコの字口縁で、上半は外傾し

4住カマド 部上半小片 口径 (10.3) む。 ®良好 ⑥ 下半はやや内傾する。口縁部内外面横なで。胴部
内 にぶい橙色7.5YR 外面箆削り、内面箆なで。

7/4 

P-140 士師器杯 F 区 I1 面22 1/4残存 器高2.9 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はやや外反し、底体部は丸く浅い。口縁部

5住掘り方 径 (1 1. 8) ®良好 ＠にぶい 内外面横なで。底体部外面箆削り、内面なで調整。

橙色7.5YR6/4

P-141 瓦 平瓦 F 区 II 面22 一方の小口 厚さ1. 5 ⑯粗砂粒を含む。 表面布目。裏面絡縄文、小口寄り横方向の絡縄文。

7住掘り方 と側部を残 ®硬質®灰色N 側部の面取り 2 回。

す小片 610 

P-142 須恵器杯 F 区 l1 面22 1/2残存 器高4.5 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整。体部は外湾し、口縁部

8住南壁寄 径12.0 底径 む。 ®軟質 @ は外反する。器面回転なで調整。粗雑な作りであ

り床面 6.5 灰色N6/0 る。

P-143 須恵器 F 区 11 面22 完形 残存高4.9 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台剥離。体部は外

高台付椀 8住貯蔵穴 口径14.3 底 ＠軟質 ＠灰白色 傾し、口縁部は外反する。器面回転なで調整。

内 径7.2 N710 

P-144 須恵器 F 区 1I 面22 1/2残存 器高3.6 口 ⑯砂粒・小礫を含 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は大きく

高台付皿 8住覆土 径 (12.3) む。 ®軟質 @ 外傾し、口縁部もそのまま開く。器面回転なで調

底径 (7.0) 灰白色N710 整。

P-145 須恵器 F 区 II 面22 2/3残存 器高4.0 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は大きく

高台付皿 8住カマド 径12.6 底径 ®軟質 ®にぶい 外傾し、口縁部もそのまま開く。器面回転なで調

内 6.4 黄橙色10YR7/2 整。焼き歪みを生じている。

P-146 須恵器 F 区 l1 面22 ほぽ完形 器高5.8 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外湾し

高台付椀 8住貯蔵穴 径15.3 底径 む。 ®軟質 ｮ 深く、口縁部はわずかに外反する。器面回転なで
内 8.4 灰色N6!0 調整。

P-147 瓦 平瓦 F 区 II 面22 一方の小口 厚さ 2.4 ⑯粗、粗砂粒を含 表面布目。裏面絡縄文、小口寄り横方向の絡縄文。

8住カマド と側部を残 む。 ®軟質 ｮ 側部の面取り 2 回。

前床面 す 暗灰色N3/0

P-148 須恵器杯 F 区 11 面22 1/2残存 器高4.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部回転糸切り後なで調整。体部は外傾し、口縁

9住覆土 径14.0 底径 ®軟質 ®灰色7. 部はわずかに外反する。器面回転なで調整。

8.0 5Y6/l 

P-149 須恵器 F 区 l1 面22 213残存 器高4.9 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り後なで調整、付高台。体部は外

高台付椀 9住貯蔵穴 径14.2 底径 ®軟質 ＠にぶい 湾し、口縁部は外反する。器面回転なで調整。器

内 6.9 橙色5YR7/3 面摩滅。

P-150 須恵器杯 F 区 1I 面23 2/3残存 器高3.4 口 ⑯黒色鉱物粒を含 底部右回転糸切り無調整。体部は外湾し、口縁部

1住覆土 径 (13.2) む。 ®硬質® は外反する。器面回転なで調整。

底径6.6 灰白色N7!0

P-151 須恵器杯 F 区 l1 面23 1/2残存 器高3.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り無調整。体部はやや外湾し、ロ

l住南壁寄 径13.6 底径 ®軟質 ®灰色N 縁部は外傾する。器面回転なで調整。

り覆土 7.0 4/0 

P-152 須恵器杯 F 区 11 面23 1/2残存 器高3.4 口 ⑯砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整。体部はやや外湾し、ロ

1住覆土 径13.2 底径 ®軟質 ®灰白色 縁部は外傾する。器面回転なで調整。

6. 7 7.5Y8/l 

P-153 須恵器杯 F 区 11 面23 2/3残存 器高3.7 口 ⑯粗砂粒を多く含 底部右回転糸切り無調整。体部は外傾し、口縁部

1住覆土 径13.2 底径 む。 ®軟質 ｮ はそのまま開く。器面回転なで調整。ロクロ目明
7.2 灰色N4/0 瞭。

P-154 須恵器杯 F 区 11 面23 2/3残存 器高5.8 口 ⑯砂粒・小礫を含 底部回転糸切り後なで調整。体部は外傾し深く、

1住覆土 径15.4 底径 む。 ®軟質® 口縁部はそのまま開く。器面回転なで調整。体部
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5.4 灰白色N7!0 下端箆削り。

P-155 須恵器杯 F 区 11 面23 2/3残存 器高5.1 口 ⑯粗砂粒を含む。 底部右回転糸切り無調整、付高台。体部は外湾し、

1住覆土 径13.7 底径 ＠軟質 ®にぶい 口縁部は外反する。器面回転なで調整。

6.1 黄橙色10YR7/4

P-156 土師器杯 F 区 1I 面23 ほぽ完形 器高2.3 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部は平底で、体部～口縁部は外傾する。口縁部

1住南壁寄 径1 1.6 底径 ®良好 ＠にぶい 内外面横なで。体部外面箆なで、内面なで。底部

り床面 8.5 橙色7.5YR7/4 外面箆削り、内面なで。

P - 157 土師器坪 F 区 11 面23 1/2残存 器高3.1 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部は平底で、体部～口縁部は外傾する。口縁部

1住覆土 径12.0 底径 ®良好 ＠にぶい 内外面横なで。体部外面箆なで、内面なで。底部

8.5 橙色7.5YR7/4 外面箆削り、内面なで。

P-158 土師器杯 F 区1]面23 1/3残存 器高 (4.8) ⑯砂粒を多く含む。 底部はわずかに外湾する平底で、体部～口縁部は

1住覆土 口径（13.4) ＠良好 ®にぶい 外傾する。口縁部内外面横なで。体部外面箆削り、

底径（9.3) 橙色5YR7/4 内面なで。底部外面箆削り、内面なで。

P-159 須恵器 F 区 I1 面23 2/3残存 器高6.6 口 ⑯砂粒を多く含む。 底部右回転糸切り後なで調整。高台はやや高くハ

高台付椀 9住西壁寄 径14.6 底径 ®軟質 ＠にぶい の字に開く。体部はわずかに外湾し、口縁部は外

り床面 8.0 褐色7.5YR6/3 反し肥原する。器面回転なで調整。

P-160 土師器甕 F 区 v面24 口縁部～胴 残存高11. 4 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は短く外傾し、頸部はくの字に屈曲する。

3住覆土 部上半片 口径 (18.4) ®不良 ®にぶい 胴部は強く外湾する。口縁部内外面横なで。胴部

黄橙色10YR6/4 内外面箆なで、内面輪積み痕あり。

P-161 土師器甕 F 区 v面24 口縁部～胴 残存高7.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は短く外傾し、頸部はくの字に屈曲する。

3住覆土 部上半小片 口径 (16.0) ®良好 ®にぶい 胴部は外湾する。口縁部内外面横なで。胴部内外

黄橙色10YR7/2 面箆なで。

P-162 土師器甕 F 区 v面24 口縁部～胴 残存高3.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は短く外傾し、頸部はくの字に屈曲する。

3住覆土 部上半小片 口径(15.4) ＠不良 ®にぶい 口縁部内外面横なで、一部刷毛なで。胴部内外面

黄橙色10YR7/2 箆なで。

P-163 土師器 F 区 v面24 脚部片 残存高5.4 ⑯砂粒を多く含む。 脚基部はわずかに内湾して開き、裾部はやや外湾

台付甕 3住覆土 脚部径8.8 ®不良 ＠浅赤橙 する。外面刷毛目、内面輪積み痕あり。器面は火

色2.5YR7/4 受けて荒れている。

P-164 土師器壺 F 区 v面24 胴部上半小 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 櫛状工具による直線文が施されている。外面箆磨

（パレス文 3住覆土 片 ®良好 ®浅黄橙 き、内面箆なで。

) 色7.5YR8/4

P-165 土師器 F 区 v面24 杯部口縁小 法量不明 ⑯砂粒を含む。 内面に直線文と連弧文が施されている。器面やや

高杯（パレ 3住覆土 片 ＠良好 ®橙色5 磨滅。

ス文） YR7/8 

P-166 土製品 F 区 v 面24 頭部片 残存長2.6 ⑯砂粒を多く含む。 指押えによる粗雑な作りで、頭部に径0.4X0.9の

勾玉 3住覆土 径1. 3X l. 4 ®不良 ®にぶい 楕円形の孔を持つ。

重さ 4 g + 黄橙色6/4

P-167 樽式土器 F 区 v面23 口縁部～頸 残存高10.5 ®砂粒を多く含む。 口縁部は外傾し長い。口縁部は無文で、頸部に右

宰一 4 • 244住覆 部片 口径 (19.1) ®不良 ®明褐灰 回り等間隔止簾状文が施されている。口縁部内外

土 色7.5YR7/l 面刷毛なで。

P-168 樽式土器 F 区 v面23 口縁部小片 法最不明 ⑯砂粒を多く含む。 折り返し口縁で貼付文が付く。折り返し口縁部に

g 一 4 • 244住覆 ®不良 ®にぶい 櫛描波状文が施されている。器面磨滅。

土 橙色7.5YR7/3

P-169 樽式土器 F 区 v面23 口縁部小片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 折り返し口縁でやや外反する。折り返し口縁部か

甕 4 • 244住覆 ＠不良 ＠にぶい ら外面全体に櫛描波状文が施されている。内面箆

土 橙色7.5YR7/3 磨き。

P-170 樽式土器 F 区 v面23 口縁部小片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 折り返し口縁で上下両端に刻み目が施されている。
空·ギ 4 • 244住覆 ®良好 ＠暗灰色 内外面箆磨き。

土 N3/0 

P-171 樽式土器 F 区 v面23 口縁部小片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 多段口縁で刻み目が施されている。
亜ギ 4 • 244住覆 ®良好 ®にぶい

土 橙色7.5YR7/4

P-172 樽式土器 F 区 v 面23 頸部～胴部 法羹不明 ⑯砂粒を多く含む。 頸部に 10条 1 単位の右回り等間隔止簾状文が施さ

甕 4 • 244住覆 上半小片 ®不良 ＠灰黄褐 れ、胴部上半には櫛描波状文が施されている。内

土 色10YR5/2 面箆磨き。

P-173 赤井戸式土 F 区 v面23 胴部小片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 RL縄文が横位に施されている。

器 甕 4 • 244住覆 ®良好 ＠黒色10

土 YR2/l 

P-174 赤井戸式土 F 区 v面23 胴部小片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 RL縄文が横位に施されている。

器 甕 4 • 244住覆 ®不良 ＠黄灰色

土 2.5Y6/l 
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P-175 赤井戸式土 F 区 v 面23 胴部小片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 RL 縄文が横位に施されている。

器 甕 4 • 244住覆 ＠不良 ＠黄灰色

土 2.5 Y 4/1 

P-176 土製品 F 区 v面23 1/2残存 径 (5.0) ⑯砂粒を多く含む。 断面は長方形でなで仕上げされている。

紡錘車 4 • 244住覆 厚さ1. 5 重 ＠良好 ＠にぶい

土 さ 20 g + 黄橙色10YR7/3

P - 177 樽式土器 F 区 v面24 口縁部～頸 残存高10.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部上半は外湾し下半は外傾する。頸部は緩や
宰ギ 5住覆土 部片 口径 (24.0) ®良好 ⑥橙色7. かにくびれる。口縁部上端に櫛描波状文を 1 条施

5YR6/6 し、頸部に 10条 1 単位の右回り 2 連止簾状文を 2

段に施す。内外面箆磨き。

P-178 樽式土器 F 区 v 面24 頸部～胴部 法拡不明 ⑯砂粒を多く含む。 頸部が緩やかにくびれる器形で、頸部に 7 条 1 単

甕 5住覆土 上半片 ®良好 ®浅黄橙 位の右回り等間隔止簾状文を施し、胴部上半に櫛

色7.5YR8/4 描波状文を施す。器面摩滅。

P-179 樽式土器 F 区 v面24 ほぽ完形 器高10.6 杯 ⑯砂粒を多く含む。 杯部は外傾して急角度で開き、口縁部は水平に延

高杯 6住柱穴内 部径12.4 脚 ®不良 ＠にぶい びる。脚部はわずかに内湾して短く開く。器面内

部径6.6 黄橙色10YR7/2 外面箆磨き。杯部内面わずかに赤色塗彩痕あり。

P-180 樽式土器 F 区 v面25 口縁部～胴 残存高5.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外傾し、頸部は緩やかに内湾する。胴部

甕 1住覆土 部上半片 口径1 1.5 ＠不良 ＠にぶい 外湾。頸部に 8 条 1 単位の右回り 2 連止簾状文を

褐色7.5YR6/3 施し、口縁部と胴部上半に櫛描波状文を施す。内

面箆磨き。

P - 181 樽式土器 F 区 v面25 口縁部～胴 残存高7.4 ⑯砂粒を多く含む。 折り返し口縁で口縁部は緩やかに外反し、頸部は

甕 1住覆土 部上半片 口径15.2 ®不良 ＠褐色7. 緩やかに内湾する。櫛描波状文を折り返し口縁部

5YR4/3 と口縁部に 3 段、胴部上半に施す。頸部に 8 条 1

単位の右回り 2 • 3 連止簾状文を施す。内面箆磨

き。

p-182 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部片 法誠不明 ⑯砂粒を多く含む。 2 段の折り返し口縁で、外反して開く器形と考え

宰一 1住覆土 ®良好 ®橙色2. られる。折り返し口縁部には刻み目が施される。

5YR7/6 内外面箆磨き。

P-183 樽式土器 F 区 v 面25 脚部片 残存高9.8 ⑯砂粒を多く含む。 直線的に開くやや長い脚部で、裾端部は平坦。内

高杯 1住覆土 脚部径8.3 ®不良 ®にぶい 面箆磨き、内面箆なで。脚部外面の一部に赤色塗

褐色7.5YR6/3 彩痕あり。

P-184 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部片 法鼠不明 ⑯砂粒を含む。 折り返し口縁で、折り返し口縁部と口縁部に櫛描

甕 1住覆土 ®不良 ®にぶい 波状文を施す。内面箆磨き。

橙色7.5YR6/4

P - 185 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部片 法最不明 ⑯砂粒を含む。 折り返し口縁で、折り返し口縁部と口縁部に櫛描

甕 1住覆土 ＠不良 ＠にぶい 波状文を施す。器面やや摩滅。

赤褐色5YR5/4

P-186 樽式土器 F 区 v面25 口縁部～頸 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 単口縁で、口縁部に櫛描波状文を頸部に簾状文を

甕 1住覆土 部小片 ®不良 ®にぶい 施す。内面箆磨き。

黄褐色10YR4/3

P - 187 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部～胴 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外傾して開きボタン状貼付文が付く。頸

台付甕 1住覆土 部上半片 ®不良 ⑥にぶい 部はやや強く内湾し、胴部は大きく外湾する。ロ

褐色7.5YR6/3 縁部と胴部上半に櫛描波状文を施し、頸部に 9~

10条 1 単位の右回り 2 連止簾状文を施す。内面箆

磨き。

P ~ 188 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部～胴 残存高39.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部はやや外傾して開き端部は内反する。頸部

2住覆土 部残存 口径23.0 胴 ＠不良 ®灰褐色 は緩やかに内湾し、胴部は緩やかに外湾し長胴形

部最大径28.l 7. 5YR6/2 をなす。口縁部は無文で、頸部に10条 1 単位の右

回り 2 連止簾状文を 2 段に配す。胴部上半には櫛

描波状文を 4 段施す。器面内外面箆なで。

P - 189 樽式土器 F 区 v面25 胴部中位～ 残存高14.4 ⑯砂粒を多く含む。 胴部上半で最大径を持つ器形と考えられ、上半で

台付甕 2住覆土 脚基部残存 胴部最大径（ ⑮不良 ⑥暗赤褐 強く屈曲して外湾し、下半は脚基部に向って直線

22.6) 色2.5YR3/3 的に内傾する。胴部最大部に刺突されたボタン状

貼付文があり、上半に櫛描波状文を施す。器面内

外面箆なで。

P-190 樽式土器 F 区 v面25 口縁部下半 法量不明 ⑯砂粒を含む。 緩やかにくびれる頸部で、 10条 1 単位の右回り等

甕 2住覆土 ～胴部上半 ＠不良 ＠灰黄褐 間隔止簾状文を施す。口縁部と胴部上半には櫛描

片 色10YR4/2 波状文を施す。内面箆なで。

P-191 樽式土器 F 区 v面25 口縁部下半 法最不明 ⑯砂粒を含む。 緩やかにくびれる頸部で、 9 条 l 単位の右回り 2

甕 2住獲土 ～胴部上半 ⑱不良 ＠にぶい 連止簾状文を施す。口縁部下半無文。胴部上半櫛

片 褐色7.5YR6/3 描波状文。口縁部外面刷毛なで。内面箆なで。
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P-192 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部下半 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は緩やかにくびれ、胴部は外湾する。口縁部

甕 6住覆土 ～胴部上半 ®不良 ＠にぶい 下半は無文。頸部に 9 条 1 単位の右回り等間隔止

片 黄橙色10YR7/3 簾状文を施し、胴部上半に櫛描波状文を施す。内

外面箆なで。

P - 193 樽式土器 F 区 v面25 胴部上半片 法凪不明 ⑯砂粒を多く含む。 3 段の櫛描波状文を施す。器面内外面箆なで。

甕 4住覆土 ®良好 ＠にぶい

橙色7.5YR6/4 

P - 194 土師器甕 F 区 v面25 口縁部片 残存高2.9 ⑯砂粒を多く含む。 外傾して開く器形で端部は平坦。内外面とも刷毛

4住覆土 口径 (17.7) ®良好 ®にぶい なで。

赤褐色2.5YR5/4

P-195 土師器 F 区 v 面25 胴部片 法最不明 ⑯砂粒を多く含む。 外面斜め方向の刷毛目、内面刷毛目、なで調整。

s 字状口縁 4住覆土 ®不良

台付甕

P - 196 土師器 F 区 v面25 脚部片 残存高4.4 ⑯砂粒を多く含む。 直線的にハの字に短く開く。外面脚基部に刷毛目。

台付甕 4住覆土 脚部径 (9.6 ＠良好 ®にぶい 内面刷毛なで、指押え。

) 橙色7.5YR7/3

P-197 樽式土器 F 区 v 面25 胴部上半片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 上半は櫛描波状文。下半は沈線を 1 条巡らし直下

互一 6住覆土 ®良好 ®灰白色 に鋸歯文を配し、内部に箆状工具による斜格子文

5Y8/2 を施す。外面刷毛なで後箆磨き、内面刷毛なで。

P-198 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部下半 残存高13.8 ⑯砂粒を含む。 頸部は緩やかにくびれ、胴部は外湾する。口縁部

甕 6住覆土 ～胴部中位 胴部最大径（ ®不良 ®浅黄色 下半と胴部上半に櫛描波状文を施し、頸部に 9 条

片 25.6) 2. 5YR7 /3 1 単位の左回り等間隔止簾状文を 2 段に施す。器

面摩滅。

P-199 樽式土器 F 区 v 面25 頸部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 頸部に箆状工具の沈線による T字文。外面刷毛な

空ギ 6住覆土 ®不良 ＠灰白色 で。

2.5Y8/2 

P-200 竜見町式土 F 区 v面25 頸部～胴部 残存高25.5 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は大きく内湾し細く、胴部は中位からやや下

器 空一 7住覆土 片 胴部最大径（ ®良好 ®淡黄色 半に最大径を持つ器形と考えられ、強く外湾する。

27.2) 5Y8/3 頸部に平行沈線、胴部中位上半に 3 条の平行沈線

を施し、胴部最大径にかけて縄文 LR施文後、沈

線による 1 条の山形文と重連弧文を施す。外面縦

位の箆磨き、内面器面剥落。

P-201 竜見町式土 F 区 v面25 口縁部～胴 法誠不明 ⑯砂粒を含む。 口縁部が外反する器形で、端部に縄文を施す。胴

器 甕 7住覆土 部上半片 ®不良 ®にぶい 部上半に縦位の羽状文。口縁部内外面なで。胴部

黄橙色10YR6/3 外面刷毛なで、内面箆磨き。

P-202 竜見町式土 F 区 v面25 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 LR縄文を施文後、沈線による重連弧文を施す。

器 宮• 7住覆土 ®不良 ®にぶい 器面摩滅。

黄橙色10YR6/3

P-203 竜見町式土 F 区 v 面25 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 上半に平行沈線が巡り、下半は LR縄文施文後、

器 一宮 7住覆土 ®不良 ＠灰黄褐 沈線による山形文と重連弧文を施す。器面やや摩

色10YR5/2 滅。

P-204 竜見町式土 F 区 v 面25 ほぽ完形 器高16.6 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外反し頸部は緩やかに内湾する。胴部は

器 甕 7住炉内 径14.4 底径 ®良好 ®にぶい 緩やかに外湾し上半に最大径を持つ。口縁部～胴

6.1 黄橙色10YR7/3 部上半櫛描波状文。器面摩滅。外面縦方向、内面

横方向の箆磨き。

P-205 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部上半はわずかに内反する。全面に櫛描波状

甕 7住覆土 ®不良 ®灰褐色 文を施す。器面磨滅。

5YR6/2 

P-206 樽式土器 F 区 v面25 頸部～胴部 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 頸部に右回り 2 連止簾状文、直下に櫛描波状文を

甕 7住覆土 上半片 ®良好 ®にぶい 施す。器面やや摩滅。

橙色5YR7/4

P-207 樽式土器 F 区 v面25 頸部～胴部 法量不明 ⑯砂粒を含む。 頸部に右回り等間隔止簾状文、直下に櫛描波状文

甕 7住覆土 上半片 ®良好 ⑥灰白色 を 1 条施す。

7. 5YR8/l 

P-208 樽式土器 F 区 v面25 口縁部片 法塁不明 ⑯砂粒を多く含む。 外反して開き、端部に刻み目。

宰一 7住覆土 ®不良 ®灰色5

Y 4/1 

P-209 土師器壺 F 区 v面24 口縁部～胴 残存高7.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部下半は垂直に延び、上半は外傾して大きく

8住柱穴内 部上半残存 口径19.8 頸 ®良好 ＠橙色5 開き垂下する稜を持つ。頸部には刻み目を持つ凸

部径10.0 YR6/6 帯が巡る。胴部上半は斜め下方に開く。口縁部外

面刷毛目、内面横なで。胴部外面刷毛なで後箆な
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遺物観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

で、内面指なで。

P-210 樽式土器 F 区 v 面25 頸部～底部 残存高22.8 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は内湾し、胴部は上半に最大径を持ち緩やか

甕 8住覆土 残存 胴部最大径20 ®良好 ⑥灰黄褐 に外湾する。頸部無文。胴部上半櫛描波状文。内

.3 底径7.5 色10YR6/2 外面斜め方向の刷毛なで。

P-211 樽式土器 F 区 v 面25 口縁部～胴 残存高7.7 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外反し頸部は内湾、胴部は緩やかに外湾

甕 8住覆土 部上半片 口径(10.8) ＠不良 ＠にぶい する。口縁部無文。頸部は 6 条 1 単位の右回り等

黄橙色10YR7/3 間隔止簾状文。胴部上半櫛描波状文。内面箆磨き。

P-212 樽式土器 F 区 v面25 口頸部片 法量不明 ®砂粒を多く含む。 端部欠損。外面全面に櫛描波状文。内面箆磨き。

甕 8住覆土 ®良好 ®にぶい

黄橙色10YR7/3

P-213 樽式土器 F 区 v面26 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 外面全面に櫛描波状文。器面摩滅。

甕 0住覆土 ®不良 ⑥にぶい

橙色7.5YR6/4

P-214 土師器 F 区 v 面26 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 外面刷毛目。内面なで。

s 字状口縁 0住覆土 ®不良 ®にぶい

台付甕 黄橙色10YR7/2

P-215 樽式土器 F 区 v面26 ほぽ完形 器高32.8 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は外反し頸部は内湾、胴部は中位に最大径

甕 1住南壁寄 径16.8 胴部 ®良好 ®灰黄褐 を持ち緩やかに外湾する。口縁部と胴部上半に櫛

り床面 最大径24.2 色10YR6/2 描波状文。頸部に 8 条 1 単位の右回り等間隔止簾

底径8.8 状文を施す。外面縦方向の箆磨き、内面横方向の

箆磨き。

P-216 樽式土器 F 区 v 面26 口縁部～胴 残存高7.5 ⑯粗砂粒を多く含 口縁部は外傾して開き、頸部はくの字に屈曲する。

甕 1住覆土 部上半片 口径（12.9) む。 ＠不良 ｮ 口縁部は無文で 2 段の輪積み痕が明瞭に走る。頸

にぶい黄色2.5Y 部には 7 条以上 1 単位の右回り等間隔止簾状文。

6/3 胴部上半は櫛描波状文。器面磨滅。

P-217 土師器 F 区 v面26 口縁部片 残存高4.3 叡少粒を含む。 やや内反して立ち上る。外面刷毛なで後箆なで。

ひさご壺 1住覆土 口径 (7.4) ®良好 ＠にぶい 内面横なで。

黄橙色10YR7/3

P-218 樽式土器 F 区 v 面26 杯部～脚基 残存高6.8 ⑯砂粒を含む。 杯部は内湾して開く。脚基部は細い。杯部内外面、

高杯 1住覆土 部残存 坪部径13.8 ⑱良好 ®赤色10 脚基部外面箆磨き後赤色塗彩。

R5/8 

P-219 樽式土器 F区面26 頸部～胴部 法最不明 ⑯砂粒を含む。 頸部右回り 2 連止簾状文。胴部上半櫛描波状文。

甕 2住覆土 上半片 ®良好 ⑥にぶい 内面横方向の箆磨き。

黄褐色10YR5/3

P-220 樽式土器 F 区 v面26 頸部～胴部 法最不明 ⑯砂粒を多く含む。 頸部右回り等間隔止簾状文。胴部上半櫛描波状文。

甕 2住覆土 上半片 ®不良 ⑥灰黄褐 器面摩滅。

色10YR6/2

P - 221 土製品 F 区 v面26 頭部片 残存長3.0 ⑯砂粒を多く含む。 指押えなで仕上げの粗雑な作りで、頭部に0.4XO.

勾王 2住覆土 径1. 5 重さ 7 ®不良 ®灰白色 6の楕円形の孔を持つ。

g+ 2.5Y8/l 

P-222 縄文土器 E 区 v面 2 突起部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 円環状突起である。おそらく、波状口縁頂部に付

深鉢 河上層 ®良好 ＠明赤褐 されるものと思われる。円盤状の粘土板を 2 枚合

色5YR5/8 せ、中位の孔は貫孔し、突起周縁を短沈線・三叉

文で飾る。中期中葉末焼町類型（焼町土器）か。

P-223 縄文土器 E 区 v面 2 口縁部一体 法蘊不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部楕円状区画。口唇部は強く外反する。区画

深鉢 -2 河中層 部上半片 ®不良 ®灰黄色 上位は隆帯で下位は凹線によって区画される。体

2.5Y6/2 部は縦位条線が施される。区画内縄文は RL 充填

施文。加曽利 Em式

P-224 縄文土器 E 区 v面 2 体部片 法羞不明 ⑯砂粒を多く含む。 数条の縦位沈線と縄文施文部からなる体部破片。

深鉢 河上層 ®良好 ®淡黄色 沈線文は弧状になる傾向も見せる。 RL細縄文を

2.5Y8/3 縦位に充位に充填施文する。堀之内 I 式

P-225 縄文土器 E 区 v 面 2 口縁部一体 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 内湾する口縁部で内稜の在り方からおそらく波状

深鉢 -2 河中層 部上半片 ＠不良 ⑥褐灰色 口縁を呈するものと思われる。口唇部に刺突文が

10YR4/l 連続し直下に沈線が沿う。体部上半に沈線による

逆U字状モティーフが配される。横位沈線下は R

L横位・縦位施文による矢羽状構成が見られる。

U字状区画内は磨消部となる。加曽利 EN式

P-226 縄文土器 E 区 v面 2 口縁部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は内屈し、沈線が沿う。以下輻広の無文部

深鉢 -2 河下層 ＠不良＠灰オリ を設ける。堀之内 1 式か。

ープ色5Y5/2

P-227 縄文土器 E 区 v面 2 口縁部片 法最不明 ⑯砂粒を多く含む。 器面摩滅する。口縁部に沿う 2 条の沈線と垂下沈
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土器・土製品観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

深鉢 -2 河下層 ＠不良 ®暗灰黄 線が収束する。縄文は RL 縦位施文。堀之内 2 式

色2.5Y5/2 か。

P-228 縄文土器 E 区 v面 2 口縁部片 法最不明 ⑯砂粒を多く含む。 波状口縁部破片。瘤状貼付文を中核に二叉状印刻、

深鉢 -1 河中層 ®不良 ®にぶい 沈線が施される。無節 1 を施文する。安行 3 a 式

黄橙色10YR7/3

P-229 縄文土器 E 区 v面 2 突起部片 法温不明 ⑯砂粒を多く含む。 中空の円柱状突起。円孔を 3 箇所に設け凹線が口

深鉢 -2 河下層 ®不良 ®黄灰色 縁部に沿う。地文の縄文は RL 斜位施文。時期不

2.5Y5/l 明。加曽利 Em式であろうか。

P-230 土師器 E 区 v面 2 器受部残存 残存高2.0 ⑯細砂粒を含む。 器受部は短く弱い外反を持ち外傾する。内面、丁

器台 -1 河中層 口径8.6 ®良好 ®橙色 寧な磨き。外面、外反部は横なで、稜下部は外方

への箆磨き。

P-231 土師器 E 区 v面 2 器受部破片 残存高1. 5 ⑯細砂粒を含む。 器受部外面に稜をもつ。内面、磨き。外面、磨き。

器台 -1 河中層 ®良好 ®橙色

P-232 土師器 E 区 v面 2 器受部残存 残存高3.5 ⑯砂粒を含む。 器受部弱く外反するが端部は内傾する。内面、ロ

器台 -1 河中層 口径10.0 ®良好 ®橙色 縁部横なで、器受部なで、中心孔の周辺箆による

調整痕。外面、口縁部横なで、器受部箆状工具に

より縦方向の粗いなで。

P-233 土師器 E 区 v面 2 器受部残存 残存高4.0 ⑯砂粒を多く含む。 器受部弱く外反し、端部は内傾する。内面、口縁

器台 -1 河中層 口径9.8 ®良好 ＠浅黄橙 部横なで、下部なで、外面、口縁部横なで、下部

色 箆状工具による粗いなで、屈曲部には箆状工具に

よる調整痕。

P-234 土師器 E 区 v 面 2 脚部残存 残存高5.2 ⑯細砂粒を含む。 脚部ハの字状に開き、中段に貼り付け部をもち、

器台 （高 -1 河中層 ®良好 ®淡黄色 箆状工具により刻みが入る。刻み部の下は欠損し

杯？） ているが孔が 2 ヶ所確認され、 3 孔を穿つものと

考えられる。内面、なで、箆状工具によるなで、

箆痕残る。外面、縦方向の箆磨き。

P-235 土師器 E 区 v面 2 器受部2/3 残存高5.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部弱く外反し外傾する。端部は面をもつ。脚

器台 - 1 河中層 残存 口径8.7 ®良好 ®明赤褐 部の孔は 3 孔が確認された。内面、箆磨き。外面、

色 刷毛状工具後、磨き、脚部縦方向の箆磨き。

P-236 土師器 E 区 v面 2 脚部1/2欠 残存高6.4 ⑯細砂粒を含む。 器受部弱く内湾し外傾する。脚はハの字状に開く。

器台 -1 河中層 損 口径7.2 ®良好 ®明赤褐 内面、器受部箆磨き、中心孔箆状工具による調整

色 痕、脚部箆なで、箆痕残る。外面、箆磨き。

P-237 土師器 E 区 v面 2 器受部1/3 器高7.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 器受部外傾し端部はつまみ上げたように屈曲する。

器台 - 1 河中層 欠損 径7.0 底径 ®良好 ®灰褐色 端部は面をもたない。脚は端部で内湾する。脚径

8. 7 は器受部径より開く。脚部に 4 孔。内面、器受部

摩滅するが磨き、脚部刷毛目。外面、磨き。

P-238 土師器 E 区 v面 2 脚部213残 残存高8.2 ⑯細砂粒を含む。 脚はやや外湾ぎみに開く。 3 孔。内面、刷毛目後

器台 -1 河中層 存 底径10.2 ®良好 ®にぶい なで。外面、上部箆磨き、下部刷毛調整後なで、

橙色 箆なで。

P-239 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高7.0 ⑯砂粒を多く含む。 脚ハの字状に開く。孔は 2 段で計 6 孔。内面、刷

器台 -1 河中層 底径12.0 ®良好 ⑥褐灰色 毛目。外面、刷毛・箆調整後箆磨き。

P-240 土師器 E 区 v面 2 1/3残存 器裔9.3 口 ⑯砂粒を多く含む。 器受部強く外傾し、口縁端部つまみあげ上方を向

器台 河上層 径8.2 底径 ®良好 ®にぶい く。脚部はハの字に開き口径より広がる。脚部の

11.1 橙色 孔は 3 孔。内面、器受部剥落部広いがなで、脚部

なで。外面、器受部なで。脚部なで後箆磨き。

P-241 土師器 E 区 v面 2 1/2残存 器裔8.9 口 ⑯砂粒を多く含む。 器受部直線状に外傾し、端部に平坦面をもつ。脚

器台 河上層 径9 .4 底径 ®良好 ®にぶい はハの字状に開く。脚部孔は 3 孔、中心孔はやや

10.0 赤褐色 狭い。内面、箆磨き、脚部なで、箆なで。外面、

器受部・脚部磨き、脚裾部横なで。

P-242 土師器 E 区 v面 2 脚部1/2欠 器高8.3 口 ⑯細砂粒を含む。 器受部外傾し、脚部弱く外湾ぎみに開く。底径が

器台 -1 河中層 損 径8.7 底径 ®良好 ®にぶい 口径より広い。脚部孔は 4 孔。内面、器受部なで、

5.6 中心孔 橙色 脚部なで、裾部は横なで。外面、器受部箆状工具

径1. 3 によるなで、脚部磨き、裾部は横なで。

P-243 土師器 E 区 v面 2 1/2残存 器高8.6 口 ⑯細砂粒を含む。 器受部弱く内湾しながら外傾し、端部上方に弱く

器台 -1 河中層 径10.2 底径 ®良好 ＠浅黄橙 屈曲する。脚部は弱く外反しながら開く。径はロ

13. 9 中心孔 色 径より広い。脚部孔は 3 孔。内面、器受部箆磨き、

径1. 3 脚部箆磨き。外面、器受部・脚部箆磨き。

P-244 土師器 E 区 v面 2 器受部一部 残存高6.4 ⑯細砂粒を多く含 器受部大きく開き外傾する。端部は幅広く平坦面

器台 -1 河中層 脚下半部欠 口径14.0 中 む。 ®良好 ｮ をもつ。脚下半部は欠損するが広く開くものと思
損 心孔径1. 3 明褐灰色 われる。脚部孔は 1 孔が断面で確認された。内面、

器受部箆磨き、脚部なで。外面、器受部箆磨き。
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端部横なで、脚部なで。

P-245 土師器 E 区 v 面 2 杯部破片 残存高1. 8 ⑯細砂粒を含む。 杯下部に稜をもつ。内面杯底部に円形の凹面をも

高坪 - l 河中層 ＠良好 ＠赤褐色 つ。内外面ともに箆磨き。

P-246 土師器 E 区 v面 2 脚部破片 残存高2.5 ⑯細砂粒を含む。 裾の大きく開く小型高杯と思われる。内面、横な

高杯 -1 河中層 底径18.2 ®良好 ®橙色 で。外面、箆磨き。

P-247 土師器 E 区 v面 2 脚部破片 残存高3.2 ⑯細砂粒を含む。 裾の大きく開く小型高杯と思われる。断面で 1 孔

高杯 - 1 河中層 底径18.0 ®良好 ®赤褐色 確認。内面、横なで。外面、箆磨き。

P-248 土師器 E 区 v面 2 脚部破片 残存高3.0 ⑯細砂粒を多く含 裾の大きく開く小型高杯と思われる。残存部に 3

高杯 - 1 河中層 底径24.2 む。 ®良好 ⑥ 孔確認。端部に斜めに面をもつ。内面、脚部箆な

にぶい黄橙色 で、箆痕、裾部横なで。外面、箆磨き。

P-249 土師器 E 区 v 面 2 脚部残存 残存高4.6 ⑯細砂粒を含む。 脚裾部で外反ぎみに開く。内面、箆なで、なで、

高坪 -1 河中層 底径8.2 ®良好 ®にぶい 裾部横なで。外面、全面縦方向の箆磨き、磨き最

橙色 上位に 1 条の工具による弱い凹線巡る。

P-250 土師器 E 区 v 面 2 杯下部脚上 残存高5.6 ⑯細砂粒を多く含 杯下部に明瞭な稜をもち外傾して立ち上る。内面、

高杯 - 1 河中層 部残存 む。 ＠良好 @ 坪部なで、脚部なで。外面、杯部なで、脚部箆磨

褐灰色 き。

P - 251 土師器 E 区 v面 2 杯部1/2残 残存高4.6 ⑯砂粒を含む。 杯下部に弱い稜をもつ。内面、箆磨き。外面、な

尚杯 - 1 河中層 存 口径10.4 ＠良好 ®褐灰色 で。

P-252 土師器 E 区 v面 2 杯下部脚上 残存高7.1 ⑯砂粒を多く含む。 杯下部に稜をもつ。杯内面底部は平坦面をもつ、

高杯 河上層 部残存 ＠良好 ⑥浅黄橙 脚部孔 3 孔。内面杯部箆磨き、脚部箆なで。外面、

色 杯部箆磨き。

P-253 土師器 E 区 v面 2 杯部残存 残存高6.5 ⑯細砂粒を多く含 杯下部に稜をもつ。孔は断面に 3 孔。器面はかな

高杯 -1 河中層 口径8.8 む。 ®良好 @ りあれている。内面、坪部なで、箆磨き、脚部な

明褐灰色 で。外面、杯部なで、脚部箆磨き。

P-254 土師器 E 区 v 面 2 杯下部脚上 残存高6.5 ⑯砂粒を含む。 杯下部に稜をもつ。脚部断面に 4 孔確認。内面底

高杯 - 1 河中層 部残存 ®良好 ⑥にぶい 面に円形のくぽみがある。内面、杯部丁寧ななで、

橙色 脚部箆なで。外面、坪部箆磨き、脚部箆磨き。

P-255 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高8.0 ⑯細砂粒を多く含 脚やや外反ぎみに開く。脚部に 2 段 6 孔。内面、

高杯 - 1 河中層 む。 ＠良好 ｮ 箆なで。外面、箆磨き。
にぶい黄橙色

P-256 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高8.0 ⑯砂粒を多く含む。 脚ほぽハの字状に開く。脚部 3 孔。内面、箆なで、

高杯 - 1 河中層 底径10.8 ⑱良好 ®にぶい なで、裾部横なで。外面、箆なで後箆磨き。

黄橙色

P-257 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高5.4 ⑯細砂粒を多く含 脚部外反ぎみに開く。脚部に 3 孔。内面、箆なで、

高杯 - 1 河中層 底径12.4 む。 ®良好 ｮ 坪部との接合指頭痕。外面、箆なで後、箆磨き。
にぶい橙色

P-258 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高7.3 ⑯細砂粒を含む。 脚部中段から下内湾ぎみに開く。脚部 2 段で 6 孔。

器台 河上層 底径13.1 ®良好 ®橙色 内面、箆なで。外面、箆磨き、箆なで。

P-259 土師器 E 区 v面 2 2/3残存 器高8.3 口 ⑯砂粒を含む。 器受部、脚部ハの字状に開く。底径が口径より広

器台 - 1 河中層 径8.4 底径 ＠良好 ®明褐色 い。脚部孔 7 孔。内面、器受部箆磨き、脚部箆な

12.0 で、裾部横なで。外面、器受部箆なで、箆調整、

脚部箆磨き、裾部横なで。

P-260 土師器 E 区 v 面 2 1/2残存 残存高8.8 ⑯砂粒を含む。 杯部内湾ぎみに立ち上る。脚部中段より下は外反

高坪 - 1 河中層 口径11.5 ＠良好 ®橙色 ぎみに開くと思われる。脚部孔 3 孔。内外面箆磨

き。

P-261 土師器 E 区 v面 2 坪部1/3残 残存高8.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部弱く内湾する。杯下部に稜をもつ。脚は広

高杯 -1 河中層 存 口径8.2 ®良好 ®にぶい く開くと考えられる。脚部の孔は断面で 2 孔確認

黄橙色 されたがその配置から 4 孔が想定される。内面、

杯部粗い箆磨き、脚部なで。外面、箆なで、なで

状の磨き、脚部箆磨き。

P-262 土師器 E 区 v 面 2 脚部4/5残 残存商9.3 ⑯砂粒を含む。 脚部下段から内湾ぎみに開く。杯部底面はほぽ平

高均 -1 河中層 存 底径12.3 ＠良好 ®灰褐色 担面をなし、円形のくぽみの痕跡。内面、杯部箆

磨き、脚部箆なで、裾部横なで。外面、脚部箆な

で後箆磨き。

P-263 土師器 E 区 v 面 2 杯部1/3残 残存高6.4 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部弱く内湾する。下部に弱く稜をもつ。内外

高杯 河上層 存 口径15.0 ＠良好 ⑥明橙色 面ともに摩滅著しい。内面底部に円形状のくぽみ

がある。内外面箆調整後磨き。

P-264 土師器 E 区 v 面 2 胸部4/5残 残存高6.4 ⑯細砂粒を含む。 脚部裾に向かい弱く外反しながら開く。 3 孔。外

高杯 - 1 河中層 存 底径17.0 ®良好 ⑥にぶい 面、箆調整後磨き。内面、上部は指頭痕状調整、

褐色 裾部箆なで。

P-265 土師器 E 区 v面 2 脚部3/5残 残存高9.6 ⑯細砂粒を含む。 脚部裾に向かい弱く外反しながら開く。孔は上下
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高杯 -1 河中層 存 底径17.2 ＠良好 ＠暗赤褐 2 段に並び 6 孔。外面、箆調整後磨き。内面、箆

色 調整。

P-266 土師器 E 区 v面 2 1/3残存 残存裔11.0 ⑯細砂粒を含み密。 口縁部弱く内湾ぎみに立ち上り、杯下部に明瞭な

高杯 -1 河中層 口径19.4 ＠良好 ＠浅黄橙 稜をもつ。脚部には 3 孔、下半欠損。外面、磨き、

色 口縁部には山形文、直線文、列点文。内面、杯部

磨き、脚部箆調整、杯内面底部に円形のくぽみあ

り。

P-267 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.7 ⑯細砂粒を含む。 口縁部稜をなす。外面、上段横なで、下段刷毛調

（二重口縁 -1 河中層 口径17.0 ®良好 ®淡橙色 整後磨き。内面、上段磨き、下段刷毛調整後磨き。

) 
P-268 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.3 ⑯小石を含む。 二重口縁部上段厚く下方へ下る。外面、箆調整。

（二重口縁 -1 河中層 口径10.0 ®良好 ®にぶい 内面、箆調整後磨き。

) 橙色

P-269 土師器壺 E 区 v面 2 頸部全周 残存高5.9 ⑯砂粒を含む。 頸部上位に向かい、やや径が広がる二重口縁。外

（二重口縁 - 1 河中層 ®良好 ®にぶい 面、箆調整後磨き。内面、箆調整後磨き。

) 橙色

P-270 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部1/2 残存商2.9 ⑯砂粒を含む。 外方へ開く二重口縁。上段部横なで、下段部箆調

（二重口縁 -1 河中層 残存 口径13.0 ＠良好 ®にぶい 整後なで。内面、箆調整後磨き。

) 橙色

P-271 土師器壺 E 区v面 2 口縁部1/2 残存高6.8 ⑯砂粒を含む。 口縁部外反する。外面、口縁部箆調整後磨き、頸

（二重口縁 - 1 河中層 残存 口径22.2 ＠良好 ®浅黄色 部刷毛調整後磨き。内面、箆調整後磨き。

) 
P-272 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部ほぼ 残存高8.5 ⑯砂粒を含む。 口縁部外反する。外面、箆調整後なで。内面、箆

（二重口縁 - 1 河中層 残存 口径22.2 ®良好 ®淡赤橙 調整後なで、磨き。

) 色

P-273 土師器 E 区 v面 2 口縁部残存 残存高5.9 ⑯細砂粒を含む。 口縁部内湾する。口縁端部内面に凹線状にくぽむ。

ひさご壺 -1 河中層 口径8.0 ®良好 ®赤灰色 外面、なで、口縁部櫛歯状工具による山形文、列

点文が直線文の間に施される。内面、箆なで。

P-274 土師器 E 区 v面 2 314残存 残存高9.8 ⑯細砂粒を含む。 口縁部弱く内湾する。口縁端部内面に面取り状に

ひさご壺 -1 河中層 口径8.6 ®良好 ⑥にぶい 内傾する。頸部に凸帯巡る。外面、箆調整後磨き、

橙色 なで。内面、箆調整、箆なで。

P-275 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高8.0 ⑯細砂粒を多く含 口縁部折り返し外傾する。頸部凸帯状に巡る。外

-1 河中層 口径17.4 む。 ＠良好 ｮ 面、箆調整後なで、磨き。内面、箆調整後磨き。
明褐灰色

P-276 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部全周 残存高4.8 ⑯砂粒を含む。 口縁上半外反する。外面口縁上半横なで、頸部箆

- 1 河中層 口径15.0 ®良好 ＠にぶい 調整、口縁下半は粗い調整。内面、箆調整後磨き、

黄橙色 頸部箆調整。

P-277 土師器壺 E 区 v 面 2 口縁部全周 残存高6.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部折り返し部大部分欠落。外面、箆調整後な

-1 河中層 口径17.2 ®良好 ＠にぶい で、磨き。内面、箆調整後なで、磨き。

橙色

P-278 土師器壺 E 区 v 面 2 口縁部全周 残存高6.3 ⑯細砂粒を多く含 口縁部はぽ直線的に外傾する。内外面ともに箆調

-1 河中層 口径14.0 む。 ®良好 ｮ 整後磨き。
にぶい橙色

P-279 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部1/2 残存高5.5 ⑯砂粒を含む。 口縁上半部弱く外反する。外面、口縁上半部横な

-1 河中層 残存 口径16.0 ®良好 ®明褐灰 で、下半部刷毛目。内面刷毛目。

色

P-280 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部全周 残存高5.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部弱く外反する。内外面ともに粗い箆調整後、

-1 河中層 口径12.4 ®良好 ®灰褐色 なで、磨き。

P-282 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高1 1. 0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部弱く外反し、端部内側へ屈曲する。頸部に

-1 河中層 部2/3残存 口径14.0 ＠良好 ®明赤褐 貼付痕が凸部を作る。外面、口縁部箆調整後磨き、

色 胴部箆調整後磨き、貼付部は縦に箆により調整。

内面、口縁部～頸部箆調整後磨き、胴部箆なで。

P-284 土師器壺 E 区 v面 2 ほぼ完形 器高1 1. 4 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部短く外反する。外面、口縁部箆後なで、胴

-1 河中層 径6.5 底径 ®良好 ＠にぶい 部箆調整後、磨き。内面、口縁部～頸部磨き、胴

4.8 胴部最 橙色 部箆なで。

大径12.0

P-285 土師器壺 E 区 v面 2 胴部3/4残 残存高15.2 ⑯砂粒を含む。 最大径下半部にある。外面、箆後磨き。内面、底

-1 河中層 存 底径4.6 胴 ®良好 ＠にぶい 部刷毛、上胴部箆なで。

部最大径16.0 橙色

P-286 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.0 ⑯細砂粒を多く含 頸部強く屈曲する。外面、口縁部横なで、箆なで。

-1 河下層 口径16.0 む。 ®良好 ｮ 内面、箆なで。
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にぶい黄橙色

P-287 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.2 ⑯砂粒を含む。 頸部緩やかに外傾し、口縁部外反する。外面、な

-1 河中層 口径17.0 ®良好 ®灰褐色 で、刷毛目。内面、なで。

P-288 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.5 ⑯細砂粒を含む。 頸部くの字状に外傾する。外面、刷毛後なで。内

-1 河中層 口径16.0 面、刷毛目。

P-289 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.0 ⑯砂粒を含む。 頸部くの字状に外傾する。口縁端部凹面をもつ。

-1 河中層 口径16.0 ＠良好 ⑥明赤灰 外面、なで、刷毛目。内面、口縁部なで、頸部刷

色 毛目。

P-290 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.7 ⑯細砂粒を含む。 頸部くの字状を呈す。外面、口縁部なで、刷毛目。

-1 河中層 口径15.0 ＠良好 ®淡赤橙 内面、口縁部刷毛後箆なで、頸部なで。

色

P-291 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.1 ⑯砂粒を含む。 頸部くの字を呈す。外面、口縁部横なで、胴部刷

- 1 河中層 口径13.l ＠良好 ＠褐灰色 毛目。内面、箆なで。

P-292 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.2 ⑯砂粒を含む。 頸部くの字を呈す。口縁端部平坦面をもつ。外面、

-1 河中層 口径18.8 ＠良好 ®にぶい 口縁部箆なで、胴部刷毛目。内面、口縁部刷毛目、

橙色 胴部箆なで。

P-293 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.5 ⑯細砂粒を含む。 頸部くの字を呈し、口縁部外反する。外面、口縁

-1 河中層 口径18.8 ＠良好 ®褐灰色 部横なで、胴部刷毛目。内面、口縁部磨き状の箆

調整、内面なで。

P-294 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存尚4.0 ⑯砂粒を含む。 口縁端部内面薄く肥厚する。外面、口縁部横なで、

（畿内） -1 河中層 口径14.0 ®良好 ®灰褐色 胴部叩き。内面、口縁部刷毛後横なで、胴部削り。

P-295 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高6.6 ⑯砂粒を含む。 頸部くの字を呈す。外面、口縁部刷毛後横なで、

-1 河中層 口径14,。 毬良好 ＠にぶい 頸部・胴部刷毛目。内面、口縁部横なで、頸部・

橙色 胴部刷毛後なで。

P-296 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高6.0 ⑯砂粒を多く含む。 頸部緩やかに外反する。外面、口縁部刷毛後なで、

- 1 河中層 口径18.5 ®良好 ®淡赤橙 胴部刷毛目。内面、口縁部横なで、胴部箆なで。

色

P-297 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存尚6.9 ⑯砂粒を含む。 頸部くの字に外傾する。外面、口縁部刷毛後横な

- 1 河中層 口径17.8 ®良好 ⑥にぶい で、胴部刷毛目、部分的になで。内面、口縁部外

橙色 面と同ーと思われるエ具の弱いなで状、胴部箆削

り。

P-298 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.5 ⑯細砂粒を含む。 口縁端部上方へつまみ上げたように延びる。外面、

-1 河中層 口径14.0 ＠良好 ®浅黄橙 口縁端部付近横なで、口縁下部磨き、端部刷毛目。

色 内面、磨き。

P-299 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.9 ⑯砂粒を含む。 頸部緩やかに外反する。外面、口縁上部横なで、

河上層 口径19.0 ®良好 ®灰褐色 下半部箆なで。内面、箆なで。

P-300 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.3 ⑯砂粒を含む。 口縁部直線状に外傾する。外面、刷毛後なで、胴

河中層 口径18.6 ®良好 ®にぶい 部刷毛後なで、頸部箆先により稜をもつ。内面、

橙色 口縁部刷毛目、胴部箆なで。

P-302 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高15.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外傾する。最大径下胴部にある。外面、

-1 河中層 部破片 口径21. 0 胴 ®良好 ®灰褐色 口縁部横なで、胴部箆なで。内面、口縁部横なで、

部最大径22.8 胴部箆なで。

P-303 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存商7.7 ⑯砂粒を含む。 口縁部短く外傾する。外面、口縁部横なで、胴部

-1 河中層 口径19.4 ®良好 ＠橙色 刷毛目。内面、口縁部横なで、胴部刷毛目。

P-304 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高9.1 ⑯砂粒を多く含む。 頸部くの字を呈す。外面、口縁部箆なで後横なで、

河上層 部1/3残存 口径16.0 胴 ＠良好 ®にぶい 胴部粗い箆なで。内面、口縁部横なで、胴部箆な

部最大径17.0 橙色 で。

P-305 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部1/3 残存高4.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁緩やかに外反する。外面、刷毛目、口縁端部

-1 河中層 残存 口径22.0 ®良好 ＠にぶい 刻み。内面、刷毛目。

黄橙色

P-306 土師器壺 E 区 v面 2 ほぼ完形 器高12.0 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く弱く外反する。外面、口縁部横なで、胴

-1 河中層 径10.6 底径 ®良好 ®にぶい 部磨き。内面、口縁部横なで、胴部なで。

4.4 胴部最 黄橙色

大径16.1

P-307 土師器壺 E 区 v面 2 2/3残存 器高21. 5 口 ⑯砂粒を含む。 口縁部直線状に立ち上る。外面、口縁部横なで、

-1 河中層 径16.2 底径 ＠良好 ®灰褐色 胴部箆なで後磨き。内面、口縁部横なで、上胴部

5.2 胴部最 なで、下胴部刷毛目。

大径23.2

P-308 土師器甕 E 区 v面 2 213残存 器高17.8 口 ⑯砂粒を含む。 口縁部直線状に外傾する。外面、口縁部磨き、胴

- 1 河中層 径18.0 底径 ＠良好 ®にぶい 部箆調整後磨き。内面、口縁部なで、胴部箆なで。

7.0 胴部最 橙色
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大径19.6

P-309 土師器甕 E 区 v面 2 213残存 残存高24.8 ⑯砂粒を含む。 口縁部短く弱く内湾して外傾する。外面、口縁部

-1 河中層 底部欠落 口径22.0 胴 ®良好 ®褐灰色 刷毛目後横なで、胴部刷毛目。内面、口縁部横な

部最大径27.6 で、胴部箆なで。

P-310 土師器甕 E 区 v面 2 1/4残存 残存高15.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部直線状に外傾し、頸部くの字を呈す。外面、

-1 河中層 口径21. 4 ＠良好 ＠淡橙色 口縁部上半横なで、下半刷毛目、胴部刷毛目。内

面口縁部横なで、胴部刷毛目、箆なで。

P-311 土師器甕 E 区 v面 2 脚部残存 残存高4.8 ⑯砂粒を多く含む。 外面、刷毛目後箆なで、裾部横なで。内面、箆な

（脚） -1 河中層 底径7.7 ®良好 ＠黄橙色 で、裾部横なで。

P-312 土師器甕 E 区 v面 2 脚部残存 残存高5.6 ⑯砂粒を多く含む。 外面、下胴部刷毛目、脚部なで。内面、胴底部刷

（脚） - 1 河中層 底径8.0 ＠良好 ⑥褐灰色 毛目、脚部刷毛目、なで。

P-313 土師器甕 E 区 v面 2 脚部残存 残存高5.5 ⑯砂粒を多く含む。 外面、刷毛目。内面、箆なで。

（脚） -1 河中層 底径10.0 ⑱良好 ⑥褐灰色

P-314 土師器甕 E 区 v面 2 脚部残存 残存高5.9 ⑯砂粒を含む。 外面、刷毛目。内面、なで。

（脚） -1 河中層 底径9.5 ®良好 ⑥灰白色

P-315 土師器 E 区 v 面 2 ほぼ完形 器高7.0 口 ⑯細砂粒を含む。 口縁短く外側へ屈曲する。外面、口縁部横なで、

小型土器 -1 河中層 径8.9 底径 ＠良好 ＠橙色 体部刷毛目。内面、口縁部横なで、体部なで。

2. 7 

P-316 土師器 E 区 v 面 2 完形 器高7.3 口 ⑯細砂粒を含む。 口縁部短く外側へ屈曲する。外面、口縁部横なで、

小型士器 -1 河中層 径9.9 底径 ＠良好 ®灰褐色 体部刷毛後磨き。内面、口縁部横なで、体部刷毛

5.2 胴部最 後磨き。

大径9.5

P-317 土師器 E 区 v面 2 2/3残存 器高8.2 口 ⑯砂粒を含む。 口縁部内面に弱い稜をもち上方外側へ開く。外面、

小型土器 -1 河中層 径13.0 底径 ®良好 ®にぶい 口縁部横なで、体部刷毛目。内面、なで、磨き。

3.5 褐色

P-318 土師器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高8.8 ⑯砂粒を多く含む。 頸部くの字を呈し、口縁部直線状に外傾する。外

小型甕 -1 河中層 下部破片 口径1 1.7 ®良好 ®i炎橙色 面、口縁部横なで、胴部箆調整、なで。内面、ロ

縁部横なで、胴部箆なで。

P-319 土師器 E 区 v面 2 完形 器高9.5 口 ⑯砂粒を含む。 口縁部内湾して上方へ立ち上る。外面、口縁部横

小型甕 -1 河中層 径1 1. 0 底径 ＠良好 ＠黒褐色 なで、胴部箆なで。内面、口縁部横なで、胴部箆

4.2 胴部最 なで。

大径1 1. 1

P-320 土師器 E 区 v 面 2 2/3残存 器高10.7 口 ⑯砂粒を含む。 口縁部くの字に外傾する。外面、口縁部横なで、

小型甕 -1 河中層 径12.6 底径 ®良好 ®にぶい 胴部刷毛目。内面、口縁部横なで、胴部刷毛目。

3.0 橙色

P-321 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.2 ⑯細砂粒を含む。 口縁部受け口を呈す。外面、口縁部上段横なで、

（受け口） -1 河中層 口径18.0 ®良好 ＠にぶい 下段部に刷毛目後横刷毛。内面、口縁部横なで、

橙色 頸部刷毛。

P-322 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.7 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部上段外反した直立ぎみ、口縁部内外面横な

S 字状口縁 -1 河中層 口径17.6 ®良好 ®灰黄褐 で、胴部外面刷毛目。内面、なで。

台付甕 色

P-323 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.7 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部上段短くやや外傾する。外面、口縁部横な

S 字状口縁 - 1 河中層 口径13.1 ⑯良好 ®浅黄橙 で、胴部刷毛目後横刷毛、屈曲部箆状工具により

台付甕 色 凹線状に調整。内面、口縁部段の境に箆状による

凹線状の調整痕、なで。

P-324 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.1 ⑯砂粒を多く含む。 外面稜部に刷毛工具による刺突 3 ヶ所、上段短く

s 字状口縁 -1 河中層 口径15.6 ＠良好 ®黒褐色 外傾する。内外面横なで。

台付甕

P-325 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高1. 8 ⑯砂粒を多く含む。 上段外傾する。口縁部内外面横なで。外面、胴部
s 字状口縁 -1 河中層 口径15.4 ＠良好 ®灰褐色 刷毛目。

台付甕

P-326 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.8 ⑯砂粒を多く含む。 上段部短く直立ぎみ。外面、口縁部横なで、胴部

S 字状口縁 -1 河中層 口径10.0 ®良好 ®にぶい 刷毛 H後横方向の弱い刷毛目。内面、口縁部横な

台付甕 橙色 で、頸部刷毛目、胴部なで。

P-327 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高2.5 ⑯砂粒を多く含む。 上段外傾する。外面、口縁部横なで、胴部刷毛目。

s 字状口縁 - 1 河中層 口径12.0 ®良好 ®淡橙色 内面、口縁部横なで、頸部刷毛目、胴部なで。

台付甕

P-328 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存裔3.0 ⑯砂粒を多く含む。 外面、口縁部横なで、胴部刷毛目。内面、口縁部

s 字状口縁 -1 河中層 ®良好 ＠浅黄橙 横なで、頸部刷毛目、胴部なで。

台付甕 色

P-329 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.1 ⑯砂粒を多く含む。 上段部長く外傾する。外面、口縁部横なで。胴部
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s字状口縁 -1 河中層 口径14.8 ®良好 ®褐灰色 刷毛後横刷毛。内面、なで。

台付甕

P-330 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.9 ⑯砂粒を多く含む。 上段短く屈曲する。外面、口縁部横なで、胴部箆

s 字状口縁 - 1 河中層 口径18.0 ®良好 ®にぶい なで。内面、なで。

台付甕 橙色

P-331 士師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。外面、横なで、胴部刷毛目、内

S 字状口縁 -1 河中層 口径17.5 ®良好 ®にぶい 面、なで。

台付甕 橙色

P-332 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部受け口状 s 字を明確に呈さない。外面、ロ

S 字状口縁 -1 河中層 口径12.0 ＠良好 ＠にぶい 縁部横なで、胴部刷毛後不連続な横刷毛。内面、

台付甕 黄橙色 口縁部横なで、胴部なで。肩部の横線は刷毛では

ない。

P-333 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部受け口状 s 字を明確に呈さない。外面、ロ

S 字状口縁 -1 河中層 口径1 1.0 ®良好 ＠灰褐色 縁部横なで、胴部刷毛目、頸部上位になで状の弱

台付甕 い横刷毛。内面、口縁部横なで、内面なで、指な

で。

P-334 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高4.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部上段長く立ち上る。外面、口縁部横なで、

S 字状口縁 -1 河中層 口径16.6 ＠良好 ＠灰褐色 胴部なで。

台付甕

P-335 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存商5.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 - 1 河中層 口径20.0 ®良好 ®褐灰色 後数条の横刷毛。内面、口縁部横なで、胴部なで。

台付甕

P-336 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存裔3.1 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部内面強い稜をもつ。外面、口縁部横なで、

S 字状口縁 -1 河中層 口径15.4 ®良好 ®灰褐色 胴部刷毛目。内面、口縁部横なで、胴部なで。

台付甕

P-337 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高6.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部先端外傾する。外面、口縁部横なで、胴部

S 字状口縁 -1 河中層 口径15.0 ®良好 ⑥黒褐色 刷毛後横刷毛。内面、口縁部横なで、先端外傾部

台付甕 内側に凹面をもつ、胴部なで。

P-338 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高3.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁上段部屈曲する。外面、口縁部横なで、胴部

S 字状口縁 -1 河中層 口径14.0 ®良好 ®にぶい 刷毛目。内面、口縁部横なで、先端部凹面をもつ、

台付甕 橙色 胴部なで、指なで。

P-339 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高2.3 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 - 1 河中層 口径14.0 ®良好 ⑨明褐灰 目。内面、口縁部横なで、胴部箆なで。

台付甕 色

P-340 士師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 -1 河中層 口径16.2 ®良好 ®にぶい 後、不連続な横刷毛。内面、口縁部横なで、胴部

台付甕 橙色 指なで、なで。

P-341 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 - 1 河中層 口径16.6 ®良好 ®にぶい 後、 2 ヶ所に横刷毛、上部に箆先状に横方向にな

台付甕 橙色 で、内面、口縁部横なで、指頭痕。

P-342 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高7.1 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、口縁下部

S 字状口縁 - 1 河中層 口径17.1 ®良好 ＠にぶい 箆先痕、胴部刷毛目、斜方向刷毛目、 4 ヶ所に施

台付甕 黄橙色 す。内面、口縁部横なで、胴部なで、指頭痕。

P-343 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存尚2.7 ⑯砂粒を多く含む。 口縁端部肥厚する。外面、口縁部横なで、胴部刷

S 字状口縁 -1 河中層 口径17.0 ®良好 ®にぶい 毛目。内面、口縁部横なで、頸部わずかに刷毛目。

台付甕 橙色

P-344 土師器 E 区 v 面 2 脚部残存 残存高5.9 ⑯砂粒を多く含む。 外面、刷毛後なで。内面、甕底部に米の箆先痕、

s 字状口縁 河上層 底径9.5 ＠良好 ®黒褐色 脚部指なで調整。裾部折り返し。

台付甕

P-345 土師器 E 区 v面 2 脚部1/3残 残存高6.5 ⑯砂粒を多く含む。 外面、刷毛後なで調整。内面、甕底部刷毛目、エ

s 字状口縁 - 1 河中層 存 底径9.5 ®良好 ＠にぶい 具止め痕、脚部指なで、指頭痕、裾部折り返し。

台付甕 橙色

P-346 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高6.7 ⑯砂粒を多く含む。 外面、刷毛後なで調整。内面、箆なで、指頭痕、

s 字状口縁 -1 河中層 底径9.6 ®良好 ®にぶい 裾部折り返し。

台付甕 橙色

P-347 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高6.9 ⑯砂粒を多く含む。 外面、甕底部刷毛目、脚部刷毛後なで調整。内面、

s 字状口縁 -1 河中層 底径8.8 ®良好 ⑥褐灰色 甕底部箆痕多数、脚部箆なで、裾部折り返し。

台付甕

P-348 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高9.4 ⑯砂粒を多く含む。 外面、甕底部刷毛目、脚部刷毛後なで調整、裾部

s 字状口縁 - 1 河中層 底径9.5 ®良好 ®灰黄色 横なで。内面甕底部刷毛目、箆なで、箆先痕、脚

台付甕 部箆なで。
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P-349 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高7.5 ⑯砂粒を多く含む。 外面、甕底部刷毛目、脚部刷毛後なで調整。内面、

s 字状口縁 -1 河中層 底径9.2 ®良好 ＠灰黄色 甕底部箆先痕多数、脚部箆なで、指頭痕。

台付甕

P-350 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高8.2 ⑯砂粒を多く含む。 外面、甕底部刷毛目、脚部刷毛後なで調整。内面、

s 字状口縁 -1 河中層 底径10.2 ＠良好 ＠灰褐色 甕底部箆なで、脚部箆なで、裾部折り返し。

台付甕

P-351 土師器 E 区 v面 2 口縁部一部 器高4.7 口 ⑯細砂粒を含む。 外面、箆調整後磨き。内面、箆なで後磨き。

小型土器 -1 河中層 欠損 径8.0 底径 ＠良好 ®にぶい

3.5 黄橙色

P-353 土師器小 E 区 v面 2 1/3残存 残存高3.6 ⑯細砂粒を含む。 底部円形で凹面状。内外面磨き。

型柑型土器 -1 河中層 底径1. 8 ®良好 ⑥橙色

P-354 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高5.8 ⑯細砂粒を含む。 口縁だれた 5 の字状を呈す。外面、口縁部なで、

小型土器 -1 河中層 口径12.3 ®良好 ＠赤橙色 磨き状箆なで、体部箆なで。内面、口縁部なで、

体部箆なで、なで。

P-355 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高4.2 ⑯細砂粒を含む。 口縁部内湾ぎみに立ち上る。外面、口縁部疑凹線

小型壺 -1 河中層 口径8.6 ®良好 ＠にぶい 巡る。口縁端部付近に櫛状工具による刺突文、肩

橙色 部に箆先と思える針格子状の凹線文。内面、口縁

部磨き、胴部箆なで。

P-356 土師器甕 E 区 v面 2 底部破片 残存高3.8 ⑯砂粒を含む。 底部尖りぎみで凹面をもつ、内外面刷毛目。

-1 河中層 底径2.0 ®良好 ®にぶい

黄橙色

P-357 土師器 E 区 v面 2 脚部破片 法量不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き、山形文、直線文、刺突文。内面、箆

高杯（パレ - 1 河中層 ®良好 ＠にぶい 調整、裾部横なで。

ス文） 橙色

P-358 土師器 E 区 v 面 2 破片 法最不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、山形文、直線文。内面、なで。

不明（パレ -1 河中層 ®良好 ＠にぶい

ス文） 橙色

P-359 土師器 E 区 v 面 2 脚部破片 法晟不明 ⑯砂粒を含む。 外面、磨き後、山形文、直線文、刺突文。内面、

高杯（バレ - 1 河中層 ®良好 ＠にぶい 箆なで。

ス文） 橙色

P-360 土師器ひ E 区 v面 2 口縁部破片 法最不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き。内面、直線文、連弧文。

さご壺？ ( - 1 河中層 ®良好 ＠淡橙色

パレス文）

P-361 土師器ひ E 区 v面 2 口縁部破片 法絋不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き。内面、直線文、連弧文、箆先状に横

さご壺？ ( - 1 河中層 ®良好 ＠橙色 位に入る。

パレス文）

P-362 土師器 E 区 v 面 2 脚部破片 法最不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き後直線文、山形文、剌突文。内面、箆

高杯 （パ -1 河中層 ®良好 ＠にぶい なで、裾部横なで。

レス文） 橙色

P-363 土師器 E 区 v 面 2 脚部破片 法量不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、直線文、櫛状工具による山形文。内面、横

高杯？ （パ 河上層 ®良好 ＠浅黄橙 なで。

レス文） 色

P-364 土師器 E 区 v面 2 脚部破片 法量不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、直線文、櫛状工具による山形文、刺突文。

高杯？ （パ -1 河中層 ＠良好 ＠浅黄橙 内面、横なで、破片断面に孔。

レス文） 色

P-365 土師器 E 区 v 面 2 破片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 外面、直線文、櫛状工具による山形文、刺突文、

不明（パレ 河上層 ＠良好 ＠橙色 羽状文。内面、なで。

ス文）

P-366 士師器 E 区 v面 2 破片 法量不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、直線文、櫛状工具による山形文、剌突文。

不明（パレ -1 河中層 ®良好 ®浅黄橙 内面、なで。

ス文） 色

P-367 土師器 E 区 v 面 2 破片 法量不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、山形文、刺突文、直線文。内面、なで。

高杯？ （パ -1 河中層 ＠良好 ®浅黄色

レス文）

P-368 土師器 E 区 v 面 2 脚部破片 法最不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、箆なで、裾部直線文。内面、箆なで。

高杯？ （パ - 1 河中層 ®良好 ®にぶい

レス文） 橙色

P-369 土師器ひ E 区 v面 2 破片 法誠不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き。内面、直線文、連弧文。

さご壺？ ( - 1 河中層 ®良好 ＠橙色

パレス文）

P-370 土師器 E 区 v面 2 把手部？ 法最不明 ⑯細砂粒を含む。 把手状、箆による調整、突出部に孔。
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不明 - 1 河中層 ®良好 ®灰黄褐

色
P-372 土師器 E 区 v面 2 破片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 外面、粗い刷毛後、棒状工具による不定形の凹線。

不明甕？ - 1 河中層 ®良好 ®にぶい 内面、箆なで。

黄橙色

P-373 土師器 E 区 v面 2 周辺を丸く 法量不明 ⑯砂粒を含む。 外面、刷毛後なで。内面、箆なで。

円形土器 -1 河中層 打欠く ＠良好 ®にぶい

橙色

P - 374 土師器 E 区 v 面 2 周辺を丸く 法最不明 ⑯砂粒を含む。 内外面、磨き。

円形土器 -1 河中層 打欠く ®良好 ⑥褐灰色
P-375 土師器 E 区 v面 2 周辺を丸く 法量不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き。内面、なで。

円形土器 -1 河中層 打欠く ®良好 ®灰黄色
P-376 土師器 E 区 v 面 2 ほぽ完形 器高7.3 口 ⑯砂粒を含む。 口縁部 5 の字を呈す。外面、口縁部なで後疑凹線

小型土器 - 1 河下層 径7.0 底径 ®良好 ®にぶい 巡る、体部箆なで後磨き。内面、口縁部箆なで後

3.0 胴部最 橙色 磨き、体部箆なで。

大径8.0
P-377 土師器 E 区 v面 2 脚部213残 残存高6.5 ⑯砂粒を含む。 脚裾外反し端部に平坦面をもつ。 3 孔。外面、上

器台 -2 河上層 存 底径1 1. 5 ®良好 ⑥淡橙色 部横方向の磨き、下部縦方向の磨き、裾部横なで。

内面、箆なで。

P-378 土師器 E 区v面 2 口縁部破片 残存高3.5 ⑯細砂粒を含む。 内外面磨き。

高杯 -2 河中層 口径20.0 ®良好 ®にぶい

橙色

P-379 土師器 E 区 v面 2 杯底部破片 残存高2.0 ⑯細砂粒を含む。 坪底部内面に円形状のくぽみ、内外面磨き。

高杯 -2 河中層 ®良好 ®浅黄橙

色

P-380 土師器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高9.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部短く外傾する。外面、口縁部横なで、胴部

小型甕 -2 河中層 部1/4残存 口径8.5 ®良好 ＠にぶい 箆削り後箆なで。内面、口縁部横なで、胴部なで。

黄橙色

P-381 土師器 E 区 v面 2 肩部破片 残存高5.5 ⑯砂粒を含む。 頸部細くなる。外面、磨き。内面、頸部指頭痕、

（ひさご壺 -2 河中層 ®良好 ＠橙色 胴上部なで、箆なで、胴下部刷毛目。

?) 
P-382 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部欠損 残存高9.8 ⑯砂粒を含む。 胴下位に最大径があり、底部へ向け弱い稜がある。

-2 河中層 底径3.6 胴 ®良好 ⑥灰褐色 外面、箆なで、磨き。内面、箆、指なで。

部最大径13.4

P-383 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部欠損 残存高13.0 ⑯砂粒を多く含む。 胴下位に最大径があり、底部へ向け弱い稜がある。
-2 河上層 底径4.3 胴 ®良好 ®浅黄橙 外面、口縁～胴部剥落、胴上部磨き、胴中～下位

部最大径13.2 色 箆削りなで。内面、口縁部磨き、胴部なで。
P-384 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部全周 残存高8.1 ⑯砂粒を多く含む。 雑な成形、左右の口縁部は不統一である。内外面

-2 河上層 口径12.0 ®良好 ®にぶい 雑な箆調整。

橙色

P-385 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存商4.1 ⑯細砂粒を含む。 口縁内湾ぎみ。外面、口縁部横なで、胴部刷毛目。

小型甕 -2 河中層 口径8.0 ®良好 ®橙色 内面、口縁部横なで、胴部なで。
P-386 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.7 ⑯砂粒を含む。 口縁端部平坦面をもつ。外面、口縁部刷毛後横な

-2 河中層 口径19.0 ®良好 ＠黒赤褐 で。胴部刷毛目。内面、刷毛後箆なで。

色
P-387 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.0 ⑯細砂粒を含む。 口縁部内湾する。端部内側肥厚する。外面、口縁

-2 河中層 口径17.0 ®良好 ®灰白色 部刷毛後横なで。内面、横なで。
P-388 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高3.5 ⑯砂粒を含む。 口縁部外反する。外面、口縁部横なで、下部箆痕。

小型壺 -2 河中層 口径12.0 ®良好 ®にぶい 内面、口縁部横なで、胴部なで。

褐色

P-389 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.6 ⑯砂粒を含む。 口縁部くの字を呈し、端部に平坦面をもつ。外面、
-2 河中層 口径17.0 ®良好 ®にぶい 口縁部横なで、胴部箆なで、口縁～頸部に粘土の

橙色 凹凸。内面、口縁部横なで、胴部箆なで。
P-390 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.3 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外傾する。内外面横なで。

-2 河中層 口径17.0 ⑱良好 ⑥にぶい

橙色

P - 391 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.4 ⑯砂粒を含む。 口縁部外反する。外面、口縁部横なで後箆なで、
-2 河中層 口径17.4 ®良好 ⑥褐灰色 箆先状に斜めの凹線、胴部刷毛目。内面、口縁部

横なで、胴部箆なで。
P-392 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高9.1 ⑯砂粒を含む。 口縁部弱く受け口状を呈す。外面、口縁部横なで、

-2 河中層 口径15.6 ®良好 ＠黒褐色 胴部刷毛目。内面、口縁部横なで、胴部なで。
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P-393 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高8.5 ⑯砂粒を含む。 口縁部短く外傾する。外面、口縁部横なで、胴部

-2 河中層 部破片 口径18.0 ®良好 ®にぶい 刷毛目、頸部刷毛工具による凹凸多い。内面、ロ

褐色 縁部横なで、箆なで、胴部刷毛目。

P-394 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.6 ⑯砂粒を含む。 口縁部弱く外反する。外面、口縁部横なで、胴部

-2 河上層 口径15.0 ®良好 ＠にぶい 箆なで。内面、口縁部横なで、箆なで、胴部なで、

黄橙色 口縁部に箆先状の凹線 2 条。

P-395 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高5.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外反する。外面、口縁部横なで、胴部なで。

-2 河上層 部破片 口径16.0 ®良好 ®にぶい 内面、口縁部横なで、胴部箆なで。

黄橙色

P-396 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁先端短く外反する。外面、口縁部縦方向に箆

-2 河上層 口径16.0 ®良好 ⑥褐色 で調整の凹凸残る。その上を横なで、胴部箆なで。

内面、口縁部横なで、胴部箆なで。

P-397 土師器甕 E 区 v面 2 脚部残存 残存高6.1 ⑯砂粒を多く含む。 内外面ともに剥落著しい。内外面箆調整。

（台付甕） -2 河上層 底径1 1.3 ®良好 ®浅黄橙

色

P-399 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.0 ⑯砂粒を含む。 口縁上段部直立ぎみ。内外面口縁部横なで。内面、

S 字状口縁 -2 河中層 口径17.0 ®良好 ⑥にぶい 頸部刷毛目。

台付甕 黄橙色

P-400 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。内外面横なで。

S 字状口縁 -2 河上層 口径14.0 ®良好 ＠にぶい

台付甕 黄橙色

P-401 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高2.1 ⑯砂粒を含む。 口縁部立ちぎみ。内外面横なで。外面、胴部刷毛

S 字状口縁 -2 河中層 口径13.0 ®良好 ＠暗褐色 目。

台付甕

P-402 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.3 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、頸部くび

S 字状口縁 -2 河上層 口径14.0 ＠良好 ＠灰褐色 れなで、胴部刷毛。内面、口縁部横なで、頸部一

台付甕 胴部箆なで。

P-403 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部上段短い。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 -2 河中層 口径13.0 ®良好 ®にぶい 後、肩部に横刷毛。内面、口縁部横なで、頸部箆

台付甕 赤褐色 なで、胴部箆なで。

P-404 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.3 ⑯砂粒を含む。 口縁上段郎短く屈曲する。外面、口縁部横なで、

S 字状口縁 -2 河上層 口径14.0 ®良好 ⑥褐灰色 胴部刷毛後横方向の刷毛。内面、口縁部横なで、

台付甕 箆なで。

P-405 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.6 ⑯砂粒を含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 -2 河中層 口径15.0 ®良好 ⑥灰褐色 後、横方向の刷毛。内面、口縁部横なで、胴部な

台付甕 で。

P-406 土師器 E 区 v面 2 脚部破片 残存高4.9 ⑯砂粒を多く含む。 外面、刷毛目。内面、甕底部箆痕、脚部なで。

s 字状口縁 - 2 河中層 ®良好 ®灰褐色

台付甕

P-407 土師器 E 区 v面 2 脚部1/3残 残存高8.1 ⑯砂粒を多く含む。 外面、刷毛目。内面、なで、折り返し。

s 字状口縁 - 2 河中層 存 底径1 1.5 ＠良好 ＠にぶい

台付甕 褐色

P-408 土師器小 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.7 ⑯砂粒を含む。 口縁部立ちぎみで、頸部緩やかにカープする。内

型土器 ( -2 河中層 口径9.2 ®良好 ®にぶい 外面なで。内面、体部箆なで。

北陸系？） 黄橙色

P-409 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 法磁不明 ⑯細砂粒を含む。 口縁端部外面下方に延びると思われるが欠損。外

-2 河中層 ®良好 ®淡橙色 面、磨き。内面、磨き後箆による刺突文、山形文。

P-410 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.7 ⑯砂粒を含む。 口縁部下位で細くなる。内外面ともに箆調整。

? -2 河中層 口径14.2 ®良好 ®橙色

P-411 土師器 E 区 v面 2 脚部破片 法量不明 ⑯細砂粒を含む。 孔 2 。外面、磨き、下位に櫛状工具による山形文、

高杯（パレ -2 河中層 ®良好 ®浅黄橙 直線文。内面、上位箆削り、下位箆なで。

ス文） 色

P-412 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.5 ⑯砂粒を含む。 外面、箆状工具による山形文、剌突文、直線文。

高杯（パレ -2 河中層 口径19.4 ®良好 ®浅黄橙 内面、丁寧ななで。

ス文） 色

P-413 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存裔3.7 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き。内面、直線文、刺突文、連弧文。

高杯（パレ -2 河中層 口径20.l ®良好 ®淡橙色

ス文）

P-414 土師器 E 区 v面 2 脚部2/3残 残存高6.8 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き。内面、箆なで、箆調整、孔 3 。

器台 -2 河下層 ®良好 ®にぶい

赤褐色
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遺物観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

P - 415 土師器 E 区 v面 2 脚部1/2残 残存商6.1 ⑯細砂粒を含む。 外面、磨き。内面、箆調整、箆なで、孔 4 。

高杯 -2 河下層 存 ®良好 ®橙色
P-416 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.9 ⑯砂粒を含む。 口縁部外反する。内外面箆調整後磨き。

（二重口縁 -2 河下層 ®良好 ＠橙色
) 

P-417 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.1 ⑯砂粒を含む。 外面、口縁部箆なで、頸部箆調整。内面、箆なで。
-2 河下層 口径17.0 ®良好 ＠にぶい

黄橙色

P-418 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.2 ⑯砂粒を含む。 内外面箆調整、口縁端部刻み。

-2 河下層 口径22.0 ®良好 ®灰赤色
P-419 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.0 ⑯砂粒を含む。 外面、口縁部横なで。胴部箆調整。内面、口縁部

-2 河下層 口径1 1. 6 ®良好 ®暗灰黄 横なで、胴部箆なで。

色
P-420 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高2.6 ⑯砂粒を含む。 口縁部上段短く直立ぎみ。外面、口縁部横なで、

S 字状口縁 -2 河下層 口径15.0 ＠良好 ®暗灰褐 胴部刷毛目。内面、口縁部横なで、胴部なで。

台付甕 色

P-421 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高3.3 ⑯砂粒を含む。 口縁部上段直立ぎみ。外面、口縁部横なで、胴部

S 字状口縁 -2 河下層 口径13.6 ®良好 ®暗灰褐 刷毛後横方向の刷毛。内面、口縁部横なで、頸～
台付甕 色 胴部箆なで、指頭痕。

P-422 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高3.3 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 河上層 口径16.0 ®良好 ®にぶい 目。内面、口縁部横なで、胴部箆なで、指頭痕。
台付甕 黄橙色

P-423 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高~.o ⑯砂粒を含む。 口縁部上段短く直立ぎみ。外面、口縁部横なで、
S 字状口縁 -2 河下層 口径1 1. 0 ®良好 ®灰褐色 頸部になでが巡る。胴部刷毛後横方向の刷毛。内
台付甕 面、口縁部横なで、胴部なで。

P-424 土師器 E 区 v 面 2 口縁部破片 残存高3.9 ⑯砂粒を含む。 口縁部外傾する。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 河上層 口径17.0 ®良好 ®にぶい 後横方向の刷毛。内面、口縁部横なで、胴部なで。
台付甕 黄橙色

P-425 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.6 ⑯砂粒を含む。 口縁部外傾ぎみ。外面、口縁部横なで、胴部刷毛

S 字状口縁 -1 河下層 口径15.0 ®良好 ®褐灰色 後横方向の刷毛。内面、口縁部横なで、胴部なで。

台付甕

P-426 土師器 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.4 ⑯砂粒を含む。 口縁部受け口を呈す。外面、口縁部横なで、胴部

受口甕 -2 河下層 口径16.0 ®良好 ®にぶい 箆削り状多方向の刷毛。内面、口縁部横なで、胴

黄橙色 部箆なで。

P-427 土師器 E 区 v面 2 破片 法最不明 ⑯細砂粒を含む。 外面、直線文、刺突文、山形文。内面、なで。
裔杯（パレ -2 河下層 ®良好 ®にぶい

ス文） 橙色

P-428 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部1/2 残存高6.3 ⑯砂粒を含む。 口縁部外反する。外面、刷毛状の粗い調整後、太
-1 河中層 残存 口径17.0 ®良好 ®にぶい い磨き状のなで。内面、刷毛状の粗い調整後磨き。

赤褐色
P-429 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高3.5 ⑯細砂粒を含む。 口縁部稜をもち口唇部に貼付。口縁下段部に円形

-1 河中層 口径21. 0 ®良好 ®赤色 の貼付。内外面ともにT寧な磨き。内外面全面赤

彩。

P-430 土師器 E 区 v面 2 杯部破片 残存高5.8 ⑯細砂粒を含む。 口縁部弱い内湾ぎみに開く。内外面磨き。
高杯 -1 河中層 口径23.0 ®良好 ＠にぶい

褐色

P-431 土師器壺 E 区 v面 2 破片 法最不明 ⑯砂粒を含む。 口縁端部下方へ延びる。

- 1 河中層 ®良好 ⑥灰黄色
P-432 土師器壺 E 区 v面 2 破片 法最不明 ⑯砂粒を含む。 432-437は同系統の壺（東海東部系？）で全体的

i -1 河中層 ®良好 ®灰黄～ に薄い。外面は刷毛状の細い調整後、山形・沈線
P-437 暗灰黄色 ．刺突文が施される。

P-438 土師器甕 E 区 v面 2 1/4残存 残存高14.0 ⑯砂粒を含む。 口縁直線状に外傾する。内外面なで調整。

-2 河下層 口径13.8 胴 ®良好 ®にぶい

部最大径17.5 褐色

P-439 土師器 E 区 v 面 2 口縁部2/3 残存高7.4 ⑯砂粒を含む。 口縁部やや外傾し、外面、口縁部横なで、胴部刷
S 字状口縁 - 1 河下層 残存 口径14.0 胴 ®良好 ⑥褐灰色 毛目、屑部横線。内面、頸部刷毛目、胴部なで。

台付甕 部最大径18.0
P-440 土師器 E 区 v面 2 脚部2/3残 残存高10.0 ⑯砂粒を含む。 坪底部に稜をもつ。内面底部に円形のくぽみ。外

高杯 -1 河下層 存 底径15.8 ®良好 ＠灰褐色 面、磨き。内面、箆なで、なで、底部裾部箆なで。
P - 441 土師器 E 区 v面 2 脚部1/3残 残存高7.5 ⑯細砂粒を含む。 杯底部に稜をもつ。内面底部に円形状のくぽみを

高杯 -1 河下層 存 ＠良好 ®にぶい もっと思われる。外面、磨き。内面、上部指なで、
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土器・土製品観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

橙色 以下箆なで、なで。

P-442 土師器 E 区 v面 2 完形 器高8.9 口 ⑯砂粒を含む。 口縁部、脚部弱く内湾する。 4 孔穿つ。外面、磨

器台 -1 河下層 径8.0 底径 ＠良好 ⑥にぶい き、裾部箆なで後磨き。内面、杯部なで、脚部箆

11.8 橙色 なで。

P-443 土師器 E 区 v 面 2 底部残存 残存高7.0 ⑯砂粒を含む。 底部折り返し。外面、部分的に刷毛目。内面、箆

s 字状口縁 - 1 河下層 底径9.6 ®良好 ®にぶい なで。

台付甕 黄橙色

P-444 土師器 E 区 v面 2 器受部残存 残存高6.0 ⑯砂粒を含む。 器受部直線的に立ち上る。外面、口縁部なで、頸

器台 - 1 河中層 口径8.8 ®良好 ＠にぶい 部磨き、脚部なで。内面、磨き、脚部は箆により、

橙色 面取り状に削り、下部箆なで。

P-445 土師器 E 区 v面 2 胴下部～脚 残存高5.1 ⑯砂粒を含む。 外面、刷毛目。内面、箆なで。

s 字状口縁 -1 河下層 上部 ®良好 ⑥黒褐色

台付甕

P-446 土師器 E 区 v 面 2 1/2残存 残存高6.2 ⑯細砂粒を含む。 外面、なで、脚部磨き。内面、箆なで。

器台 - 1 河下層 口径8.0 ®良好 ＠明黄褐

色

P-447 土師器壺 E 区 v面 2 口縁部破片 残存尚4.4 ⑯細砂粒を含む。 口縁端部下方へ延びる。外面、端部箆なで、口縁

-1 河下層 口径18.0 ®良好 ⑥橙色 部磨き。内面、箆先による刺突文。

P-448 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高4.4 ⑯細砂粒を含む。 口縁部内湾ぎみ、外面、口縁部横なで、胴部箆な

- 1 河下層 口径12.9 ＠良好 ＠褐灰色 で。内面、なで、箆なで。

P-449 土師器甕 E 区 v面 2 口縁部破片 残存高5.0 ⑯砂粒を含む。 外面、粗い刷毛目後、横方向箆なで。内面、なで、

- 1 河下層 口径16.4 ®良好 ＠にぶい 胴部箆なで。

黄橙色

P-450 土師器 E 区 v面 2 脚部残存 残存高3.9 ⑯細砂粒を含む。 3 孔。外面、磨き後、脚上位に 4 条の沈線巡る。

高杯 - 1 河中層 ®良好 ＠明黄褐 内面箆調整。

色

P-451 竜見町式土 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高19.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は直線的に開き、胴部は下位が膨らむ。頸部

器 宮ギ -2 河下層 部片 口径9.7 胴 ®良好 ＠灰黄褐 に 1 条沈線波状文と 2 条平行直線文。外面縦磨き、

部最大径13.8 色10YR6/2 胴内面刷毛目。

P-452 竜見町式土 E 区 v面 2 口縁部一頸 残存高6.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外反。頸部に 2 条沈線直線文で区画し、

器 空• -2 河下層 部片 口径8.4 ®良好 ＠灰黄褐 内部縄文 (LR) を充填。

色10YR6/2

P-453 竜見町式土 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高3.2 ⑯粗砂粒を含む。 口縁短く外反。外面赤彩、口唇に縄文 (LR) 。

器 g 一 -2 河下層 口径10.6 ®良好 ®にぶい

赤褐色2.5YR5/3

P-454 竜見町式土 E 区 v面 2 口縁部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁緩く外反。口唇部に赤彩と縄文、口縁端内面

器 空·— -2 河下層 ＠良好 ®にぶい に布巻状具の押圧。

赤褐色5YR5/4

P-455 竜見町式土 E 区 v面 2 頸部片 残存高9.6 ⑯砂粒を含む。 くびれの弱い頸部で、上位に 3 状の平行沈線、下

器 空·＝ピ -2 河下層 頸部径6.3 ®良好 ⑥にぶい 位に縄文地に赤彩を施した重山形文。

赤褐色5YR5/3

P-456 竜見町式土 E 区 v 面 2 頸部一胴部 残存高16.3 ⑯砂粒を多く含む。 胴部下位が膨らむ。頸部上位に櫛描波状文、 1 条

器 盆一 -2 河下層 片 頸部径 (8.8 ＠良好 ®赤色10 沈線を境界とし下位に太沈線による斜線文充填の

) R4/6 鋸栴文。施文部分以下に赤彩。

P-457 竜見町式土 E 区 v面 2 胴部～底部 残存高9.8 ⑯粗砂粒を多く含 下膨らみの胴部から安定した平底。胴下位に 1 条

器 宰= -2 河下層 片 底径8.5 む。 ®不良 @ 沈線の直線文で区圃し重山形文を施す。

灰黄褐色10YR5/2

P-458 竜見町式土 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高14.6 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反、頸部は弓なりに屈曲し体部は中位

器 甕 -2 河下層 部片 口径 (20.0) ®良好 ®黄灰色 が膨らむ。体部に粗い櫛状具縦羽状文。口唇に縄

2.5Y 4/1 文 (LR) 。

P-459 竜見町式土 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高18.5 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反、頸部は緩くしまり、体部は下膨れ。

器 甕 -2 河下層 部片 口径 (23.0) ®良好 ®灰黄褐 頸部に櫛描直線文、体部に縦櫛描羽状文。口唇に

色10YR4/2 縄文。内面に横刷毛目となで。外面下半に煤。

P-460 竜見町式土 E 区 v面 2 口縁部～胴 器高17.3 口 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反、頸部は緩くしまり、体部は上位が

器 甕 -2 河下層 部片 径16.5 底径 ＠良好 ®灰黄色 張る。頸部に櫛描波状文、体部に縦櫛描羽状文。

6.5 2.5Y7/2 口唇に縄文。体部下半と内面は縦磨き。口縁外面

に煤。

P-461 （竜見町式 E 区 v面 2 胴部～底部 残存高6.0 ⑯砂粒を含む。 胴部外面を整った横羽状構成の刷毛目で整形。

土器） -2 河下層 片 底径6.6 ®不良 ＠灰黄色

（小型甕） 2.5Y7/2 

P-462 （竜見町式 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高8.5 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反、頸部のしまり強く、体部は球形。
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遺物観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

土器） -2 河下層 部片 口径13.0 ®良好 ⑥オリー 頸部と体部中位に 1 帯づつの櫛描波状文。施文部

小型甕 ( プ黒色7.5Y3/l 以外は丁寧な磨き。

台付）

P-668 （竜見町式 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高6.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外反、頸部のしまりは弱い。外面と口縁

土器） -2 河下層 部片 口径6.2 ®良好 ⑥明赤褐 内面は赤彩。

小型壺 色2.5YR5/6

P-669 （樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高6.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁直線的に外反、頸部は「く」字状に屈曲。内

) 盆一 -2 河下層 部片 口径15.4 ®良好 ＠にぶい 外面とも磨き。

黄橙色10YR6/3

P-670 （樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高4.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外反ぎみに立つ、頸部は「く」字状に屈

) 広口壺 -2 河下層 部片 口径10.4 ®良好 ＠赤色10 曲する。口縁に 2 ヶ一対の孔を穿つ。表裏面とも

R4/6 赤彩。

P-671 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高15.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は弓なりに外反し、胴部は球形に近い。頸部

広口壺 -2 河下層 部片 口径13.0 胴 ®不良 ®にぶい に間隔の狭い等間隔止簾状文、肩と胴下位に一帯

部最大径13.5 黄色2.5Y6/3 づつの櫛描波状文。胴外面と口縁内面に赤彩。ロ

縁、胴下位、胴内面に斜刷毛目。

P-672 （樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存高11.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は大きく開いて、端部は強く屈曲して立つ。

) g • -2 河下層 口径28.3 ®良好 ®にぶい 口縁端部外面に櫛描波状文。口唇部に刻み。

橙色7.5YR7/3

P-673 （樽式土器 E 区 v面 2 胴部～底部 残存高23.6 ⑯砂粒を多く含む。 やや肩の張る短胴で、外面全体に赤彩。

) -2 河下層 片 底径8.8 ®不良 ⑥暗赤色

（広口壺） 10R3/6 

P-674 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部片 残存高5.5 ⑯砂粒を含む。 弓なりに反る頸部で、等間隔止簾状文を施す。

空- -2 河下層 頸部径9.1 ®不良 ⑥灰褐色

7.5YR5/2 

P-675 樽式土器 E 区 v面 2 頸部片 残存高5.7 ⑯砂粒を多く含む。 弓なりに反る頸部で、等間隔止簾状文の後、下位

盆一 -2 河下層 頸部径1 1. 0 ®不良＠灰色5 に 1 帯の櫛描波状文を施す。内面に赤彩。

Y5/l 

P-676 樽式土器 E 区 v面 2 頸部片 残存高7.5 ⑯砂粒を多く含む。 弓なりに反る頸部で、等間隔止簾状文とその上下
空ギ -2 河下層 頸部径10.7 ®良好 ®灰白色 に 1 帯づつの櫛描波状文を施す。

10YR7/l 

P-677 棺式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高1 1.9 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は「く」字状に屈曲し、 2 連止簾状文、肩に
空·ギ -2 河下層 片 頸部径12.0 ＠良好 ＠灰黄色 間隔を空けた櫛描波状文を 5 帯以上重ねる。口縁

2.5Y6/2 内面に赤彩。

P-678 樽式土器 E 区 v面 2 頸部片 残存裔7.7 ⑯砂粒を含む。 頸部は弱い「く」字状に屈曲し、等間隔止簾状文

盆一 -2 河下層 頸部径9.4 ®不良 ®黒褐色 と下位に櫛描波状文を施す。

10YR3/2 

P-679 樽式土器 E 区 v面 2 胴部片 残存尚12.0 ⑯砂粒を含む。 下膨れの胴部で、肩に数帯の櫛描波状文を重ね、
宮ギ -2 河下層 ＠良好 ®赤色10 下位に 2 連止簾状文を施す。胴部に赤彩。内面は

R4/6 横位の粗い刷毛目。

P-680 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高8.8 ⑯砂粒を含む。 口縁は大きく外反し、頸部は弓なりにくびれる。
空·— -2 河下層 部片 頸部径9.4 ＠良好 ®灰白色 頸部に 2 帯の等間隔止簾状文を施す。口縁外面に

5Y7/l 縦刷毛目、内面に丁寧な磨き。

P - 681 （樽式土器 E 区 v面 2 胴部片 残存高14.5 ⑯砂粒を多く含む。 「算盤玉」状の胴で、外面に“ささら’'状具によ

) 空一 -2 河下層 胴部最大径31 ＠良好 ＠灰黄褐 る横位刷毛目。

.1 色10YR6/2

P-682 樽式土器 E 区 v面 2 胴部片 残存高15.6 ⑯砂粒を含む。 なで肩の形状で、上位に櫛描波状文。外面に 2 種
宮て -2 河下層 ＠良好 ⑥にぶい の板状具による不定方向の刷毛目。

黄橙色10YR7/2

P-683 樽式士器 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高7.8 ⑯砂粒を多く含む。 弓なりに反る頸部で、数帯の櫛描波状文を重ねる。
空·ギ -2 河下層 部片 頸部径1 1. 4 ＠不良 ®暗灰黄

色2.5Y5/2

P-684 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高9.7 ⑯砂粒を多く含む。 単口縁で直線的に開く。頸部に櫛描波状文。外面
互·ギ -2 河下層 口径21. 0 ®不良 ®にぶい は縦、内面は横位の磨き。

黄色2.5Y6/3

P-685 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高5.5 ⑯砂粒を含む。 断面蒲鉾状の折り返し口縁で、口縁外面に箆状具

空一 -2 河下層 口径16.0 ®不良 ®灰黄色 による不規則な刻み、内面に赤彩。

Z.5Y6/2 

P-686 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高10.3 ⑯砂粒を多く含む。 折り返し口縁で、断面三角形。口縁外面に櫛描波

一互 -2 河下層 口径22.9 ＠良好 ®にぶい 状文、頸部は粗い簾状文か（？）。外面は斜、内面

黄橙色10YR7/2 は横位の刷毛目。
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土器・土製品観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

P-687 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存高7.3 ⑯砂粒を含む。 2 段の折り返し口縁で、断面涙滴状。外面に箆状

盆て -2 河下層 口径27.0 ®不良 ＠灰色5 具による刻みを巡らす。外面は縦刷毛目。

Y6/l 

P-688 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存高9.0 ⑯砂粒を含む。 折り返し口縁で、断面三角形。口縁外面と内面に

盆一 -2 河下層 口径28.0 ®良好 ®にぶい 櫛描波状文、外面下端に刻みを巡らす。外面は縦、

橙色7.5YR7/3 内面は横位の磨き。

P-689 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存商8.7 ⑯粗砂粒を多く含 口縁下位で弱く外反、折り返し口縁の断面は涙滴

国·ギを -2 河下層 口径 (17.7) む。 ®不良® 状。上端に箆状具による刻みを巡らす。外面に不

黄褐色2.SYS/3 定方向の刷毛目。

P-690 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存裔10.6 ⑯砂粒を含む。 折り返し口縁で、断面蒲鉾状。口縁外面に刺突充

盆ギ -2 河下層 口径 (23.8) ®良好 ⑥にぶい 填、頸部に等間隔止簾状文。外面に斜刷毛目。

黄褐色10YR5/3

P-691 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存裔6.9 ⑯砂粒を含む。 口縁やや内湾ぎみに開く。頸部は簾状文か（？）。

（甕） -2 河下層 口径13.6 ®不良⑥灰オリ 外面は斜、内面は横位の刷毛目。

ープ色5Y6/2

P-692 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高15.8 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は弱い「く」字状に屈曲。頸部に 2 連止簾状

宰= -2 河下層 部片 頸部径13.5 ®良好 ⑥にぶい 文、その下位に 4 帯の波状文を重ねる。波状文と

褐色7.5Y6/3 の境に 1 条の細い箆描沈線で区画し、ポタン状貼

付文を頂点とする鋸歯文を描く。鋸歯文内部は刺

突で充填。胴部は赤彩。口頸部外面は縦、内面は

横位の丁寧な磨き、胴内面に横位の刷毛目を施す。

P-693 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高14.7 ⑯砂粒を多く含む。 やや弓なりに開く口縁で、なで肩の胴部に続く。

（甕） -2 河下層 部片 口径17.0 ®不良 ®黒褐色 頸部に 2 帯の 2 連止簾状文、上位に 1 帯、下位に

2.5Y3/l 3 帯の波状文。口縁内面に横、頸～肩部内面に縦

位の刷毛目。

P-694 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存高13.8 ⑯砂粒を多く含む。 弓なりに外反する折り返し口縁で、断面薄い方形

空·— -2 河下層 口径29.0 ＠良好 ＠にぶい 状。口縁上端に箆状具による刻み、頸部に 2 連止

橙色7.5YR6/4 簾状文を施す。外面は縦、内面は横位の刷毛目。

P-695 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高14.3 ⑯砂粒を多く含む。 弓なりに外反する折り返し口縁で、断面は薄い蒲

宰一 -2 河下層 部片 口径22.5 ®良好 ®にぶい 鉾状。頸部は細くしまる。頸部外面に 2 連止簾状

褐色7.5YR6/3 文、内面に赤彩。外面に斜刷毛目の後、縦の粗い

磨き。

P-696 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部～胴部 残存高9.3 ⑯砂粒を含む。 「く」字状に屈曲する頸部からやや肩の張る球形

空一 -2 河下層 片 ®良好 ®にぶい 胴部に統く。頸部に 2 帯の 2 連止簾状文、肩に 4

黄橙色10YR6/3 帯の櫛描波状文。

P-697 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高8.0 ⑯砂粒を含む。 口縁は「朝顔」形に開き上部に 2 ヶ一対の孔を穿

空= -2 河下層 部片 口径16.4 ®不良 ®褐灰色 つ。頸部に幅広い 2 連止簾状文、肩に櫛描波状文、

7.5YR4/l 内面に赤彩。

P-698 樽式士器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高7.8 ⑯砂粒を多く含む。 弓なりに開く折り返し口縁で、断面蒲鉾状。口縁

空= -2 河下層 口径21. 0 ＠良好 ＠灰黄褐 外面に櫛描波状文を施し、間隔を空けて瘤状貼付

色10YR6/2 文を付す。外面は縦、内面は横位の刷毛目。

P-699 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高16.5 ⑯砂粒を含む。 頸部は弓なりに屈曲し強くしまる。頸部に等間隔

宮一 -2 河下層 片 頸部径8.6 ®良好 ®にぶい 止簾状文、櫛描波状文を施し、鋭く細い箆描直線

橙色5YR7/4 文で区画し、収束する直線文で充填した鋸歯文を

描く。外面は縦、肩内面は横位の刷毛目。

P-700 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存高5.5 ⑯砂粒を含む。 直線的に開く折り返し口縁で、断面は三角形。下

空一 -2 河下層 口径26.9 ®良好 ®にぶい 端に箆による刻みを巡らす。内面に赤彩。頸部外

橙色7.5YR7/3 面は縦磨き。

P-701 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部～胴部 残存裔4.8 ⑯砂粒を含む。 頸部は弱い「く」字状に屈曲し、球形胴に続く。

小型甕 ( -2 河下層 片 頸部径9.2 ®良好 ®にぶい 頸部に反時計回りの等間隔止簾状文、下位に 1 帯

台付） 橙色7.5YR6/4 の波状文。内面は横位の刷毛目。

P-702 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高10.3 ⑯砂粒を含む。 口唇部内屈し尖る。頸部は「く」字状に屈曲し、

甕 -2 河下層 部片 口径14.2 胴 ®良好 ®にぶい やや肩の張る体部に続く。口縁上端に櫛描波状文、

部最大径16.4 黄橙色10YR6/3 頸部に 2 連止簾状文、肩に数帯の櫛描波状文を重

ねる。口縁外面に縦、胴中位以下の外面に横位の

刷毛目。

P-703 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高14.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は長く直線状に開く。口縁上端に櫛描波状文、

窃ギ -2 河下層 部片 口径16.7 ®良好 ＠灰黄褐 頸部に 2 連止簾状文、肩に間隔を空けた 3 帯の櫛

色10YR5/2 描波状文を重ねる。外面全体に縦刷毛目を残す。

P-704 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存商17.2 ⑯砂粒を含む。 口唇部内屈し尖る。頸部は弱い「く」字状に屈曲

甕 -2 河下層 部片 口径18.0 胴 ＠不良 ®暗灰黄 し、やや肩の張る体部に続く。口縁上端に櫛描波
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遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

部最大径19.5 色2.5Y5/2 状文、頸部に 4 連止簾状文、肩に間隔を空けた 3

帯の櫛描波状文。口縁外面に斜方向の刷毛目。胴

外面と内面全体に磨き。

P-705 樽式士器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高23.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は直線状に開き、口唇部はわずかに内屈する。

甕 -2 河下層 部片 口径21. 2 胴 ®良好 ＠暗灰黄 頸部は「く」字状に屈曲し、球形の胴部に続く。

部最大径26.8 色2.5 Y 5/2 口縁上端に櫛描波状文、頸部に 2 連止簾状文、肩

に 2 帯の櫛描波状文。口唇部に瘤状、肩に櫛描施

文具先端刺突を施したポタン状貼付文を間隔を空

けて付す。内面に磨き。口縁～肩の外面に大益の

煤付着。

P-706 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存高8.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁やや内傾ぎみに開く。口縁上端に櫛描波状文。

甕 -2 河下層 口径16.8 ＠不良 ®暗灰黄 外面に縦、内面に横位の刷毛目。

色2.5Y5/2

P-707 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高13.7 ⑯砂粒を含む。 頸部は弱い「く」字状に屈曲、球形の胴部に続く。

甕 -2 河下層 片 頸部径13.3 ＠不良 ®灰黄褐 頸部に等間隔止簾状文、口縁と肩に櫛描波状文を

色10YR5/2 施す。胴下半外面と内面は粗い磨き。

P-708 樽式土器 E 区 v 面 2 胴部片 残存高11.6 ⑯砂粒を含む。 やや下膨れの球形胴か。肩に櫛描波状文を重ねる。

甕 -2 河下層 ＠良好 ®黒褐色

2.5Y3/l 

P-709 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高8.7 ⑯砂粒を多く含む。 口唇部はやや内傾する。口縁上端に 1 帯、下位に

甕 -2 河下層 口径19.5 ＠不良 ＠黒褐色 3 帯の櫛描波状文。

2. 5 Y 3/1 

P-710 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存裔7.2 ⑯砂粒を多く含む。 口唇部はやや内屈して尖る。口唇外面に櫛状具に

甕 -2 河下層 口径（16.0) ⑱不良 ＠黒褐色 よる簾状文状の刺突を巡らす。頸部に 4 連止簾状

2. 5 Y 3/1 文。外面に縦刷毛目を残す。

P-711 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高8.4 ⑯砂粒を含む。 口縁やや内傾ぎみで口唇部は尖る。頸部に 2 連止

甕 -2 河下層 部片 口径17.2 ®良好 ®灰黄褐 簾状文、口縁外面全体に波形の乱れた櫛描波状文

色10YR4/2 を重ねる。内面に丁寧な磨き。

P - 712 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高16.4 ⑯砂粒を含む。 口縁は直線的に開き、頸部のしまりは弱い。頸部

甕 -2 河下層 部片 口径14.7 ⑱良好 ＠黒褐色 に 2 連止簾状文、口縁上位に 2 帯、肩に 3 帯の櫛

2.5Y3/l 描波状文。胴部外面に縦、口縁内面に横位の丁寧

な磨き。胴内面はなで。

P - 713 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高9.0 ⑯砂粒を含む。 口唇部内湾し、頸部は弓なりに屈曲する。頸部に

甕 -2 河下層 部片 口径12.2 ⑱良好 ®褐灰色 2 帯の 2 連止簾状文、口縁上端と下位、肩に櫛描

10YR4/l 波状文。口縁内面に横位の刷毛目、胴は磨き。

P-714 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高14.5 ⑯砂粒を多く含む。 口唇部やや内傾、頸部は「く」字状に屈曲。胴部

甕 -2 河下層 部片 口径15.0 ＠良好 ＠黒褐色 は球形に近い。頸部に間隔の空いた 2 連止簾状文、

10YR3/l 口縁全体と肩に波形の乱れた櫛描波状文を重ねる。

P-715 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高13.4 ⑯砂粒を含む。 口縁やや内湾ぎみに立ち、頸部は弱い「く」字状

甕 -2 河下層 部片 口径 (15.6) ®良好 ＠黒褐色 に屈曲。頸部に 2 連止簾状文、口縁には間隔を空

10YR3/l け、肩には重ねて 3 帯の櫛描波状文を施す。内面

に丁寧な横位の磨き。

P-716 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高10.8 ⑯砂粒を含む。 口縁やや内傾ぎみで口唇部は尖る。口縁上端と頸

甕 -2 河下層 部片 口径 (17.1) ＠不良 ⑥灰黄褐 ～肩に振幅の細かい櫛描波状文。口縁外面に縦の

色10YR5/2 刷毛目。

P-717 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 残存高6.0 ⑯砂粒を含む。 直線的に開く口縁で、上位に 2 帯の櫛描波状文、

甕 -2 河下層 口径19.1 ＠良好 ®黒褐色 下位に縦捌毛目。

2.5Y3/l 

P-718 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高6.8 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反し、肩の張る短胴の体部に続く。頸

甕 -2 河下層 部片 口径（1 1. 8) ＠良好 ®黙色2. 部と肩に間隔の短い等間隔止簾状文、体中位に櫛

5Y2/l 描波状文。内面は横位の磨き。頸部に櫛描具刺突

のボタン状貼付文を付す。

P-719 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高6.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外反し、短い「無花果」形の胴部に続く。

小型甕 - 2 河下層 部片 口径10.5 ®良好 ®赤灰色 口縁上端に櫛描波状文、頸部に 2 連止簾状文。胴

10YR5/l 外面に縦、内面に横位の磨き。

P-720 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高5.0 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反し、頸部のしまりは弱い。口縁に櫛

小型甕 -2 河下層 部片 口径8.0 ®良好 ®灰黄褐 描波状文、頸部には簾状文の上に櫛状具先端刺突

色10YR6/2 のポタン状貼付文を付す。

P-721 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高6.7 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反し、短い「無花果」形の胴部に続く。

小型甕 -2 河下層 部片 口径1 1. 0 ＠良好 ＠褐灰色 口縁上端と頸～肩に櫛描波状文。内面は横位の磨

5YR4/l き。
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P-722 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高10.0 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反し、偏平な「算盤玉」形の胴部に続

小型台付甕 -2 河下層 部片 口径6.9 ®不良 ⑥黄灰色 く。頸部に等間隔止簾状文、肩に 1 帯の櫛描波状

2.5 Y5/2 文。

P-723 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高10.6 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反、頸部は「く」字状に屈曲、球形胴

（台付甕） -2 河下層 部片 口径17.0 ®良好 ＠オリー 部に続く。頸部に 2 連止簾状文、口縁と肩部に櫛

プ黒色10Y3/2 描波状文を重ねる。胴下半は横刷毛目後縦磨き、

内面全体に横磨き。

P-724 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高5.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く直立し、頸部の屈曲は弱い。

（台付甕） -2 河下層 部片 口径14.2 胴 ®良好 ＠暗青灰

部最大径15.2 色5PB4/l

P-725 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高8.0 ⑯砂粒を含む。 口縁やや内湾し、頸部は弓なりに屈曲する。口縁

小型甕 -2 河下層 部片 口径12.6 ®良好 ®灰色7. ～肩に櫛描波状文を重ねる。内面は横磨き。

5Y 4/1 

P-726 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高1 1.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は小さく外反、頸部は弓なりに屈曲する。ロ

小型甕 -2 河下層 部片 口径13.8 ＠良好 ®黄灰色 縁～肩に櫛描波状文を重ねる。胴部外面は縦、内

2.5Y6/l 面は全体に斜～横の磨き。

P-727 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高4.7 ⑯砂粒を含む。 口縁短く内湾、体部は偏平で、肩が張る。頸部に

小型台付甕 -2 河下層 部片 口径9.5 ＠良好 ®灰黄褐 2 連止簾状文。体部下半と口縁内面に刷毛目を残

色10YR5/2 す。

P-728 樽式土器 E 区 v 面 2 完形 器高10.4 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く直立ぎみに開く。体部は球形で、脚はや

小型台付鉢 -2 河下層 径7.0 底径 ®良好 ®にぶい や外反する円錐形。外面は縦～斜、内面は横の磨

5.3 橙色5YR6/3 き。

P-729 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高5.8 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反、頸部は弱い「く」字状に屈曲。頸

小型台付甕 -2 河下層 部片 口径12.0 ®良好 ®にぶい 部に間隔を空けた 2 連止簾状文、口縁に 3 帯、肩

橙色2.5YR6/3 部に 1 帯の櫛描波状文を施す。

P-730 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高10.2 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反し、頸部は弱い「く」字状に屈曲、

（小型広口 -2 河下層 部片 口径1 1. 2 ®良好 ®黒褐色 肩の張る胴部に続く。頸部に等間隔止簾状文。外

壺） 2. 5 Y 3/1 面は縦、内面は横の幅の広い磨き。

P - 731 樽式土器 E 区 v 面 2 ほぽ完形 器高12.5 口 ⑯砂粒を含む。 口縁やや長く外反し、頸部は短い「く」字状に屈

（小型広口 -2 河下層 径11.8 底径 ®良好 ＠黒色7. 曲、肩の張る胴部に続く。外面は縦、内面は横～

壺） 4.7 5YR2/l 斜の磨き。

P-732 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高7.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外反し、肩の張る偏平な体部に続く。頸

台付甕 -2 河下層 部片 口径14.5 ®良好 ®にぶい 部に等間隔止簾状文、口唇部と肩に 1 帯の櫛描波

黄橙色10YR6/4 状文。口縁と体部最大径の位置に剌突を加えたポ

タン状貼付文を付す。体部下半外面と内面全体に

横の磨き。

P-733 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高9.4 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外反し、口唇部は内屈する。頸部は「＜

台付甕 -2 河下層 部片 口径13.l ®良好 ®灰黄褐 」字状に屈曲し、肩の張る偏平な体部に続く。ロ

色10YR5/2 縁上端と頸部に櫛描波状文を施す。口縁は縦、体

部下半は斜の刷毛目を残す。口縁と体部最大径の

位置に刺突を加えた小さなポタン状貼付文を交互

に付す。内面全体に磨き。胴下半外面に被熱痕。

P-734 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高8.2 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反、頸部は弱い「く」字状に屈曲し、

台付甕 -2 河下層 部片 口径14.7 ®良好 ⑥褐灰色 肩の張る偏平な体部に続く。口縁上端、頸部、肩

10YR6/l 部に 1 帯づつの櫛描波状文を施す。口縁と体部最

大径の位置に無文の小さなボタン状貼付文を交互

に付す。内面全体に横磨き。口縁に煤、胴下半に

被熱痕。

P-735 樽式土器 E 区 v 面 2 脚部片 残存高6.6 ⑯砂粒を多く含む。 やや背の高い円錐形の脚部で下端は小さく面取り。

台付甕 -2 河下層 底径8.2 ®良好 ®にぶい 外面に縦刷毛目を残す。

黄橙色10YR7/4

P-736 樽式土器 E 区 v面 2 脚部片 残存高7.7 ⑯砂粒を含む。 中位は柱状、下半はやや内湾して開く低い円錐形

台付甕 -2 河下層 底径8.8 ®良好 ®灰黄色 の脚部で、下端は小さく面取り。外面に縦磨き。

2.5Y6/2 

P-737 樽式土器 E 区 v 面 2 脚部片 残存高7.8 ⑯砂粒を含む。 円錐形の脚部で、外面は縦の丁寧な磨き。

台付甕 -2 河下層 ®良好 ＠灰黄褐

色10YR6/2

P-738 樽式土器 E 区 v面 2 脚部片 残存高7.9 ⑯砂粒を含む。 やや背の高い円錐形の脚部で下端は小さく面取り。

台付甕 -2 河下層 底径8.8 ®良好 ®にぶい 外面に縦磨き、内面に刷毛目を残す。

黄橙色10YR7/3 

P-739 樽式土器 E 区 v面 2 脚部片 残存高7.3 ⑯砂粒を多く含む。 やや背の商い円錐形の脚部で下端は小さく面取り。
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台付甕 -2 河下層 底径9.0 ®良好 ⑥褐灰色 外面に縦磨き。

10YR6/l 

P-740 樽式土器 E 区 v面 2 脚部片 残存高8.2 ⑯砂粒を多く含む。 正円錐形に近い脚部で、裾端外面に小さく面取り。

台付甕 -2 河下層 底径10.2 ®良好 ⑥赤色10 上半外面は被熱により赤変。

R5/8 

P - 741 樽式土器 E 区 v 面 2 脚部片 残存高8.6 ⑯砂粒を多く含む。 やや外反する円錐形の脚部で、端部は丸みを帯び

台付甕 -2 河下層 底径1 1.l ＠良好 ®灰褐色 る。外面上半は縦磨き、下半と内面全体に刷毛目

7.5YR5/2 を残す。

P-742 樽式土器 E 区 v 面 2 脚部片 残存高1 1.7 ⑯砂粒を多く含む。 背の高い円錐形の脚部で、下端に面取り。杯部と

高杯か台付 -2 河下層 底径1 1.l ®不良 ⑥褐灰色 の接合は「ほぞ」穴に粘士塊を充填する。外面は

甕 7.5YR6/l 縦磨き。

P-743 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高5.2 ⑯砂粒を含む。 口縁強く外反し、体部は偏平な球形。内外面に赤

（小型台付 -2 河下層 部片 口径12.6 ®良好 ⑥赤色10 彩、外面と口縁内面に横磨き。

鉢） R4/8 

P-744 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高3.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外方に折れる。頸部に 2 連止簾状文、施

（小型広口 -2 河下層 部片 口径 (15.5) ®良好 ®灰白色 文部以外の部分を赤彩。

壺） 2.5Y7/l 

P-745 樽式土器 E 区 v 面 2 ほぼ完形 器高8.0 底 ⑯砂粒を含む。 直線的に開く低い円錐形で、紐は外反ぎみに突出

蓋 -2 河下層 径15.3 ®良好 ＠灰黄褐 し、中央のくぼみはやや深い。外面は放射状、内

色10YR5/2 面同心円状の磨き。

P-746 樽式土器 E 区 v面 2 ほぼ完形 残存高2.2 ⑯砂粒を多く含む。 全体に外反し裾が開く。下面は平坦で紐は不明。

蓋 -2 河下層 底径7.0 ®良好 ®赤褐色 外面は放射状の磨きで、下面を除いて赤彩。

10R4/4 

P-747 樽式土器 E 区 v面 2 1/3残存 残存高6.2 ⑯砂粒を含む。 背の高い円錐形と思われる。紐は柱状でくぼみの

蓋 -2 河下層 ®不良 ®にぶい 有無は不明。

黄橙色10YR7/3 

P-748 樽式土器 E 区 v面 2 底部片 残存高1. 9 ⑯砂粒を多く含む。 底中央に 1 孔を穿つ。

（有孔鉢） -2 河下層 底径5.7 ＠不良 ®浅黄色
2.5Y7/3 

P-749 樽式土器 E 区 v面 2 底部片 残存高3.8 ⑯砂粒を含む。 底中央に 1 孔を穿つ。

（有孔鉢） -2 河下層 底径4.6 ＠不良 ®灰白色

N7/0 

P-750 樽式土器 E 区 v 面 2 底部片 残存高4.9 ⑯粗砂粒を多く含 やや突出ぎみの底中央に 1 孔を穿つ。

（有孔鉢） -2 河下層 底径5.0 む。 ®良好 @ 

にぶい黄橙色lOYR

6/4 

P - 751 樽式土器 E 区 v 面 2 底部片 残存高2.8 ⑯砂粒を多く含む。 底中央に 1 孔を穿つ。

（有孔鉢） -2 河下層 底径4.7 ＠不良 ®にぶい

黄橙色10YR7/2 

P-752 樽式土器 E 区 v面 2 底部片 残存高3.6 ⑯砂粒を含む。 底中央に 1 孔を穿つ。内外面は刷毛目。

（有孔鉢） -2 河下層 底径6.0 ®良好 ＠浅黄橙

色10YR8/4

P - 753 樽式土器 E 区 v面 2 底部片 残存高4.3 ⑯砂粒を含む。 やや突出ぎみの底中央に 1 孔を穿つ。

（有孔鉢） -2 河下層 底径5.5 ＠不良＠灰オリ

ープ色5Y6/2

P - 754 樽式土器 E 区 v面 2 底部片 残存高3.9 ⑯砂粒を多く含む。 底中央に 1 孔を穿つ。

（有孔鉢） -2 河下層 底径4.8 ＠不良 ⑥灰色5

Y5/l 

P-755 樽式土器 E 区 v面 2 底部片 残存裔4.3 ⑯砂粒を多く含む。 やや突出ぎみの底中央に 1 孔を穿つ。

（有孔鉢） -2 河下層 底径6.3 ®不良 ＠黄灰色
2. 5 Y 6/1 

P-756 樽式土器 E 区 v面 2 底部片 残存商5.5 ⑯砂粒を多く含む。 底中央に 1 孔を穿つ。内面に刷毛目残す。

（有孔鉢） -2 河下層 底径5.3 ®良好 ®にぶい
黄橙色10YR6/3

P-757 樽式土器 E 区 v面 2 底部片 残存高3.2 ⑯砂粒を多く含む。 底中央に 1 孔を穿つ。

（有孔鉢） -2 河下層 底径7.9 ®良好 ®灰黄褐

色10YR4/2

P-758 樽式土器 E 区 v 面 2 胴部～底部 残存尚5.4 ⑯砂粒を多く含む。 底中央に 1 孔を穿つ。内面中位に刷毛目残す。

（有孔鉢） -2 河下層 片 底径6.1 ®不良 ®にぶい

褐色7.5YR5/3

P-759 樽式土器 E 区 v 面 2 胴部～底部 残存高6.2 ⑯砂粒を多く含む。 底中央に 1 孔を穿つ。
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土器・土製品観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

（有孔鉢） -2 河下層 片 底径5.0 ＠不良 ⑥褐灰色

lOYRS/1 

P-760 （樽式土器 E 区 v面 2 口縁部欠損 残存高9.0 ⑯砂粒を含む。 中位は柱状、下半はやや外反して開く低い円錐形

) 高坪 -2 河下層 底径9.0 ＠良好 ⑥赤色10 の脚部で、端部は丸い。内外面に赤彩。

R5/6 

P-761 樽式土器 E 区 v面 2 脚部片 残存商8.6 ⑯砂粒を含む。 外反ぎみに開く円錐形の脚部で、下端に面取り。

高杯 -2 河下層 底径10.0 ⑱良好 ®明赤褐 外面と杯部内面に赤彩。

色2.5YR5/6 

P-762 （樽式土器 E 区 v 面 2 1/2残存 器高8.0 口 ⑯砂粒を多く含む。 内湾ぎみに開く円錐形の杯部に柱状でわずかに開

) 高杯 -2 河下層 径9.3 底径 ＠不良 ＠にぶい く小さな脚をもつ。口縁には小さな突起を付す。

5.5 赤褐色2.5YR4/4 外面と杯部内面に赤彩。

P-763 樽式土器 E 区 v面 2 脚部片 残存高8.1 ⑯砂粒を多く含む。 柱状の坪部接合部分から外反ぎみに開く円錐形の

高坪 -2 河下層 底径9.9 ®良好 ®赤色10 脚部で、下端に面取り。外面に赤彩。

R5/6 

P-764 樽式土器 E 区 v面 2 脚部片 残存高9.1 ⑯砂粒を含む。 やや背が高く外反ぎみに開く円錐形の脚で、下端

高杯 -2 河下層 底径10.2 ®良好 ®赤色10 は小さく面取り。外面は縦磨きと赤彩。

R5/6 

P-765 樽式土器 E 区 v 面 2 脚部片 残存高7.6 ⑯砂粒を多く含む。 やや背が高く外反ぎみに開く脚で接合部分は太く

高杯 -2 河下層 底径8.8 ®不良 ®赤色10 柱状に近い。下端は面取り。外面は縦磨きと赤彩。

R5/8 

P-766 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部欠損 残存高9.1 ⑯砂粒を含む。 大きく内湾して開く杯部に背の扁い円錐形の脚を

高坪 -2 河下層 底径7.3 ®良好 ®赤色10 もつ。端部は小さな面取り。外面は縦の磨きに赤

R5/8 彩。

P-767 樽式土器 E 区 v面 2 頸部片 残存高10.4 ⑯砂粒を多く含む。 柱状の接合部分で、杯部はやや深い鉢状と思われ

高杯 -2 河下層 ®良好 ®赤色10 る。内外面に赤彩。

R5/8 

P-768 樽式土器 E 区 v面 2 杯部片 残存高10.7 ⑯砂粒を含む。 口縁は小さく外折し、口唇部はやや尖る。体部は

高均 -2 河下層 口径21. 0 ®良好 ®赤色10 内湾して開く。内外面とも横磨きと赤彩。

R4/8 

P-769 樽式土器 E 区 v 面 2 1/4残存 器高15.3 口 ⑯砂粒を多く含む。 内湾ぎみに開く円錐形の杯部と脚を接合した形状

高坪 -2 河下層 径 (17.0) ®良好 ＠赤色10 で、端部は小さな面取り。内外面に赤彩。

底径 (1 1. 4) R4/6 

P-770 樽式土器 E 区 v 面 2 杯部片 残存高10.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は小さく外折し、端部に箆による刻みを巡ら

高杯 -2 河下層 口径21. 3 ®良好 ®赤色10 す。杯部は内湾ぎみに開く。内外面に赤彩。

R4/6 

P-771 E 区 v面 2 1/3残存 器商12.0 口 ⑯砂粒を多く含む。 やや内湾して開く裁頭円錐形で、底部はやや突出

鉢 -2 河下層 径 (18.8) ＠良好 ®にぶい した平底。外面は斜、内面は横の磨き。

底径6.9 赤褐色2.5YR4/4

P-772 E 区 v面 2 1/4残存 器商6.7 口 ⑯砂粒を多く含む。 やや内湾して開く栽頭円錐形で、底部は安定した

小型鉢 -2 河下層 径 (1 1. 6) ®不良 ＠灰白色 平底。内外面とも縦の磨き。

底径6.2 2.5GY7/l 

P-773 E 区 v 面 2 完形 器高4.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁～体部が偏平な球形、底部も丸底に近い。外

椀 -2 河下層 径5.7 胴部 ®不良 ⑥灰色7. 面は削り、内面は磨き。

最大径7.0 5Y5/l 

P-774 E 区 v 面 2 胴部～底部 残存高6.0 ⑯砂粒を多く含む。 球形の胴部で大きめの平底。外面は縦、内面は横

ミニチュア -2 河下層 片 底径5.3 ®不良 ®にぶい の磨き。

甕 黄橙色10YR6/3

P-775 E 区 v面 2 1/4残存 器高6.5 口 ⑯砂粒を含む。 直線的に開く歓頭円錐形で、口縁の 1 ヶ所に浅い

片口鉢 -2 河下層 径 (14.2) ®不良 ＠暗赤褐 注ぎ口を作り出す。口唇部には箆による刻みを巡

底径 (6.0) 色2.5YR3/6 らす。内外面とも赤彩。

P-776 E 区 v 面 2 1/4残存 器高5.8 口 ⑯砂粒を含む。 やや外反して開く裁頭円錐形で、底部はやや突出

小型鉢 -2 河下層 径 (10.3) ®不良 ＠黄灰色 した平底。外面下半に刷毛目、外面上半と内面に

底径5.5 2.5Y6/l 横削り。

P-777 E 区v面 2 1/3残存 器高6.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 やや外反して開く祓頭円錐形で、底部は安定した

小型鉢 -2 河下層 径（11.5) ＠不良 ®にぶい 平底。内外面に赤彩。外面下半に縦磨き、口縁内

底径5.4 赤褐色2.5YR4/4 面に横刷毛目。

P-778 樽式土器 E 区 v 面 2 ほぽ完形 器裔5.5 口 ⑯砂粒を含む。 内湾して開き、やや突出した平底をもつ。内外面

小型鉢 -2 河下層 径1 1. 4 底径 ®良好®灰オリ に横の丁寧な磨き。

4.6 ープ色5Y5/2

P-779 E 区 v面 2 1/4残存 器高7.6 口 ⑯砂粒を含む。 やや外反して開く歓頭円錐形で、底部は安定した

鉢 -2 河下層 径15.3 底径 ®良好 ⑥黄灰色 平底。口縁端部はわずかに内屈する。外面は縦、
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遺物観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

7.0 2.5Y6/l 内面は横磨き。

P-780 樽式土器 E 区 v 面 2 1/4残存 器高5.0 口 ⑯砂粒を含む。 直線的に開く裁頭円錐形で、底部は安定した平底。

小型鉢 -2 河下層 径1 1.6 底径 ®良好 ®にぶい 外面は縦、内面は横磨き。内外面は赤彩。

4.9 赤褐色2.5YR4/4

P-781 樽式土器 E 区 v 面 2 1/4残存 器高6.5 口 ⑯砂粒を含む。 直線的に開く裁頭円錐形で、底部は安定した平底。

小型鉢 -2 河下層 径12.0 底径 ®不良 ®黄灰色 外面は斜、内面は横磨き。

5.5 2.5Y5/l 

P-782 樽式土器 E 区 v 面 2 1/3残存 器高10.7 口 ⑯砂粒を含む。 内湾する口縁の 1 ヶ所に片口を設ける。内外面と

片口鉢 -2 河下層 径 (12.7) ®良好 ®にぶい もに赤彩。

底径5.5 黄橙色10YR7/2

P-783 樽式土器 E 区 v面 2 完形 器高10.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は大きく内湾し、肩の張る体部に続く。外面

片口鉢 -2 河下層 径6.8 底径 ®良好 ®にぶい 下半に縦刷毛目を残し、内外面とも磨きを施す。

5.0 胴部最 橙色7.5YR5/3

大径13.0

P-784 E 区 v面 2 底部片 残存高2.2 ⑯砂粒を多く含む。 籾圧痕 3 ヶ所。

底部 -2 河下層 底径9.1 ®良好 ®にぶい

褐色7.5YR5/3

P-785 E 区 v面 2 底部片 残存高3.8 ⑯砂粒を含む。 籾圧痕 5 ヶ所。

底部 -2 河下層 底径8.6 ®不良 ®褐灰色
10YR4/l 

P-786 E 区 v面 2 底部片 残存高3.7 ⑯砂粒を多く含む。 籾圧痕 l ヶ所。

底部 -2 河下層 底径10.0 ®良好 ®にぶい

橙色7.5YR7/3

P-787 E 区 v 面 2 底部片 残存高2.8 ⑯砂粒を含む。 籾圧痕 l ヶ所。

底部 -2 河下層 底径10.3 ＠良好 ®にぶい

黄橙色10YR6/4

P-788 E 区 v 面 2 底部片 残存高2.6 ⑯砂粒を多く含む。 籾圧痕 3 ヶ所。

底部 -2 河下層 底径8.1 ®不良 ⑥褐灰色

10YR5/l 

P -1094 竜見町式土 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高1 1. 0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外反。頸部は細く筒状。

器 空·＝ピ -2 河中層 部片 口径13.6 ®良好 ＠浅黄橙

色7.5YR8/3

P -1095 （竜見町式 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高7.3 ⑯砂粒を含む。 口縁緩く外反。頸部に間隔の短い 2 連止簾状文。

土器） 空一 -2 河中層 部片 口径12.9 ®良好 ®i炎黄色 外面に斜刷毛目、内面に横磨き。

2.5Y8/3 

P -1096 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存商10.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁緩く外反して開く。口縁端は小さく折り返し、

宮= -2 河中層 口径22.0 ®良好 ＠淡赤橙 外面に櫛描波状文。口縁断面は薄い「蒲鉾」状。

色2.5YR7/4 頸部外面縦磨き。

P -1097 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高13.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁直線的に開き、端部は折り返し。断面は薄い
宮てゴ＝ -2 河中層 部片 口径23.6 ®良好 ＠にぶい 涙滴状。口縁外面に櫛描波状文の後、箆押捺。外

黄橙色10YR7/3 面は縦磨き、内面は横刷毛目。

P -1098 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高4.6 ⑯砂粒を含む。 外反して開く、断面方形の折り返し口縁。口縁外

一宮 -2 河中層 口径24.3 ®良好 ®橙色5 面に櫛描波状文の後 2 ケー対の粘土瘤貼付文を付

YR6/6 す。

P -1099 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高7.6 ⑯砂粒を含む。 外反して開く、断面涙滴状の折り返し口縁。口縁

一g -2 河中層 口径 (2 1.4) ®不良 ®灰黄色 外面に板小口による刻みを巡らす。頸部外面は斜

2.5Y6/2 刷毛目、内面は横磨き。

P-llOO 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部～底部 残存高15.8 ⑯砂粒を多く含む。 肩の張る体部で下位がやや膨らむ。頸部に 2 連止

甕 -2 河中層 片 底径7.1 ®不良 ＠灰黄褐 簾状文、肩に間を空けて 2 帯の櫛描波状文。体部

色10YR6/2 外面は磨き。

P -1101 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存商12.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は外反ぎみに開き、頸部は「く」字状に屈曲。

甕 -2 河中層 部片 口径15.6 ®良好 ＠黄灰色 頸部に 2 連止簾状文、口縁と胴上半に振幅の大き

2.5Y 4/1 い櫛描波状文を施す。

P-1102 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高8.0 ⑯砂粒を含む。 口縁は短く直立、頸部は弱く窄り、球形胴部に続

（台付甕） -2 河中層 部片 口径12.3 胴 ®良好 ⑥褐灰色 く。頸部に 2 連止簾状文、口縁と肩に 1 ~ 2 帯の

部最大径14.5 10YR4/l 櫛描波状文。

P-1103 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存裔6.0 ⑯砂粒を含む。 口縁は外反ぎみに開き、頸部は弓なりに屈曲する。

甕 -2 河中層 部片 口径18.0 ®良好 ®緑黒色 口縁～頸部に振幅の大きい櫛描波状文を重ねる。

10GY2/l 内面は横磨き。

P-1104 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部～胴部 残存裔10.2 ⑯粗砂粒を多く含 頸部は短い「く」字状に屈曲し、体部はやや肩が

甕 -2 河中層 片 頸部径15.9 む。 ®不良 @ 張る。頸部に間隔の短い等間隔止簾状文、肩に振
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遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

灰色5Y6/l 幅の大きい櫛描波状文を 3 帯重ねる。

P-1105 （樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存商7.5 ⑯砂粒を含む。 口縁は短く弓なりに外反し、体部の肩の張りは小

) 小型甕 -2 河中層 部片 口径15.6 ®不良 ®黄灰色 さい。頸部に等間隔止簾状文、その下位に 4 本単

2.5Y5/l 位のやや太い櫛描波状文 1 帯を施す。口縁下位外

面と頸部内面に刷毛目。

P -1106 （樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高8.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は内湾ぎみに開き、頸部は弓なりに屈曲する。

) 甕 -2 河中層 部片 口径 (14.6) ⑱良好 ⑥灰黄褐 頸部に 2 連止簾状文、口縁と体部に横位櫛描波状

色10YR5/2 文。内面は丁寧な横磨き。

P-ll07 （樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高9.5 ⑯砂粒を含む。 口縁は内湾して小さく開く。頸部は弓なりに屈曲

) 小型甕 -2 河中層 部片 口径1 1. 4 胴 ⑱不良 ⑥褐灰色 する。無文。

部最大径1 1.9 10YR5/l 

P-ll08 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高11. 4 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部やや長く直線的に開く。頸部は「く」字状

台付甕 -2 河中層 部片 口径17.3 胴 ®不良 ⑨灰黄褐 に屈曲する。偏平な球形胴。頸部に等間隔止簾状

部最大径17.4 色10YR5/2 文、口縁部端と胴上半分部に櫛描波状文。口縁部

上端と胴最大径の位置に小さい無文ポタン状貼付

文を付す。口縁下半外面に刷毛目、内面は横磨き。

P-1109 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高14.4 ⑯砂粒を含む。 口縁～頸部は弓なりに屈曲する。胴部は「算盤玉

台付甕 -2 河中層 部片 口径(15.0) ®良好 ⑥灰黄褐 」状に膨らむ。口縁部～胴上半に櫛描波状文を重

胴部最大径17 色10YR4/2 ねる。胴最大径の位置に小さい無文ポタン状貼付

.0 文。

P -1110 E 区 v面 2 底部片 残存高4.0 ⑯砂粒を多く含む。 突出ぎみの底中央に 1 孔を穿つ。

有孔鉢 - 2 河中層 底径4.7 ®良好 ⑥にぶい

褐色7.5YR6/3 

P -1111 E 区 v 面 2 底部片 残存高5.1 ⑯砂粒を含む。 戟頭円錐形で底中央に 11Lを穿つ。

有孔鉢 -2 河中層 底径6.2 ®不良 ®灰黄褐

色10YR6/2

P -1112 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～底 器高6.4 口 ⑯砂粒を多く含む。 内湾して開く裁頭円錐形。内外面磨き。

鉢 -2 河中層 部片 径 (14.6) ®良好 ®にぶい

底径 (6.1) 赤褐色2.5YR4/3

P -1113 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～底 器高7.2 □ ⑯砂粒を含む。 直線的に開く歓頭円錐形で、外面は縦、内面は横

鉢 -2 河中層 部片 径 (14.4) ®良好 ®灰黄褐 の丁寧な磨き。

底径 (4.6) 色10YR5/2

P -1114 E 区 v 面 2 脚部片 残存高6.5 ⑯砂粒を含む。 やや内湾ぎみに開く円錐形の脚で、裾部は丸い。

高杯 -2 河中層 底径7.2 ＠良好 ＠赤色10 外面に赤彩。

R5/6 

P -lll5 E 区 v面 2 脚部片 残存高6.1 ⑯砂粒を多く含む。 円錐形の脚で、裾下端は面取り。外面は縦磨き。

（高杯） -2 河中層 底径9.9 ＠良好 ®にぶい

黄色2.5Y6/3

P -1116 E 区 v 面 2 脚部片 残存商6.1 ⑯砂粒を含む。 やや背の高い円錐形で、裾部は小さな面取り。外

高杯 -2 河中層 底径9.9 ＠不良 ®赤色7. 面に赤彩。

5R4/8 

P -1117 E 区 v 面 2 脚部片 残存高7.9 ⑯砂粒を含む。 円錐形の脚で、裾下端は面取り。外面に赤彩。

高杯 -2 河中層 底径8.6 ®不良 ＠赤色10

R5/6 

P -1118 E 区 v 面 2 脚部片 残存高8.3 ⑯砂粒を多く含む。 柱状の脚で、裾は外反して開く。外面に赤彩、内

高杯 -2 河中層 底径8.7 ®不良 ＠赤色10 面の一部に顔料がつく。

R5/8 

P -1119 （竜見町式 E 区 v 面 2 脚部片 残存高7.1 ⑯砂粒を多く含む。 杯部との結合部は柱状で下半が円錐形に大きく開

土器） -2 河中層 底径9.6 ®良好 ®赤色10 く。外面に赤彩。

高杯 R5/8 

P -1120 E 区 v 面 2 脚部片 残存高9.0 ⑯砂粒を多く含む。 やや背の高い円錐形で裾下端は面取り。外面に赤

高杯 -2 河中層 底径8.9 ＠不良 ⑥赤色10 彩、内面一部に顔料がつく。

R4/6 

P -1121 E 区 v面 2 杯部～脚部 残存高15.4 ⑯砂粒を多く含む。 杯部は内湾して開き、脚は円錐形。坪部内面と外

高杯 - 2 河中層 片 ®不良 ＠暗赤色 面全体に赤彩。脚内面なで。

10 R 3/4 

P-1122 E 区 v面 2 脚部片 残存高16.4 ⑯砂粒を多く含む。 背の高い円錐形の脚で、内面に刷毛目。杯部内面

高杯 -2 河中層 底径14.9 ®良好 ®赤色10 と外面全体に赤彩。

R4/6 

P-1167 竜見町式土 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高7.3 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は緩く「く」字状に屈曲する。斜縄文 (LR

器 空て一 - 1 河下層 片 頸部径6.4 ®良好 ⑥灰黄褐 ）を地文に 3 本のやや太い沈線による直線文を施
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遺物観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

色10YR6/2 す。

P-1168 竜見町式土 E 区 v面 2 口縁部片 残存高6.1 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部は内湾して立ち上り、頸部は弓なりに屈曲

器 宰• - 1 河下層 口径16.2 ®良好 ＠浅黄色 する。口縁外面に斜縄文 (LR) 。

2.5Y7/3 

P -1169 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部一頸 残存高12.7 ⑯砂粒を含む。 外反ぎみに開く折り返し口縁で、口縁断面は涙滴

g 一 - 1 河下層 部片 口径21. 0 ®良好 ®灰褐色 状。頸部は「く」字状に屈曲する。頸部に上下 2

7.5YR6/2 帯の 2 連止簾状文、肩に櫛描波状文。

P -1170 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部～胴部 残存高12.0 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は弓なりに屈曲、なで肩。肩に 2 条の沈線を
g て -1 河下層 片 頸部径 (12.2 ＠良好 ®にぶい 垂下した T字文。下位に櫛描波状文を重ねる。

) 黄橙色10YR7/2

P-1171 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高18.0 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は弓なりに屈曲、なで肩。頸部に等間隔止簾

空一 -1 河下層 片 頸部径（1 1.0 ®良好 ®褐灰色 状文、肩に間隔を空けた 6 帯の櫛描波状文。波状

) lOYRS/1 文下位に沈線を入れたボタン状貼付文。外面は磨

き、内面は横刷毛目。

P -1172 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部～胴部 残存嵩9.7 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は弓なりに屈曲し、上下 2 帯の 3 連止簾状文。
互·— -1 河下層 片 頸部径1 1. 8 ®良好 ®灰黄色 肩に 3 帯の櫛描波状文。内面一部に刷毛目を残す。

2.5Y7/2 

P -1173 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高13.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は直線的に開き、頸部は弱く「く」字状に屈
空＝心 -1 河下層 部片 頸部径13.6 ®良好 ®灰黄褐 曲する。頸部に 2 連止簾状文、肩に櫛描波状文。

色10YR6/2

P-1174 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高1 1. 6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は直線的に開き、頸部は弱く「く」字状に屈

宰- - 1 河下層 部片 頸部径13.0 ®不良 ®褐灰色 曲する。頸部に 2 連止簾状文、肩に櫛描波状文を

10YR6/l 重ねる。

P -1175 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高37.8 ⑯砂粒を多く含む。 「棗」形の胴部で、頸部は「く」字状に屈曲する。
空·ギ -1 河下層 片 胴部最大径36 ®良好 ®黄灰色 頸部に 2 連止簾状文、肩に 4 帯の櫛描波状文。外

.7 2. 5Y 4/1 面磨き、内面刷毛目。

P-1176 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高17.6 ⑯砂粒を含む。 5~ 6 帯の櫛描波状文を施し、下位に横沈線をい

壺 -1 河下層 片 ®良好 ®にぶい れたポタン状貼付文を付す。

橙色5YR7/3

P -1177 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高11.7 ®砂粒を含む。 頸部に 2 連止簾状文、肩に振幅の小さい櫛描波状
空·ギ - 1 河下層 片 ®良好 ＠褐灰色 文 7 帯をやや間隔を空けて施す。下位に櫛描施文

10YR5/l 具の先端による刺突を加えたポタン状貼付文を付

し、細い沈線で斜線充填の鋸歯文を描く。

P -1178 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部～胴部 残存高26.1 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は弓なりに屈曲し、なで肩。頸部に 2 連止簾

空一 - 1 河下層 片 ®良好 ®暗灰黄 状文、肩に 3 帯の櫛描波状文と下位に細い沈線で

色2.5Y3/2 斜線充填の鋸歯文を描く。

P -1179 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部片 残存高13.2 ⑯小礫を含む。砂 頸部は弓なりに屈曲する。頸部に 2 連止簾状文、
空·ギ -1 河下層 頸部径1 1.5 粒を多く含む。 肩に 1 帯の櫛描波状文、下位に細い沈線で斜線充

＠良好 ＠明褐灰 填の鋸歯文を描く。

色5YR7/2

P-1180 樽式土器 E 区v面 2 口縁部～頸 残存商9.4 ⑯砂粒を含む。 口縁は外反ぎみに開き、上端は小さく内屈、頸部

甕 -1 河下層 部片 口径15.0 ®良好 ®ォリー は「く」字状に屈曲。頸部に等間隔止簾状文、ロ

プ黒色5Y3/l 縁上半と肩に櫛描波状文。口縁上端に小さな無文

ボタン状貼付文を付す。

P -1181 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高6.0 ⑯砂粒を含む。 口縁小さく外反、頸部は弱く「く」字状に屈曲、

台付甕 -1 河下層 部片 口径14.4 胴 ®良好 ＠灰黄褐 胴は偏平で肩が張る。頸部に 2 連止簾状文、口縁

部最大径15.1 色10YR6/2 と肩に櫛描波状文。

P -1182 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高13.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は長く直線的に開き、頸部は弱く「く」字状

甕 -1 河下層 部片 口径17.2 ®良好 ®黒褐色 に屈曲。口縁上端と頸～肩部に櫛描波状文。口縁

7. 5YR3/l 上端に小さな無文ボタン状貼付文を付す。

P -1183 棺式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高17.2 ⑯砂粒を含む。 口縁は長く外反ぎみに開き、頸部は弱く「く」字

甕 -1 河下層 部片 口径17.1 胴 ®良好 ＠灰色5 状に屈曲、球形胴に続く。頸部に等間隔止簾状文、

部最大径21. 4 Y 4/1 口縁上端と下位、肩にやや振幅の大きい櫛描波状

文。

P -1184 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高18.0 ⑯砂粒を含む。 口縁やや短く端部は小さく内屈。頸部に 2 連止簾

甕 -1 河下層 部片 口径(15.2) ⑱不良 ®オリー 状文、口縁と肩に間を空けた櫛描波状文。

胴部最大径（ プ黒色7.5Y3/l

20.3) 

P -1185 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存商6.8 ⑯砂粒を含む。 口縁短く直立ぎみに開く。頸部に 3 連止簾状文、

小型甕 -1 河下層 部片 口径1 1. 0 ®良好 ®灰黄褐 口縁と肩に櫛描波状文を重ねる。

色10YR4/2
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土器・土製品観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

P-1186 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高10.7 ⑯砂粒を含む。 口縁は長く直線的に開き、上端は小さく内屈。頸

甕 -1 河下層 部片 口径19.3 ®良好 ®灰褐色 部に 2 連止簾状文、口縁上端と中位以下に振幅の

7.5YR4/2 大きい櫛描波状文を重ねる。

P-1187 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高8.2 ⑯砂粒を含む。 口縁は弓なりに外反。頸部に 2 連止簾状文、口縁

甕 -1 河下層 部片 口径17.8 ®良好 ®灰色5 に振幅の小さい櫛描波状文を重ねる。

Y 4/1 

P-1188 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高14.4 ⑯砂粒を含む。 口縁やや短く外反、頸部は弓なりに屈曲。頸部に

甕 -1 河下層 部片 口径18.9 ＠良好 ⑥褐灰色 2 連止簾状文、肩に 2 帯の櫛描波状文。

5YR4/l 

P-1189 （樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高6.6 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は長く直線的に開き、頸部は「く」字状に屈

) 甕 -1 河下層 部片 口径16.6 ®不良 ⑥暗灰黄 曲。胴の張りは弱い。頸部に 2 帯の 2 連止簾状文、

色2.5Y5/2 肩に櫛描波状文。口縁外面に刷毛目を残し、上端

は横なで。

P-1190 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高16.6 ⑯砂粒を含む。 口縁は外反ぎみに開く。内外面刷毛目の後口縁上

甕 -1 河下層 部片 口径(17.3) ®良好 ®黒褐色 端を横なで。

胴部最大径（ 2.5Y3/l 

19.6) 

P -1191 樽式土器 E 区 v面 2 頸部片 残存高9.1 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は弱く「く」字状に屈曲。頸部に 2 連止簾状

-1 河下層 頸部径13.0 ®良好 ®黒褐色 文、口縁と肩に櫛描波状文を重ねる。

10YR3/l 

P-1192 樽式土器 E 区 v 面 2 頸部～胴部 残存高13.2 ⑯砂粒を多く含む。 球形胴で、肩に櫛描波状文を重ねる。

甕 -1 河下層 片 ®良好 ®褐灰色

lOYRS/1 

P -1193 （東関東系 E 区 v面 2 底部片 残存高3.3 ⑯砂粒を多く含む。 胴～底部に附加条縄文 (LR+2L) 。底面に木葉痕。

土器） - 1 河下層 底径6.6 ®不良 ⑥オリー

（甕） プ黒色5Y3/l

P -1194 樽式土器 E 区 v面 2 胴部～底部 残存高15.8 ⑯粗砂粒を多く含 やや肩の張る体部で底部は突出ぎみ。胴上半に振

甕 - 1 河下層 片 底径7.7 む。 ®良好 @ 幅の小さい櫛描波状文。

にぶい黄橙色lOYR

712 

P-1195 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高9.9 ⑯砂粒を含む。 頸部は弓なりに屈曲、体部は偏平な球形。頸部に

台付甕 - 1 河下層 片 頸部径15.1 ®良好 ＠褐灰色 3 連止簾状文、肩に 2 帯の櫛描波状文。波状文帯

7.SYRS/1 中央に無文ポタン状貼付文を付す。内外面とも横

磨き。胴外面に長さ 7 ミリの籾痕。

P -1196 樽式士器 E 区 v面 2 脚部欠損 残存高12.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁部短く直線的に開く、頸部は「く」字状に屈

小型台付甕 -1 河下層 口径12.0 ®良好 ⑥褐灰色 曲。やや肩の張る体部に続く。口縁～肩に乱れた

7.5YR4/l 櫛描波状文。体下半～脚外面に縦磨き。

P -1197 樽式士器 E 区 v 面 2 脚部欠損 残存高9.3 ⑯砂粒を含む。 口縁短く直線的に開く、頸部は「く」字状に屈曲、

小型台付甕 -1 河下層 口径9.8 ®良好 ＠褐灰色 球形の体部に続く。体上半は横、体下半～脚外面

7.5YR4/l に縦磨き。

P-1198 樽式土器 E 区 v 面 2 脚部欠損 残存高8.1 ⑯砂粒を含む。 口縁部短く直線的に開く、頸部は「く」字状に屈

小型台付甕 -1 河下層 口径 (8.1) ®良好 ＠褐灰色 曲。やや肩の張る体部に続く。頸部に等間隔止簾

7. 5YR4/l 状文、肩に櫛描波状文、口縁に無文ポタン状貼付

文を付す。

P-1199 E 区 v面 2 底部片 残存商3.8 ⑯砂粒を多く含む。 底部中央に 1 孔を穿つ。内面磨き。

有孔鉢 -1 河下層 底径5.2 ®不良 ⑥褐灰色

7.5YR6/l 

P-1200 E 区 v面 2 底部片 残存高4.9 ⑯砂粒を多く含む。 底部中央に 1 孔を穿つ。外面は縦刷毛目、内面磨

有孔鉢 -1 河下層 底径4.9 ®良好 ＠灰黄色 き。

2.5Y6/2 

P -1201 E 区 v 面 2 底部片 残存商4.4 ⑯砂粒を多く含む。 やや突出する底部中央に 1 孔を穿つ。内外面磨き。

有孔鉢 -1 河下層 底径4.4 ®不良 ®灰黄褐

色10YR6/2

P -1202 E 区 v 面 2 底部片 残存商3.5 ⑯砂粒を多く含む。 底部中央に 1 孔を穿つ。内外面磨き。

有孔鉢 -1 河下層 底径5.0 ®不良 ®灰黄色

2.5Y6/2 

P -1203 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～底 器尚5.3 口 ⑯砂粒を含む。 歓頭円錐形で、内外面とも赤彩。

小型鉢 -1 河下層 部片 径12.0 底径 ®良好 ＠にぶい

5.5 赤褐色2.5YR5/4

P -1204 樽式土器 E 区 v 面 2 2/3残存 器裔7.0 口 ⑯砂粒を多く含む。 祓頭円錐形で、底部はやや突出する。内外面は横

鉢 -1 河下層 径14.0 底径 ®不良 ＠灰黄褐 磨き。
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遺物観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

5.3 色10YR5/2

P -1205 樽式土器 E 区 v 面 2 2/3残存 器高7.5 口 ⑯砂粒を多く含む。 裁頭円錐形で、大きめの安定した底部をもっ。ロ

鉢 -1 河下層 径14.l 底径 ®不良®赤色10 縁上端は小さく内湾。内外面に赤彩。

6.8 R4/6 

P -1206 樽式土器 E 区 v面 2 ほぽ完形 器高7.4 口 ⑯砂粒を多く含む。 内湾ぎみに開く戟頭円錐形で、やや突出する底部

鉢 -1 河下層 径15.9 底径 ®不良 ®灰黄色 をもつ。内外面に横磨き。

5.2 2. 5 Y 6/2 

P -1207 （竜見町式 E 区 v面 2 1/3残存 器高9.4 口 ⑯砂粒を多く含む。 坪部は内湾して開き、小さく外反する脚をもつ。

土器） -1 河下層 径 (13.2) ®良好 ®灰白色 脚との結合は「ほぞ穴」への粘土塊充填による。

高杯 底径 (8.4) 5YR8/2 

P-1208 E 区 v 面 2 脚部片 残存高5.0 ⑯砂粒を多く含む。 円錐形の脚で、裾端に小さな面取り。杯部内面と

高杯 - 1 河下層 底径 (7.0) ®不良 ＠赤褐色 外面全体に赤彩。

2.5YR4/6 

P-1209 E 区 v面 2 脚部片 残存高6.7 ⑯砂粒を含む。 やや外反する円錐形の脚で、裾端は丸い。外面に

高坪 -1 河下層 底径8.9 ＠良好 ＠赤色10 赤彩。

R4/6 

P -1210 E 区 v面 2 脚部片 残存高6.1 ⑯砂粒を含む。 背の低い円錐形で裾端は丸い。外面は縦磨き。

（台付甕） -1 河下層 底径8.8 ®不良 ⑥灰黄色

2.5Y6/2 

P -1211 E 区 v 面 2 脚部片 残存高6.6 ⑯砂粒を多く含む。 円錐形の脚で、裾端に小さな面取り。外面下半に

高杯 - 1 河下層 底径9.5 ®不良 ®暗赤色 赤彩、他は剥落か。

10R3/6 

P -1212 E 区 v面 2 脚部片 残存高7.9 ⑯砂粒を多く含む。 やや外反する円錐形の脚で、裾端は丸い。外面に

高坪 -1 河下層 底径1 1.0 ＠良好 ®赤色10 赤彩。

R4/6 

P -1213 E 区 v面 2 脚部片 残存高8.1 ⑯砂粒を多く含む。 やや外反する円錐形の脚で、裾端は面取り。外面

高杯 -1 河下層 底径9.6 ®良好 ®赤色10 に赤彩。内面に刷毛目を残す。

R4/6 

P -1214 E 区 v面 2 脚部片 残存高8.0 ⑯砂粒を含む。 円錐形の脚で、裾端に小さな面取り。外面は縦の

台付甕 -1 河下層 底径9.7 ®不良 ⑥にぶい 磨き。

黄色2.5Y6/3

P -1215 E 区 v 面 2 脚部片 残存高13.0 ⑯砂粒を多く含む。 やや外反する円錐形の脚で、裾端は丸い。外面に

高杯 -1 河下層 底径15.6 ＠良好 ®赤色10 赤彩。内面下半に顔料がつく。

R4/6 

P -1216 E 区 v面 2 1/3残存 器高3.0 底 ⑯砂粒を含む。 偏平な歓頭円錐形で紐はない。端部に小さな緊縛

蓋 - 1 河下層 径1 1.6 ®良好 ⑥赤色10 孔 1 ヶを穿つ。

R4/6 

P -1217 （土師器） E 区 v面 2 ほぼ完形 器高9.1 底 ⑯砂粒を多く含む。 中空の柱状で下端はやや外反する。外面はなで。

寇支脚か -1 河下層 径6.1 ＠不良 ＠褐灰色

10YR5/l 

P -1485 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高33.8 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は直線的に開き、端部は薄い「蒲鉾」形断面

空— -1 河中層 部片 口径23.6 ＠良好 ®灰黄褐 の折り返し。外面には間を空けて箆による刻みを

色10YR5/2 巡らす。頸部は弱い「く」字状で、なで肩の体部

に続く。頸部に 3 帯の間隔の短い等間隔止簾状文、

屑に振幅の大きい櫛描波状文を重ねる。

P -1486 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高7.8 ⑯砂粒を含む。 口縁はやや短く外反、端部は小さく内屈。頸部は

甕 - 1 河中層 部片 口径18.1 ®良好 ®オリー 弓なりに屈曲。頸部に 2 帯の 2 連止簾状文、口縁

プ黒色5Y3/l 上端に櫛描波状文。口縁外面に縦刷毛目。

P -1487 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高7.2 ⑯粗砂粒を多く含 口縁は外反ぎみに開き、端部は薄い「蒲鉾」形断

甕 - 1 河中層 部片 口径18.1 む。 ＠不良＠ 面の折り返し。口縁全体に櫛描波状文を重ねる。

オリープ黄色5Y

6/3 

P -1488 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～頸 残存高8.9 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は外反ぎみに開き、端部は薄い折り返し。ロ

甕 - 1 河中層 部片 口径 (2 1. 3) ®不良 ⑥褐灰色 縁全体に櫛描波状文を重ねる。頸部に簾状文か。

7.5YR4/l 

P -1489 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高5.8 ⑯砂粒を含む。 口縁はやや短く外反、端部は内湾ぎみに立つ。頸

甕 - 1 河中層 部片 口径14.l ⑱不良 ＠褐灰色 部は弓なりに屈曲。頸部に等間隔止簾状文、口縁

7. 5YR4/l 上端に櫛描波状文。口縁外面に縦刷毛目。

P -1490 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高8.5 ⑯砂粒を多く含む。 頸部は弓なりに屈曲、球形胴に続く。頸部に 2 連

甕 -1 河中層 片 頸部径 (13.0 ®不良 ®灰黄褐 止簾状文、肩に櫛描波状文を重ねる。

) 色10YR5/2
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P -1491 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高12.1 ⑯砂粒を含む。 球形の胴で、頸部に 2 連止簾状文、肩に櫛描波状

甕 - 1 河中層 片 ®良好 ®灰オリ 文、波状文帯下位に刺突を加えたボタン状貼付文

ープ色7.5Y4/2 を付す。

P -1492 東関東系土 E 区 v 面 2 底部片 残存高2.2 ⑯砂粒を含む。 外面に附加条縄文(1種LR+2L) 、底面に木葉痕

器 甕 - 1 河中層 底径6.5 ®不良 ®灰色5 を残す。

Y 4/1 

P -1493 E 区 v 面 2 完形 器高5.1 口 ⑯粗砂粒を多く含 内湾ぎみに開く裁頭円錐形で、大きめの安定した

小型鉢 -1 河中層 径10.7 底径 む。 ®不良® 平底。内外面はなで。

6.4 浅黄色2.5Y7/3

P -1494 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部～胴 残存高5.1 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く頸部で強く屈曲し、肩の張る体部へ続く。

（小型台付 - 1 河中層 部片 口径 (13.0) ®良好 ®赤色10 口唇部に刻み。内外面は横磨きで赤彩。

壺） R5/8 

P -1495 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高9.7 ⑯砂粒を多く含む。 体部は肩が張り、急にすぼまって脚に続く。内外

台付甕 -1 河中層 片 ＠良好 ®赤色10 面に横磨き。体部下位は縦磨き。外面に赤彩。

R5/6 

P -1496 樽式土器 E 区 v面 2 胴部～脚部 残存高10.8 ⑯砂粒を含む。 体部は肩が張り、急にすぽまって脚に続く。内外

台付甕 -1 河中層 片 ®良好 ＠赤色10 面は横刷毛目、体部下半は縦磨き。内外面に赤彩。

R5/6 

P -1497 （樽式土器 E 区 v面 2 脚部欠損 残存高9.9 ⑯粗砂粒を含む。 口縁部は弱く屈曲して外反、体部は中位で膨らむ。

) 高杯 -1 河中層 口径19.0 ®良好 ＠にぶい 頸部外面に縦刷毛目を残し、他は内外面とも縦磨

橙色5YR6/4 き。

P -1498 E 区 v面 2 脚部片 残存高7.3 ⑯砂粒を多く含む。 背の高い円錐形で、裾端は下面に面取り。外面は

高杯 -1 河中層 底径7.4 ®不良 ®赤色10 縦磨き、内面は横刷毛目。杯部内面と外面に赤彩。

R516 

P -1499 E 区 v 面 2 脚部片 残存高6.1 ⑯砂粒を多く含む。 背が低く開いた円錐形で端部は丸い。外面は縦磨

高杯 - 1 河中層 底径8.4 ®不良 ®赤色10 き。内外面赤彩。

R5/6 

P-1500 E 区 v 面 2 脚部片 残存高6.1 ⑯砂粒を含む。 外反する円錐形、外面は磨き、内面は横刷毛目。

高杯 -1 河中層 底径9.5 ®良好 ®赤橙色 内外面赤彩。

10R6/8 

P -1501 E 区 v 面 2 脚部片 残存高8.3 ⑯砂粒を多く含む。 直線的に開く円錐形で端部は丸い。外面は縦磨き。

台付甕 -1 河中層 底径9.5 ®不良 ＠にぶい

黄橙色10YR7/2

P -1557 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～頸 残存高18.2 ⑯粗砂粒を多く含 口縁～頸部は弓なりに外反し、口縁端部は断面が

盆士 河上層 部片 口径7.7 む。 ®良好 ｮ 薄い方形状の折り返し。折り返し部外面に指頭圧
にぶい橙色7.5YR 痕を残す。頸部に簾状文か。

6/4 

P -1558 樽式土器 E 区 v 面 2 口縁部片 残存高9.0 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は直線状に開き、口縁端部は断面涙滴状の折

空一 河上層 口径24.2 ＠良好 ＠灰白色 り返し。折り返し下端は指頭押圧による刻み。外

10YR8/2 面刷毛目後磨き。内面に赤彩。

P -1559 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高15.3 ⑯砂粒を多く含む。 口縁は頸部から直立して中位で緩く外反、端部は

甕 河上層 部片 口径20.7 ®不良 ＠にぶい 薄い折り返し。頸部に 4 連止簾状文、口縁全体と

橙色5YR6/3 肩に振幅と波長の大きい櫛描波状文。

P -1560 吉ヶ谷・赤 E 区 v面 2 口縁部～胴 残存高7.5 ⑯砂粒を多く含む。 口縁小さく外反、頸部は「く」字状に屈曲、やや

井戸系土器 河上層 部片 口径（1 1. 8) ®不良 ＠褐灰色 肩の張る胴に続く。口縁～胴上半に 3 帯の横位斜

小型台付甕 7. 5YR4/l 縄文 (R L) を施す。

P -1561 樽式土器 E 区 v面 2 胴部～底部 残存高8.5 ⑯砂粒を多く含む。 長胴で安定した大きめの平底をもつ。肩部に 2 連

（小型壺） 河上層 片 底径6.2 ®不良 ®灰白色 止簾状文。

10YR7 /1 

P -1562 樽式土器 E区面 2 ほぽ完形 器高12.2 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く外反、端部はやや内屈、偏平で肩の張る

小型台付甕 河上層 口径10.1 ®不良 ⑥褐灰色 胴部に続く。脚は外反ぎみの円錐形。口縁と肩に

10YR4/l 櫛描波状文。

P -1563 樽式土器 E 区 v面 2 脚部欠損 残存高10.3 ⑯砂粒を多く含む。 口縁短く直立し口縁端部はやや内傾、頸部で弱く

小型台付甕 河上層 口径10.0 胴 ®良好 ＠灰褐色 屈曲し偏平な球形胴に続く。口縁上端と肩に櫛描

部最大径1 1.9 7.5YR5/2 波状文。胴外面下半に被熱痕。

P -1564 E 区 v 面 2 脚部片 残存高1 1. 1 ⑯砂粒を含む。 背の高い外反ぎみの円錐形で、外面は縦の磨き。

高杯 河上層 底径12.0 ＠不良 ®灰黄褐 杯部を逆転して積み上げ成型したと思われる。

色10YR6/2

P -1565 E 区 v 面 2 脚部片 残存高6.5 ⑯砂粒を多く含む。 直線的に開く円錐形か。裾部は丸い。外面赤彩。

高杯 河上層 底径14.0 ＠良好 ⑥赤色10

R4/6 
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P -1566 樽式土器 E 区 v面 2 ほぽ完形 器高7.0 口 ⑯砂粒を多く含む。 やや器高が高く、直線的に開く祓頭円錐形。内外
鉢 河上層 径13.0 底径 ®不良 ＠赤褐色 面赤彩。

5.4 2.5YR4/6 

P -1567 E 区 v面 2 口縁部片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 口縁は、外面に強い稜をつくって立ち上がる。外

（壺） -2 河下層 ＠良好 ®赤色10 面に上下 2 列に巡る楕円形彩文を漆で描く。内外

R5/6 面赤彩。

P -1568 E 区 v面 2 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 外面に縦列点文を漆で描く。内外面赤彩。

不明 -2 河下層 ®良好 ®赤色10
R418 

P -1569 E 区 v 面 2 口縁部片 法温不明 ⑯砂粒を含む。 内外面に口縁沿いと縦列点文を漆で描く。内外面

高杯か鉢 -1 河中層 ®良好 ®赤色10 赤彩。

R5/8 

P -1570 E 区 v面 2 口縁部片 法誠不明 ⑯砂粒を含む。 口縁内外面に小さな鋸歯文を漆で描く。内外面赤

高杯か鉢 -2 河下層 ®良好 ®明赤褐 彩。

色2.5YR5/6

P-1571 E 区 v面 2 口縁部片 法羹不明 ⑯砂粒を含む。 口縁は内湾、口縁内外面に小さな鋸歯文を漆で描

裔杯か鉢 -2 河下層 ®良好 ＠赤色10 く。内外面赤彩。

R4/8 

P -1572 E 区 v面 2 口縁部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁端は小さく外折し口唇に刻み。内面に乱れた

裔杯 -2 河中層 ®不良 ®赤色10 鋸歯文を漆で描く。内外面赤彩。

R4/6 

P -1573 E 区 v 面 2 口縁部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁端は外折して肥原する。口縁上の平坦面に円

高杯 -1 河下層 ®良好 ®赤色7. 文、内面に鋸歯文を漆で描く。内外面赤彩。

5R4/8 

P -1574 E 区 v 面 2 口縁部片 法益不明 ⑯砂粒を含む。 口縁は「U」字状に屈曲して外反。口縁上面に鋸

高杯 -2 河下層 ®良好 ®赤色10 歯文、肩部に 4 列の横列点文を漆で描く。外面全

R4/6 体と口縁内面に赤彩。

P -1575 E 区 v 面 2 口縁部片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 口縁端は外折して肥庫する。口縁上の平坦面に円

高杯 -1 河下層 ＠良好 ®赤色7. 文、内面に鋸歯文を漆で描く。内外面赤彩。 P-

5R4/6 1573 と同一。

P -1576 E 区 v 面 2 杯部片 法凪不明 ⑯砂粒を多く含む。 張り出した体部外面に列点文を漆で描く。 P-15

高杯 -1 河下層 ®不良®赤色10 74 と同一個体の可能性あり。

R5/6 

P -1577 E 区 v 面 2 口縁部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 口縁内外面に鋸歯文を漆で描く。内外面赤彩。

高杯か鉢 -2 河中層 ®不良 ®赤色10
R5/6 

P-1578 E 区 v面 2 脚部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 裾を大きく開き、端部外面に鋸歯文を漆で描く。
高杯 -2 河下層 ®不良 ＠赤色10 外面に赤彩。

R5/8 

P -1579 E 区 v面 2 胴部～底部 残存高3.7 ⑯砂粒を多く含む。 内湾ぎみに開く裁頭円錐形。内面下位に横列点文、

鉢 -2 河下層 片 底径4.9 ®良好 ＠赤褐色 上位に 7 分割した 3 列組の縦列点文を漆で描く。

10R4/4 内外面赤彩。 P -1569 と同一の可能性あり。

P -1580 E 区 v面 2 杯部片 残存高6.3 ⑯砂粒を多く含む。 杯部は内湾して大きく開き浅い。口縁外面に鋸歯
商杯 -2 河下層 口径 (16.1) ®良好 ＠暗赤色 文、下位に横列点文、中位に円文と列点文を描く。

10R3/4 内外面赤彩。

P -1581 E 区 v面 2 脚部片 残存高8.4 ⑯砂粒を多く含む。 上半柱状、下半は円錐形の脚で、外面に 3 列組の

高杯 -2 河中層 脚部径10.8 ®不良 ®暗赤色 縦列点文と裾に鋸歯文を漆で描く。外面に赤彩。

10 R 3/6 

P -1582 E 区 v 面 2 脚部片 残存高1 1. 2 ⑯砂粒を多く含む。 背の高い円錐形の脚で、裾端は丸い。縦横に並ぶ

高杯 -2 河下層 脚部径 (12.0 ＠不良 ⑥赤褐色 列点文を漆で描く。外面赤彩。

) 10R5/4 

P -1583 E 区 v面 2 頸部片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 外面に低い三角凸帯を横位に巡らし、箆で羽状の
g て -2 河下層 ®良好 ®褐灰色 刻みを施す。

7.5YR6/l 

P -1584 E 区 v面 2 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 箆による山形文とその下位に箆先による刺突列を

（壺） - 1 河下層 ®良好 ＠にぶい 巡らす。

橙色7.5YR7/3

P -1585 E 区 v面 2 口縁部片 法絋不明 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外折、口唇部に押圧。口縁下位に 2 ヶー

（高杯） -2 河下層 ®不良 ＠灰白色 対の孔を穿つ。内面赤彩。

2.5Y7/l 

P -1586 E 区 v 面 2 口縁部片 法絋不明 ⑯砂粒を含む。 口縁短く外反、頸部の屈曲は弱い。外面に楕円形
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顔壺 -2 河下層 ®良好 ⑥にぶい の粘土帯を貼付し、横位に一条の沈線を刻んで「

橙色7.5YR7/4 目」を造形する。

P -1587 E 区 v面 2 頸部片 法最不明 ⑯砂粒を含む。 外面に刷毛目。

（壺） -2 河下層 ®良好 ®褐灰色

10YR6/l 

P -1588 E 区 v 面 2 胴部片 法紐不明 ⑯砂粒を多く含む。 外面に細い沈線で幾何文を描く。

不明 -2 河下層 ®不良®黒色2.

5Y2/l 

P -1589 樽式土器 E 区 v面 2 肩部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 胴上位に沈線で「水鳥の足」状文を描く。肩部に

空て -1 河下層 ®良好 ®浅黄色 は刺突を加えたポタン状貼付文を付す。

2.5Y7/3 

P -1590 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部片 法拭不明 ⑯砂粒を含む。 口縁下位に鍔状凸帯を巡らし、上面と口縁内面に

（壺） -2 河下層 ®良好 ®明褐灰 櫛描波状文を施す。

色7.5YR7/2

P -1591 樽式土器 E 区 v面 2 口縁部欠損 残存高12.1 ⑯砂粒を多く含む。 頸部のしまり弱く、細長い「棗」形の胴部をもつ。

小型壺 -2 河下層 胴部最大径9. ®不良 ®灰黄色 頸部に 3 連止簾状文、肩に振幅の小さい波状文を

3 底径5.3 2.5Y6/2 施す。胴中位に横帯状、及び口縁内面に赤彩。

P -1592 樽式土器 E 区 v面 2 頸部～底部 残存高5.8 ⑯砂粒を多く含む。 頸部はわずかにしまり、張りの少ない体部から安

小型甕 -2 河下層 片 底径4.5 ®不良 ®黄灰色 定した大きめの平底に続く。頸部に 2 帯の 2 連止

2.5Y 4/1 簾状文。底内面に赤彩顔料が付着。

P -1593 （樽式土器 E 区 v面 2 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 外面に櫛描波状文。

) （甕） -2 河下層 ®良好 ®にぶい

黄橙色10YR7/3 

P -1594 E 区 v面 2 胴部片 法鼠不明 ⑯砂粒を多く含む。 外面に斜交する帯状の赤彩部分を残す。彩文か。

不明 -1 河中層 ＠良好 ®黄灰色

2.5Y6/l 

P -1595 E 区 v面 2 杯部片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 外面下位に細い凸帯を巡らし、内湾ぎみに開く部

高杯か器台 -1 河中層 ®良好 ®赤色10 分に方形あるいは三角形と円形と思われる透かし

R5/6 を入れる。内外面赤彩。

P -1596 E 区 v 面 2 脚部片か 法最不明 ⑯砂粒を含む。 円孔を穿つ。外面に縦位の赤彩部分が見られる。

（高杯） -2 河下層 ®良好 ®赤色10 垂下する一条の粘土紐を貼付した部分が剥離する。

R5/6 内面は刷毛目。

P -1597 E 区 v面 2 頸部～胴部 残存高4.6 ⑯砂粒を含む。 頸部は弱く「く」字状に屈曲、「棗」形の胴部に

小型壺 -2 河下層 片 ®良好 ＠赤色10 統く。外面全体と口縁内面に赤彩。

R5/6 

P -1598 E 区 v面 2 ほぽ完形 器高4.3 口 ⑯砂粒を含む。 やや内湾して開く裁頭円錐形で下部が突出する。

（小型鉢） -2 河下層 径7.2 底径 ＠不良 ®赤色7. 内外面は赤彩。

3.9 5R4/6 

P -1599 E 区 v面 2 脚部片 残存高4.1 ⑯砂粒を含む。 深い杯部と背の高い円錐形の脚をもっ。内外面と

高杯 -1 河中層 ®良好 ®赤色10 も赤彩。

R4/6 

P-1600 E 区v面 2 口縁部片 法絋不明 ⑯砂粒を含む。 内湾して開く口縁で、 2 ヶ一対の孔を穿つ。内外

高坪か鉢 -1 河中層 ®良好 ®赤色10 面赤彩。

R5/8 

P -1601 E 区 v面 2 杯部片か 法誠不明 ⑯砂粒を含む。 外面に弱い段をもつ口縁付近の破片。外面に漆に

裔杯か鉢 -1 河中層 ®良好 ®赤色10 よる列点文を施す。内外面赤彩。

R4/6 

P-1602 E 区 v 面 2 口縁部片 法黛不明 ⑯砂粒を含む。 内湾ぎみに開く口縁で、 2 ヶ一対の孔を穿つ。内

無頸壺か鉢 -1 河下層 ®良好 ⑨明赤褐 外面赤彩。

色2.5YR5/8

P-1603 E 区 v面 2 杯部片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 外方に大きく開き、中位で段状に屈曲する。下位

（特殊器台 -2 河中層 ®良好 ®赤色10 に円孔を複数穿つ。外面全体と内面上位に赤彩。

) R5/6 

P -1604 E 区 v面 2 脚部片 残存高6.0 ⑯砂粒を多く含む。 断面が方形でくびれの少ない結合部で、杯部内外

高杯 -2 河中層 ®良好 ®赤色10 面と脚外面に赤彩。

R4/8 

P -1605 外来系 E 区 v面 2 胴部片 残存高8.0 ⑯砂粒を含む。 下膨れの胴部で頸部は小さくしまる。胴外面に細

小型壺 -1 河中層 胴部最大径11 ®良好 ®赤褐色 い粘土紐を複数垂下する。外面赤彩。

. 7 10 R 5/4 

P-1606 E 区 v面 2 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 胴部破片に焼成後、外面から穿孔。

（甕） -1 河下層 ®不良 ®褐灰色
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10YR5/l 

P-1607 樽式土器 E 区 v 面 2 肩部片 法量不明 ⑯砂粒を多く含む。 肩部外面に櫛描波状文を描き、胴部に赤彩を施す。
（壺） -2 河中層 ＠不良 ®褐灰色

10YR6/l 

P-1608 外来系 E 区 v面 2 胴部片 法絋不明 ⑯砂粒を含む。 肩部と思われる外面に鋸歯文を赤彩で描く。
宮て - 2 河中層 ®良好 ＠灰黄色

2.5Y7/2 

P-1609 外来系 E 区 v面 2 胴部片 法量不明 ⑯砂粒を含む。 胴の膨らむ撫で肩で、外面に帯状の連続山形文を
空·ギ -2 河中層 ＠良好 ®灰白色 赤彩で描く。

5YR8/l 

P -1610 E 区 v面 2 完形 器高2.2 口 ⑯砂粒を多く含む。 鉢形。体部は浅く内湾して開く。
ミニチュア -2 河下層 径4.5 底径 ®不良®灰オリ

2. 7 ープ色5Y6/3
P-1611 E 区 v面 2 ほぽ完形 器高2.8 口 ⑯砂粒を含む。 鉢形。体部は浅く外反ぎみに開く。底部は大きい。

ミニチュア -2 河下層 径6.9 底径 ＠良好⑥灰オリ

4.8 ープ色5Y5/2

P -1612 E 区 v面 2 胴部～底部 残存高3.4 ⑯砂粒を含む。 底部は突出ぎみの平底、体部形状は不明。
ミニチュア -2 河下層 片 底径4.1 ®不良 ®黄灰色

2.5Y 4/1 

P -1613 E 区 v 面 2 胴部～底部 残存高4.7 ⑯砂粒を多く含む。 甕形。筒状の体部で下位がやや膨らむ。
ミニチュア -2 河中層 片 底径5.1 ®不良®黒色2.

5Y2/l 

P -1614 E 区 v 面 2 胴部～底部 残存高4.4 ⑯砂粒を含む。 甕形。筒状の体部で上位が内湾する。外面は縦な
ミニチュア -2 河下層 片 底径4.0 ®良好 ®黒色10 で。

YR2/l 

P -1615 E 区 v 面 2 ほぼ完形 器高4.7 口 ⑯砂粒を含む。 筒状の体部で底部は丸みを帯び不安定。外面上位
ミニチュア -2 河下層 径5.9 底径 ®良好 ⑥淡黄色 に刷毛目を残す。

3.5 2.5Y8/4 

P -1616 E 区 v面 2 天井片 残存高3.3 ⑯砂粒を多く含む。 小さな円頭状の鉦で、天井部は内湾ぎみ。
蓋 -2 河下層 ®不良 ®暗灰黄

色2.5 Y 5/2 
P -1617 E 区 v面 2 天井片 残存高3.7 ⑯砂粒を多く含む。 紐は小さく中央がくぽむ。

蓋 -2 河下層 ®不良 ®にぶい

黄色2.5 Y6/3 
P -1618 E 区 v面 2 脚部片 残存高3.3 ⑯砂粒を多く含む。 高杯形。背の高い円錐形の脚で、外面は削り。

ミニチュア -2 河下層 ®不良 ®灰赤色
10 R 6/2 

P -1619 E 区 v面 2 脚部片 残存高3.4 ⑯砂粒を多く含む。 高坪か台付甕形。小さく開く円錐形の脚で、裾端
ミニチュア -2 河下層 脚部径4.7 ®不良®灰色5 は面取り。外面は縦磨き。

Y 4/1 

P-1620 E 区 v面 2 脚部片 残存高4.1 ⑯砂粒を含む。 高杯形。背の高い円錐形の脚、裾端は丸い。
ミニチュア -2 河下層 脚部径3.9 ®不良 ＠暗灰黄

色2.5Y5/2

P -1621 E 区 v 面 2 脚部片 残存高3.7 ⑯砂粒を含む。 高杯形。体部との結合部は柱状で下位が浅く開く。
ミニチュア -2 河下層 脚部径3.6 ®不良 ®灰黄褐 裾端は丸い。

色10YR5/2
P -1622 E 区 v 面 2 完形 器高5.9 杯 ⑯砂粒を多く含む。 高杯形。口縁～体部は半球形状に開き、脚は円錐

ミニチュア -2 河下層 部径4.9 脚 ®不良 ®褐灰色 形。

部径4.3 10YR4/l 

P -1623 E 区 v 面 2 口縁部欠損 残存高4.6 ⑯砂粒を含む。 壺形。頸部は細く長い、胴は下膨れで大きめの平
ミニチュア -2 河下層 胴部最大径4. ®良好 ＠浅黄色 底。

l 底径3.3 2.5Y7/3 

P -1624 E 区 v 面 2 完形 器高3.3 口 ⑯砂粒を含む。 鉢形。体部直立する台形。不安定な平底。
ミニチュア -1 河下層 径5.4 底径 ＠不良 ®灰黄色

4.0 2.5Y6/2 

P -1625 （土師器） E 区 v面 2 ほぽ完形 器高3.7 口 ⑯砂粒を含む。 体部は内湾ぎみに直立する。外面に数を残す。
ミニチュア -1 河中層 径（6.1) 底 ®不良 ⑥灰白色

径4.6 2.5Y7/l 

P -1626 （樽式土器 E 区 v 面 2 胴部～底部 残存高5.2 ⑯砂粒を多く含む。 壺形。胴部は「算盤玉」状に張り、底部は突出す
) -1 河中層 片 胴部最大径7. ®不良 ®灰色5 る。肩に櫛描波状文。
ミニチュア 〇 底径3.6 Y6/l 
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P -1627 E 区 v面 2 脚部片 残存高2.7 ⑯砂粒を含む。 高杯か台付甕形。円錐形に開く脚。

ミニチュア -1 河下層 底径 (3.2) ＠不良 ＠にぶい

黄色2.5Y6/4

P -1628 E 区 v面 2 脚部片 残存高3.7 ⑯砂粒を含む。 高杯か台付甕形。円錐形に開く脚で、裾端は丸い。

ミニチュア - 1 河下層 底径5.3 ®不良 ®にぶい 外面は縦のなで。

黄色2.5Y6/3

P -1629 E 区 v面 2 脚部片 残存高3.2 ⑯砂粒を多く含む。 高坪か台付甕形。円錐形に開く脚で、裾下端は小

ミニチュア -1 河下層 底径4.8 ®不良 ＠灰褐色 さな面取り。外面は縦のなで。

7.5YR6/2 

P -1630 土製品玉 E 区 v面 2 完形 径1. 4X l. 7 ⑯密 ＠良好 ｮ わずかに楕円形をなし、やや縁寄りに径0.3の孔

-2 河下層 重さ 4 g 灰白色5Y7/2 を持つ。

P -1631 土製品 E 区 v 面 2 頭部片 残存長2.8 ⑯粗⑥不良® 断面は楕円形で、頭部に径0.3の孔を持つ。指押

勾玉 -2 河下層 径0.7X l. 3 黒褐色2.5 Y 3/1 え、なで仕上げで粗雑な作りである。

重さ 3 g + 

P-1632 土製品 E 区 v面 2 完形 長さ 3.4 径l ⑯密＠不良＠ 断面は円形で、頭部に径0.2X0.4の孔を持つ。指

勾玉 -2 河下層 .0 重さ 5 g 褐灰色10YR6/l 押え、なで仕上げで表面滑か。

P -1633 土製品 E 区 v 面 2 完形 長さ 3.4 径1 ⑯密⑱不良® 断面円形で、頭部に径0.4X0.5の孔を持つ。指押

勾玉 -2 河下層 .5 重さ 14 g 黒色5Y2/l え、なで仕上げで表面やや滑か。

P -1634 土製品 E 区 v面 2 完形 長さ 4.6 径1 ⑯砂粒を多く含む。 断面は不整円形で、頭部に径0.2の孔を持つ。指

勾至 -2 河上層 .8 重さ 17 g ®不良 ®灰白色 押え、なで仕上げで表面が荒れている。

2.5Y7/l 

P -1635 土製品 E 区 v面 2 完形 長さ 5.0 径l ⑯やや粗 ⑲不良 断面は楕円形で、頭部がやや太く径0.5の孔を持

勾玉 -2 河下層 .2X l. 4 重 ®暗灰黄色2.5Y つ。指押え、なで仕上げで表面は滑かであるが、

さ 14 g 5/2 粗雑な作り。

P -1636 土製品 E 区 v 面 2 完形 長さ 2. 7 径0 ⑯粗⑲不良＠ 断面はやや楕円形で、頭部に径0.2の孔を持つ。

勾玉 - 1 河下層 . 7X0.9 重 灰白色2.5Y7/l 指押え、なで仕上げで表面やや滑か。

さ 3 g 

P -1637 土製品 E 区 v面 2 完形 長さ 3.2 径1 ®密⑱不良® 断面は円形で、頭部に径0.3の孔を持つ。指押え、

勾玉 -1 河下層 .0 重さ 6 g 灰色5Y5/l なで仕上げで表面やや滑か。

P-1638 土製品 E 区 v 面 2 完形 長さ 4.4径l ⑯粗⑱不良® 断面は楕円形で、頭部に径0.3の孔を持つ。指押

勾玉 -1 河下層 .3X l. 5 重 褐灰色10YR5/l え、なで仕上げで表面が荒れている。

さ 13 g 

P -1639 土製品 E 区 v 面 2 頭部 残存長4.8 ⑯やや粗 ®不良 断面は円形で、頭部に径0.4の孔を持つ。指押え、

勾玉 - 1 河下層 径1. 8 重さ l ®褐灰色10YR5/l なで仕上げで表面が荒れている。

6 g + 

P -1640 土製品 E 区 v 面 2 1/4残存 径 (5.6) ⑯やや密 ®不良 断面は円錐形で、中央部に径 (0.6) の孔を持つ。

紡錘車 -2 河中層 厚さ1. 5 重 ＠赤色7.5R4/8 表裏面とも赤色塗彩。

さ 11 g + 

P -1641 土製品 E 区 v 面 2 1/2残存 径4.2 原さ l ⑯密®不良® 表面はわずかに外湾、裏面・側面は平坦。中央部

紡錘車 -2 河中層 .1 重さ 9 g + 褐灰色10YR4/l に径 (0.9) の孔を持つ。各面なで調整。

P -1642 土製品 E 区 v 面 2 1/2残存 径4.8 厚さ 0 ⑯砂粒を含む。 弥生土器からの転用で、断面はやや湾曲し、側面

紡錘車 -2 河下層 .8 重さ 8 g + ®良好 ®黒褐色 は擦られ平坦。中央部に径 (0. 7) の孔が表裏両

10YR3/l 面から穿孔されている。

P-1643 土製品 E 区 v面 2 1/2残存 径 (5.0) ⑯やや粗⑮不良 表面はやや外湾し、裏面は平坦、側面はやや丸い。

紡錘車 -2 河下層 庫さ1. 1 重 ®灰黄褐色lOYR 中央部に径 (0.8) の孔を持つ。表裏面ともなで

さ 10g + 612 調整。

P -1644 土製品 E 区 v 面 2 1/3残存 径 (6.5) ⑯砂粒を多く含む。 表裏面ともわずかに外湾し、側面は丸い。中央部

紡錘車 -2 河中層 厚さ1. 2 重 ®不良 ⑥褐色7. に径（1. 0) の孔を持つ。表裏面ともなで調整。

さ 15 g + 5YR4/6 

P -1645 土製品 E 区 v 面 2 1/2残存 径5.6 厚さ l ⑯密⑥不良® 表面はやや外湾し裏面はやや内湾し、側面は丸い。

紡錘車 -2 河下層 .0 重さ 15 g 黄灰色2.5Y,6/l 中央部に径 (0.9) の孔を持つ。表裏面ともなで

調整。

P-1646 土製品 E 区 v面 2 1/2残存 径5.5 厚さ l ⑯やや密 ⑱不良 表面はやや外湾し裏面は平坦、側面は丸い。中央

紡錘車 -1 河下層 .1 重さ 14 g ®灰色7.5Y6/l 部に径 (0.8) の孔を持つ。表裏面ともなで調整。

+ 

P -1647 土製品 E 区 v面 2 2/3残存 径4.8 厚さ l ⑯粗砂粒を含む。 平面形は歪みを持つ円形で、表面はやや外湾し裏

紡錘車 -2 河下層 .4 重さ 23 g ®不良 ®灰黄褐 面はやや平坦、側面は丸い。中央部よりややずれ

+ 色10YR6/2 て径 (0.8) の孔を持つ。表裏面とも指押えで粗

雑な作り。

P -1648 土製品 E 区 v 面 2 213残存 径8.6 厚さ l ⑯密 ＠良好 ｮ 表面はやや外湾し裏面は平坦、側面は丸い。中央

紡錘車 -2 河下層 . 5 重さ 86 g 灰黄褐色10YR6/2 部に径(1. 0) の孔を持つ。周縁部指押え痕明瞭、
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遺物観察表

遺物番号 種類・器種 出土位置 残存状態 計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 特 徴•その他

表裏面ともなで調整。大型の製品である。

P -1649 土製品 E 区 v 面 2 1/2残存 径4.2 厚さ 1 ⑯やや粗 ＠不良 断面はやや台形をなし、表裏面とも平坦で、側面

紡錘車 - 1 河下層 .3 重さ 14 g ®灰色7.5Y4/l はやや内傾する平面。中央部に径 (0.8) の孔を

+ 持つ。表裏面ともなで調整。

P -1650 土製品 E 区 v面 2 1/2残存 径4.8 厚さ l ⑯砂粒を含む。 表面はやや外湾し裏面は平坦、側面は平坦で刻み

紡錘車 -1 河下層 .1 重さ 15 g ®不良 ＠灰黄色 目がある。表裏面ともなで調整。

+ 2.5Y6/2 

P -1651 土製品 E 区 v面 2 完形 径3.3 厚さ 0 ⑯やや粗 ＠不良 粘土塊を丸く偏平に押し潰した形状で、表裏面に

-2 河下層 .6 重さ 69 ®灰白色5Y7/l 籾殻痕と思われる種子痕と植物の茎痕と思われる

圧痕がある。用途不明。

P -1652 土製円盤 E 区 v 面 2 完形 径3.8 庫さ l ⑯砂粒を含む。 弥生土器からの転用で、不整円形をなし周縁部を

-2 河下層 .2 重さ 17 g ®良好 ＠赤色7. 打ち欠き擦っている。表面赤色塗彩が残る。

5R4/8 

P -1653 土製円盤 E 区 v面 2 完形 径4.0 原さ 0 ⑯砂粒を含む。 弥生土器からの転用で、周縁部を打ち欠き不整円

-1 河下層 .8 重さ 15 g ＠良好 ®にぶい 形をなす。表面に箆磨き後、縄文 l の施文が残る。

褐色7.5YR5/4

P-1654 土製円盤 E 区 v 面 2 完形 径3.1X3.5 ⑯砂粒を含む。 弥生土器からの転用で、周縁部を打ち欠き不整円

河上層 厚さ 0. 7 重 ®良好 ＠にぶい 形をなす。表面に櫛描波状文が残る。

さ 12 g 橙色10YR7/4 

石器・石製品観察表

遺物番号 種 類 出土位置 残存状態 計測値 (cm • g) 石 質 特 徴•その他

s- l 磨石 E 区 1I 面18 完存 長さ 9.2 幅5.0 粗粒安山岩 小型で楕円形の河原石を使用。側縁部の一部に蔽

l住中央部 原さ3.9 重さ 287 打痕があり、全面が磨れている。

床面 g 

s- 2 薦絹石 E 区 1I 面18 完存 長さ 13.4 幅5.3 粗粒安山岩 長楕円形の河原石を使用。両端部と側縁部に蔽打

5住南壁寄 厚さ4.5 重さ 619 痕がある。

り床面 g 

s- 3 磨石 E 区 1I 面18 完存 長さ 16.4 幅6.8 粗粒安山岩 長楕円形の河原石を使用。両端部と両側縁部に多

6住西壁寄 厚さ4.2 重さ 788 くの散打痕がある。表裏面が良く磨れている。一

り床面 g 方の端部にある剥離面は自然のものと思われる。

s - 4 磨石 E 区 1I 面20 完存 径8.5X9.4 原さ アプライト ほぽ円形の河原石を使用、断面は長楕円形をなす。

2住南東隅 4.5 重さ 523 g 主に側縁部に敲打痕があり、表裏面は磨れている。

据り方 縄文時代遺物の混入と思われる。

s- 5 砥石 E 区 1I 面19 一方の端部 残存長7.7 幅4.0 砥沢石 平面形はほぽ長方形で、断面も長方形をなす。 4

2住南壁寄 欠損 厚さ1. 1~ 1. 9 重 面とも研ぎ面として使用、各面に線状痕あり。

り覆土 さ 98 g + 
s- 6 磨石 E 区 11 面19 完存 長さ 18. 5 幅8.5 ひん岩 長楕円形の河原石を使用。表裏面が良く磨れてお

7住カマド 庫さ 4.1 重さ 105 り、両端部にわずかに敲打痕がある。

掘り方 8 g 

s- 7 磨石 E 区 1I 面20 裏面の1/2 長さ 13.3 幅7.1 溶結凝灰岩 長楕円形の河原石を使用。特に裏面が良く磨れて

l住カマド が割れてい 庫さ 5.0 重さ 590 いる。両端部にわずかに敲打痕がある。

前床面 る g+ 

s- 8 磨石 E 区 I 面 3 完存 径1 1.2 X 11. 9 厚 粗粒安山岩 ほぼ円形の河原石を使用、断面は長楕円形をなす。

河中層 さ 4.8 重さ 906 g 周縁部と表裏面中央部に敵打痕が多数ある。表裏

面ともやや磨れており、一部に煤付着。

s- , 磨石 E 区 v面20 一方の端部 残存長9.0 幅6.7 粗粒安山岩 長楕円形の河原石を使用。全面が磨れているが特

5住覆土 欠損 原さ 4.1 重さ 429 に表面が良く磨れ平坦になっている。

g+ 

s-10 磨石？ E 区 v面16 完存 長さ 6.5 幅4.1 雲母石英片岩 偏平で楕円形をなす小型の河原石を使用。表面が

3住覆土 厚さ 0.9 重さ 47 g やや磨れている。

s-11 磨石 F 区 1I 面21 完存 径7.0X7.4 厚さ 粗粒安山岩 円形で小型の河原石を使用。表裏面が良く磨れ、

3住掘り方 4.5 重さ 339 g 煤が付着している。

s-12 磨石 F 区 l1 面21 一方の周縁 長さ 14.2 幅4.5 ひん岩 長楕円形の河原石を使用。各面とも良く磨れてお

3住貯蔵穴 部が割れて 厚さ4.3 重さ 523 り、表面中央に線状痕がある。両端部は敲打痕が

内 いる g+ 集中している。

s-13 磨石 F 区 11 面21 完存 長さ 8.3 幅4.3 粗粒安山岩 長楕円形の小型の河原石を使用。全面が良く磨れ

6住カマド 厚さ 4.1 重さ 221 ている。

内 g 

s-14 敲石 F 区 l1 面21 完存 長さ 9.1 幅2.6 緑色片岩 棒状の小型の河原石を使用。表裏面とも良く磨れ

6住掘り方 厚さ1. 5 重さ 71 g ており、両側縁部には敲打痕がある。両端部は敲
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土器・土製品・石器・石製品観察表

遺物番号 種 類 出土位置 残存状態 計測値（cm. g) 石 質 特 徴•その他

打により剥離している。

s-15 砥石 F 区 11 面22 一方の端部 残存長8.1 幅5.6 砥沢石 表裏面はほぼ平坦で、両側面は内湾する。 4 面と

9住覆土 を欠損する -6.5 厚さ 2.2 も研ぎ面として使用、裏面に線状痕がある。

重さ 16り＋

s-16 紡錘車 F 区 1I 面23 表面の剥離 径4.6 厚さ 2.1 デイサイト質 断面が台形をなし、中央部に径1. 0の孔を持つ。

1住覆土 が著しい 重さ 36 g 凝灰岩

s-17 転用磨石 F 区 v面24 一方の端部 残存長7.9 幅6.8 変輝緑岩 太型蛤刃磨製石斧を転用。端部は平坦で非常に良

3住覆土 を欠損 厚さ 5.3 重さ 477 ＜磨れている。

g+ 

s-18 砥石 F 区 v面23 完存 長さ 7.4 幅3.8 砂岩 偏平で長楕円形をなす小型の河原石を使用。表裏

4 • 244住覆 庫さ 0.8 重さ 34 g 面と両側面を研ぎ面として使用。表裏面に線状痕

土 がある。

s-19 磨石 F 区 v面23 完存 長さ 10. 9 幅9.2 石英閃緑岩 断面が戟頭の二角錘状をなす河原石で、底面は平

4 • 244住覆 厚さ 8.1 重さ 107 坦で非常に良く磨れている。

土 1 g 

s-20 勾玉 F 区 v面24 ほぽ完存 長さ 3.6 輻1. 1 滑石 断面が長方形をなす偏平な勾玉で、両端部がやや

6住中央部 原さ 0. 7 重さ 5 g 平坦となる。全面を研磨している。頭部に両面穿

床面 孔の径0.3の孔を持つ。

s-21 砥石 F 区 v面24 一方の端部 残存長5.0 幅3.9 粗粒安山岩 平面が長方形、断面が平行四辺形をなす。表裏面

6住覆土 を欠損する 厚さ 2.3 重さ 87 を研ぎ面とし線状痕がある。

g+ 

s-22 磨石 F 区 v面25 完存 長さ 1 1. 1 幅0.6 粗粒安山岩 偏平で楕円形をなす河原石を使用。表裏面とも良

1住覆土 厚さ 2. 7 重さ 351 ＜磨れており、両端部に蔽打痕がある。

g 

s-23 磨石 F 区 v面25 完存 長さ 23. 7 幅17.5 石英閃緑岩 偏平で楕円形をなす大型の河原石を使用。石皿状

1住柱穴内 厚さ 5.4 重さ 401 に表裏面の中央部が非常に良く磨れている。

5 g 

s-24 磨石 F 区 v面25 完存 長さ 11. 3 幅5.0 砂岩 長楕円形の河原石を使用。表裏面とも良く磨れて

2住覆土 厚さ 2.9 重さ 260 おり、両端部に敲打痕がある。

, 
s-25 敬石 F 区 v面25 完存 長さ 1 1. 5 幅4.2 溶結凝灰岩 長楕円形の河原石を使用。表裏面に大きな敲打痕

4住覆土 原さ 3.4 重さ 283 があり、一方の端部に数多くの敲打痕がある。

, 
s-26 勾玉 F 区 v面25 ほぼ完存 長さ 3.3 幅1. 3 滑石 断面が隅丸方形で、頭部先端は平坦、尾部先端は

6住中央部 厚さ1. 1 重さ 9 g 丸い。全面を研磨している。頭部に径0.4XO. 7の

床面 楕円形の片面穿孔の孔を持つ。側面の一部破損。

s-27 剥片石器 F 区 v面25 完存 長さ 4.6 幅5.8 黒色頁岩 表面に自然面を残す横長剥片で、やや長方形をな

6住覆土 厚さ1. 8 重さ 68 g し、 3 側縁に片面より粗い剥離を加え刃部として

いる。

s-28 磨石 F 区 v面25 ほぽ完存 長さ 8.9 幅5.5 石英閃緑岩 偏平で楕円形の河原石を使用。表裏面が非常に良

6住覆土 厚さ 2.2 重さ 190 ＜磨れている。火を受けて変色しヒピ割れが生じ

g ている。

s-29 砥石 F 区 v 面25 完存 長さ 12.8 幅4.3 砂岩 長方形をなし 4 側面を研ぎ面として使用。表面と

6住覆土 厚さ1. 8 重さ 169 片側縁中央はやや溝状に窪んでいる。

g 

s-30 剥片石器 F 区v面25 完存 長さ 4.2 幅4.9 黒色安山岩 1 側縁に自然面を残す横長剥片で、不整方形をな

7住覆土 厚さ 0.5 重さ 18 g す。 1 側縁に片面より細い剥離を加え刃部として

いる。刃部やや外湾。

s-31 敲石 F 区 v面25 完存 長さ 15.8 幅6.5 黒色頁岩 長楕円形のやや大型の河原石を使用。両端部を敵

7住中央部 厚さ 5.5 重さ 927 打面としている。

床面 g 

s-32 磨石 F 区 v 面25 完存 長さ 12. 9 幅10.4 粗粒安山岩 不整楕円形の身の厚い河原石を使用。表裏面とも

7住炉内 厚さ 7.9 重さ 143 やや磨れており、浅い敲打痕がある。

8g 

s-33 磨製石鏃 F 区 v面25 完存 長さ 2.6 幅1. 8 珪質準片岩 ハート形をなし、表裏面にわずかに擦痕が認めら

（未製品） 8住 厚さ 0.2 重さ 1 g れるが、孔がなく側縁部の研ぎ出しがないため、

未製品と考えられる。

s-34 磨石 F 区 v面25 完存 長さ 9.2 幅6.4 デイサイト 楕円形で偏平の河原石を使用。表裏面とも非常に

8住覆土 厚さ 2.9 重さ 248 良く磨れている。

g 

s-35 磨石 F 区 v面26 完存 長さ 14.1 幅12.5 粗粒安山岩 楕円形で偏平の河原石を使用。表裏面が磨れてお
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遺物観察表

遺物番号 種 類 出土位置 残存状態 計測値 (cm • g) 石 質 特 徴•その他

2住覆土 厚さ 3.6 重さ 103 り、両端部に大きな敲打痕がある。

5g 

s-36 磨製石鏃 E 区 v面 2 完存 長さ 2.1 幅1. 8 珪質準片岩 五角形をなし各辺はわずかに内湾。側縁部に沿っ

-2 河下層 厚さ 0.2 重さ 1 g て稜を持つ。中央部に径0.2の両面穿孔の孔を持

つ。表裏面とも斜行する擦痕あり。

s-37 磨製石鏃 E 区 v面 2 完存 長さ 3.0 幅2.3 珪質準片岩 幅広の五角形をなし、両側縁部の湾曲に沿った稜

-2 河下層 厚さ 0.3 重さ l, を持つ。先端部寄りに径0.2の両面穿孔の孔を持

つ。表裏面とも斜行する擦痕あり。

s-38 磨製石鏃 E 区 v面 2 ほぽ完存 長さ 3.4 幅2.1 珪質準片岩 五角形をなし、基部は内湾し他の 4 辺は直線的。

-2 河下層 厚さ 0.2 重さ 2 g 側縁部に沿ってやや稜を持つ。基部寄りに径0.2

の両面穿孔の孔を持つ。側縁部に斜行する擦痕が

目立つ。

s-39 磨製石鏃 E 区 v面 2 完存 長さ 2.9 幅2.2 珪質湮片岩 幅広の五角形をなし、表面のみ稜を持つ。縦位・

（未製品） -2 河下層 厚さ 0.2 重さ 1 g 斜位の擦痕が見られるが、無孔で裏面の加工痕が

あまり見られない所から未製品と考えられる。

s-40 磨製石鏃 E 区 v面 2 一方の脚部 長さ 2.0 幅1. 3 珪質準片岩 打製の無茎石鏃を思わせる形状で、無孔で基部は

-2 河下層 を欠損 厚さ 0.2 重さ l g 深く内湾し、基部形状に沿った稜を持つ。表裏面

+ とも斜行する擦痕あり。

s-41 磨製石鏃 E 区 v 面 2 一方の脚部 長さ 2. 7 幅1. 3 珪質準片岩 長身の五角形をなし、表面のみ弱い稜を持つ。無

（未製品） -2 河下層 を欠損 厚さ 0.1 重さ 1 g 孔で裏面の加工がほとんどなく、未製品と考えら

+ れる。

s-42 磨製石鏃 E 区 v面 2 ほぽ完存 長さ 3.2 幅1. 2 珪質準片岩 細身の五角形をなし、先端部をわずかに欠損する。

-2 河下層 厚さ 0.2 重さ l g 側縁部に沿って稜を持ち、やや基部寄りに径0.2

の両面穿孔の孔を持つ。表裏面とも斜行する擦痕

あり。

s-43 磨製石鏃 E 区 v 面 2 先端部と両 長さ 2.8 幅1. 8 珪質準片岩 やや幅広の五角形をなし、側縁部に沿って湾曲す

-2 河下層 脚先端部を 厚さ 0.2 重さ l, る稜を持つ。やや基部寄りに径0.2の両面穿孔の

欠損する + 孔を持つ。表裏面とも斜行する擦痕あり。

s -44 磨製石鏃 E 区 v面 2 一方の脚部 長さ 4.l 幅1. 5 珪質準片岩 細身の五角形をなし、側縁部に沿って稜を持つ。

-2 河下層 を欠損する 厚さ 0.2 重さ 2 g 基部寄りに径0.2の両面穿孔の孔を持つ。表裏面

+ とも斜行する擦痕あり。

s-45 磨製石鏃 E 区 v面 2 先端部を欠 残存長2.6 幅1. 9 珪質準片岩 細身の五角形をなす形状と思われる。無孔で片側

（未製品） -2 河下層 損する 原さ 0.2 重さ l g 縁部のみ稜を持ち粗い整形である所から、未製品

+ と考えられる。

s-46 磨製石鏃 E 区 v面 2 基部を欠損 残存長2.0 幅1. 9 頁岩 やや幅広の五角形をなす形状と思われる。側縁部

（未製品） -2 河下層 する 原さ 0.2 重さ 1 g に沿って細い稜を持つが粗い整形である所から、

十 未製品と考えられる。

s-47 磨製石鏃 E 区 v 面 2 完存？ 長さ 3.1 幅2.8 珪質準片岩 角の丸い三角形をなし、粗い整形だけで無孔であ

（未製品） -2 河下層 厚さ 0.3 重さ 4 g り、未製品と考えられる。

s-48 有茎石鏃 E 区 v 面 2 茎部を欠損 残存長2.7 幅1.2 頁岩 細身の石鏃で、両側縁部より細い剥離が加えられ

-2 河下層 する 厚さ 0.2 重さ 1 g ている。

+ 

S - 49 有茎石鏃 E 区 v 面 2 完存 長さ 3.4 幅2.1 黒曜石 やや五角形をなし、断面は表面が山形で裏面は平

-2 河下層 厚さ 0.6 重さ 2 g 坦。粗い剥離が加えられる。

S - 50 磨製石鏃の E 区 v 面 2 破片 長さ 3.6 幅3.5 珪質準片岩 断面三角形に剥された素材で、 1 側縁部が割られ

工程材 -2 河下層 厚さ 0.5 重さ 11 g ている。

S - 51 磨製石鏃の E 区 v 面 2 破片 長さ 4.2 幅3.3 珪質準片岩 薄板状の素材で、 1 側縁部に擦り切り痕がある。

工程材 -2 河下層 厚さ 0.3 重さ 10g 

s -52 磨製石鏃の E 区 v面 2 破片 長さ 4.2 幅1.7 珪質準片岩 薄板状の素材で、 2 側縁部に擦り切り痕がある。

工程材 -2 河下層 厚さ 0.3 重さ 4 g 

s-53 磨製石鏃の E 区 v面 2 破片 長さ 2.3 幅1. 3 珪質準片岩 小さな破片で、表裏面と 1 側縁部に研磨痕があり、

工程材 -2 河下層 厚さ 0.4 重さ 4 g 擦り切り痕も 3 ヶ所ある。

s-54 紡錘車 E 区 v面 2 破片 長さ 3.5 幅2.8 硬質頁岩 全体の1/4ほどの破片で、表面は外湾し裏面は平

-2 河下層 厚さ1. 0 重さ 9 g 坦。周縁部に擦痕があり、裏面は無加工。

s-55 転用磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 10.3 幅7.3 かんらん岩 基部を欠損する太型蛤刃磨製石斧を転用。刃部に

-2 河下層 厚さ 4.5 重さ 694 は敲打痕があり、欠損部にも敲打痕があり中央部, が非常に良く磨れている。表裏面中央部にも細い

蔽打痕がある。なお、刃部には斜めの使用痕が残

る。

s-56 太型蛤刃磨 E 区 v面 2 刃部欠損 残存長1 1. 0 幅6. 変閃緑岩 断面は楕円形をなし、基部は平坦。全面が敲打さ

製石斧 -2 河下層 7 厚さ 5.1 重さ れており、刃部寄りがわずかに研磨されている。
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636 g + 
s-57 太型蛤刃磨 E 区 v 面 2 刃部片 残存長5.6 幅4.2 変はんれい岩 刃部には斜めに走る使用痕が表裏面とも見られ、

製石斧 -2 河下層 厚さ 3.0 重さ 62 g 刃こぽれが生じている。

+ 

s-58 太型蛤刃磨 E 区 v面 2 刃部片 残存長5.1 幅3.9 変はんれい岩 裏面に研磨痕があり、刃こぽれしている。

製石斧 -2 iiiJ下層 原さ1. 1 重さ 31 g 

+ 

s-59 乳房状磨製 E 区 v面 2 完存 長さ 17.1 幅4.2 緑色片岩 細身の石斧で、全面を敲打した後研磨されている。

石斧 -2 河下層 庫さ2.8 重さ 384 刃部は使用による割れが生じているが摩滅してい

g る。

s-60 石核 E 区 v面 2 完存 長さ 6.6 幅1 1. 1 珪質頁岩 自然面を大きく残し、上下 2 方向より細い打撃が

-2 河下層 厚さ 4.9 重さ 478 加えられている。

g 

s-61 石核 E 区 v面 2 完存 長さ 8.0 幅5.6 珪質頁岩 一部に自然面を残し、多方向より打撃が加えられ

-2 河下層 厚さ8.0 重さ 488 ている。

g 

s-62 打製石斧 E 区 v面 2 刃部欠損 残存長13.8 幅8. 黒色安山岩 撥形をなし、表面に自然面を残す。粗い剥離で作

（石鍬） -2 河下層 3 庫さ 3.2 重さ 出され、刃部は使用による割れが生じている。

402 g 

s-63 打製石斧 E 区 v面 2 基部欠損 残存長7.4 幅6.6 珪質頁岩 短冊形をなすと考えられ、表面に大きく自然面を

-2 河下層 厚さ 2. 7 重さ 160 残す。粗い剥離で作出され、刃部は丸い。

, + 
s-64 打製石斧 E 区 v面 2 基部欠損 残存長8.3 幅6.3 変質玄武岩 短冊形をなすと考えられ、表面に自然面を残す。

-2 河下層 原さ2.0 重さ 113 細い剥離で作出され、刃部は丸い。

g + 
s-65 打製石斧 E 区 v面 2 刃部欠損 残存長8.6 幅4.7 細粒安山岩 小型の短冊形で、刃部寄りに自然面を残す。

-2 河下層 厚さ1. 8 重さ 85g 

s-66 打製石斧 E 区 v面 2 基部欠損 残存長6.7 幅4.9 粗粒安山岩 小型の短冊形で、表面に自然面を残す。細い剥離

-2 河下層 厚さ1. 2 重さ 42g で作出され、刃部は丸い。

+ 

S - 67 打製石斧 E 区 v面 2 ほぽ完存 長さ 14.6 幅8.0 細粒安山岩 表面は大きく自然面を残し、粗い剥離で作出され、

（石鍬） -2 河下層 厚さ 2.3 重さ 347 両側縁中央部に袂り込みがある。刃部両端が使用

, により割れている。

s-68 打製石斧 E 区 v面 2 一方の刃部 残存長10.8 幅5. 細粒安山岩 一方の刃部に大きく自然面を残し、細い剥離で作

（石鍬？） -2 河下層 が割れてい 7 厚さ1. 4 重さ 出され、両側縁中央部に扶り込みがある。

る 129 g + 
s-69 打製石斧 E 区 v 面 2 一方の刃部 残存長10.8 幅6. 頁岩 裏面は大きく剥離され、表面は細い剥離が加えら

（石鍬） -2 河下層 が割れてい 4 厚さ 2.3 重さ れている。両側縁部には袂り込みがあり、一方の

る 155 g + 刃部はやや三角形で、他方の刃部は使用により割

れている。

s-70 打製石斧 E 区 v 面 2 基部の一部 長さ 9.9 幅5.8 頁岩 撥形をなし、基部は長方形に延び刃部は丸く幅広

-2 河下層 を欠損する 厚さ1. 5 重さ 64 g となる。表裏面とも細い剥離が加えられている。

+ 

s-71 打製石斧 E 区 v 面 2 刃部を欠損 残存長7.6 幅4.4 黒色片岩 側縁部のみに剥離が加えられ、基部両側縁部はや

-2 河下層 する 厚さ1. 5 重さ 63g や袂り込まれている。

+ 

s-72 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 3.4 幅4.9 頁岩 不定型の剥片で、表面に自然面を残す。直線的な

-2 河下層 厚さ1. 5 重さ 27g 1 側縁部のみに両面より細い剥離を加え、刃部と

している。

s-73 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.1 幅5.2 頁岩 台形をなす剥片で、表面に自然面を残す。 1 側縁

-2 河下層 厚さl. 7 重さ 49g 部のみに両面より細い剥離を加え、刃部としてい

る。

s-74 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 7.2 幅8.5 頁岩 不整＝角形をなす剥片で、一部に自然面を残す。

-2 河下層 厚さ1. 3 重さ 72 g 弧状をなす 1 側縁部のみに両面より剥離を加え、

刃部としている。

s-75 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.5 幅5.8 頁岩 不整三角形をなす剥片で、やや弧状をなす l 側縁

-2 河下層 厚さ 2.2 重さ 45g 部のみに片面から粗い剥離を加え、刃部としてい

る。

s -76 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 3. 7 幅5.5 珪質頁岩 不定形の剥片で、一部に自然面を残す。 L 字形を

-2 河下層 厚さ1. 1 重さ 23g なす 2 側縁部に片面から細い剥離を加え、刃部と

している。
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s-77 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ4.5 幅6.0 頁岩 不定形の剥片で、一部に自然面を残す。 2 側縁部

-2 河下層 厚さ 0.8 重さ 22g に片面から細い剥離を加え、刃部としている。

s-78 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5. 7 幅6.3 頁岩 不整三角形をなす剥片で、一部に自然面を残す。

-2 河下層 厚さ1. 4 重さ 39g 2 側縁部に細い剥離を主に片面より加え、刃部と

している。

s-79 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.9 幅5.0 珪質頁岩 不定形の剥片で、逆 L 字形をなす 2 側縁部に片面

-2 河下層 厚さ1. 8 重さ 36g から細い剥離を加え、刃部としている。

s -80 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.0 幅4.9 珪質頁岩 不定形の刺片で、一部に自然面を残す。逆 L字形

-2 河下層 厚さ 2.0 重さ 44 g をなす弧状をなす 2 側縁部に、主に片面から細い

剥離を加え、刃部としている。

s-81 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 9.2 幅5.7 頁岩 不定形の縦長の剥片で、一部に自然面を残す。平

-2 河下層 庫さ 3.0 重さ 101 行する 2 側縁部に主に片面から細い刺離を加え、

g 刃部としている。

s-82 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.8 幅4.8 珪質頁岩 不定形の剥片で、相対する 2 側縁部に主に片面か

-2 河下層 厚さ1. 9 重さ 34g らやや粗い剥離を加え、刃部としている。

s-83 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.2 幅1. 8 頁岩 ニ角形をなす細長い剥片で、 V字形をなす 2 側縁

-2 河下層 厚さ1. 5 重さ 13g 部に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-84 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 8.8 幅6.0 珪質頁岩 やや台形をなす縦長の剥片で、 U字状をなす 3 側

-2 河下層 厚さ1. 9 重さ 92g 縁部に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-85 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 7.9 幅6.6 珪質頁岩 やや台形をなす縦長の剥片で、一部に自然面を残

-2 河下層 厚さ1. 5 重さ 76g す。 U 字状をなす 3 側縁部に主に片面より細い剥

離を加え、刃部としている。

s-86 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.4 幅5.7 頁岩 やや長方形をなす剥片で、直線的な 3 側縁部に片

-2 河下層 厚さ1. 8 重さ 73g 面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-87 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 5. 7 幅4.5 頁岩 やや長方形をなす剥片で、直線的な 3 側縁部に主

-2 河下層 厚さ1. 8 重さ 54 g に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-88 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.9 幅5.7 珪質頁岩 不整台形をなす剥片で、表面に自然面を残す。直

-2 河下層 厚さ 2.2 重さ 56g 線や弧状をなす 3 側縁部に片面より細い剥離を加

え、刃部としている。

s-89 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.1 幅6.1 珪質頁岩 不整台形をなす刺片で、直線や弧状をなす 3 側縁

-2 河下層 厚さ 10.2 重さ 21 部に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

g 

s-90 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.2 幅4.2 頁岩 ほぼ円形をなす形状で、周縁部のほぽ全面に両面

-2 河下層 厚さ1. 1 重さ 26g より細い剥離を加え、刃部としている。

s -9l 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.6 幅5.9 黒色頁岩 ほぽ円形をなす形状で、周縁部のほぼ全面に両面

-2 河下層 厚さ 2. 7 重さ 126 より細い剥離を加え、刃部としている。, 
s-92 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.5 幅3.5 頁岩 縦長の剥片で、周縁部全面に片面より細い剥離を

-2 河下層 厚さ1. 3 重さ 21 g 加え、刃部としている。

s-93 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.0 幅4.1 頁岩 隅丸長方形をなす形状で、周縁部全面に両面より

-2 河下層 厚さ1. 5 重さ 33g 細い剥離を加え、刃部としている。

s-94 偏平石器 E 区 v面 2 一方の端部 長さ (7.1) 幅4 緑色片岩 長楕円形をなす偏平な河原石を使用。下端側縁部

-2 河下層 欠損 .4 厚さ1. 0 重 は片面より細い剥離が加えられ、上端側縁部は研

さ 42g + 磨されている。

S - 95 凹石 E 区 v面 2 完存 長さ 9.0 幅7.7 粗粒安山岩 楕円形をなし、表面に大きな凹みと裏面に小さな

-2 河下層 厚さ4.8 重さ 472 凹みが中央部に各 1 個あり、表裏面とも磨れてい

g る。

S - 96 凹石 E 区 v 面 2 完存 長さ 9.8 幅8.2 粗粒安山岩 楕円形をなし、表裏面中央部に小さな凹みが複数

-2 河下層 厚さ4.4 重さ 524 あり、両面とも磨れている。側縁部には多くの散, 打痕がある。

S - 97 凹石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長10.7 輻6. 粗粒安山岩 長楕円形をなす河原石を使用。端部寄りの表面に

-2 河下層 欠損 1 原さ 4.5 重さ 大きな凹みと裏面に浅い凹みがあり、両側縁部と

492 g + 端部にも敲打痕がある。全面が良く磨れている。

S - 98 磨石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長8.9 幅6.2 粗粒安山岩 長楕円形をなす河原石を使用。全面が良く磨れて

-2 河下層 欠損 厚さ4.5 重さ 312 おり、細い蔽打痕がある。

g + 
S - 99 磨石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長1 1. 1 幅10 粗粒安山岩 楕円形のやや大型の河原石を使用。全面が良く磨

-2 河下層 欠損 .5 厚さ 6.1 重 れており、端部に敲打痕がある。

さ 935g + 
S - 100 磨石 E 区 v面 2 両端部欠損 残存長12.3 幅8. 粗粒安山岩 長楕円形のやや大型の河原石を使用。全面が良く

-2 河下層 0 厚さ 5.2 重さ 磨れている。
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791 g 

S - 101 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 14.3 幅6.2 石英閃緑岩 長楕円形の河原石を使用。全面が良く磨れており、

-2 河下層 厚さ 4.7 重さ 502 両端部と片側縁部に敲打痕がある。

g 

S - 102 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 13.1 幅6.8 粗粒安山岩 長楕円形の河原石を使用。全面が良く磨れ、表裏

-2 河下層 厚さ 3.5 重さ 505 面の一部と両端部・両側縁部に敲打痕がある。

g 

s-103 磨石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長10.3 幅6. 変質安山岩 長楕円形の河原石を使用。全面が良く磨れ、端部

-2 河下層 欠損 3 厚さ 3.4 重さ と両側縁部に蔽打痕がある。

444 g + 

s-104 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 8. 7 幅5.1 ひん岩 楕円形の小型の河原石を使用。全面が磨れており、

-2 河下層 厚さ 2.6 重さ 183 両端部に敲打痕がある。

g 

s-105 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 8.5 幅4.0 変質玄武岩 長楕円形の小型の河原石を使用。全面が良く磨れ、

-2 河下層 原さ 2.1 重さ 133 両端部にわずかに敲打痕がある。

g 

s-106 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 9.1 幅3.4 砂岩 長楕円形の小型の河原石を使用。全面が良く磨れ

-2 河下層 厚さl. 9 重さ 83g ている。

S - 107 應編石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長13.0 幅3. 黒色片岩 偏平で棒状の河原石を使用。片側縁部が細く割ら

-2 河下層 欠損 6 庫さ1. 2 重さ れている。

82 g 

S - 108 薦編石 E 区 v 面 2 完存 長さ 10.6 幅5.0 黒色片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。表裏面がやや磨

-2 河下層 原さ1. 6 重さ 164 れ、両端部に蔽打痕がある。

, 
s-109 薦絹石 E 区 v面 2 完存 長さ 9.8 幅4.5 黒色片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。両端部と両側縁

-2 河下層 厚さ1. 5 重さ 92g 部が細く割られている。

s-110 薦編石 E 区 v 面 2 完存 長さ 8. 7 幅3.6 黒色片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。片側縁部の一部

-2 河下層 厚さ1. 2 重さ 68g が細く割られている。

S - 111 薦編石 E 区 v面 2 完存 長さ 8.0 幅3.8 黒色片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。両端部が細く割

-2 河下層 厚さ1. 2 重さ 53g られている。

s-112 敲石 E 区 v面 2 完存 長さ 1 1. 0 幅6.8 頁岩 棒状の河原石で両端部を敲打部として使用。両端

-2 河下層 厚さ4.0 重さ 298 部には敲打痕があり割れている。

, 
s-113 敲石 E 区 v面 2 完存 長さ 1 1. 9 幅4.7 ひん岩 長楕円形の河原石を使用。全面がやや磨れており、

-2 河下層 厚さ 3.6 重さ 290 両端部と両側縁部に集中した敲打痕がある。

, 
s-114 岐石 E 区 v 面 2 完存 長さ 13.5 幅5.1 輝緑岩 長楕円形の河原石を使用。 3 側面が良く磨れてお

-2 河下層 厚さ4.3 重さ 419 り、一方の端部に集中した敲打痕がある。 1 側面

g が大きく剥離している。

s-115 敲石 E 区 v面 2 完存 長さ 12.3 幅7.6 砂岩 楕円形の河原石を使用。表裏面が良く磨れており、

-2 河下層 厚さ4.6 重さ 701 各面に集中した蔽打痕があり、一方の端部は割れ

g ている。

s-116 台石 E 区 v面 2 完存 径15.4Xl5.8 厚 粗粒安山岩 偏平でほぼ円形の河原石を使用。表裏面に数多く

-2 河下層 さ 6.0 重さ 2000 g の敲打痕が広がり一部に線状痕があり、磨れてい

る。周縁部の一部にも敲打痕があり磨れている。

s-117 砥石 E 区 v面 2 両端部欠損 残存長20.3 幅21 粗粒安山岩 偏平で大型の河原石を使用。表面は中央部が浅く

（台石） -2 河下層 .8 厚さ 6.3 重 溝状に窪み、非常に良く磨れている。裏面もやや

さ 3190 g + 磨れており、一部に敲打痕がある。やや木目の荒

い砥石である。

s-118 砥石 E 区 v 面 2 両端部欠損 残存長20.8 幅23 粗粒安山岩 偏平で大型の河原石を使用。表裏面とも平坦で非

（台石） -2 河下層 .6 厚さ 7.6 重 常に良く磨れている。一部に敲打痕あり。木目の

さ 4650g + 細い砥石である。

s-119 砥石 E 区 v面 2 完存 長さ 16. 5 幅15.1 粗粒安山岩 偏平な河原石を使用。表裏面とも良く磨れており、

（台石） -2 河下層 厚さ4.0 重さ 150 敲打痕が広がっている。 1 側縁部は内湾して磨れ

Og ており、他の側縁部には敲打痕がある。木目の荒

い砥石である。

s-120 砥石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長15.3 幅11 粗粒安山岩 やや長方形をなす河原石を使用。表面は内湾して

（台石） -2 河下層 欠損 .6 厚さ 5.4 重 磨れており、敲打痕と線状痕がある。裏面は窪み

さ 1190g + が 3 ヶ所ある。側縁部の一部が内湾して磨れてい

る。木目の荒い砥石である。

S - 121 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長13.0 幅10 粗粒安山岩 板状の河原石を使用。表面の中央部は浅く溝状に
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-2 河下層 .8 庫さ 2.1 重 窪み、非常に良く磨れている。裏面は平坦で中央

さ 386 g + 部が良く磨れている。側縁部は敲打され整形され

ている。木目の細い砥石である。

s-122 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長7.2 幅1 1. デイサイト質 板状の河原石を使用。表面は平坦に磨られ、両側

-2 河下層 1 厚さ 2.3 重さ 凝灰岩 縁部はやや内湾して磨られている。やや木目の荒

220 g + い砥石である。

S - 123 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長7.8 幅8.5 砂岩 板状の河原石を使用。表裏面とも平坦に磨れてい

-2 河下層 庫さ1. 8 重さ 162 る。やや木目の細い砥石である。

g+ 

S - 124 砥石 E 区 v 面 2 完存 長さ 9.0 幅6.6 砂岩 偏平で楕円形の小型の河原石を使用。表裏面とも

-2 河下層 原さ1. 0 重さ 66g 平坦に磨れている。木目の荒い砥石である。

S - 125 砥石 E 区 v面 2 完存 長さ 7.5 幅6.1 砂岩 偏平で不定形の小型の河原石を使用。表裏面とも

-2 河下層 厚さ1. 1 重さ 76, 平坦でやや磨れている。木目のやや荒い砥石であ

る。

S - 126 砥石 E 区 v面 2 完存 長さ 6.4 幅5.5 砂岩 偏平で不定形の小型の河原石を使用。表裏面とも

-2 河下層 厚さ 0.8 重さ 39g 平坦でやや磨れている。木目のやや荒い砥石であ

る。

S - 127 砥石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長6.3 幅5.0 流紋岩質凝灰 偏平で楕円形の小型の河原石を使用。表裏面とも

-2 河下層 欠損 厚さ1. 7 重さ 48g 岩 平坦でやや磨れており、片側縁部の片面が斜めに

十 磨れている。木目の細い砥石である。

S - 128 砥石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長7.1 幅5.3 砂岩 偏平で小型の河原石を使用。表面だけを使用し、
-2 河下層 欠損 厚さ1. 5 重さ 71 g 中央部が浅く溝状に窪み、全面が良く磨れている。

+ やや木目の荒い砥石である。
S - 129 砥石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長7.1 幅5.4 砂岩 偏平で小型の河原石を使用。表裏面とも使用し良

-2 河下層 欠損 厚さ1. 6 重さ 58g ＜磨れ、両側縁部寄りが片滅りしている。木目の

+ 細い砥石である。

s-130 砥石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長4.8 幅4.9 凝灰質砂岩 偏平で小型の河原石を使用、長方形に整形されて
-2 河下層 欠損 厚さ1. 1 重さ 39g いる。表裏面とも平坦で、表面には中央部に幅0.

十 2の溝状の研ぎ跡があり全面が良く磨れている。

裏面はやや磨れている。やや木目の荒い砥石であ

る。

S - 131 砥石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長7.6 幅4.7 凝灰質砂岩 偏平で楕円形の小型の河原石を使用。表面だけを

-2 河下層 欠損 厚さ1. 3 重さ 32g 使用、山形に磨られており、片面に幅0.4の溝状

+ の研ぎ跡がある。やや木目の荒い砥石である。

S - 132 石核 E 区 v面 2 完存 長さ 7.5 幅10.2 砂岩質頁岩 自然面を大きく残し、主に 2 方向より打撃が加え

- 2 河中層 厚さ 6.5 重さ 750 られている。, 
s-133 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 8.6 幅6.6 頁岩 台形をなす剥片で．、一部に自然面を残す。直線的

-2 河中層 庫さ 3.6 重さ 146 な 1 側縁部に片面から剥離を加え、刃部としてい, る。

S - 134 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.l 幅5.8 黒色安山岩 不整台形をなす剥片で、一部に自然面を残す。山

-2 河中層 厚さ 2.0 重さ 44g 形をなす 1 側縁部に片面より細い剥離を加え、刃

部としている。

S - 135 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 7.8 幅12.9 頁岩 楕円形をなす横長剥片で、裏面は自然面。外湾す

-2 河中層 厚さ 2. 7 重さ 233 る 1 側縁部に片面より細い剥離を加え、刃部とし, ている。

S - 136 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.5 幅5.7 頁岩 不定形の剥片で、一部に自然面を残す。 L 字形を

- 2 河中層 厚さ1. 2 重さ 37g なす 2 側縁部に両面より細い剥離を加え、刃部と

している。

S - 137 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4. 7 幅4.6 珪質頁岩 三角形をなす剥片で、一部に自然面を残す。 2 側

-2 河下層 厚さ 0.8 重さ 16g 縁部に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 138 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 7.3 幅6.2 頁岩 やや三角形をなす剥片で、裏面に大きく自然面を

-2 河下層 厚さ1. 5 重さ 73 g 残す。 V字形をなす 2 側縁部に片面から細い剥離

を加え、刃部としている。

S - 139 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 6.6 幅6.9 珪質頁岩 不整円形をなす剥片で、基部以外の弧状をなす側

-2 河下層 厚さ1. 8 重さ 78g 縁部に片面から細い剥離を部分的に加え、刃部と

している。

s-140 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.8 幅4.6 頁岩 不定形の縦長剥片で、一部に自然面を残す。 3 側

-2 河中層 厚さ1. 2 重さ 33g 縁部に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 141 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 3.5 幅5.0 頁岩 不定形の剥片で、全ての側縁部に部分的に細い剥

-2 河中層 厚さ1. 1 重さ 14 g 離を片面から加え、刃部としている。
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S - 142 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.0 幅5.4 頁岩 不整三角形をなす剥片で、全ての側縁部に主に片

-2 河中層 厚さ1. 0 重さ 35 g 面より細い剥離を加え刃部としている。

S - 143 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 3.2 幅5.8 頁岩 不定形の横長剥片で、一部に自然面を残す。全て

-2 河中層 厚さ1. 2 重さ 20 g の側縁部に両面より細い剥離を加え、刃部として

いる。

s -144 磨石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長12.9 幅13 粗粒安山岩 偏平で楕円形の河原石を使用。表裏面とも良く磨

-2 河中層 欠損 .0 厚さ 4.4 重 れており、表面中央部に大きな敲打痕があり、端

さ 1220 g + 部にもわずかに蔽打痕がある。

s-145 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 12.3 幅7.7 石英閃緑岩 不整楕円形の河原石を使用。全面が良く磨れてお

-2 河中層 厚さ 5.0 重さ 627 り、両端部に集中した敵打痕がある。

g 

S - 146 磨石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長12.0 幅6. 粗粒安山岩 偏平で楕円形と思われる河原石を使用。表裏面と

-2 河中層 欠損 4 庫さ 3.3 重さ も良く磨れており、表裏面中央部と周縁部に敲打

328 g + 痕がある。

S - 147 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 10.3 幅9.1 粗粒安山岩 偏平で不整楕円形の河原石を使用。表裏面とも良

-2 河中層 厚さ 3.0 重さ 412 ＜磨れている。

, 
S - 148 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 6.0 幅5.0 閃緑岩 偏平で楕円形の小型の河原石を使用。表裏面とも

-2 河中層 原さ1. 3 重さ 69 g 良く磨れている。

S - 149 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 6.8 幅5.9 石英閃緑岩 やや球形の小型の河原石を使用。全面がやや磨れ

-2 河中層 厚さ 5.4 重さ 289 ており、表裏面中央部に敲打痕がある。

g 

S - 150 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 5. 7 幅4.6 石英閃緑岩 やや卵形をなす小型の河原石を使用。全面が良く

-2 河中層 原さ 3.8 重さ 123 磨れている。

, 
S - 151 凹石 E 区 v 面 2 両端部欠損 残存長17.9 幅5. 黒色片岩 棒状の河原石を使用。表裏面がやや磨れており、

-2 河中層 3 厘さ 2.6 重さ 一方の端部寄りの表面に凹みが 3 ヶ所ある。端部

397 g + と両側縁部の一部に蔽打痕がある。

S - 152 敲石 E 区 v面 2 完存 長さ 13. 7 幅3.4 砂岩 棒状の河原石を使用。一方の端部は割れ、表面が

-2 河中層 厚さ 2.4 重さ 214 大きく剥離し、剥離側面に小さい蔽打痕がある。

, 
S - 153 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長13.3 幅8. 粗粒安山岩 偏平な河原石を使用。平坦な表面だけを研ぎ面と

-2 河中層 4 原さ 3.0 重さ して使用。表面中央部と側縁部に敲打痕がある。

445 g + やや木目の細い砥石である。

S - 154 磨石？ E 区 v面 2 破片 残存長6.2 幅4.1 緑色片岩 偏平で棒状の河原石を使用。表裏面とも非常に良

-2 河下層 厚さ1. 5 重さ 63 g ＜磨れており、端部と両側縁部に敲打痕がある。

+ 

S - 155 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長7.2 幅5.5 砂岩 やや長方形に整形した河原石を使用。表裏面と片

-2 河下層 厚さ 2.5 重さ 130 側縁部を研ぎ面として使用。やや木目の細い砥石

g+ である。

S - 156 砥石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長6.0 幅6.1 緑色片岩 偏平な河原石を使用。表面だけがやや磨れ線状痕

-2 河下層 欠損 厚さ1. 2 重さ 67 g がある。端部と両側縁部には敲打痕がある。木目

+ の荒い砥石である。

s-157 砥石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長5.7 幅5.7 砂岩 偏平な河原石を使用。平坦な表裏面を研ぎ面とし

-2 河中層 欠損 厚さ1. 0 重さ 36 g て使用。表面には幅0.9の浅い溝状の研ぎ面があ

+ る。

s-158 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 3.0 幅4.5 チャート 不定形の剥片で、直線的な 1 側縁部に両面より細

- 1 河下層 厚さ 0. 7 重さ 8 g い剥離を加え、刃部としている。

S - 159 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 3.2 幅5.1 珪質頁岩 台形をした剥片で、一部に自然面を残す。 1 側縁

- 1 河下層 庫さ1. 4 重さ 24 g 部の一部に片面より細い剥離を加え、刃部として

いる。

s-160 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.0 幅5.4 頁岩 不定形の剥片で、 1 側縁部に片面より細い剥離を

- 1 河下層 原さl. 9 重さ 27 g 加え、刃部としている。

S - 161 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.0 幅6.2 珪質頁岩 不定形の剥片で、 1 側縁部に片面より細い剥離を

-1 河下層 厚さ1. 8 重さ 32 g 加え、刃部としている。

S - 162 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.1 幅7.3 頁岩 不定形の剥片で、外湾する 1 側縁部に疎に細い剥

-2 河下層 厚さ1. 7 重さ 46 g 離痕があり、刃部としている。

S - 163 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.0 幅2.2 黒色安山岩 長方形をなす剥片で、短辺の 1 側縁部に片面から

-1 河下層 厚さ1. 3 重さ 16 g 細い剥離を加え、刃部としている。

S - 164 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.1 幅4.5 頁岩 不定形の剥片で、 1 側縁部に片面から細い剥離を

-1 河下層 厚さ1. 3 重さ 30 g 加え、刃部としている。
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S - 165 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ4.8 幅4.8 頁岩 やや台形をなす剥片で、一部に自然面を残す。 1

-1 河下層 庫さ 0.9 重さ 24 g 側縁部に両面より細い剥離を加え、刃部としてい

る。

S - 166 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 2.8 幅2.9 頁岩 三角形をなす剥片で、 1 側縁部に両面から細い剥

-1 河下層 厚さ1. 0 重さ 7 g 離を加え、刃部としている。

S - 167 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.2 幅10.8 頁岩 やや二角形をなす横長剥片で、 L 字形をなす 2 側
-1 河下層 厚さ 2.3 重さ 88g 縁部に両面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-168 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 5.5 幅6.2 頁岩 やや二角形をなす剥片で、一部に自然面を残す。

-1 河下層 厚さ1. 9 重さ 61 g L 字形をなす 2 側縁部に片面より細い剥離を加え、

刃部としている。

S - 169 剥片石器 E 区 v面 2 完存？ 長さ4.0 幅6.2 珪質頁岩 やや三角形をなす剥片で、 L 字形をなす 2 側縁部

- 1 河下層 厚さ1. 2 重さ 33g に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-170 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.0 幅6.7 頁岩 不定形の剥片で、逆 L 字形をなす 2 側縁部に片面

-1 河下層 厚さ1. 5 重さ45g より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 171 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.2 幅7.5 頁岩 やや台形をなす剥片で、逆 L字形をなす 2 側縁部

-1 河下層 厚さ1. 2 重さ 53g に片面より粗い剥離を加え、刃部としている。

s-172 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 5.3 幅6.8 頁岩 不定形の剥片で、逆 L字形をなす 2 側縁部に片面

-1 河下層 厚さl. 7 重さ 58g より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 173 刺片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 8.2 幅7.1 黒色安山岩 不定形の剥片で、一部に自然面を残す。 L 字形を

- 1 河下層 厚さ 3. 7 重さ 213 なす 2 側縁部に両面より細い剥離を加え、刃部と, している。

s-174 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 9.6 幅6.8 黒色安山岩 不定形の剥片で、 V字形をなす 2 側縁部に主に片
- 1 河下層 厚さ 2.3 重さ 135 面より細い剥離を加え、刃部としている。

g 

S - 175 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 7.0 幅4.6 頁岩 不定形の剥片で、 V字形をなす 2 側縁部に片面よ

-1 河下層 厚さ1. 6 重さ 38g り細い剥離を加え、刃部としている。

S - 176 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 7. 7 幅2.0 頁岩 断面三角形の縦長剥片で、平行する 2 側縁部から
-1 河下層 原さ1. 4 重さ 16 g 尖頭部にかけて片面より細い剥離を加え、刃部と

している。

s-177 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.9 幅2.9 珪質頁岩 やや菱形をなす剥片で、 V字形をなす 2 側縁部に

-1 河下層 厚さ1. 0 重さ 13 g 両面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-178 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.6 幅4.8 頁岩 不定形の剥片で、平行する 2 側縁部に片面より細

-1 河下層 厚さ 2.1 重さ 39g い剥離を加え、刃部としている。

s-179 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 3.6 幅2.9 珪質頁岩 長方形の小型の剥片で、平行する 2 側縁部に片面
- 1 河下層 厚さ 0.8 重さ 7, より細い剥離を加え、刃部としている。

s-180 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.2 幅2.8 頁岩 不定形の小型の剥片で、平行する 2 側縁部に片面

-1 河下層 厚さ0.8 重さ 9 g より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 181 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 9.3 幅5.2 黒色安山岩 不整長方形をなす剥片で、裏面に自然面を大きく

-1 河下層 厚さ 2.3 重さ 114 残す。 3 側縁部に片面から細い剥離を加え、刃部

g としている。

s-182 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 9. 7 幅6.0 頁岩 不定形の剥片で、裏面に自然面を大きく残す。 3

- 1 河下層 厚さ 2.3 重さ 114 側縁部に片面から細い剥離を加え、刃部としてい, る。

s-183 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.4 幅3.7 頁岩 ほぼ長方形をなす縦長剥片で、一部に自然面を残

- 1 河下層 厚さ1. 5 重さ 29g す。 3 側縁部に片面より細い剥離を加え、刃部と

している。

s-184 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5. 7 幅3.6 頁岩 ほぽ長方形をなす縦長剥片で、 3 側縁部に片面よ

- 1 河下層 厚さ1. 7 重さ 38g り細い剥離を加え、刃部としている。

s-185 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 7.0 幅6.6 珪質頁岩 不整台形をなす剥片で、一部に自然面を残す。 3

- 1 河下層 厚さ 2.8 重さ 117 側縁部に片面から細い剥離を加え、刃部としてい

g る。

s-186 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.8 幅6.3 黒色安山岩 やや五角形をなす剥片で、一部に自然面を残す。

- 1 河下層 厚さ 2.3 重さ 84 g 弧状をなす 3 側縁部に両面よりやや粗い剥離を加

え、刃部としている。

s-187 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.1 幅6.6 頁岩 やや五角形をなす剥片で、一部に自然面を残す。

-1 河下層 厚さ 2.9 重さ 119 3 側縁部に片面よりやや粗い剥離を加え、刃部と

g している。

s-188 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.0 幅6.4 頁岩 不定形の剥片で、 3 側縁部に片面より細い剥離を

-1 河下層 厚さ1. 8 重さ 46g 加え、刃部としている。

S - 189 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.6 幅4.6 頁岩 不定形の剥片で、一部に自然面を残す。 3 側縁部

-1 河下層 原さ1. 0 重さ 24 g に片面より細い剥離を加え、刃部としている。
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S - 190 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.1 幅6.1 頁岩 やや台形をなす剥片で、 3 側縁部に片面より細い

-1 河下層 厚さ1. 1 重さ 23g 剥離を加え、刃部としている。

S - 191 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ4.6 幅6.0 頁岩 不整台形をなす剥片で、 3 側縁部に片面より細い

-1 河下層 厚さ1. 1 重さ 31 g 剥離を加え、刃部としている。

S - 192 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.0 幅4.4 黒色安山岩 不整台形をなす剥片で、弧状をなす 3 側縁部に片

-1 河下層 庫さ1. 2 重さ 15 g 面より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 193 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 3.3 幅5.6 頁岩 不定形の剥片で、弧状をなす 3 側縁部に両面と片

- 1 河下層 厚さ1. 3 重さ 24 g 面から細い剥離を加え、刃部としている。

S - 194 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 2.2 幅4.1 頁岩 やや台形をなす小型の剥片で、一部に自然面を残

-1 河下層 厚さ1. 8 重さ 18g す。 3 側縁部に片面より細い剥離を加え、刃部と

している。

S - 195 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 2.6 幅4.0 珪質頁岩 やや長方形をなす小型の剥片で、 3 側縁部に片面

-1 河下層 厚さ1. 3 重さ 10g より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 196 剥片石器 E 区 v面 2 完存 径5. 7 厚さ1. 1 珪質頁岩 ほぽ円形の剥片で、裏面は自然面。周縁部の大半

-1 河下層 重さ 37g に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 197 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.3 幅6.2 頁岩 不定形の剥片で、裏面は自然面。側縁部の大半に

- 1 河下層 厚さ1. 1 重さ 39g 片面より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 198 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.0 幅4.0 頁岩 やや台形をなす剥片で、裏面は自然面。全ての側

-1 河下層 原さ1. 0 重さ 17 g 縁部に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

S - 199 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.2 幅4.0 頁岩 やや台形をなす剥片で、全ての側縁部に両面と片

-1 河下層 厚さ 0.8 重さ 13g 面から細い剥離を加え、刃部としている。

s-200 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.4 幅3.2 頁岩 不整隅丸長方形をなす剥片で、全ての側縁部に両

-1 河下層 厚さ1. 0 重さ 15g 面から剥離を加え、刃部としている。

S - 201 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.5 幅2.9 頁岩 不整隅丸長方形をなす剥片で、全ての側縁部に両

-1 河下層 厚さ0.5 幅1. 9 面から剥離を加え、刃部としている。

s-202 磨製石鏃 E 区 v面 2 完存 長さ 2.9 幅1. 9 頁岩 表面は剥離面のままで裏面は擦痕があり、二等辺

（未製品） - 1 河下層 厚さ 0.2 重さ 2 g 三角形に整形されている。

s-203 紡錘車 E 区 v面 2 破片 残存長4.8 幅2.6 流紋岩質凝灰 楕円形をなす河原石を使用したものと考えられ、

（未製品） -1 河下層 厖さ1. 5 重さ 25g 岩 表面は無加工で、裏面は平坦に研磨されている。

+ 

s-204 太型蛤刃磨 E 区 v 面 2 刃部片 残存長8.0 幅3.7 変輝緑岩 側縁部寄りの破片で、刃部両面は非常に良く研磨

製石斧 -1 河下層 厚さ 3.0 重さ 70g され、先端部にわずかに使用による割れが生じて

+ いる。

s-205 偏平片刃石 E 区 v面 2 刃部片 残存長10.6 幅4. 珪質頁岩 側縁部寄りの破片と考えられ、荒割りをした後、

斧 -1 河下層 l 原さ 2.0 重さ 各面に研磨を始めている。

102 g + 
s-206 打製石斧 E 区 v面 2 一方の刃部 残存長16.2 幅6. 細粒安山岩 細長い分銅形で、中央部両側縁部が緩やかに扶れ

-1 河下層 欠損 l 厚さ 2.3 重さ ている。一方の刃部は丸く、使用により摩滅して

255 g + いる。

s-207 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 25.6 幅7.6 粗粒安山岩 長楕円形をなす異形の石器で、全面がやや磨れて

-1 河下層 厚さ 5.0 重さ 130 おり、両端部に散打痕がある。

o, 
s-208 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 14. 7 幅6.5 石英閃緑岩 断面三角形で長楕円形をなす河原石を使用。 3 側

-1 河下層 厚さ 5.1 重さ 747 面は良く磨れており、両端部には敲打痕がある。

g 

s-209 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 12.8 幅5.0 輝緑岩 長楕円形をなす河原石を使用。全面が良く磨れて

-1 河下層 厚さ 2. 7 重さ 312 おり、両端部と両側縁部に多くの敲打痕があり、

g 表裏面にもわずかに敲打痕がある。

s-210 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 8. 7 幅3.4 頁岩 長楕円形をなす河原石を使用。全面が非常に良く

-1 河下層 厚さ1. 7 重さ 91 g 磨れており、両端部に敲打痕がある。

s-211 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 6.1 幅3.6 頁岩 偏平で楕円形をなす小型の河原石を使用。全面が

-1 河下層 厚さ 0.9 重さ 35g 良く磨れ、一方の端部に蔽打痕がある。

S - 212 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 12.6 幅7.8 石英閃緑岩 楕円形の河原石を使用。表裏面が良く磨れ、両端

-1 河下層 厚さ 4.7 重さ 688 部、両側縁部、表裏面中央部に敲打痕がある。, 
s-213 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 8.8 幅7.2 石英閃緑岩 偏平で楕円形をなす河原石を使用。表裏面が良く

-1 河下層 厚さ 2.5 重さ 240 磨れ、両端部と両側縁部に敵打痕がある。

g 

s-214 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 5. 7 幅4.8 石英閃緑岩 偏平で楕円形をなす小型の河原石を使用。表裏面

-1 河下層 庫さ1. 6 重さ 74 g が良く磨れている。

S - 215 鷹紺石 E 区 v面 2 ほぽ完存 長さ 9.1 幅2.5 案母石英片岩 長楕円形の河原石を使用。一方の端部が割れてい
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- 1 河下層 厚さ 2.5 重さ 122 る。

g 

S - 216 薦絹石 E 区 v面 2 完存 長さ 9.4 幅3.6 黒色片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。

-1 河下層 庫さ1. 3 重さ 75 g 

S - 217 鷹編石 E 区 v面 2 完存 長さ 9.8 幅4.9 黒色片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。表面がやや磨れ、

-1 河下層 庫さ 0.9 重さ 66 g 両端部に蔽打痕がある。

S - 218 偏平石器 E 区 v面 2 一方の端部 残存長7.1 幅4.4 緑色片岩 偏平で長楕円形をなす河原石を使用したものと考

- 1 河下層 欠損 原さ1. 0 重さ 42 g えられる。片側縁に片面から細い連統剥離が加え

十 られている。

s-219 砥石 E 区 v面 2 完存 長さ 27.9 幅15.5 粗粒安山岩 偏平で長楕円形の大型の河原石を使用。表裏面と

（台石） - 1 河下層 厚さ 5. 7 重さ 345 も良く磨れており、部分的に凹石状の敲打痕があ

Og る。木目が荒い。

s-220 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長15.6 幅7. 粗粒安山岩 偏平で大型の河原石を使用したものと考えられる。

-1 河下層 5 厚さ 5.9 重さ 表面はわずかに内湾して非常に良く磨られている。

958 g + 裏面は一部に研ぎ面が残る。木目が非常に細い。

S - 221 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長8.0 幅8.5 粗粒安山岩 板石を使用したものと考えられ、表裏面とも平坦

-1 河下層 厚さ 2.0 重さ 227 で良く磨れている。木目が細い。

g+ 

s-222 砥石 E 区 v 面 2 完存 長さ 5.2 幅3.4 砂岩 偏平で小型の長方形に整形され、表裏面ともわず

- 1 河下層 厚さ1. 1 重さ 27 g かに外湾し、やや磨れている。木目が荒い。

s-223 砥石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長3.9 幅5.8 凝灰質砂岩 偏平で矩形に整形されていたものと考えられる。

- 1 河下層 欠損 厚さ1. 3 重さ 51 g 表裏面とも平坦で、良く磨れている。木目が荒い。

+ 

s-224 砥石 E 区 v面 2 端部欠損 残存長7.4 幅5.2 砂岩 偏平で楕円形の河原石を使用。表裏面ともやや磨

-1 河下層 厚さ1. 7 重さ 82 g れており、表面には幅0.5の浅い溝状の研磨痕が

+ ある。やや木目が細い。

s-225 砥石 E 区 v面 2 完存 径4.2X4.8 厚さ 粗粒安山岩 偏平でほぽ円形の河原石を使用。表裏面ともやや

-1 河下層 1. 1 重さ 35 g 磨れ、表面には擦痕が残る。木目が荒い。

s-226 磨製石鏃の E 区 v面 2 破片 残存長4.3 幅3.8 珪質池片岩 不定形の破片で、表裏面とも剥離されたままで、

工程材 -1 河中層 原さ 0.6 重さ 15 g 側縁部は割られている。表面に線状の擦り切り痕

がある。

s-227 打製石斧 E 区 v面 2 完存 長さ 12. l 幅4.6 黒色頁岩 短冊形で、基部は丸く刃部は斜めとなる。

- 1 河中層 厚さ1. 8 重さ 90 g 

s-228 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 4.9 幅7.0 頁岩 やや三角形をなす剥片で、一部に自然面を残す。

- 1 河中層 厚さ 2.1 重さ 68 g やや弧状をなす 1 側縁部に片面より細い剥離を加

え、刃部としている。

s-229 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.6 幅5.8 頁岩 不定形の剥片で、一部に自然面を残す。 1 側縁部

-1 河中層 厚さ1. 8 重さ 54 g に片面より細い刺離を加え、刃部としている。

s-230 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 3.1 幅3.0 頁岩 不整台形をなす剥片で、一部に自然面を残す。平

- 1 河中層 厚さ 0.8 重さ 8 g 行する 2 側縁部に片面より細い剥離を加え、刃部

としている。

S - 231 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.0 幅6.8 頁岩 不定形の剥片で、一部に自然面を残す。 V字形を

-1 河中層 厚さ 2.1 重さ 44 g なす 2 側縁部に片面より細い剥離を加え、刃部と

している。

s-232 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 7.1 幅4.8 頁岩 不定形の剥片で、やや V字形をなす 2 側縁部に片

-1 河中層 厚さ1. 8 重さ 51 g 面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-233 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.9 幅7.3 頁岩 やや菱形をなす剥片で、表面に自然面を残す。 3

-1 河中層 厚さ1. 8 重さ 86 g 側縁部に片面より細い剥離を加え、刃部としてい

る。

s-234 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 5.1 幅5.1 頁岩 不定形の剥片で、 1 側縁部を除く他の側縁部に片

- 1 河中層 厚さ1. 0 重さ 27 g 面よりやや粗い剥離を加え、刃部としている。

s-235 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 7.2 幅6.6 珪質頁岩 やや楕円形をなす剥片で、表面に大きく自然面を

- 1 河中層 厚さ1. 6 重さ 102 残す。周縁部全てに両面よりやや粗い剥離を加え、

g 刃部としている。

s-236 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.4 幅4.8 頁岩 隅丸長方形をなす剥片で、周縁部全てに片面より

-1 河中層 厚さ1. 5 重さ 44 g やや粗い剥離を加え、刃部としている。

s-237 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 3.7 幅4.8 珪質頁岩 三角形をなす剥片で、 3 側縁部に片面より細い剥

-1 河中層 厚さ 0.5 重さ 10 g 離を加え、刃部としている。

S - 238 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 14.3 幅12.5 粗粒安山岩 やや大型の河原石を使用。底面は平坦で良く磨れ

-1 河中層 厚さ 9. 7 重さ 260 ている。

Og 
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石器・石製品観察表

遺物番号 種 類 出土位置 残存状態 計測値（cm • g) 石 質 特 徴•その他

s-239 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 7.6 幅6.9 粗粒安山岩 やや球形をなす河原石を使用。表裏面ともやや磨

-1 河中層 厚さ 5.4 重さ 387 れており、側縁部の一部が良く磨れている。表裏

g 面中央部と側縁部に敲打痕がある。

s-240 砥石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長5.8 幅6.3 砂岩 偏平な河原石を使用。表裏面とも平坦で良く磨れ

-1 河中層 欠損 厚さl. 5 重さ 65g ている。端部に敲打痕あり。木目が細い。

+ 

S - 241 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 1 1. 2 幅7.2 石英閃緑岩 偏平で楕円形をなす河原石を使用。表裏面とも良

- 1 河中層 原さ 2.8 重さ 384 ＜磨れており、表裏面中央部、両端部、両側縁部

g に敲打痕がある。

s-242 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 21. 3 幅7.4 粗粒安山岩 長楕円形をなすやや大型の河原石を使用。全面が

- 1 河中層 厚さ 3.8 重さ 110 良く磨れている。

0 g 

s-243 磨石？ E 区 v 面 2 完存 長さ 14.0 幅2.6 変玄武岩 断面が円形の棒状の河原石を使用。全面が磨れて

-1 河中層 原さ 2.2 重さ 135 おり、擦痕と敲打痕がある。両端部は特に良く磨

g れている。

s-244 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 14.3 幅6.0 石英閃緑岩 偏平で長楕円形をなす河原石を使用。表裏面とも

-1 河中層 庫さ 2.9 重さ 399 良く磨れており、両端部に蔽打痕がある。

, 
s-245 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 13.2 幅6.0 粗粒安山岩 偏平で長楕円形をなす河原石を使用。表裏面とも

- 1 河中層 庫さ 2.3 重さ 305 良く磨れており、両端部に敲打痕がある。

, 
s-246 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 10.6 幅6.3 粗粒安山岩 楕円形の河原石を使用。表裏面とも良く磨れてお

-1 河中層 厚さ4.0 重さ 377 り、両端部に敲打痕がある。

g 

s-247 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 10.0 幅5.0 粗粒安山岩 楕円形の河原石を使用。表裏面とも良く磨れてお

-1 河中層 厚さ 3.8 重さ 307 り、表裏面中央部と両端部に敲打痕がある。

g 

s-248 薦編石 E 区 v 面 2 完存 長さ 12. 7 幅4.6 黒色片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。

-1 河中層 原さ1. 6 重さ 167

g 

s-249 應綱石 E 区 v面 2 ほぽ完存 長さ 10.4 幅3.9 雲母石英片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。表裏面がやや磨

-1 河中層 厚さ1. 2 重さ 82g れており、両端部に鼓打痕がある。

s-250 薦編石 E 区 v面 2 完存 長さ 7.5 幅4.4 雲母石英片岩 偏平で楕円形の河原石を使用。

-1 河中層 厚さ1. 6 重さ 83g 

S - 251 薦編石 E 区 v面 2 完存 長さ 7.5 幅4.8 黒色片岩 偏平で楕円形の河原石を使用。両端部と両側縁部

-1 河中層 厚さ 0.9 重さ 57g に敲打痕がある。

s-252 砥石 E 区 v面 2 完存？ 長さ 24. 5 幅12.3 粗粒安山岩 大型の河原石を使用。 3 側面を打ち欠き長方体に

-1 河上層 厚さ 13.0 重さ 75 整形している。表裏面とも平坦で非常に良く磨れ

60 g ており、表面は自然面を研ぎ面とし、裏面は剥離

調整した後研ぎ面としている。木目が細い。

s-253 砥石 E 区 v 面 2 破片 残存長23.8 幅28 粗粒安山岩 偏平で大型の河原石を使用。表面だけを研ぎ面と

- 1 河上層 .0 厚さ 6.6 重 し中央部がわずかに内湾し、非常に良く磨れてい

さ 5620g + る。木目が細い。

s-254 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長14.8 幅7. 粗粒安山岩 大型の河原石を円形に整形したものと考えられ、

（台石） -1 河上層 2 厚さ 6.2 重さ 周縁部が円形に割られている。表裏面を研ぎ面と

1450 g + して使用、両面とも良く磨れている。表面は中央

部が外湾し敲打痕があり、裏面は平坦。木目が細

し ‘o

s-255 砥石 E 区 v 面 2 破片 残存長17.7 幅11 粗粒安山岩 偏平で大型の河原石を使用。表面は平坦で良く磨

- 1 河上層 .9 厚さ 7.3 重 れており、裏面は内湾しやや磨れている。木目が

さ 2430g + 細い。

s-256 台石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長18.4 幅15 粗粒安山岩 楕円形の大型の河原石を使用。表面は平坦でやや

- 1 河上層 欠損 .2 厚さ 8.0 重 磨れており、裏面は外湾しやや磨れ凹石状の敲打

さ 2460g + 痕が多くある。

s-257 砥石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長10.0 幅5. 緑色片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。表裏面とも平坦

- 1 河上層 欠損 3 厚さ1. 7 重さ で良く磨れている。表面の一部に線状痕がある。

135 g + 木目が細い。

s-258 砥石 E 区 v面 2 一方の端部 残存長5.8 幅8.6 砂岩 矩形をなす板状の河原石を使用。表裏面とも平坦

-1 河上層 欠損 厚さ 0.9 重さ 81 g で良く磨れており、ともに片側縁部寄りに小段が

+ ある。木目が細い。

s-259 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長6.5 幅7.5 デイサイト質 板状の河原石を使用。表面と側面を研ぎ面とし良
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遺物番号 種 類 出土位置 残存状態 計測値 (cm • g) 石 質 特 徴•その他

-1 河上層 厚さ 2.2 重さ 112 凝灰岩 ＜磨れており、表面には線状痕がある。木目はや

, + や細い。

s-260 石核 E 区 v 面 2 完存 長さ 7.0 輻9.2 珪質頁岩 一部に自然面を残し、多方向より打撃を加えてい

-1 河上層 厚さ 5.2 重さ 381 る。

g 

S - 261 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.8 幅6.4 頁岩 不整方形をなす剥片で、表面に大きく自然面を残

- 1 河上層 厚さ 2.6 重さ 98g す。 1 側縁部に片面より細い剥離を加え、刃部と

している。

s-262 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 3.4 幅5.6 頁岩 長方形をなす剥片で、一部に自然面を残す。 3 側

-1 河上層 厚さ1. 5 重さ 26 g 縁部に片面より細い剥離を加え、刃部としている。

s-263 敲石 E 区 v面 2 完存 長さ 15.8 幅5.8 細粒安山岩 長楕円形の河原石を使用。全面が良く磨れており、

-1 河上層 厚さ 3.2 重さ 450 一部に擦痕がある。表面、両側縁部、両端部に鼓

g 打痕があり、一方の端部は打撃により剥離してい

る。

s-264 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 12.9 幅6.5 粗粒安山岩 長楕円形の河原石を使用。表裏面がやや磨れてお

-1 河上層 厚さ3.8 重さ 533 り、表裏面中央部、両端部、両側縁部に蔽打痕が

g ある。

s-265 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 13.0 幅6.0 粗粒安山岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。全面が良く磨れ

-1 河上層 厚さ3.3 重さ 412 ており、両端部に敲打痕がある。, 
s -266 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 1 1. 2 幅2.2 緑色片岩 棒状の河原石を使用。表面がやや磨れており、半

-1 河上層 厚さ1. 4 重さ 54 g 面に横方向の粗い擦痕がある。

s-267 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 8,1 幅5.9 凝灰岩質砂岩 偏平で楕円形をなす河原石を使用。表裏面がやや

-1 河上層 厚さ1. 7 重さ 118 磨れている。

g 

s-268 凹石 E 区 v 面 2 一方の端部 残存長8.7 幅6.1 雲母石英片岩 偏平で長楕円形の河原石を使用。表裏面がやや磨

- 1 河上層 欠損 厚さ 2.6 重さ 233 れており、端部寄りに表裏面とも鼓打による窪み

g+ がある。

s-269 應編石 E 区 v面 2 完存 長さ 8.0 幅4.7 黒色片岩 偏平で不整楕円形をなす河原石を使用。

-1 河上層 厚さ 0.9 重さ 65 g 

s-270 鋳型 E 区 v面 2 破片 残存長12.2 輻9. 珪藻土 表面には直径10. 5cm 、深さ 2.5cm の円形の型があ

河上層 3 厚さ 8.9 重さ り、周壁、底面とも垂直、水平である。また、表

226 g + 面には中央部の型から外縁を貫く、深さ2.0cm 、

長さ 5.2cm の垂直の壁を持つ型がある。裏面には

直径10. 5cm 、深さ 2.0cmの円形の型があり、周壁

は 2 段に落ち込み底面は水平である。これらの型

の底面や周壁は熱を受け赤化している。何の鋳型

であるかは不明。

s-271 磨製石鏃の E 区 v 面 2 破片 残存長3.3 幅4 .4 珪質準片岩 表裏面とも剥離したままで、 1 側縁部は擦り切っ
工程材 -2 河上層 庫さ 0.6 重さ 10 g ており、他の側縁部は割れている。

s-272 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.0 幅4.6 頁岩 不整三角形をなす剥片で、一部に自然面を残す。
-2 河上層 厚さ 2.0 重さ 30 g 1 側縁部に片面よりやや粗い剥離を加え、刃部と

している。

s-273 剥片石器 E 区 v 面 2 完存 長さ 4.6 輻6.3 珪質頁岩 不整台形をなす剥片で、一部に自然面を残す。逆

-2 河上層 厚さ1. 6 重さ 60 g L 字形をなす 2 側縁部に片面より細い剥離を加え、

刃部としている。

s-274 剥片石器 E 区 v面 2 完存 長さ 6.4 幅5.9 頁岩 不定形の剥片で、 3 側縁部に片面より細い剥離を

-2 河上層 厚さ1. 6 重さ 42 g 加え、刃部としている。

s-275 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 15.2 幅5.0 輝緑岩 長楕円形の河原石を使用。全面が良く磨れており、

-2 河上層 厚さ 3.5 重さ 389 両端部、片側縁部に敲打痕がある。

g 

S - 276 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 1 1. 1 幅6.5 粗粒安山岩 楕円形の河原石を使用。表裏面が良く磨れており、

-2 河上層 原さ4.8 重さ 562 両端部、両側縁部に敲打痕がある。

g 

s-277 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 10.0 幅6.0 砂岩 楕円形の河原石を使用。全面が良く磨れており、

-2 河上層 厚さ 4.4 重さ 384 両端部に敲打痕がある。, 
s-278 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 15.2 幅1 1. 1 ひん岩 やや大型の河原石を使用。裏面は平坦で良く磨れ

-2 河上層 厚さ 6.5 重さ 175 ている。側縁部の一部が割れている。

Og 

S - 279 凹石 E 区 v面 2 完存 長さ 9.4 幅7.6 粗粒安山岩 楕円形の河原石を使用。表裏面がやや磨れており、
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遺物番号 種 類 出土位置 残存状態 計測値 (cm • g) 石 質 特 徴•その他

-2 河上層 厚さ 6.1 重さ 605 中央部に敲打による窪みが複数ある。周縁部にも

g 多くの蔽打痕あり。

s-280 磨石 E 区 v面 2 完存 長さ 9.4 幅7.7 変質玄武岩 偏平で不整楕円形の河原石を使用。表裏面が良く

-2 河上層 厚さ 2.1 重さ 260 磨れている。

, 
S - 281 磨石 E 区 v 面 2 完存 長さ 8.2 幅5.8 粗粒安山岩 偏平で楕円形の河原石を使用。表裏面が良く磨れ

-2 河上層 厚さ 2.6 重さ 214 ており、両端部、両側縁部に敲打痕がある。

g 

s-282 台石 E 区 v面 2 破片 残存長10.9 幅16 粗粒安山岩 断面が楕円形の大型の河原石を使用。表面中央部

-2 河上層 .2 厚さ 8.3 重 には腋打痕が多くあり、裏面はやや平坦で磨れて

さ 2470 g + おり細い敲打痕がある。

s-283 砥石 E 区 v面 2 破片 残存長14.7 幅20 粗粒安山岩 板状の大型の河原石を使用。表裏面とも平坦で良

-2 河上層 .0 厚さ 5.8 重 ＜磨れている。木目がやや細い。

さ 2950g + 

s-284 飾垂具 E 区 v面 2 ほぽ完存 径2.8 淳さ 0.8 凝灰質砂岩 円形で小型の製品で、周縁部の一部が割れている。

-2 河下層 重さ 7 g 中央部に径0.8の孔が両面穿孔されている。表裏

面、周縁部とも研磨整形されている。

s-285 石鏃 E 区 v面 2 ほぽ完存 長さ 2.9 幅2.3 黒曜石 無茎の石鏃で、側縁部の一部が割れている。丁寧

-1 河下層 厚さ 0.5 重さ 1 g な作りで、二等辺三角形をなし基部は緩やかに湾

入している。

金属器観察表

：口番]|』金属類器 1 ：出王 I ご丁存状態 1 :::1□ 庫;; |;才? 質 1 特 徴•その他
やや楕円形をなし、端部は重ね合せている。色調

はにぶい赤褐色 (2.5YR5/4) で、遺存状態は良好

である。用途不明。

木製品観察表

遺物番号 種 類 出土位置 木取り・樹種 加工・形状等の特徴

w- 1 杵 E 区 v面 2 河上層 割り材 残存長61. 0cm、揚部径8.3cm、握部径3.0cm。握り部から半分欠損。

クヌギ節 揖部先端は半球形をなし、握り部への移行部は稜はなく握り部には

突出を持たない。

w- 2 分割材 E区v面 2 河上層 割り材 残存長72.5cm、幅7. 7cm 、厚さ 2.5cm。ミカン割りに分割したままの

クヌギ節 材で、両端部を欠損する。

W- 3 又 鍬 E 区 v面 2 河上層 柾目 残存長15.0cm、幅14.Ocm 、厚さ 2.1cm。肩部は水平に3.0cm広がる。

クヌギ節 身上部と柄基部のみ遺存。柄の鍬裏側が平坦であることと形状によ

り着柄又鍬と考えられる。

W- 4 竪 臼 E 区 v面 2- 1 河 丸木 高さ 46. 5cm 、径61. 2cm 、揚穴径51. 2cm 、深さ 25.4cm。ほぽ1/2に割

中層No.1 クヌギ節 れた円形の竪臼である。底部は平坦で長さ約3.0cm のエ具痕が明瞭

に残る。側面は丸木の丸みをそのまま残し、口径と底径はほとんど

差はない。揚穴縁は厚さが約5.0cm で平坦である。揚穴は揺鉢状を

なし中央部はさらに一段丸く落ち込んでいる。

w- 5 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長146.0cm、径20.6~24. 6cm。粗く枝払いされた樹皮付の屈曲

中層No.2 エノキ属 のある太い丸木で、樹幹も粗く切断されている。一方の端部を欠損

する。

w- 6 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 32.3cm、幅10.3cm、厚さ 2.2cm。比較的均ーな厚さを有する板

中層No.3 クヌギ節 材で、本来長い板であったものを雑に切断したものと考えられる。

W- 7 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 残存長41. 2cm 、幅3.0cm 、厚さ2.0- 1. 0cm。断面が長方形の材で両

中層No.5 クヌギ節 端部を欠損するが、一方の端部は原く他方の端部は薄くなる。

w- 8 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 12. 5cm 、幅13.4cm 、厚さ 4.3cm。平面形は方形に近く断面はや

中層No.7 アカガシ亜属 や三角形をなす。両端部は斜めに切断され、木端のような材と考え

られる。

w- , 箆状木製品 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長18.0cm、幅2.9cm 、厚さ1. 1cm。柄と身の端部を欠損する。握

中層No.9 アカガシ亜属 り部は細く身への移行は両側縁より緩やかに広がり、身の両側縁は

平行する。

W- 10 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長59. 5cm 、径10.0cm。粗く枝払いされた樹皮付の丸木で、二又

（炭化材） 中層No.11 クヌギ節 部を鈍角に切断している。また、一方の端部は炭化している。

w- 11 板 材 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 長さ 22. 5cm 、幅13. 5cm 、庫さ 5.0cm。断面はやや三角形をなし分割

中層No.12 クヌギ節 時の形状を残す。両端部は山形に切断されている。

W- 12 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長24.8cm、径15.8~13. 5cm。枝払いし樹皮を除去した丸木で、

（炭化材） 中層No.13 クヌギ節 一方の端部は 2 方向より切断、他方は炭化している。
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遺物観察表

遺物番号 種 類 出土位置 木取り・樹種 加工・形状等の特徴
W- 13 容 器 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 残存長25. 5cm 、幅9.3cm 、原さ1. 3cm、深さ 2.6cm。割り材の木表側

中層 No.14 エノキ属 を剖り抜いて皿状にする。口縁部は一部遺存するが全体形状不明。
W- 14 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長25.4cm、幅3.3cm 、厚さ1. 2cm。角棒状に分割したままの材で、

中層 No.15 クヌギ節 両端部を欠損する。
W- 15 分割材 E区 v面 2- 1 河 割り材 残存長75.3cm、幅10. 2cm 、厚さ 4. 9cm。断面が三角形を呈する分割

（炭化材） 中層No.16 クヌギ節 したままの直線的な材で、一方の端部は炭化している。
w- 16 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長67. 7cm 、幅8.5cm 、厚さ1. 3cm。表裏面ともやや摩滅した薄板

中層No.17 アカガシ亜属 材で、両端部を欠損する。
W- 17 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 残存長65. 6cm 、幅7.3cm 、厚さ 4.0cm。断面がやや台形をなす直線的

中層No.18 クヌギ節 な材で、分割面は調整されている。一方の端部欠損。
W- 18 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長38. 5cm 、幅16. 2cm 、厚さ 12. 5cm。粗く分割したままの材で、

（炭化材） 中層No.21 ヤマグワ 一方の端部は斜めに切断され他方は炭化している。割り材の断片で

ある。
W- 19 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 65.0cm 、幅17.Ocm 、厚さ 6.5cm。ミカン割りに分割したままの

中層No.22 カバノキ属 材で、分割面の調整はしていない。両端部は平坦に削られている。
w- 20 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長44. 5cm 、径5.5cm。枝払いし樹皮を除去した丸棒状の材で、

中層No.23 クリ 一方の端部は鈍角に削られ他方は欠損する。

w- 21 加工材 E 区v面 2- 1 河 割り材 残存長14. 9cm 、幅6.9cm 、厚さ 5.5cm。断面が台形をなす角材の断片
中層No.24 クヌギ節 である。

w- 22 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長24.6cm、幅3.2cm 、厚さ 2.2cm。断面が三角形をなす分割した
（炭化材） 中層No.26 クヌギ節 ままの細長い材で、一方の端部は炭化している。

W- 23 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長23. 5cm 、幅4.8cm 、厚さ 3.0cm。丸木の 1 側面を縦に平坦に削
（炭化材） 中層No.27 ウコギ類 り出しており、断面はやや蒲鉾形をなす。また、側面には浅い切り

込みがある。一方の端部は斜めに削り込まれ他方は炭化している。
w- 24 板 材 E 区 v 面 2 - 1 河 板目 残存長46. 7cm 、幅12.4cm 、厚さ 5.2cm。割り材の樹芯側を除去し厚

中層No.33 クヌギ節 めの板目板とするが、製作工程材であろう。摩滅が著しく遺存状態

不良。
W- 25 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長133. 3cm 、幅15. 2cm 、原さ 3.2cm。幅広の板材で、表面は磨滅

中層No.37 クヌギ節 し裏面は根い調整のままである。両端部欠損。

w- 26 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長28.0cm、幅5. 7cm 、厚さ 3.8cm。断面が三角形をなす分割した
（炭化材） 中層No.39 クヌギ節 ままの材で一部炭化している。両端部欠損。

W- 27 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長30.0cm、幅19.Ocm 、厚さ 5.8cm。断面が台形をなす分割したま
中層No.42 クヌギ節 まの材で、一方の端部は斜めに切断され他方は欠損する。

w- 28 梯 子 E 区 v面 2 - 1 河 半割材 残存長ll3.0cm、幅15. 0cm 、厚さ1. 3~4.2cm。両端部欠損。半割材
中層No.43 クヌギ節 から段を削り出したもので、裏面は分割面を残す。足かけ部側は摩

滅が著しく、段は完全ではないがビッチはほぽ33.0cm である。
W- 29 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長36. 2cm 、径9.8~5.8cm。枝払いし樹皮を除去した遺存状態の

中層No.44 コナラ節 悪い材で、一方の端部は杭状に雑に削られ他方は欠損する。
w- 30 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長193. 5cm 、幅9.3cm 、厚さ 6.0cm。約1/3に分割された材で、一

中層No.45 クヌギ節 方の端部は粗く段を持って削られ他方の端部は欠損する。柱等の建

築材の可能性がある。
w- 31 竪 臼 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存高4 1. 8cm、残存幅35. 5cm。断片のため全体の形状・規模は明確

中層No .46 トチノキ ではないが、丸木を使用し外形は遺存状態から方形をなすと考えら

れる。胴部は剖り込まれ 2 本の柱が残存するが、方形の隅ごとに 4

本の柱が付いていたものと考えられる。内面は揚穴の一部が残存す

る。

W- 32 角 材 E 区 v 面 2 ~ 1 河 割り材 残存長53.0cm、幅5. 7cm 、厚さ 3. 7cm。断面が台形の材で、各側面は
上層No.47 クヌギ節 平滑に仕上げられている。一方の端部は平坦に削られ他方は欠損す

る。

w- 33 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 残存長48.3cm、幅8.0cm 、厚さ 5.0cm。断面がやや長方形をなしわず
中層No.48 クヌギ節 かに湾曲した材で、各側面は平滑となっている。一方の端部は周囲

から雑に切断され、他方の端部は欠損する。
W- 34 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 24.7cm、幅4.0cm、厚さ 3.3cm。断面が台形の材で、各側面は粗

中層No.51 クヌギ節 く削られている。一方の端部は平坦に削られているが、他方の端部

は表裏面より削りが加えられ鋭角となり薄くなっている。
W- 35 角 材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長29. 5cm 、幅2.8cm 、厚さ 2.9cm。断面が方形に近い細い角棒状

（炭化材） 中層No.52 コナラ節 の材で、一方の端部は炭化し他方は欠損する。
W- 36 容器底板 E 区v面 2 - 1 河 柾板目 残存長47.4cm 、幅18.8cm 、厚さ1.8~ 1. 0cm。全体形状は不明である

中層No.53 アスナロ が、楕円形をなすものと推定され、遺存部分では一木造りである。

底部外面は平坦であるが、内面は中央がやや窪む。周縁に沿って幅

0. 7~ 1. 2cm 、深さ1. 0cm程の側板受けの溝が巡る。側板受け部分に
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遺物番号 種 類 出土位置 木取り・樹種 加工・形状等の特徴

は桜皮等の側板留めは認められない。

W- 37 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長32.4cm、幅3.5cm 、厚さ1. 0cm 。1/2に分割された材で木芯が

中層No.54 ウコギ類 抜けている。一方の端部は削りが加えられ鋭角をなす。

W- 38 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 1 1. 8cm 、幅1 1. 0cm 、厚さ 3.0cm。小口面をやや斜めに切った木

中層No.55 キハダ 端状の小材である。

w- 39 土掘具 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長66. 9cm 、柄部径2. 9cm。刃部幅5. 7cm 、原さ 2.2cm。柄部の断

中層No.56 アカガシ亜属 面は隅丸方形をなし、基部方向は炭化し焼失している。刃部への移

行部は斜めの肩を持ち、刃部は舌状の平面形で先端部を欠損する。

w- 40 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長53.7cm、径8.3~6.8cm。両端部を欠損するが、一方の端部は

中層No.57 クヌギ節 削りが加えられ鋭角をなす。杭の断片と思われる。

W- 41 板 材 E 区 v面 2- 1 河 柾目 残存長122.2cm 、幅9.0cm、厚さ 5. 5cm。一方の端部寄りがやや屈曲

（炭化材） 中層No.61 クヌギ節 した細板材で、全面が炭化している。一方の端部は杭状に尖り他方

の端部は欠損する。

W- 42 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 29. 0cm 、幅12. 6cm 、庫さ 3.5cm。断面が薄い半円形をなす板材

中層No.62 クヌギ節 の断片で、両端部は一方より斜めに切断されている。

w- 43 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 板目 長さ 18. 3cm 、幅15. 0cm 、淳さ 2.5cm。表裏面とも平滑に仕上げられ、

中層No.63 クヌギ節 両端部とも斜めに切断されている。

W- 44 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長34.3cm、幅1 1. 3cm 、厚さ 9.0cm 。1/4に分割したままの材で、

中層No.64 クヌギ節 両端部が斜めに切断されている。

W- 45 加工材 E区v面 2- 1 河 割り材 残存長63. 5cm 、幅6.5cm、厚さ 3. 7cm。約1/3に分割された直線的な

（炭化材） 中層No.67 クヌギ節 樹皮付の材で、一方の端部は杭状にやや鋭角に削られ他方は炭化し

ている。

W- 46 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長34.5cm、幅3.8cm 、厚さ 3.0cm。断面がやや菱形をなす細い角

中層No.68 クヌギ節 材で、両端部を欠損する。

w- 47 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長35.4cm、径16.Ocm。枝払いされ樹皮を除去した材で、一方の

（炭化材） 中層No.69 クヌギ節 端部はやや平坦に切断され他方の端部は炭化している。柱等の建築

材の断片と思われる。

W- 48 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長98.7cm 、幅9.0cm 、厚さ 5.0cm。樹皮を除去し丸木を2/3に分

中層No.70 クヌギ節 割したやや反りのある材で、両端部は欠損する。

w- 49 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 24. 2cm 、径9. 7~8.0cm。樹皮付の丸木の断片で、両端部は山形

中層 No.72 クヌギ節 に粗く切断されている。

w- 50 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長30.0cm 、幅12. 0cm 、厚さ 5.6cm。断面が台形をなす材で、一

中層 No.74 クヌギ節 方の端部が斜めに切断されている。裏面にエ具痕が見える。

W- 51 加工材 E区v面 2- 1 河 丸木 残存長49.0cm 、径2.0~3.2cm。枝払いを行い樹皮を除去したままの

中層No.77 クリ 材で、両端部を欠損する。

W- 52 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長52.0cm、径5.0~6.5cm。枝払いを行い樹皮を除去したままの

中層 No.79 クリ 材で、一方の端部は鈍角に切断され他端は欠損する。

w- 53 二又鍬 E区v面 2 - 1 河 柾目 残存長46. 5cm 、幅10. 2cm 、厚さ1. 6~0.8cm。着柄部を欠損する。着

中層No.85 コナラ節 柄部から鍬身への移行部には段があり斜めに延びる肩部を持つ。鍬

身は幅狭で直線的に延び、先端部は丸みを持つ。又部は直線的で幅

狭となっている。

w- 54 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長88. 0cm 、幅4.7~9.8cm、厚さ 3.6cm。断面がやや菱形をなす

（炭化材） 中層No.86 クヌギ節 分割したままの材で、一方の端部は斜めに切断され、他方は炭化し

欠損している。

w- 55 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長61. 1cm 、幅2.1cm 、厚さ1. 4cm 。約l/4に分割した断面が三角

中層No.87 ミズキ属 形の材で一部に削りが加えられている。

w- 56 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 57. 3cm 、幅18. 0cm 、厚さ 8.6cm。樹皮を除去し丸木を 1/2に分割

中層No.88 クリ したままの材で、分割面は平滑となっている。両端部はやや平坦に

切断されている。製作工程材か。

w- 57 板 材 E 区 v 面 2 - 1 河 板目 残存長41. 3cm 、幅9. 7cm 、厚さ1. 7cm。周縁をすべて欠損した目やせ

中層No.89 モミ属 の著しい断片である。

W- 58 加工材 E区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長49. 4cm、径3.8~4.0cm、枝払いを行い樹皮を除去した二又材

中層No.90 ヤマグワ で、表面調整は行っていない。端部はすべて欠損している。

w- 59 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長66. 3cm 、幅5.0cm。厚さ 2. 5cm。枝払いし樹皮を除去した断面

（炭化材） 中層No.110 クヌギ節 が半円形をなす直線的な材で、一方の端部が炭化している。

w- 60 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長77.Ocm、径4.0~8.5cm。曲木部分の断片で枝払いし一部に樹

中層No.115 ムクノキ 皮を残す。枝払い以外に明確な加工はない。両端部を欠損する。

w- 61 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長44. 0cm、径7.2cm。樹皮付の丸木の一端を周囲から削りを加

（丸木杭） 中層No.118 クヌギ節 え、尖らせている。他端は欠損する。

W- 62 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長21. 2cm 、輻11.1cm、厚さ 7.2cm。約1/4 に分割された樹皮付の

（炭化材） 中層No.119 クヌギ節 材で、一方の端部は炭化し他端は欠損する。
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W- 63 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長286.8cm、幅14.8cm 、厚さ 6.8cm。断面はやや半円形をなし、

中層No.121 クヌギ節 両端部を欠損する。表裏面の凹凸が著しいが直線的な材である。

w- 64 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長201. 8cm 、幅18.7cm 、厚さ 13.0cm。断面が台形をなす樹皮付

（炭化材） 中層No.49 クヌギ節 の太い分割材で、分割面の調整はなく樹芯部が抜けている。両端部

を欠損し、一部炭化している。

W- 65 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 43.8cm、幅5.8cm 、原さ 4.3cm。断面が五角形をなす材で表面は

中層No.128 クヌギ節 平滑となっている。割り材の樹芯側を取り除いて材としている。

W- 66 横鍬未製品？ E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長31. 0cm 、幅10. 5cm 、厚さ 2.1cm。柄孔部で半分に割れている。

中層No.132 アカガシ亜属 柄孔部はわずかに隆起し、表面の加工は粗く側縁部も厚いままで切

断痕を残す。製作工程材と考えられる。

W- 67 加工材 E区 v面 2 - 1 河 丸木 長さ 16. 8cm、径5.1~6.5cm。断面が楕円形をなす樹皮付の小材で、

（炭化材） 中層No.133 クヌギ節 両端部は周囲から削りが加えられ切断されている。一方の端部は炭

化。

W- 68 分割材 E区 v面 2-2 河 割り材 長さ 13. 0cm 、幅12. 6cm 、厚さ 8.0cm。樹皮を除去し1/4 に分割された

中層No.146 クリ 小材で、分割面の調整はない。両端部は一方が山形に他方が平坦に

切断されている。

w- 69 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 長さ 23.3cm 、幅12.0cm 、厚さ 8.3cm。角柱状をなす小材で分割面の

中層 クリ 調整はなく、両端部は粗く切断されている。

w- 70 容 器 E 区 v面 2-2 河 割り材 径34.0X29. 7cm 、厚さ 17.0cm。平面形はやや楕円形をなし断面は半

（未製品） 中層No.150 ケヤキ 円形で、内面の削り込みは行っていない。上面は平滑に仕上げられ

ているが、側面から底面は粗い削りが加えられているだけである。

W- 71 加工材 E区v面 2-2 河 割り材 残存長28.1cm、幅2.4cm 、厚さ1. 0cm。断面が蒲鉾形をなす細棒状の

中層No.162 スギ 材で、表面は平滑に仕上げられている。一方の端部は刺突具状に尖

らせている。他端は欠損する。

W- 72 加工材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長24. lcm 、幅3.8cm 、厚さ 2.0cm。断面が不整台形をなす角棒状
中層No.165 クヌギ節 の材で、一端が斜めに大きく削られている。他端は欠損する。

W- 73 加工材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長28.1cm 、幅1. 5cm 、原さ1. 5cm。断面が方形をなす細棒状の材

中層No.172 モミ属 で、両端部を欠損する。

w- 74 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 19. lcm 、幅1 1. 0cm 、厚さ 6.3cm。樹皮付の丸木半裁材で、一方

中層No.177 クヌギ節 の端部は杭状に尖らすが他端は平坦に切断されている。分割面の調

整はない。

W- 75 板 材 E 区 v面 2- 2 河 柾目 残存長37.Ocm 、幅17. 5cm 、耳さ 4. 7cm。木表側端部に段差を有する

中層No.188 クヌギ節 原板材で、製作工程材と考えられる。

W- 77 分割材 E区v面 2-2 河 割り材 長さ 125. 5cm 、幅6.9cm 、厚さ 5.3cm 。 1/4 に分割したままの細長い材

（炭化材） 中層No.174 クヌギ節 で、一端は斜めに切断され他端は欠損する。一部炭化。

W- 78 加工材 E区v面 2-2 河 割り材 残存長58.6cm、幅3.1cm 、厚さ 2.2cm。一端を杭状に尖らす刺突具状

中層No.176 クヌギ節 の材で、断面は部分により長方形や三角形を呈する。
W- 79 加工材 E区v面 2 -2 河 柾目 長さ 16.1cm 、幅8.4cm 、厚さ 2. 7cm。不整形の小片で粗いエ具痕が見

（木 端） 中層 No.187 クヌギ節 える。木端と考えられる。

W- 80 角 材 E 区 v面 2-2 河 割り材 残存長14.3cm 、幅7.0cm 、厚さ 3.6cm。断面が台形をなす材で、表裏
（炭化材） 中層No.180 コナラ節 面のワレが著しい。一方の端部炭化。

w- 81 角 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長34. 3cm 、幅3. 5cm 、厚さ 2.5cm。各側面とも平滑に仕上げられ、

中層No.183 クヌギ節 一方の端部が斜めに削られている。

W- 82 角 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長30.9cm、幅2.6cm 、厚さ1. 0cm。断面が長方形の角板状の細材

中層No.183 クリ で、各側面は平滑に仕上げられている。両端部欠損。
W- 83 農具柄？ E 区 v面 2 -2 河 丸木 残存長19. 5cm 、径2.8~2.2cm。丁寧に枝払いし樹皮を除去した丸木

中層No.203 ムクノキ の断片で、断面は土圧により楕円形をなす。

w- 84 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長21. 2cm 、幅2.2cm 、庫さ1. 7cm。丸木を約1/4 に分割した小材

中層No.205 クリ で、分割面は平坦となっている。両端部欠損。

w- 85 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長25.1cm 、幅3.5cm 、厚さ 4. 7cm。ミカン割りに分割された材で、

中層No.210 クヌギ節 一方の端部が斜めに削られている。

w- 86 椎木材？ E 区 v面 2 -2 河 丸木 残存長137. 5cm、径3.0~3.3cm。枝払いされた樹皮付の細長い丸木

中層No.182 クヌギ節 で、一端は杭状に尖り他端は欠損する。

W- 87 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長36.2cm、幅5.4cm、厚さ 2.4cm。丸木を1/2に分割した材で、
（作業台） 中層No.126 クヌギ節 両端部を欠損する。木表側にエ具痕があり、一時的に作業台として

使用したと考えられる。

W- 88 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長51. 8cm 、幅4.3cm 、厚さ 2.3cm。ミカン割りに分割したままの

（炭化材） 中層No.199 クヌギ節 材で、一方の端部が炭化している。

w- 89 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 16. 7cm 、幅7.0cm 、厚さ 4.5cm。平断面とも台形をなし、各側面

中層No.218 クヌギ節 に削りが加えられている木端状の材である。

w- 90 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長70.0cm、幅4.0cm 、厚さ 1.8cm。断面が三角形をなし、分割の
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（炭化材） 中層No.213 モミ属 際に裂けたような端材である。一方の端部炭化。

W- 91 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長35.0cm、幅3.8cm、庫さ 4.0cm。直径9.0~10.0cmの丸木を約

中層No.221 クヌギ節 1/8に分割したままの材で、両端部を欠損する。

W- 92 加工材 E 区 v面 2 - 2 河 丸木 残存長117.0cm、径10.5~8.3cm。枝払いし樹皮を除去しただけの材

中層No.208 クヌギ節 である。枝払いされた面にはエ具痕が見え、一部炭化している。

w- 93 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長29.8cm、幅6.2cm、厚さ 3.2cm。断面が三角形をなし、各側面

中層No.220 クヌギ節 にわずかに削りが加えられている。両端部欠損。

W- 94 用途不明木製品 E 区 v面 2 - 1 河 板目 残存長33.6cm、幅2.8cm、庫さ1. 2cm。断面が蒲鉾形をなす柄のよう

中層No.212 モミ属 な材で、一端は丸く削られ隆起部を有し他端は欠損する。丸みを持

つ面は約1/3が赤色塗彩されている。平坦をなす面はほぼ中央に小段

があり欠損部方向が一段低くなる。低くなった面は黒色を帯び、表

面が平滑となっている。

W- 95 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長67.3cm 、幅7. lcm 、厚さ 2.8cm。断面が三角形をなす材で、分

中層No.211 クヌギ節 割面の調整はない。両端部欠損。

W- 96 着柄鋤．鍬 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長61. 9cm 、幅11. 5cm 、厚さ 2.9cm。身先端部と一方の側縁部を

未製品 中層No.215 アカガシ亜属 欠損。着柄部から肩部にかけて粗く成形されている。

W- 97 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長34.9cm、幅6.9cm 、厚さ 3.2cm。断面が台形をなし、表裏面は

（炭化材） 中層No.214 クヌギ節 平滑に仕上げられている。一方の端部炭化。

W- 98 丸柱材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長182. 3cm 、径8.3~8.8cm。枝払いし樹皮を除去した丸木を使

中層No.217 クヌギ節 用。一方の端部は欠損するが他方の端部には丸みを持つ段が付けら

れている。

w- 99 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長18.8cm、幅3.8cm 、原さ 0.9cm。両面とも丁寧に仕上げられた

中層No.230 モミ属 薄板材の断片である。

W-100 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長55.0cm、幅8.8cm、厚さ 5.6cm。半円形に分割したままの節持

（炭化材） 中層No.232 クリ ちの材で、一方の端部は斜めに切られ他方の端部は炭化している。

W-102 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長63.0cm、幅5.3cm 、厚さ 2.8cm 。樹皮付の丸木をl/2に分割し

（炭化材） 中層No.235 クヌギ節 た材で、一端は炭化し他端は欠損する。

w-103 農具膝柄未製品 E 区 v面 2 - 2 河 股木 柄部残存長85.6cm、径3.1~2.6cm、固定部長31. 5cm 、幅4.5cm、厚

中層No.238 カエデ属 さ 3.0cm。固定部は直径5.0cm以上の丸木半裁材を加工する。固定部

上面はやや平坦に削られているが、柄部は削りが粗く断面が多角形

をなす。

W-104 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 27. 0cm 、幅13. 5cm 、厚さ 5.9cm。断面が半円形をなす分割した

中層No.250 クリ ままの材で、両端部が斜めに粗く切断されている。

w-105 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長53. 5cm、幅3.8cm 、厚さ 2.1cm。ミカン割りに分割したままの

中層No.253 クヌギ節 細長い材で、分割面の調整はない。

w-106 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長28.0cm、幅6.0cm 、庫さ 3.3cm。樹皮付の材で分割面の調整は

（炭化材） 中層No.258 クヌギ節 ない。一方の端部は斜めに切断され、他方の端部は炭化している。

W-107 又 鍬 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長22.0cm、幅5.2cm 、厚さ 0. 7cm。又鍬身先端部の断片で、周縁

中層No.259 クヌギ節 部や又部は直線的な仕上げとなっており、先端部外縁は丸みを帯び

る。

W-108 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長44.4cm、幅8. 7cm 、厚さ 5.1cm。断面が二角形の材で 2 側面は

（炭化材） 中層No.266 クヌギ節 削りが加えられている。裏面の大部分が炭化している。

w-109 斧 柄？ E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 残存長10. 5cm 、柄部径2.4~2.9cm、基部径6.8~7.8cm。柄基部の断

中層No.272 クリ 片で、柄部・基部ともに断面がやや楕円形に削られている。斧柄か

? . o 

W-llO 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長71. 5cm 、幅4.5cm、厚さ4.0cm。枝払いし樹皮を除去してある

（炭化材） 中層No.264 クヌギ節 が分割したままの材で、一端は斜めに切断され他端は炭化している。

W-111 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長85.1cm、幅6. 7cm 、厚さ 3. 7~2.3cm。断面が台形をなし、各

中層No.274 クリ 側面はやや平滑に仕上げられている。両端部欠損。

w-112 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長53.3cm、幅7.Ocm、厚さ 4.4cm。断面が長方形の直線的な材で、

（炭化材） 中層No.276 クヌギ節 各側面とも平滑に仕上げられている。一部炭化。

w-113 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 32.4cm 、幅22. 5cm 、厚さ 7.0cm。断面が三角形をなす分割した

中層No.283 アカガシ亜属 ままの材で、分割面の調整はなく両端部は粗く平坦に切断されてい

る。製作工程材と考えられる。

W-114 農具柄 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長63.0cm、径2. 7cm。直線的な丸木を樹皮を除去してそのまま

中層No.287 モミ属 柄としている。両端部欠損。

w-115 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長44.7cm、幅4.2cm、厚さ 2.8cm。断面が三角形の材で、一方の

中層No.288 クリ 端部が杭の先端部のように鋭角に削られている。

W-116 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長34. 9cm、径2.9~3.3cm。樹皮を除去した丸木材で、一方の端

中層No.304 ウコギ類 部は 1 方向から斜めに削りが加えられている。他端は欠損する。

W-117 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 14.6cm、径3. 7cm。割り材を丸くなるように削り込んでいるが
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中層No.307 ムクロジ 断面は多角形をなす。農工具柄の断片のような材で、両端部はやや

山形に切断されている。

W-118 板 材 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 長さ 20. 0cm 、幅16.4cm 、厚さ 3.1cm。柾目方向に短い薄板材で、分

中層No.309 アカガシ亜属 割面の調整はない。両端部は表裏 2 方向より切断されている。

w-119 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長72.0cm 、幅2.3cm 、厚さ 4.0cm。雑に枝払いした分割したまま

中層No.311 クヌギ節 の細長い材で、両端部を欠損する。

W-120 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長26. 5cm 、幅7.2cm 、厚さ 4.5cm 。約1/3に分割したままの材で、

（炭化材） 中層No.316 クリ 一部炭化している。

W-121 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長61. 5cm 、径27. 5cm。枝払いされた樹皮付の材で、一方の端部

中層No.319 オニグルミ や枝の切断面にエ具痕が残る。

W-122 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 26. 5cm、径6.1cm、樹皮を除去した材で、両端部が 2 方向より

中層No.320 ヤマグワ 粗く切断されている。

W-124 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長79. 8cm 、幅5.8cm 、厚さ 3.0cm。断面が長方形をなす角材状の

（炭化材） 中層No.323 ケヤキ 材で、一端は両側縁から削りが加えられ杭状をなし、他端は欠損す

る。欠損部寄りの側縁部が炭化している。

w-125 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 長さ 24.9cm、幅6.1cm 、庫さ 4.0cm。断面が長方形をなす小片で、各

中層No.328 クヌギ節 面の調整不明。

W-126 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長75. 7cm、幅6.6cm、厚さ 9.0cm。樹皮を除去し約1/2に分割し

中層No.329 クヌギ節 たままの材で、一方の端部は斜めに削られている。

W-127 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長35. 3cm 、幅8.9cm 、厚さ 7 .4cm。割り材の樹芯側が年輪界に沿

中層No.31 ニガキ って割れている。一端は周囲から削りが加えられ杭状に尖る。

W-128 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 24.7cm、幅14.8cm 、庫さ 11. 5cm。丸木を約1/4に分割した材で、

中層 No.31 クヌギ節 磨滅が著しい。

W-129 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長29. 2cm 、幅7.6cm 、原さ 3.4cm。表面が摩滅しているが、割り

中層No.32 クヌギ節 材の厚さを整えて細板材としている。両端部欠損。

W-130 角 材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長107. 6cm 、幅8.8~5.6cm、厚さ 4.0cm。断面が三角形の材で、

（炭化材） 下層No.342 クヌギ節 一方の端部が丸く仕上げられている。表面がほぽ全面炭化。

W-131 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 35. 7cm 、幅8.8cm 、厚さ 5.2cm。板目状の角材で表面は平滑に仕

下層No.342 クヌギ節 上げられている。両端部は斜めに切断されている。

W-132 又 鍬 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長42.2cm、幅7.Ocm 、厚さ 2.2cm。身部片面と先端部、着柄部端

下層No.344 クヌギ節 を欠損する。着柄部から銀身への移行部には水平な段を有し、肩部

は斜めで鍬身側縁部や又部は直線的に延びる。

W-133 斧 柄 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長71. 3cm、柄部径3.3cm 、斧頭部幅6.0cm、原さ 4.0cm。柄基部

（炭化材） 下層No.345 クヌギ節 欠損。斧台と柄を別木で作る雇柄と呼ばれる膝柄である。組み穴は

長方形で継ぎ手部分が一部残る。斧頭部一部炭化。

W-135 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 残存長52. 0cm 、幅6.4cm 、原さ 5.8cm。割り材の樹芯部を除去した断

（炭化材） 下層No.349 クヌギ節 面が長方形の角材で、約1/2が炭化している。

W-136 着柄鋤．鍬 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 残存長14. 2cm 、幅10.0cm 、厚さ1. 0cm。身上部から固定部基部の断

下層No.353 クヌギ節 片で、固定部基部は断面が蒲鉾形をなす。

W-137 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 102.0cm 、幅6.5cm、厚さ 4.0cm。枝払いし樹皮を除去した材で、

下層No.355 クリ 又部より1/2に分割されている。両端部とも削りが加えられている。

w-138 角 材 E 区 v 面 2- 1 河 柾目 残存長35. 3cm 、幅8.0cm 、厚さ 4.0cm。断面は長方形をなし各側面の

下層No.360 クヌギ節 調整不明瞭。一端は斜めに切断され、他端は欠損する。

w-139 横 鍬？ E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 残存長20. 2cm 、幅9.6cm 、厚さ1. 2cm。横鍬の断片と思われるが側面

下層No.364 アカガシ亜属 が丸みを帯び明確でない。表裏面は平滑に仕上げられ、側縁部は一

方がやや庫い。

W-140 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 残存長30.0cm、幅2. 7cm 、庫さ1. 5cm。断面が長方形をなす細い角棒

下層No.366 クヌギ節 状の材で、両端部を欠損する。

W-141 分割材 E区v面 2 -2 河 柾目 残存長31. 8cm 、幅5.0~3.3cm 、厚さ1. 4cm。断面が長方形の分割し

下層No.368 クリ たままの材であるが、側面にわずかに削りが加えられている。両端

部欠損。

w-142 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長72. 0cm 、幅19.0cm 、原さ1. 5cm。幅広の薄板材であるが、欠

下層No.369 クヌギ節 損部も多く遺存状態不良。

w-143 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 板目 長さ 32. 5cm 、幅16.0cm 、厚さ 3.8cm。木表側は丸みをそのまま残し、

下層No.370 クリ 木裏側は平坦に削られている。両端部は斜めに切断されている。

W-144 加工材 E区v面 2 -2 河 丸木 残存長96. 8cm 、径6.0cm。二又木で一部に樹皮を残す。幹下端は両

下層No.371 エノキ属 面より斜めに切断され、二又部先端は欠損する。

W-145 直柄鋤？ E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長43. 8cm 、幅15. 5cm 、厚さ1. 3cm。鋤身下半の断片で、先端部

下層No.372 アカガシ亜属 は丸みを帯びて尖る。新保遺跡の長柄鋤 a 類と考えられる。

W-146 横 鍬 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長36.0cm、幅8.8cm 、厚さ 2.2cm。柄孔部分で約1/2に欠損。着

下層 No.373 アカガシ亜属 柄部の隆起は緩やかで、柄孔は斜めに開けられている。
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W-147 着柄鋤．鍬 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長52. 0cm 、身部幅18. 9cm 、厚さ 3. 7cm、着柄部幅5.2cm 、原さ 3.

未製品 中層No.189 クヌギ節 7cm。着柄部端部を欠損。身裏側はすでに平坦に調整されている。

身表側は粗く原さを調整している程度である。移行部には段が付け

られ、着柄部が粗く削り出されている。

W-148 分割材 E区v面 2-2 河 割り材 残存長83. 0cm 、幅13.0~6. 7cm 、厚さ 6.0cm。樹芯部を除去した分割

中層No.190 クヌギ節 材で、摩滅が著しい。

w-149 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 120. 0cm 、幅3.0~4.5cm 、厚さ 2. 7~4.8cm。丸木を約1/8に分割

下層No.378 クヌギ節 したままの細長い材で、両端部は斜めに切断されている。

W-150 加工材 E区v面 2 - 2 河 柾目 残存長21. 6cm 、幅3.5cm、厚さ 0.8cm。薄い板状の材で、表裏面とも

下層No.384 アカガシ亜属 平滑に仕上げられている。

W-151 加工材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長30.0cm、幅7.8cm、庫さ 7.3cm。側面は分割したままであるが、

（炭化材） 下層No.385 クリ 一方の先端部は杭状に削りが加えられ、他方の端部は炭化している。

w-152 板 材 E 区 v 面 2 - 2 河 柾目 残存長71. 6cm 、幅6.0cm、厚さ 2.0cm。断面が長方形の直線的な材で、

下層No.390 クリ 各側面と平滑に仕上げられている。両端部欠損。

w-153 農具柄 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長63. 5cm 、径2.8~2.4cm。丸棒状の直線的な材で、一方の端部

下層No.398 アカガシ亜属 は丸く仕上げられ他方の端部は欠損する。

W-154 横 鍬 E 区 v 面 2- 2 河 柾目 残存長37. 7cm 、幅10.0cm 、厚さ1. 5cm。両端部を欠損。断面は蒲鉾

下層No.401 クヌギ節 形をなす。着柄部の隆起は低く不明瞭。着柄孔は径4.2cmで斜めに

穿孔されている。

W-155 分割材 E区v面 2 - 2 河 柾目 残存長48. 7cm 、幅12. 3cm 、厚さ 3.0cm。分割したままの板状の材で、

下層No .402 クヌギ節 一方の端部は平坦に削られている。

W-156 長柄鋤 E区v面 2 - 2 河 柾目 柄部長56.0cm、径2.8cm 、鋤身残存長12. 6cm 、庫さ1. 9cm。柄部には

下層 No.403 アカガシ亜属 両側に突起を持つ握り部が付く。鋤身は基部が遺存するだけで全体

形状は不明であるが、斜めに延びる肩部を持ち身表は丸みがあり身

裏は平坦となっている。

w-157 板 材 E 区 v面 2-2 河 板目 残存長40,4cm 、幅5.9cm 、原さ 3.1cm。割り材の樹芯部を除去した細

下層No.404 クヌギ節 板材で、表面が摩滅している。一端を欠損する。

W-158 斧柄未製品 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 76.8cm 、斧頭部幅8.9cm 、厚さ 1 1. 0cm、柄部幅7.Ocm、厚さ 4.8

下層No.405 クヌギ節 cm 。 1/4分割材を使用し、節で太くなった部分を頭部とする。頭部

・柄部ともに粗く削られている。

W-159 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長38.3cm、幅5.5cm、厚さ 2.5cm。断面が三角形をなす分割した

（炭化材） 下層No.407 クヌギ節 ままの材で、一方の端部が炭化している。

w-160 分割材 E区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 63.7cm 、幅13. 2cm 、厚さ 7.0cm。断面が三角形をなす幅広の分

下層No .408 カバノキ属 割材で、分割面の調整はない。両端部はやや斜めに切断されている。

w-161 着柄鋤．鍬 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 長さ 47. 5cm 、幅21. 7cm 、厚さ 5.3cm。両端部を切断したミカン割り

未製品 下層No.411 アカガシ亜属 材の一端を両側から削って着柄部の原形を作る。両面の調整は粗く、

厚さも分割時のままで整えていない。

W-162 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 85. 0cm 、幅7.2cm 、厚さ 7.0cm。丸木をほぽ1/4 に分割した原み

下層No.412 クヌギ節 のある材で、分割面の調整はない。両端部はやや斜めに切断されて

いる。

w-163 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長40.8cm、幅5.5cm 、厚さ 3.4cm。断面が三角形の分割したまま

下層No.413 クヌギ節 の材で、両端部を欠損する。

W-164 着柄鋤．鍬 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長49. 5cm 、幅18. 2cm 、厚さ 4.0cm。断面が二角形をなし分割時

未製品 下層No.419 アカガシ亜属 の厚みが残っている。着柄部から肩部は両側より削り込まれ、原形

を作り出している。先端部は欠損する。

W-165 板 材 E 区 v 面 2- l 河 板目 残存長28.5cm、幅3.1cm、原さ1. 0cm。両端部を欠損するが、 表裏

下層No.421 モミ属 面とも平滑に仕上げられている。

W-166 分割材 E区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 79. 0cm 、幅3.0cm 、厚さ1. 8cm。ミカン割りに分割されたままの

下層No.422 クヌギ節 材で、両端部が斜めに切断されている。

W-167 斧 柄 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長75.0cm、柄部径3.3cm。組み穴部分から頭部上端を欠損する。

（炭化材） 下層No.424 クヌギ節 雇柄と呼ばれる膝柄で、組み穴は長方形と思われる。部分的に表面

炭化。

W-168 加工材 E区v面 2 - 1 河 板目 残存長30. 5cm 、幅4.3cm 、原さ1. 7cm。薄い板状の材で表裏面とも平

下層No.426 クヌギ節 滑で、表面に小さな段がある。両端部欠損。

W-169 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長66. 9cm、幅6.1cm 、厚さ 3.5cm。ミカン割りに分割されたまま

（炭化材） 下層No.429 クヌギ節 の材で、両端部が炭化している。

w-170 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長27. 7cm、幅3.3cm 、淳さ1. 3cm。断面が長方形をなす細い角材

下層No.430 ケンポナシ属 で、表面は粗く調整されている。両端部欠損。

w-171 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長43.8cm、幅6.8cm 、厚さ 4.0cm。角材の一端を緩やかに尖らせ

下層No.431 クヌギ節 た杭状の材である。他端は欠損する。

w-172 横 鍬 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長29.6cm、幅10.4cm 、厚さ 3.4cm。着柄部を中心とした1/3ほど
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下層No.433 クヌギ節 の断片で、着柄部の隆起を明瞭に作り出している。着柄孔は左に傾

く。鍬身の厚さは0.8cmで平坦に作られている。

W-173 分割材 E区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長71. 6cm 、幅3.2cm 、厚さ 2.2cm。断面が不整形をなす細長い分

下層No.434 クヌギ節 割材の断片で、両端部を欠損する。

w-174 丸木弓 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長60.3cm、径2.2cm。弓幹部の断片と考えられ、粗く枝払いさ

下層No.435 イヌガヤ れた直線的な材で、未製品の可能性もある。

W-175 農具柄 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長24.2cm、径2.0~3.0cm。断面が楕円形をなす柄の断片で、割

下層No.440 アカガシ亜属 り材を柾目状に取り丁寧に仕上げている。

W-176 広鍬未製品 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 38.0cm、幅20. 5cm 、厚さ1. 0~4.0cm。分割面の調整はなく分割

下層No.441 クヌギ節 時の形状を残す材で、上端は山形に削られ下端はやや丸く削られて

いる。径3.3cmの着柄孔が斜めに穿孔されている。

W-177 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長31. 6cm 、幅4.9cm、厚さ 2.8cm。断面が長方形をなす樹芯部を

（炭化材） 下層No.444 クヌギ節 除去した分割材で、分割面の調整はない。一端は粗く切断され他端

は炭化している。

w-178 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長28.0cm 、幅6.2cm、厚さ 0.6cm。表面を非常に丁寧に調整した

下層No.449 アカガシ亜属 薄板材の断片で、一端は斜めに切断され他端は欠損する。

w-179 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長58. 5cm 、幅8.4cm、厚さ 3.2cm。柾目板状の分割材の側縁に 1

下層No.451 クヌギ節 方向から粗い削りが加えられている。分割面の調整はなく両端部欠

損。

W-180 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長61. 8cm 、径7.0cm。樹皮を除去した屈曲のある丸木で、枝を

下層No.447 エノキ属 粗く切断している。両端部欠損。

w-181 加工材 E区v面 2 -1 i可 丸木 残存長35. 5cm 、径7.0cm。枝払いし樹皮を除去した丸木で、一端が

下層No.452 ニワトコ 粗く切断され他端は欠損する。約1/3の側面も欠損する。

w-182 丸木弓 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長64.7cm 、径l. 7~2.2cm。弓幹部の断片で加工は枝払いだけで

下層No.453 イヌガヤ ある。

W-183 加工材 E区v面 2-2 河 割り材 残存長46.6cm、幅7.9cm、厚さ 5.0cm。一端を柄状に細く削り出して

下層No.455 カバノキ属 いる。身部と思われる部分は断面が長方形で調整は粗い。両端部欠

損。製作工程材と思われる。

w-184 分割材 E区v面 2- 2 河 割り材 残存長36.9cm、幅5.0cm 、厚さ 2.5cm。断面が三角形をなす分割した

下層No.457 クヌギ節 ままの材で、一端は斜めに切断され他端は欠損する。

w-185 農具柄 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長34.0cm、径2.6~3.5cm。断面が楕円形をなす柄の断片で、両

下層No.458 アカガシ亜属 端部を欠損する。一方がやや太く一方がやや細くなる。

W-186 用途不明木製品 E 区 v 面 2 -2 河 板目 残存長18. lcm 、幅6.6cm 、厚さ1. 2cm。板目板の断面で、片面が赤色

下層No.461 モミ属 塗彩されている。色調はW-94 と同様である。

w-187 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 長さ 12. 0cm 、幅15.4cm 、厚さ 3.9cm。平断面形とも長方形をなす板

下層No.464 クヌギ節 材で、長い板材を切断した際の残片と思われる。両端部は両面より

切断される。

W-188 角 杭 E 区 v 面 2 -2 河 割り材 残存長49.8cm、幅6.0cm、厚さ4.5cm。丸木を 1/4 に分割した割り材

下層No.467 クヌギ節 を使用。一端を鋭角に尖らす。他端は欠損。

w-189 角 杭 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 残存長37. 0cm 、幅3.5cm、厚さ 2.8cm。断面が三角形をなす分割した

下層No.472 クヌギ節 ままの材で、一端を 1 方向より斜めに尖らす。他端は欠損する。

w-190 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 21. 4cm 、幅12. 6cm 、厚さ 2.4cm。分割時の形状を残す板材の小

下層No.473 クヌギ節 片で、長板を切断した際の残片と思われる。

w-191 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 16.Ocm、幅26.8cm 、厚さ 3.4cm。柾目方向に短い幅広の板材の

下層No.475 クヌギ節 小片で、長板を切断した際の残片と思われる。表裏面とも粗く調整

され、両端部は 1 方向より切断されている。

w-192 斧 柄 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 77.Ocm 、柄部幅4. 7cm 、厚さ 4.4cm。頭部幅7.5cm 、厚さ 7.6cm 。

下層No.468 クヌギ節 柄部の断面は隅丸方形で柄尻はやや尖っている。頭部の断面は三角

形をなし後方が張り出している。着装孔は6.8X4.lcmで楕円形をな

し貫通していない。

w-193 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長35.0cm、径14.0cm。枝払いされ樹皮を除去した材で、一方の

下層No.479 クリ 端部は丸く削られ他方の端部は欠損する。柱等の建築材の断片と思

われる。

w-194 農具柄 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長17.2cm、径3.0~2.1cm。握り部の断片で、握り部は T字状に

中層 アカガシ亜属 削り出されている。

W-195 丸木弓 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長18.0cm 、径1. 3~1.0cm。弾近くの断片で直線的で細い。弓幹

下層 イヌガヤ 部の断面はやや半円形をなし、半面が削り込まれている。弾は両側

より凸状に削られている。

w-196 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 6.1cm 、幅6.9cm 、厚さ 4.9cm。菱形状の多面体をなす材で、各

下層 アカガシ亜属 側面はやや丁寧に削られ、一部にエ具痕が残る。

W-197 丸木弓 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長24. lcm 、径1. 2cm。弾寄りの断片で直線的で細い。弓幹部は
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下層 イヌガヤ 枝払いをしたままで、断面は丸い。弾部が炭化している。

w-198 加工材 E 区v面 2- 1 河 割り材 残存長22. 2cm 、幅1. 8cm 、厚さ 0.8cm。丸棒状の材が半分に裂けたよ

下層 イヌガヤ うな材で、両側面は粗く削られている。

W-199 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長41. 0cm 、幅2.6cm 、厚さ1. 8cm。枝払いされた材で一方の端部

下層 イヌガヤ は折れている。他方の端部は鋭角に削られ、使用により摩滅してい

る。側面も磨滅しており、刺突具として使用された可能性がある。

W-200 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長33. 2cm 、幅5.8cm 、厚さ1. 6cm。両端部欠損。表面平滑、裏面

（炭化材） 下層 カヤ は粗い削り痕が残る。一方の端部炭化。

w-201 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長34. 8cm 、幅4.0cm 、厚さ1. 9cm。両端部欠損。断面形は長方形

下層 カヤ で各面とも平滑な仕上げ。

w-202 丸木弓 E 区 v面 2 -2 河 丸木 残存長22. 7cm 、径1. 2~0.9cm。弾近くの断片。弓幹部の断面は楕円

中層 イヌガヤ 形で枝払いだけで他に加工はなく、直線的で細い。弾は両側より凸

状に削り込んでいる。

W-203 農具柄 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長10. 0cm 、厚さ1. 4cm 。 Y 字に開く握り部の基部の断片。

中層 アカガシ亜属

W-204 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長20.2cm、幅5.9cm 、庫さ1. 3cm。両端部欠損。表面平滑、裏面

中層 カヤ は粗い削り痕が残る。

w-205 加工材 E区v面 2 -2 河 丸木 残存長19. 9cm 、径4.0~3. 7cm。樹皮を残し、先端部は 5 面に細長く

中層 モモ 削られている。丸木杭と思われる。

W-206 丸木弓 E区 v面 2 - 2 河 丸木 残存長35. lcm 、径2.1~ 1. 7cm。弾近くの断片。弓幹部の断面はやや

下層 イヌガヤ 半円形をなし、半面が削り出されている。枝払いだけで他の加工は

なく、直線的で細い。弾は両側より凸状に削り込んでいる。

W-207 横 鍬 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長18. 3cm 、隅さ 3.3~ 1. 5cm。着柄部の断片で着柄部は緩やかな

下層 クヌギ節 隆起を持つ。

W-208 広鍬未製品 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長25.0cm、幅17.2cm 、庫さ 4.3cm。山形の頭部をなし刃部を欠

下層 アカガシ亜属 損。表面は粗い削りのままで、裏面は平坦に仕上げられている。

w-209 丸木弓 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長8. 5cm 、径l. 7~ 1. 2cm。弾近くの断片。弓幹部の断面は半円

中層 イヌガヤ 形をなし、半面が平坦に削り出されている。他に加工はなく、直線

的で細い。弾は両側より凸状に削り込んでいる。

w-210 杵 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長67. lcm 、す島部径8.4~5.9cm、握部径2.7~2.1cm。一方の揚部

中層No.480 アカガシ亜属 を欠損する。掲部端は丸く削られ握部には突出部はなく、掲部から

握部へなだらかに細くなる。断面はともに楕円形である。

w-211 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長33.4cm、幅10.0cm 、厚さ 2.4cm。両端部欠損。

中層No.484 クリ

w-212 分割材 E 区v面 2- 1 河 割り材 残存長120 .4cm 、幅4.2~10.0cm、厚さ 2.5~4.0cm。断面が三角形を

（炭化材） 中層No.485 クヌギ節 なす薄い分割材で、分割面の調整はない。一端が炭化している。

W-213 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長47.9cm 、幅5.5cm、厚さ 2.9cm 。樹皮付の丸木を1/2に分割。

中層No.486 クヌギ節 分割面の削りはない。一方の端部は斜めに切断され、他方の端部は

炭化。

W-214 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長52.2cm、径4.0~3.2cm。両端部欠損。屈曲した材で樹皮はな

中層No.490 ヤマグワ く、側面1/4 を平坦に削り出している。

W-215 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長56.5cm、径3.5cm。枝払いし樹皮を除去した細い丸木で、一

中層No.491 クヌギ節 端を杭状に尖らす。他端は欠損する。

W-216 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長25.3cm、幅7.6cm 、厚さ 0. 7cm。薄い板状の材で、両端部を欠

中層No.491 クヌギ節 損する。

w-217 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長6.5cm 、幅3.5cm、厚さ 2.8cm。両端部欠損。断面は方形に近

中層No.494 クヌギ節 く細い角棒状をなす。

W-218 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長20.0cm、径6.0cm。丸木杭の先端部の断片と思われ、先端部

中層No.495 ヒイラギ は多面に削り出され円錐状をなす。

w-219 建築材？ E 区 v面 2 -1 河 丸木 残存長11 1. 5cm、径12.0~7. 5cm。一方の端部は欠損し、他方の端部

中層No.497 クリ は炭化している。枝払いし、樹皮を取っている。丸柱材と思われる。

W-220 長柄二又鋤 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 残存長77.0cm、刃部長34. 2cm、刃部幅17.4cm 、刃部厚2.0~0. 7cm 、

中層 No.498 クヌギ節 柄部径2.5~2.2cm。刃部の肩は水平に延び、身の両縁は直線的で先

端部は丸くなる。又部は直線的に削り込まれている。

w-221 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長22.1cm 、幅8.5cm 、厚さ1. 0cm。薄板の断片で表面は平滑で、

中層No.499 クヌギ節 裏面には粗い削り痕を残す。

W-222 加工材 E区v面 2- 1 河 割り材 残存長26.8cm、幅8.8cm 、厚さ1. 8cm。断面が三角形に分割された材

中層No.500 クヌギ節 を使用。一端は杭状に尖り他端は潰れている。杭と考えられる。

w-223 分割材 E区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長66. 7cm 、幅2.3cm 、厚さ1. 8cm。両端部欠損。ミカン割りした

中層No.501 クヌギ節 ままの材で角棒状をなす。

W-224 木 端 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 長さ 7.5cm、幅8.0cm 、厚さ1. 6cm。上端は表裏面から切断され、下
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中層No.503 アカガシ亜属 端に大きな工具痕がある。

W-225 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 30.8cm 、径12. 6~11. 4cm。切断材。一方の端部は水平に切断さ

中層No.507 クヌギ節 れ、他方の端部は大きく 2 方向より斜めに切断されている。切断面

にはエ具痕が明瞭に残り、残存する刃部幅は約3.0cmで端部はやや

丸みを持つ。

w-226 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長23. 0cm 、幅5.1cm 、厚さ 2.5cm。両端部欠損。断面が三角形を

中層No.510 モミ属 なし、一部に大きな削痕を残す。

w-227 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長35. 2cm 、幅13 .4cm、厚さ 6.8cm。両端部欠損。断面が長方形

（炭化材） 中層No.516 クヌギ節 をなし、全面が炭化している。

w-228 加工材 E区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長33. 2cm 、径2.0cm。一方の端部は欠損するが、他方は斜めに

中層No.517 エノキ属 切断されている。樹皮なし。

w-229 板 材 E 区 v 面 2- l 河 柾目 長さ 25.0cm 、幅18. 5cm 、厚さ 3.8cm。ミカン割りされた板材の切断

中層No.520 アカガシ亜属 材で、両端部は両面より切断されている。表裏面には粗い削痕が残

る。

w-230 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 29.0cm、幅4. 7cm 、厚さ 3.3cm 。 1/4に分割したままの材で、両

（炭化材） 中層No.521 クヌギ節 端部は斜めに切断されている。一部炭化。

W-231 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 39.1cm、幅6.3cm 、原さ 3.3cm 。 1/8に分割したままの材で、両

中層No.522 クヌギ節 端部は斜めに切断されている。

W-232 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 61. 8cm 、幅6.4cm 、原さ 2.6cm 。樹皮付の丸木を1/2に分割した

中層No.523 クヌギ節 もので、両端部は台形に削られている。

w-233 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 159.3cm 、幅7.0cm、厚さ 4.6cm。断面が三角形の直線的な分割

中層No.489 クヌギ節 材で、木表は丸みを残し分割面の調整はない。両端部は平坦に切断

されている。

w-234 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長45. 7cm 、幅4.5cm 、厚さ 3.1cm 。 1/4 に分割したままの材で、

（炭化材） 中層No.526 クヌギ節 一部炭化。

W-235 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 113.2cm 、幅5.4cm 、厚さ 3. 7cm 。 1/8に分割したままの材で、両

（炭化材） 中層No.528 クヌギ節 端部は斜めに切断されている。一部炭化。

W-236 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長149.0cm、幅4.8cm 、厚さ 2.4cm。分割したままの無調整の細

中層No.529 クヌギ節 長い材で、断面が部分により三角形や台形をなす。両端部欠損。

W-237 加工材 E区v面 2 - 1 河 柾目 残存長24. 3cm 、幅6.0cm 、庫さ 4.0cm 。1/8に分割された材で一部削

中層No.531 クヌギ節 りが加えられている。両端部欠損。

W-238 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長37.4cm、幅6.8cm 、厚さ 4.4cm。上端欠損。先端部は 5 面に鋭

中層No.532 クヌギ節 角に削られている。杭の先端部の断片の可能性あり。

w-239 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長48. 3cm 、幅5.6cm 、原さ 3.8cm。両端部欠損。断面は台形をな

中層No.533 クヌギ節 し、 4 面とも平滑に仕上げられている。

w-240 角 杭 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 長さ 82 .4cm 、幅5.6cm 、厚さ 3.4cm。分割後 4 側面とも一部削りが加

中層No.535 クヌギ節 えられている。先端部には粗い削りが加えられ、端部は打ち込み時

の歪みが生じている。

W-241 角 杭 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 49.7cm、幅5.2cm 、厚さ 4.4cm。分割したままの材で、上端は平

中層No.536 クヌギ節 坦に削られ、先端部は 3 面の大きな削りが加えられ鋭角となってい

る。側面には土圧による収縮痕がある。

w-242 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長39.8cm、幅7.3cm 、原さ 4.5cm。上端部欠損。分割したままの

中層No.537 クヌギ節 材で、一端は削りが加えられ鋭角となっている。

w-243 農具柄 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長27. 7cm 、径2.4~2.1cm。両端部欠損。丸棒状をなし、側面は

中層No.539 アカガシ亜属 細かく削られ丁寧な仕上がりとなっている。

w-244 角 杭 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 41. 4cm 、幅6.5cm 、厚さ 6.0cm。角錐状をなす材で上端は平坦に

中層No.540 クヌギ節 削られ、先端部は細い削りが加えられ鋭角となっている。端部には

打ち込み時の歪みが生じている。

W-245 角 杭 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長35. 5cm 、幅3.2cm 、原さ 2. 7cm。上端部は平坦に削られ、先端

中層No.541 クヌギ節 部は 2 面の削りが加えられている。側面に土圧による収縮痕がある。

W-246 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長35.0cm、幅5.3cm 、厚さ 4.3cm。断面は四角形で、一方の端部

中層No.542 クヌギ節 は 2 方向より粗く削られ鈍角をなす。

W-247 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長26.0cm、幅2.8cm 、厚さ1. 5cm。両端部欠損。断面は長方形を

（炭化材） 中層No.543 モミ属 なし、各側面とも平滑に仕上げられている。一部炭化。

W-248 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長30.0cm 、幅2.8cm 、厚さ 2.1cm。一方の端部欠損。他方の端部

中層No.544 クヌギ節 は丸く仕上げられている。各側面は平滑となっている。

W-249 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長49.8cm、幅7.Ocm 、庫さ 5.0cm。両端部欠損。ミカン割りに分

（炭化材） 中層No.545 クヌギ節 割された材で、全面が炭化している。

W-250 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長25. 9cm 、幅7.Ocm 、厚さ 2.0cm。両端部欠損。表面は平滑に仕

（炭化材） 中層No.546 クヌギ節 上げられ、裏面は全面が炭化している。

W-251 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 37. 9cm 、径12.7~11. 5cm。樹皮を残す二又部分の樹幹の切断材
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中層No.547 モモ で、切断部は 2 方向より鈍角に切断されている。

W-252 ＝又鍬 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長38.1cm、残存幅16. 3cm 、厚さ 2.6cm。着柄部と鍬身の一部を

（炭化材） 中層No.548 クヌギ節 欠損し、一部炭化している。着柄部から鍬身への移行部には段があ

り、鍬身の側縁は開き気味に作られ先端部は丸い。又部の切り込み

は幅広となっている。鍬裏は平坦で鍬表は丸みを持った作りとなっ

ている。

w-253 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 94.4cm 、幅10.1cm 、厚さ 2.9cm。表面は平滑で裏面は粗い削り

中層No.551 クヌギ節 が残る。一方の端部が丸く仕上げられている。

W-254 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長62. 2cm 、幅4.5cm、厚さ 2.2cm。両端部欠損。 1/8に分割した

中層No.552 クヌギ節 ままの材で一部炭化している。

W-255 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長46. 6cm 、幅5 .4cm 、厚さ 3.9cm。断面三角形に分割したままの

中層No.553 クヌギ節 材で、一方の端部は斜めに切断されている。

W-256 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 50.2cm、幅8.0cm、厚さ 4.6cm。半円形に分割された材で、両端

中層No.555 クリ 部とも斜めに切断されている。

w-257 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 残存長107.5cm、幅5.6cm、厚さ 3.5cm。一方の端部を欠損する。各

中層No.556 クヌギ節 側面とも平滑に仕上げられ、一方の端部寄りに袂り込みがある。

W-258 農具柄未製品 E 区 v面 2 - 1 河 又木 残存長21.1cm、幅7.5-3.3cm、厚さ 4 .4cm。断面は四角形で 1 側面

中層No.558 トチノキ は樹皮を残し、他の 3 側面は粗く削られている。

W-259 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長149.0cm、幅9.4cm、厚さ 4.9cm。断面が二角形をなしミカン

（炭化材） 中層No.559 クヌギ節 割りに分割したままで、分割面の調整はない。一端が炭化している。

w-260 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 68. 5cm 、幅8.6cm、厚さ 7. lcm 。 1 側面は樹皮面を残し、一部炭

（炭化材） 中層No.560 クヌギ節 化している。両端部は斜めに切断されている。

W-261 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 48.2cm、幅9.4cm、厚さ 4.0cm。各側面とも平滑に仕上げられ、

中層No.561 コナラ節 一方の端部は半円状に外湾して仕上げられ、他方の端部は半円状に

内湾して仕上げられている。

W-262 加工材 E区v面 2 - 1 河 柾目 残存長54. 5cm 、径2.0~ 1. 7cm。両端部欠損。丸棒状に仕上げられて

中層No.563 クヌギ節 いる。

w-263 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 101. 7cm 、幅5. 5cm 、厚さ 3.6cm。断面は長方形をなし、各側面

中層No.564 コナラ節 は平滑に仕上げられている。両端部は斜めに切断されている。

W-264 加工材 E 区v面 2 - 1 河 柾目 長さ 34. 5cm 、幅5.3~2.6cm、厚さ4.3~2.4cm。一部炭化。角材の一

（炭化材） 中層No.566 コナラ節 方の端部寄りが両側より半円形に袂り込まれている。

W-265 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 87. Oan 、幅6.3cm 、犀さ 2. 7cm。ミカン割りに分割したままの節

中層No.567 クヌギ節 のある材である。

w-266 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長25.8cm、幅9.0cm 、厚さ 5.9cm。樹皮付の半割材で端部が斜め

中層No.534 クヌギ節 に大きく削られている。

w-267 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長45.2cm、幅3.8- l. 7cm 、厚さ 0.9cm。両端部欠損。各側面と

中層No.570 ヤマグワ も平滑に仕上げられている。

W-268 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長114.8cm 、幅7.0cm 、厚さ 5.8cm 。 1/4に分割された材で一方の

中層No.571 クヌギ節 端部は鋭角に削り込まれており、杭の可能性がある。

W-269 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長4 1. 0cm、幅4.3cm 、原さ 2.5cm。端部は直角に削られ、各側面

（炭化材） 中層No.572 コナラ節 はやや平滑に仕上げられている。一部炭化。

W-270 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 50.0cm 、幅5.0cm 、厚さ 4.2cm 。 1/4に分割したままの材で、両

中層No.575 コナラ節 端部は斜めに削られている。

W-271 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長72.5cm、幅7.3cm 、厚さ 3.0cm。両端部欠損。ミカン割りに分

（炭化材） 中層No.577 コナラ節 割したままの材で、一部炭化している。

W-272 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長28.5cm、幅4. 7cm 、厚さ 3. 7cm。断面は台形をなし、各側面は

中層No.579 コナラ節 やや平滑。

w-273 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長54.2cm、幅7.8cm、厚さ 8.4cm。一方の端部欠損。 1/4に分割

中層 No.583 コナラ節 したままの材である。

w-274 板 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長23.5cm、幅4.5cm 、厚さ1. 5cm。両端部欠損。表裏面とも平滑

中層No.587 コナラ節 に仕上げられている。

w-275 横 鍬 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長25.8cm、残存幅9.0cm、厚さ2.5~ 1. 3cm。着柄部の断片でほ

中層No.594 アカガシ亜属 とんど炭化している。着柄のための隆起はしっかりとした稜を持つ。

w-276 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長56.5cm、幅8.0cm 、厚さ 4.0cm。一方の端部欠損。表面は丸み

中層No.595 クヌギ節 を帯び、裏面は平坦に仕上げられている。端部は丸く削られている。

W-277 分割材 E区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長46.3cm、幅6.3cm 、厘さ 4.8cm 。 1/4に分割され、一部炭化し

（炭化材） 中層No.599 クヌギ節 ている。

W-278 建築材？ E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長186 .4cm 、幅24.3cm、厚さ 9.0cm。丸木の木表側を半円形に分

中層No.600 クリ 割した幅広で庫い板状の材で、分割面は粗く調整されている。片側

縁には約35.Ocm 間隔でコの字状に削り込んだ段が付けられている。

一方の端部は平坦に削られ、他端は欠損する。用途は不明であるが
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建築材の可能性と考えられる。

W-279 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長118.3cm、径5.6~4.1cm。枝払いした直線的な丸木で、一部

（炭化材） 中層No.602 クヌギ節 炭化している。椎木材の断片と思われる。

w-280 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 57. 7cm 、径5.5~4.1cm。枝払いした丸木で先端部は 6 方向より

中層No.604 クリ 細く鋭角に削られ、上端は平坦に削られている。杭と思われる。

W-281 丸柱材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 133. 4cm、径10.0cm。枝払いし樹皮を除去したままの材で、一

中層No.608 クヌギ節 端は山形に他端は斜めに切断されている。

w-282 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 71. 8cm 、径16. 6cm。枝払いされ樹皮を除去した材で、両端部は

中層No.609 クヌギ節 斜めに粗く切断されている。

W-283 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長93. 3cm 、幅4.0cm 、厚さ 3.3cm 。 1/4に分割された材で、一方

中層No.610 クヌギ節 の端部は鋭角に削られている。

W-284 農具柄 E区v面 2 - 1 河 又木 残存長13. 5cm 、幅3. 7cm。又部の断片で緊縛部が平坦に削られてい

中層No.611 ヤプツバキ る。

W-285 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長58.1cm、幅15. 2cm 、庫さ 8.4cm。丸木を 1/2に分割したままの

中層No.614 クリ 材である。

W-286 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長93. 8cm 、幅8.8cm 、厚さ 3. 5cm。断面が三角形をなす分割した

中層No.618 クヌギ節 ままの細長い材である。

w-287 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 長さ 48.0cm、幅10. 2cm 、厚さ 4.5cm。粗い削りが加えられ、端部は

中層No.619 クリ 平坦に切断されている。

W-288 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長41. 1cm 、幅5. 7cm 、厚さ 3.6cm。ミカン割りに分割されたまま

（炭化材） 中層No.629 クヌギ節 の材で一方の端部は斜めに切断され、他方は炭化している。

W-289 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 残存長12. 0cm 、幅3.6cm 、厚さ1. 6cm。一方の端部を欠損する。各側

中層No.630 クヌギ節 面は丁寧に削られ、端部は平坦に削られている。

W-290 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長44.9cm 、幅5.0cm 、厚さ 2.4cm。ミカン割りに分割したままの

（炭化材） 中層No.631 クヌギ節 樹皮付の材で、一方の端部が炭化している。

w-291 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 44. lcm 、径6.8~6.2cm。樹皮付の丸木で、両端部が鈍角に切断

中層No.633 クヌギ節 されている。

W-292 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 長さ 8. 7cm、径6.0~5.3cm。丸木の両端部を 2 方向より切断してい

中層No.642 ヤマグワ る。

W-293 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長31.1cm、幅6.5cm 、厚さ 3.2cm。丸木を 1/2に分割したままの

中層No.645 クヌギ節 材で、一方の端部を欠損する。

w-294 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長28. 8cm 、幅5.0cm 、厚さ 2.2cm。断面が三角形の材で、一方の

中層No.646 カヤ 端部が鋭角に削られている。

W-295 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長32. 7cm 、幅4.8cm、厚さ 2.8cm。約1/2に分割された材で、ほ

（炭化材） 中層No.652 クヌギ節 ぽ全面が炭化している。

W-296 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長68. 0cm 、幅3.8cm 、厚さ 3.2cm 。1/4 に分割された材で一方の

中層No.657 クヌギ節 端部が多方向より削られている。杭の可能性あり。

W-297 炭化材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長40. 3cm 、径14.7~12. 7cm。樹皮付の丸木で、両端部が炭化し

中層No.658 クヌギ節 ている。

w-298 木 端 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 1 1. 3cm 、幅7.5cm 、厚さ1. 9cm。断面がレンズ形をなす小材で、

中層 No.660 オニグルミ 木端と考えられる。

W-299 三又鍬 E区v面 2- 1 河 柾目 残存長55.8cm、残存幅7.5cm 、厚さ 2.0cm。両側の刃部を欠損する。

中層 No.663 クヌギ節 着納部の断面は蒲鉾形をなし、鍬表側には段が刻まれている。鍬身

への移行部には小さな肩がある。

W-300 作業台 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 44.0cm、幅8.2cm、厚さ 5.0cm。丸木を1/2に分割した材を使用。

中層No.665 クヌギ節 表裏面とも斜め方向に、多数の極めて細い工具痕がある。

W-301 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長58. 2cm 、幅4.8cm、厚さ 2.1cm。ミカン割りに分割された材で、

中層No.669 クヌギ節 一方の端部は鋭角に削られている。

w-302 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 長さ 28.0cm 、径5.3~4.6cm。丸木の両端を鈍角に切断。切断面には

中層No.671 サワフタギ 工具痕が明瞭に残る。

W-303 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長45.8cm、幅3.3cm 、厚さ1. 8cm。断面は長方形で各側面とも平

中層No.673 クヌギ節 滑に仕上げられ、端部は平坦に削られている。

w-304 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長36.3cm、幅3.0cm、厚さ 2.0cm。断面は方形で各側面とも平滑

中層No.675 クヌギ節 に仕上げられている。

W-305 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 34. lcm 、幅17. 5cm 、厚さ 9.2cm 。 1/2に分割された材の断片で、

中層No.676 クヌギ節 端部が斜めに切断されている。

W-306 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長31. 9cm 、幅4.9cm 、原さ 3.9cm 。 1/4に分割された材で、端部

中層No.677 クヌギ節 が斜めに削られている。

w-307 角 材 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 残存長110.0cm、幅4. 7cm 、厚さ 2. 7cm。断面が長方形の角棒状の材

中層No.681 クリ で、各側面とも平滑に仕上げられている。両端部欠損。

w-308 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長97. 0cm 、幅6.0cm 、厚さ 3.5cm。ミカン割りに分割したままの
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中層No.685 クヌギ節 材である。

W-309 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長76.8cm、幅8. 7cm 、厚さ 5. 7cm。断面が台形をなし、各側面に

中層No.695 クヌギ節 は粗い削りが加えられている。端部は平坦に削られている。

w-310 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長77.8cm、幅6.5cm 、厚さ 5.3cm 。1/4に分割された材で、端部

中層No.697 クヌギ節 は斜めに削られている。

w-311 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長30.5cm、幅6.3cm 、厚さ4.0cm。ミカン割りに分割された材で、

中層No.699 エノキ属 端部は半面だけに削りが加えられている。杭の可能性がある。

W-312 横 鍬 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 残存長37. lcm 、幅6.2cm 、厚さ1. 5cm。横鍬の下端部の断片で、着柄

中層No.712 クヌギ節 部の隆起は明瞭な稜を持つ。

w-313 木 箆 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 24. 3cm 、幅3.3cm 、厚さ1. 5cm。一方の側面は直線的でやや厚く、

中層 No.704 クヌギ節 他方の側面はやや幅広となり薄くなる。また、握り部がやや厚く先

端部はやや薄くなる。

W-314 角 材 E 区 v面 2- 1 河 割り材 残存長84.2cm、幅4.8cm 、厚さ 2.1cm。断面が長方形をした材で、一

中層No.705 クヌギ節 方の端部が斜めに削られている。

W-315 梧木材？ E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長224.6cm、幅7.8cm 、厚さ 6.9cm。断面が台形をなす細長い角

（炭化材） 中層No.708 クヌギ節 材で分割面の調整はない。表面の多くの部分が炭化し、両端部を欠

損する。

W-316 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長87.Ocm、幅5.5cm、厚さ 6.3cm 。 1/4に分割された材で、端部

中層No.711 クヌギ節 は鈍角に削られている。

w-317 木 端 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 長さ 15. 9cm 、幅9.4cm 、厚さ 3.7cm。平面が三角形をした断片で、一

中層No.715 クヌギ節 部が炭化している。

w-318 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 38.8cm、幅3.1cm 、厚さ1. 9cm。断面が楕円形をした丸棒状の材

中層No.716 クヌギ節 で、農工具の柄の可能性もある。

W-319 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長49.5cm、幅6.3cm 、厚さ4.5cm 。 1/4 に分割された材で、全面

（炭化材） 中層No.720 クヌギ節 が炭化している。

W-320 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長144.4cm、幅10.8cm 、厚さ 5.0cm。断面が三角形をなす厚みの

（炭化材） 中層No.722 クヌギ節 ある分割材で、全面が炭化している。

w-321 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長84.3cm、幅7.6cm 、厚さ 3.4cm。ミカン割りに分割された材で、

（炭化材） 中層No.724 クヌギ節 一方の端部は丸く削られている。一部炭化。

w-322 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長29.0cm、幅5.0cm 、厚さ 4.0cm。断面が隅丸方形をなす角杭状

中層No.729 クヌギ節 の材の断片で、一端が杭状に細くなっている。他端は欠損する。

W-323 横 槌 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 29. 5cm、幅5.5cm 、厚さ 4.1cm。割り材を利用し、断面は蒲鉾形

中層No.731 クヌギ節 をなす。槌身と握りはなだらかに移行し、やや反りを持つ。

w-324 容 器 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長17.6cm、幅14.Ocm、庫さ1. 0cm。円形か楕円形をなす皿状の

中層No.732 クヌギ節 容器の断片と思われ、底部は平底である。

w-325 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長50.8cm、幅6.0cm 、厚さ 3.8cm。ミカン割りに分割された材で、

（炭化材） 中層No.733 クヌギ節 全面が炭化している。

w-326 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 残存長11 1. 0cm 、幅5.2~2. 7cm 、厚さ 3.3cm。ミカン割りに分割され

（炭化材） 中層No.735 クヌギ節 た材で、全面が炭化している。

w-327 分割材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 37. lcm 、幅6. 7cm 、厚さ 4.6cm。断面が長方形の材で、両端部は

中層No.736 クヌギ節 斜めに切断されている。中央に節を持つ断片である。

w-328 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 9.1cm 、幅5.6cm 、厚さ 4. 7cm。断面が台形をなす切断材で、各

中層No.737 ヤマザクラ 側面は平滑に削られている。一方の端部は平坦に切断され、他方の

端部は斜めに切断されている。

W-329 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長28.5cm、径5.2~3.3cm。樹皮付の材で、一方の端部は 2 方向

中層No.740 クヌギ節 より斜めに切断されている。

w-330 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 31. 8cm 、径8.1~6.6cm。枝払いされた樹皮付の材で、両端部と

中層 No.742 クヌギ節 も平坦に切断されている。

W-331 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長37.5cm、輻4.5cm、淳さ 3.6cm。断面が方形の材で、一方の端

中層No.743 クヌギ節 部は平坦に削られている。

w-332 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 31.1cm 、径8.8~7.6cm。樹皮付の材で、一方の端部は斜めに他

中層No.744 クヌギ節 方の端部は平坦に切断されている。

w-333 分割材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長42.0cm、幅8.5cm 、厚さ 5.9cm。樹皮付の材で、大部分が炭化

（炭化材） 中層No.746 クヌギ節 している。

W-334 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長44. 7cm 、幅3.2cm 、厚さ1. 0cm。断面が長方形の材で、表面は

中層No.747 クヌギ節 磨れているが裏面は磨れていない。

w-335 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長56.8cm 、径3. 7cm。枝払いされた材で、一方の端部が鋭角に

中層No.748 ニワトコ 斜めに削られている。

w-336 角 杭 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長33. 7cm 、幅4.2cm、厚さ 2.3cm。断面が長方形の材で、 2 -1 

中層 No.749 クヌギ節 号河川内に打ち込まれていた。

W-337 二又鍬 E区v面 2- 1 河 柾目 残存長49 .4cm 、幅12. 7cm 、厚さ 2. 7cm。鍬裏は平坦で断面は蒲鉾状
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中層No.750 クヌギ節 をなす。鍬表側の固定部には刻みがあり、鍬身への移行部には段が

ある。鍬身は両側縁が直線的でやや開き気味となる。又部の切り込

みもやや幅広となっている。刃先は欠損している。

W-339 二又鍬 E 区v面 2 - 1 河 柾目 残存長44.1cm、幅6.2cm 、原さ1. 9cm。縦に 1/2 を欠損し着柄部上端

中層No.753 クヌギ節 を欠損する。着柄部から鍬身への移行部には段があり、鍬身側縁は

やや丸みを持つ。又部の切り込みはやや幅広と思われる。

W-340 加工材 E区 v面 2 - 1 河 割り材 長さ 19. 7cm 、幅8.6cm 、原さ 6.0cm。分割材を使用した材で、横槌の

（炭化材） 中層 クヌギ節 未製品の可能性がある。握り部と槌身との境は片面だけに段を付け

ている。槌身先端部は租い削りが加えられ、側面の各所にエ具痕が

見られる。一部炭化。

W-341 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 30.1cm 、幅9.2cm 、厚さ 6.4cm。大きな段が削り込まれ、両端部

（炭化材） 中層 クヌギ節 は切断されている。大部分が炭化している。

W-342 斧 柄 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長23. 5cm 、幅4.0cm 、庫さ 2.4cm。斧台着装部の断片である。組

中層 クヌギ節 み穴はl. OX4.3cm の長方形で、やや斜めに掘られている。

W-343 加工材 E 区v面 2 - 1 河 柾目 残存長52. 5cm 、幅5.8cm 、厚さ 3. 5cm。表裏面はやや丁寧に削られて

中層 クヌギ節 おり、端部は丸く削られている。

w-344 加工材 E 区v面 2 - 1 河 柾目 残存長48. 4cm 、幅6.3cm 、庫さ 2. 9cm。ミカン割りにされた材で、側

中層 クヌギ節 面の一部が丸く削り込まれている。

W-345 分割材 E 区v面 2- 1 河 割り材 残存長36. 8cm 、幅5. 9cm 、厚さ 3.5cm。ミカン割りにされたままの細

中層 クヌギ節 長い材である。

W-346 加工材 E 区v面 2 - 1 河 丸木 残存長32. 9cm 、幅6.3cm 、厚さ 3.3cm。握り部が短いが横槌と思われ

（炭化材） 中層 クヌギ節 る。握り部と槌身との境には段がある。半面が炭化している。

W-347 農具柄？ E 区 v面 2 - 1 河 柾目 残存長11. 4cm 、幅3.5cm 、庫さ 2.5cm。断面が楕円形をなし、側面は

中層 クヌギ節 丁寧に削られている。農具の柄と思われる断片である。

w-348 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長23. 8cm、径10.0cm。枝払いされた材で、端部が斜めに切断さ

（炭化材） 中層 クヌギ節 れている。一部炭化。

W-349 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 16.1cm、径4.8cm。樹皮付の材で、一方の端部は斜めに切断さ

中層 クヌギ節 れ他方の端部は平坦に切断されている。

W-350 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 9.0cm、幅6. 7cm 、厚さ 4.0cm。断面が円錐形をなし、裏面は平

中層 クヌギ節 坦で表面は両端より斜めに削りが加えられている。

w-351 角 杭 E 区 v 面 2 - 1 河 割り材 長さ 44.1cm、幅4.0cm 、厚さ 3.1cm。断面は台形をなし、先端部は鋭

中層 クヌギ節 角に仕上げられている。

W-352 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長68. 9cm、幅7.6cm 、庫さ 4.1cm。一方の端部は厚みを持ち、他

中層 ヤマグワ 方の端部は次第に細くなる。半面はやや細く削りが加えられている。

w-353 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長68. 6cm、径4.5~3. 7cm。側面は一部に削りが加えられている。

中層 クヌギ節 一方の端部はやや丸く仕上げられ、他方の端部は欠損する。農工具

の柄の未製品の可能性あり。

w-354 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 残存長64. 3cm 、径4.4cm。樹皮付の芯持材で、一方の端部が鋭角に

中層 クヌギ節 削られ他方の端部は二又となっている。

W-355 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長30.6cm、幅5. 7cm 、厚さ 3.6cm。ミカン割りされた材で1/2が

（炭化材） 下層No.754 クリ 炭化している。

W-356 板 材 E 区 v 面 2 - 1 河 柾目 残存長65. 3cm 、幅9.2cm 、厚さ1. 8cm。両端部を欠損する。表面は平

下層No.755 クヌギ節 滑で裏面は磨れていない。

W-357 角 材 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 残存長73.0cm、幅5.0cm 、厚さ 2.3cm。断面は長方形をなし、一方の

下層No.756 クヌギ節 端部はやや斜めに切断されている。

W-358 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長67.Ocm、幅6.8cm 、厚さ 6.2cm 。1/4に分割したままの材で、

下層No.760 クリ 一方の端部が鋭角に削られている。

W-359 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 69.3cm 、幅3.5cm 、庫さ1. 8cm。縦に裂けた木端材であるが、一

下層No.762 カヤ 方の端部に削りが加えられ、刺突具状に鋭角となっている。

w-360 農具柄？ E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長34.7cm、径4.7~3. 7cm。丸棒状の材で、柄基部の破片である。

（炭化材） 下層No.764 カラマツ属 一部炭化。

W-361 農具柄？ E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長47. 3cm 、径2.6~2.2cm。丸棒状の材で、農具の柄の可能性が

下層No.766 サカキ ある。両端部欠損。

W-362 農具柄？ E 区 v面 2 - 1 河 丸木 残存長22. 9cm 、径3.1~2.8cm。枝払いされた丸棒状の材で、一方の

下層No.767 クヌギ節 端部は平坦に削られている。農工具の柄の可能性がある。

w-363 丸柱材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 16 1. 0cm 、径7.7~9. 7cm。枝払いし樹皮を除去したやや反りの

下層No.769 ヤマグワ ある丸木材である。樹幹下端は両側より削り込まれ断面が三角形を

なす。上端は又部を利用して丸く削り込み組み手を作り出している。

W-364 加工材 E区v面 2 - 1 河 丸木 長さ 24. 3cm、径6.6cm。枝払いされ、両端部が斜めに切断された材

下層No.770 クリ である。

w-365 分割材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長167.Ocm、幅6.0~12. 0cm 、厚さ 4.3~9.3cm。断面が三角形の
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（炭化材） 下層No.772 クリ 両端部で太さが大きく異なる分割材で、分割面の調整はない。両端

部寄りの木表側の表面が炭化している。

W-366 加工材 E 区v面 2 - 1 河 柾目 長さ 30.3cm、幅3.8cm 、厚さ1. 4cm。断面が長方形の材で、両端部が

下層No.775 アスナロ 丸く仕上げられている。

W-367 農具柄 E 区 v面 2 - 1 河 丸木 長さ 61. 2cm 、径3.0~2.6cm。膝柄で緊縛部の先端を欠損する。緊縛

下層No.779 クヌギ節 部は小さく断面が長方形に仕上げられ、基部はやや鋭っている。

W-368 容 器 E 区 v面 2 - 1 河 割り材 径34.OX27. 8cm 、厚さ 13.0。平面形はやや楕円形をなし断面は半円

（未製品） 下層No.781 ケヤキ 形で、内面の削り込みは行っていない。上面は平滑に仕上げられて

いるが、側面から底面は粗い削りが加えられているだけである。

W-369 広 鍬 E 区 v面 2- 1 河 柾目 長さ 25. 9cm、幅18.4cm 、厚さ 0.5cm。上端は山形をなし両側縁は直

下層No.783 クヌギ節 線的に仕上げられ刃部も平坦に仕上げられている。鍬身は板状をな

し上半に径3.3cmの着柄孔があり、下半に山形の段を持つ。

W-370 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長39.4cm、幅6.0cm 、厚さ 2.2cm。ミカン割りに分割されたまま

下層No.790 クリ の材である。

w-371 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長41. 1cm 、幅8.2cm 、厚さ 2.4cm。ミカン割りに分割されたまま

下層No.791 クヌギ節 の材で節目を持つ。

W-372 加工材 E 区 v面 2 - 2 河 丸木 長さ 120. 6cm 、径3.5cm。枝払いされた樹皮付の材で、一方の端部は

下層No.795 クヌギ節 斜めに削られ、他方の端部は炭化している。椎木材の可能性がある。

W-373 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 19. 0cm 、幅15. 5cm 、厚さ 6.0cm。樹皮付の分割したままの材で、

下層No.800 クリ 又部の切断材である。

w-374 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長44.4cm、幅8.5cm 、原さ 4.8cm。ミカン割りに分割したままの

（炭化材） 下層No.807 クヌギ節 材で、端部が炭化している。

W-375 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長52.4cm 、幅6.2cm、厚さ 4.0cm。ミカン割りに分割したままの

下層No.808 クヌギ節 材で、一方の端部は斜めに削られ、他方の端部は炭化している。

W-376 分割材 E 区 v面 2- 2 河 割り材 残存長60.5cm、幅4.0cm 、原さ 2.0cm 。 1/2に分割された樹皮付の材

下層No.809 クヌギ節 で、一方の端部が炭化している。

W-377 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 長さ 95. 5cm 、幅18. 5cm 、厚さ 2.4cm。両側縁部の厚みに差を持ち、

下層No.810 アカガシ亜属 両端部はやや丸く削られている。表裏面にはやや弧を描く長さ約3.

0cmのエ具痕が多くある。

W-378 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長48.8cm、幅8.8cm 、厚さ 3.5cm。節付の材で半面は全面が炭化

（炭化材） 下層No.811 クヌギ節 している。

w-379 斧 柄 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長18. 7cm 、幅5.5cm、厚さ 5.0cm。直柄の着装孔部分の断片であ

下層No.820 クヌギ節 る。着装孔部分は太みを増し、孔は楕円形をなす。

W-380 一本鍬？ E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長19.2cm 、幅5.2cm 、厚さ 2.3cm。着柄部の断片で断面は蒲鉾形

下層No.822 クヌギ節 をなす。側縁部は直線的で上端は反りを持つ。着柄孔の径は3.0cm

で、着柄部は環状に隆起している。

W-381 加工材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長46. 2cm、幅4.2cm 、厚さ1. 8cm。側面は歪みを持つが平滑に仕

下層No.834 カエデ属 上げられている。

W-382 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長109.5cm、輻10. 0cm 、厚さ 3.0cm。断面が三角形をなす分割し

下層No.836 クヌギ節 たままの薄い材で、一端は平坦に切断され他端は欠損する。

W-383 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 91. 0cm 、幅7.8cm、厚さ 4.0cm。ミカン割りに分割したままの材

下層No.838 クヌギ節 で、両端部は斜めに切断されている。

W-384 農具柄 E 区 v面 2 - 2 河 丸木 残存長66. 2cm 、径2.5cm。枝払いし樹皮を除去した直線的な丸木を

下層No.840 イヌガヤ 利用。両端部は裂けるように折れている。

W-385 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長27. 0cm、幅9.0cm 、厚さ 3.4cm。表面と両側面は平滑に仕上げ

下層No.845 クヌギ節 られている。両端部欠損。

W-386 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長39. 2cm、幅6.4cm 、厚さl. 9cm。表裏面と粗い削りが加えられ

下層No.849 クヌギ節 ている。

W-387 加工材 E区v面 2- 2 河 割り材 残存長40.5cm、径3.0~2. 5cm。断面は円形をなし、一方の端部は斜

下層No.852 クヌギ節 めに削られ、他方の端部は又部を利用し先端部は欠損している。農

工具の柄の可能性がある。

w-388 斧柄未製品 E 区 v 面 2 - 2 河 割り材 残存長28. 5cm 、幅7.0cm 、厚さ 8.6cm。着装部から頭部の断片で、断

下層No.861 クヌギ節 面は三角形をなす。頭部の削りは粗く、着装孔は楕円形をなし貫通

していない。着装部の下端で柄部が切断されている。

w-389 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長31. 7cm 、幅1 1. 8cm 、厚さ 4.6cm。各側面はやや平滑に仕上げ

下層No.867 ムクロジ られ、一方の端部は丸く仕上げられている。他方の端部は欠損する。

W-390 丸柱材 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長153. 0cm 、径8.8~5. 5cm。樹皮を除去し枝分れの又部を利用

下層No.853 ヌルデ した丸柱材で、又部先端は欠損する。丸木の表面約1/3が平坦に削

られ、下端は裂けるように折れている。

W-391 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長147.5cm、幅6.5cm 、厚さ 2.3cm。断面が三角形をなす分割し

下層No.860 クヌギ節 たままの細長い材で、両端部を欠損する。
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W-392 板 材 E 区 v面 2-2 河 柾目 残存長70. 0cm、幅12.0cm 、厚さ 4.0cm。両端部を欠損する。一方の

下層No.873 クヌギ節 端部は段を付けているかのように見えるが、破損と区別がつかない。
w-393 斧柄未製品 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 68.8cm、柄部長44.0cm、幅5.2cm 、厚さ 5.0cm、着装部長28. 8cm 、

下層No.874 クヌギ節 幅5.0cm、厚さ 8.0cm。柄部は断面が三角形をなし分割面の調整はな

く、厚みだけを削っている。着装部への移行部は表裏両方向から斜

めに削られている。着装部両側面は分割のままで、表裏両面だけが

調整されている。着装部上端は丸く削られ、斧孔は未穿孔である。

小型の磨製石斧の未製品と考えられる。
w-394 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長50.3cm、幅17.8cm 、厚さ 6.4cm。直径約20.0cm ほどの丸木を

下層No.876 クリ 木表側を残し約1/3ほどに縦に分割した材で、一端は平坦に切断さ

れ他端は欠損する。柱材の断片の可能性もある。
w-395 加工材 E区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 43. 9cm、径9.5cm。枝払いし樹皮を除去した丸木の断片で、両

下層No.880 モミ属 端部が斜めに粗く切断されている。切断工具は磨製石斧と考えられ

る。

W-396 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長39.6cm、幅6.0cm 、厚さ 3. 7cm。木表を残し分割したままの材
（炭化材） 下層No.881 クヌギ節 で、一方の端部は斜めに切断され、他方の端部は炭化している。

W-397 加工材 E区v面 2-2 河 丸木 長さ 22. 7cm 、幅10.7cm 、厚さ 7.3cm。両端を斜めに切断した材で、
下層No.884 クリ 半面だけに割りを入れている。

w-398 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長90.9cm、幅6. 7cm 、厚さ 3.3cm。断面が三角形をなす角棒状の
下層No.889 クヌギ節 分割材で分割面の調整はなく、表面が摩滅している。両端部欠損。

w-399 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長57.2cm、幅8.9cm 、厚さ 6.6cm。断面がほぽ方形をなす材で、
下層No.893 クヌギ節 各側面は粗く調整されている。一端はやや丸く削られ他端は欠損す

る。

W-400 加工材 E 区v面 2-2 河 割り材 長さ 14.0cm 、幅13. 3cm 、原さ 4.6cm。断面は台形をなし両端部は斜

下層No.894 クヌギ節 めに切断されている。木表を残し木裏側は平滑に削られている。
W-401 分割材 E 区v面 2-2 河 割り材 残存長34.9cm、幅7.8cm 、厚さ 3.1cm。断面三角形に分割したままの

下層No.901 クヌギ節 材で、両端部を欠損する。
w-402 加工材 E 区v面 2 - 2 河 板目 長さ 7.8cm 、幅10.0cm 、厚さ 3.3cm。長方形をなす材で中央に径2.0

下層No.910 ケヤキ cmの孔がある。両側面は平滑に削られ、上下端部は斜めに削られて

いる。

w-403 丸木弓 E 区 v面 2 - 2 河 丸木 残存長36. 6cm 、径1. 1cm。粗く枝払いされた直線的な丸木弓の断片
下層No.911 イヌガヤ で、弓幹部から弾部まで裏面が削られており断面は半円形をなす。

弾部は両側より凸状に削り込まれている。
w-404 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長74. 0cm 、幅5.1cm 、厚さ 3.9cm。断面が菱形をなす角柱状の分

下層No.912 クリ 割材で分割面の調整はない。一方の端部を欠損。
W-405 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長34.0cm、幅3.5cm 、原さ 0.5cm。断面が長方形をなす細い薄板

下層No.926 カラスザンショウ 材で、各側面ともやや丁寧に調整されている。両端部欠損。
w-406 斧 柄 E 区 v 面 2 - 2 河 割り材 残存長29.5cm、幅7.6cm 、厚さ4.2cm。斧頭部の断片で側面も裂けて

下層No.933 クヌギ節 いる。頭部近くは太く断面は楕円形をなし、後方へ出っ張る形状と

なる。着装孔は出入部とも楕円形をなす。
w-407 加工材 E区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 28.6cm、径12.7~11. 2cm。枝払いし樹皮を除去したままの材で、

下層No.937 コナラ節 端部は粗く切断されている。

w-408 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長48.8cm 、幅6.2cm 、厚さ 3.0cm。断面が三角形をなす分割材で
（炭化材） 下層No.939 クヌギ節 分割面の調整はない。一端は斜めに切断され他方は炭化している。

W-409 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長48. 7cm 、幅4. 7cm 、原さ1. 8cm。断面が三角形をなす薄板状の
下層No.941 クヌギ節 分割材で、分割面の調整はない。両端部欠損。

w-410 斧 柄 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 69.1cm、柄部径3.2cm 、斧頭部幅7.3cm 、厚さ 6.6cm。やや短い
下層No.944 クヌギ節 直柄の斧柄で、柄基部はやや太くなる。斧頭部は大きく作られ石斧

頭部が出る方向に出っ張っている。着装孔は楕円形をなし、石斧刃

部方向の孔径は4. 7X7.4cm と大きい。太型蛤刃石斧の柄と考えられ

る。

w-4ll 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長30.8cm 、幅8.5cm、原さ 2.5cm。一方の端部を欠損する。各側
下層No.945 クヌギ節 面とも平滑に仕上げられている。

w-412 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 30.0cm 、幅8. 7cm 、厚さ 5 .4cm。木表を残し分割したままの材で、
下層No.947 クヌギ節 両端部は斜めに切断されている。

W-413 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長33. 7cm 、幅4.8cm 、厚さ1. 4cm。ミカン割りに分割したままの
下層No.954 クヌギ節 材で裂けたような端材である。

w-414 分割材 E区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長62.8cm、幅4. 7cm 、厚さ1. 9cm。断面が三角形をなす薄板状の
下層No.960 クヌギ節 分割材で、分割面の調整はない。両端部欠損。

W-415 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長51. 0cm 、幅12. 8cm、厚さ 6.9cm。枝払いし樹皮を除去した丸
下層No.962 クヌギ節 木を約1/2に分割した材で、分割面の調整はない。両端部欠損。
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W-416 分割材 E 区v面 2 -2 河 割り材 残存長38.7cm 、幅5.4cm、厚さ 3.3cm。断面が三角形をなす分割した

（炭化材） 下層No.963 クヌギ節 ままの材で、表面の大半が炭化している。

W-417 板 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長38.0cm 、幅1 1. 5cm 、厚さ 2.4cm。歪みの著しい薄板材で、表

下層No.981 クヌギ節 裏面とも粗い調整である。一端は丸く削り込まれ他端は欠損する。

w-418 板 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長84. 7cm 、幅1 1. 3cm 、厚さ 3.1cm。断面が長方形をなす薄板材

下層No.985 クヌギ節 で、表面は摩滅し裏面は分割面の調整不明瞭。両端部欠損。

W-419 角柱材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長40.1cm、幅14. 5cm 、厚さ 11. 8cm。直径が25.0cm ほどの丸木を

（炭化材） 下層No.987 オニグルミ 約1/3に分割した断片で、全面が炭化している。一方の端部には組

み込みのためと考えられる段があり、他端は欠損する。また、側面

の 3 ヶ所に斧によると思われる三日月形の切り込みがある。

w-420 広 鍬 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長30.8cm、幅13. 2cm 、厚さ 2.0cm。刃部と一方の側面を欠損す

下層No.990 アカガシ亜属 る。新保遺跡のg類の広鍬の断片と考えられる。頭部は山形をなし

側縁は直線的となっている。着柄孔の径は3.6cmで着柄隆起は明瞭

な稜を持つ。

W-421 分割材 E 区v面 2 -2 河 割り材 長さ 32.1cm 、幅5.0cm 、厚さ 2.5cm。分割したままの樹皮付の材で、

下層No.991 クヌギ節 両端部が斜めに切断されている。

w-422 加工材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長48.4cm、幅5.1cm 、庫さ1. 7cm。断面が長方形をなす細板状の

下層No.994 ヤマザクラ 材で、各側面に平滑に仕上げられている。一方の端部寄りの片側縁

には7.6cmの長さの斜めの切り込みがあり、端部も同一の方向に斜

めに削られている。他方の端部は欠損する。

w-423 農具柄 E区v面 2-2 河 丸木 残存長43.3cm 、径1. 9~2.5cm。断面が土圧により楕円形をなす細い

下層No.996 ムラサキシキプ属 丸棒材で樹皮は除去されている。両端部欠損。

w-424 杭 E 区 v面 2 -2 河 板目 長さ 26. 3cm 、幅3. 7cm 、厚さ 0.9cm。薄板状の材で、両端部とも打ち

下層No.1000 モミ属 込み時の敲打により潰れている。

W-425 加工材 E 区v面 2 -2 河 割り材 長さ 127.7cm 、幅6.1cm 、厚さ 5.1cm。断面が多角形をなす角棒状の

下層No.1001 ムクロジ 材で、表面が粗く調整され一部にエ具痕を残す。両端部は斜めに切

断されている。

W-426 加工材 E区v面 2 -2 河 割り材 長さ 124.6cm 、径3.0~5.2cm。両端部で太さがやや異なる丸棒状の

下層No.1002 ムクロジ 材で、表面は丁寧に削られ断面は多角形をなす。両端部は丸く削り

出されている。

W-427 分割材 E 区v面 2-2 河 割り材 残存長43.0cm、幅9.5cm、厚さ 4.0cm。断面が三角形をなす節のある

下層No.1005 クリ 分割材で、分割面の調整はない。一端を欠損する。

w-428 板 材 E 区 v面 2-2 河 柾目 残存長33. 2cm 、幅7.8cm 、原さ1. 1cm。表裏面とも平滑に仕上げられ

下層No.1008 クヌギ節 た薄板で、両端部を欠損し一部炭化している。

W-429 分割材 E 区 v面 2 -2 河 割り材 残存長49. 5cm 、幅8.0cm、原さ4.0cm。断面が三角形で丸木を約1/4

下層No.1009 オニグルミ に分割した材で、分割面の調整はない。一端は山形に削られ他端は

欠損する。

W-430 角 材 E 区 v 面 2 -2 河 割り材 残存長94.3cm 、幅6.0cm、厚さ 2.0cm。断面が丸みのある長方形をな

下層No.1015 クヌギ節 す細い角棒状の材で、両端方向で幅に差がある。各側面は平滑に仕

上げられ、角も落とされている。一端は斜めに削られ他端は欠損す

る。

w-431 農具柄？ E 区 v面 2 -2 河 割り材 残存長36.4cm、径2.9~2.0cm。断面が楕円形の材で両端部を欠損す

下層No.1018 モミ属 る。他の材との着装のための段が長さ 6.0cm にわたり、削り込まれ

ている。

w-432 板 材 E 区 v面 2-2 河 柾目 残存長16. 5cm 、幅8.0cm、厚さ 2.0cm。表面は平滑に仕上げられ、一

（炭化材） 下層No.968 クヌギ節 方の端部は斜めに削られている。他方の端部は炭化している。

W-433 加工材 E区v面 2 -2 河 丸木 残存長70.5cm、径2.6cm。枝払いされた樹皮付の細い丸棒状の材で、

下層No.916 グミ属 一端は 1 方向より斜めに削られ尖っている。他端は欠損する。

w-434 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長82. 0cm 、幅6.5cm、庫さ 2.9cm。断面が台形をなす薄板状の分

下層No.1024 クヌギ節 割材で分割面の調整はない。一端は斜めに削られ杭状をなし他端は

欠損。

W-435 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長57. 2cm 、幅7.4cm、厚さ 2.2cm。断面が長方形をなす薄板状の

下層No.1027 クヌギ節 材で表面の磨滅が著しい。表裏面とも粗く調整され、一方の端部は

山形をなし他方は欠損する。

W-436 丸木弓 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長41.1cm、径1.1cm。弾寄りの断片で枝払いされ、弓幹部は緩

下層No.1035 イヌガヤ やかに湾曲する。弓幹中央部寄りは断面が円形で、弾寄りは断面が

半円形をなし半面に削りが加えられている。弾は凸状に両側より削

り出されている。

w-437 加工材 E 区v面 2-2 河 割り材 残存長69. 9cm 、幅7. 7cm 、厚さ 2.8cm。断面が三角形をなす分割材で

下層No.1036 クヌギ節 分割面の調整はない。一端は杭状に尖っており他端は欠損する。

W-438 丸木弓 E 区v面 2 -2 河 丸木 残存長40.4cm、径1.0cm。弾寄りの断片で粗く枝払いされている。

353 



遺物観察表

遺物番号 種 類 出土位置 木取り・樹種 加工・形状等の特徴

下層No.1039 イヌガヤ 弓幹部は緩やかに湾曲し、中央部寄りは断面が円形で弾寄りは半面

に削りが加えられ断面が半円形をなす。弾は両側より凸状に削り出

されている。

W-439 斧柄未製品 E 区 v面 2 -2 河 割り材 長さ 86. 7cm、斧頭部幅10.0cm 、厚さ 8.0cm、柄部幅6.6cm 、庫さ 5.4
下層No.1050 クヌギ節 cm。ミカン割りに分割された直線的な材で、粗い削りを加え柄部を

作出途上の材である。斧頭部は分割されたままで木表の丸みを残す。
W-440 農具柄？ E 区 v面 2 -2 河 割り材 残存長25. 2cm 、幅4.2cm 、厚さ 3.5cm。ミカン割りされた材に細く削

下層No.1067 クヌギ節 りが加えられた材で、端部も細く削られている。農工具の柄の基部

と思われる。

W-441 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長96. 5cm 、幅14. 0cm 、庫さ1. 5cm。幅広の薄板材で、表裏面と
下層No.1069 クヌギ節 も平滑にT寧に仕上げられている。両端部欠損。

W-442 加工材 E区v面 2 -2 河 丸木 残存長40. 7cm 、径6.7~4. 7cm。樹皮を除去した二又木で樹幹下端と

下層No.1071 エノキ属 枝端部は斜めに切断されている。樹幹上端は欠損。
w-443 板 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長44. 5cm 、幅7.8cm 、厚さ1. 5cm。断面がやや蒲鉾形をなす薄板

下層No.1072 クヌギ節 材で、表面は平滑に仕上げられ裏面はやや粗く調整されている。一

端は平坦に切断され他端は欠損する。
W-444 角柱材 E 区 v面 2 -2 河 割り材 残存長64. 0cm 、幅8.0cm 、厚さ 8.0cm。断面が半円形をなす分割材を

（炭化材） 下層No.1074 クリ 利用した柱材で、一方の端部は段が付けられているが炭化している。

他端は欠損する。
W-445 加工材 E 区v面 2 -2 河 丸木 残存長61. 9cm 、径4.0cm。樹皮付の丸木の一端を杭状に斜めに尖ら

下層No.1075 クヌギ節 せている。他端は欠損する。
w-446 板 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 長さ 90.0cm、幅17. 5cm 、厚さ 5.2cm。断面が三角形から長方形をな

下層No.1053 アカガシ亜属 す幅広の板材で、 1/4ほどは分割時の厚みが調整されている。表裏

面とも粗く削られ一部に直線的な工具痕が見える。両端部は山形や

斜めに切断されている。製作工程材と考えられる。
w-447 斧 柄 E 区 v 面 2 - 2 河 割り材 長さ 79. 7cm、斧頭部幅5.1cm 、厚さ 3.0cm、柄部径3.2~2. 7cm。斧台

下層No.1087 クヌギ節 と柄を別木で作る雇柄と呼ばれる膝柄で、組み穴部を一部欠損する。

組み穴は長方形で斜めに穿孔され、柄部の断面は楕円形をなす。
w-448 丸木弓 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長56.1cm 、幅1. 6cm 、厚さ1. 4cm。弓幹部中央寄りで折れており、

下層No.1093 イヌガヤ 弾部先端を欠損する。弓幹部は粗く枝払いされ裏側を削り込み断面

は半円形をなす。わずかに湾曲している所から上半部の破片と思わ

れる。弾部は両側より凸状に削り込まれている。
W-449 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長62.8cm 、幅5.0cm 、厚さ 3.2cm。断面が三角形をなす分割した

下層No.1096 クヌギ節 ままの材で、分割面の調整はない。

w-450 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長91. 5cm 、幅6.0cm 、原さ 2.0cm。断面がやや三角形をなす薄い
下層No.llOl クヌギ節 分割材で、表面の摩滅が著しく調整不明。

W-451 丸木弓 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長50. 5cm 、幅2.4cm、厚さ1. 8cm。弓幹部中央寄りから裂けた断
下層No.1119 イヌガヤ 片で、弓幹部裏側は大きく削られ断面はやや楕円形をなす。弾部は

両側より凸状に削り込まれている。
W-452 加工材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長39.8cm、幅6. 7cm 、厚さ 5.0cm。樹皮付の丸木を 1/4に分割し

下層No.1134 エノキ属 たままの材で、一端は木裏側より削りが加えられ杭状に尖らせてい

る。

W-453 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長19.Ocm 、幅5. 7cm 、厚さ 3.2cm。ミカン割りに分割したままの
下層No.1137 クヌギ節 材で、一方の端部は丸く削られ他方は欠損する。

w-454 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 42. 7cm 、幅22.0cm 、厚さ 4.6cm。断面が三角形をなす幅広の分
下層No.1138 アカガシ亜属 割材で、分割面の調整はない。両端部は粗く切断されている。製作

工程材の可能性がある。
W-455 板 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 長さ 70.6cm 、幅20.0cm 、厚さ 6. 7cm。ミカン割りに分割した後、表

下層No.1139 アカガシ亜属 裏面とも平滑に削り込んでおり一部にエ具痕が見える。しかし、分

割時の形状は残っており断面は三角形をなす。両端部は平坦に切断

されている。製作工程材と考えられる。
W-456 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長26.0cm、幅10. 9cm 、厚さ 4.6cm。表面は平滑に削られ工具痕

下層No.1140 アカガシ亜属 が多数残る。裏面は粗く削られ側面や端部にも削り痕が見える。
W-457 農具柄 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長53. 3cm 、径1. 8~2.5cm。一端を欠損する。断面が楕円形をな

下層No.1143 ヤマグワ す細棒状の材で、表面は丁寧に仕上げられている。
W-458 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長34. 0cm 、幅6.8cm 、厚さ 3.0cm。断面が三角形をなす分割した

下層No.1141 モミ属 ままの材である。
W-459 農具柄 E区v面 2-2 河 割り材 残存長85.0cm、径2.4~3.0cm。断面がやや楕円形をなす直線的な柄

下層No.1145 クヌギ節 で、表面は丁寧に仕上げられ基部は丸く削られている。上端を欠損

する。

W-460 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長204. 0cm 、幅8.0~16. 0cm 、原さ 2.5~6.2cm。断面がやや長方
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下層No.980 クヌギ節 形をなす幅広の板状の分割材で、分割面の調整はない。一端は斜め

に切断され他端は欠損する。

W-461 加工材 E区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 21. 3cm、径6. 7cm。枝払いし樹皮を除去した材で、両端部は平

下層No.920 カエデ属 坦に切断されている。

W-462 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長58. 0cm 、幅3.5cm 、厚さ 2. 7cm。断面が三角形をなす屈曲した

下層No.1110 クヌギ節 分割材で、分割面の調整はない。両端部欠損。

W-463 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長140.5cm、幅12. 5cm 、厚さ 4.0cm。断面はほぽ長方形をなすが

下層No.1147 アカガシ亜属 両側縁で厚さが異なり分割時の形状を残す厚板材である。表裏面は

粗く削られ、一部に長さ約5.5cm のエ具痕が残る。一端は平坦に削

られ他端は欠損する。

W-464 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長52. 2cm 、幅5. 5cm 、厚さ 2.8cm。断面が三角形をなす分割した

下層No.1149 ヤマグワ ままの断片で、両端部を欠損する。

W-465 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 長さ 42. 5cm、幅5.2cm 、原さ 2.8cm。分割したままの材で両端部が斜

下層No.1151 クヌギ節 めに切断されている。

W-466 加工材 E区v面 2- 2 河 割り材 長さ 64. 5cm 、幅5.3cm 、原さ1. 5cm。断面が三角形をなす薄板材の分

下層No.1154 カヤ 割材で分割面の調整はないが、一端は鋭利な工具により杭状に尖ら

せている。

w-467 分割材 E 区 v面 2 -2 河 割り材 長さ 39.4cm、幅14. 3cm 、庫さ 7.2cm。断面が三角形をなす分割材の

下層No.1155 クヌギ節 断片で分割面の調整はないが、両端部は斜めに切断されている。

w-468 横 鍬 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長34.1cm、幅9.0cm 、厚さ1. 0cm。側縁部を欠損する断片で、着

下層No.1156 クヌギ節 柄部分がわずかに隆起している。裏面は平坦で、径4.5~3. 5cm の着

柄孔は斜めに穿孔されている。

w-469 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長30.3cm、幅12. 2cm 、厚さ 0. 7cm 。 1 側面を残す薄板の断片で、

下層No.1157 アカガシ亜属 表裏面とも平滑となっている。

W-470 丸木弓 E区v面 2 -2 河 丸木 残存長69.Ocm 、幅1. 7cm、厚さ1. 3cm。両端弾部を欠損する丸木弓で、

（炭化材） 下層No.1158 イヌガヤ 粗く枝払いされている。弓幹裏側は大きく削られ断面が半円形をな

し、弾寄りは表面も削られている。弾寄りが炭化している。

W-471 加工材 E 区v面 2- 2 河 割り材 長さ 12. 0cm 、幅6. 7cm 、厚さ 3.0cm。木表に枝の突出を持つ木端状の

下層No.1118 カヤ 材で、裏面は分割したままで両端部は斜めに削られている。

w-472 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長57.1cm、幅8.4cm 、厚さ 4.6cm。断面が：：：：：角形をなす分割材の

（炭化材） 下層No.1160 クヌギ節 断片で分割面の調整はなく、一端は平坦に切断され他端は炭化して

いる。

w-473 容 器 E 区 v面 2 - 2 河 板目 残存長14.8cm、幅8.2cm 、厚さ1. 0cm。大半を欠損するが楕円形を呈

下層No.1116 ケヤキ する小型の皿状をなすと考えられる。木表側より剖り込まれている。

W-474 加工材 E区v面 2-2 河 丸木 長さ 29. 0cm 、径7. 5cm。一部に樹皮を残し、両端部は斜めに粗く切

下層No.1159 ヤマグワ 断されている。また、側面の一部が割られている。

W-475 分割材 E区 v面 2- 2 河 割り材 残存長73.2cm、幅9. 7cm 、厚さ 4.6cm。断面が：：：：：角形をなす目やせの

下層No.1164 クリ 著しい分割材で、分割面の調整はない。一端は節の部分で折れ他端

は欠損。

W-476 角 材 E 区 v面 2 -2 河 割り材 残存長42.5cm 、幅5.5cm 、厚さ 2.1cm。断面が長方形をなすと思われ

下層No.1167 カヤ る角材の断片で、側面が大きく裂けている。一端は丸く削られ他端

は欠損。

W-477 加工材 E 区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 77. 1cm 、径3.4~6.1cm。二又木を利用した材で、上半から又部

下層No.1169 クリ は樹皮を残し、下半は樹皮が除去され表面が使用により摩滅してい

る。下端は枝分れの原みを残し太くなっており、端部は山形に削ら

れている。

W-478 農具柄 E区v面 2 -2 河 丸木 残存長30.0cm、径3.5~2.6cm。側面は平滑に仕上げられ、両端で太

（炭化材） 下層No.1170 クヌギ節 さが異なる。一方の端部は炭化している。

W-479 板 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長113.5cm、幅17. 3cm 、厚さ 2.3cm。幅広の薄板材で、表面は丁

下層No.1173 クヌギ節 寧に平滑に削られているが襄面は粗い調整のままである。両端部欠

損。

W-480 農具柄 E区v面 2-2 河 丸木 残存長26. 7cm 、径3. 7~2.9cm。全面が炭化し、一方の端部を欠損す

（炭化材） 下層No.1176 アカガシ亜属 る。基部近くは太くなり、基部は丸く削り出されている。

W-481 農具柄 E区v面 2 -2 河 丸木 柄部長97.0cm、径3.1-3.Scm。固定部長24.2cm、幅3.3cm 、原さ1. 5

下層 No.1178 オニグルミ ~3.2cm。柄部は枝を使用しやや反りを持つ。固定部は樹幹を使用

し外面は平坦で、基部は緊縛のための突起を付け先端部はやや尖っ

ている。

W-482 広 鍬 E 区 v面 2-2 河 柾目 残存長26.2cm 、幅10.5cm 、庫さ 2.0cm。着柄部から鍬身上端の断片

下層No.1180 アカガシ亜属 で、鍬裏は平坦で鍬表は丸みを持つ。着柄部が長く両側面に緊縛の

ための段を持つ。着柄孔の径は3.3cmで斜めに開けられており、周

辺の隆起はない。鍬身上端は山形をなす。
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w-483 分割材 E区v面 2-2 河 割り材 残存長36.6cm、幅4.5cm 、厚さ1. 2cm。断面が三角形をなす細板状の

下層No.HOO クヌギ節 分割材で分割面の調整はない。両端部欠損。

W-484 丸木弓 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長36. 8cm 、径1. 3cm。枝払いされた弾寄りの断片で、弾寄りの

下層No.1183 イヌガヤ 弓幹部は半円形に削られている。弾は両側より凸状に削り出されて

いる。

w-485 広 鍬？ E 区 v 面 2- 2 河 柾目 残存長29.4cm、幅15. 5cm 、厚さ1. 3cm。着柄部と刃部を欠損する。

下層No.1186 アカガシ亜属 鍬身上端は山形をなし、側縁部は直線的となっている。表裏面とも

平坦で上端から刃部に向って薄くなっている。表面には多数の擦痕

が残る。

W-486 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長28.0cm、幅7.Ocm 、厚さ 3.5cm。各側面は平滑で角が丸みを帯

（炭化材） 下層No.1190 クヌギ節 びる。一方の端部は斜めに削られ、他方は炭化している。

w-487 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 86.0cm 、幅5.3cm、厚さ 2.8cm。断面が長方形をなす分割材で、

下層No.1194 クヌギ節 分割面の調整はない。

w-488 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長53. 6cm 、幅7.2cm 、原さ 4.6cm。断面が長方形をなす角材で側

下層No.1196 クヌギ節 面が裂けている。遺存した側面は平滑に仕上げられている。

W-489 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長142. 3cm 、幅5.3cm、厚さ 3.4cm。断面が三角形をなす細長い

下層No.1197 クヌギ節 分割材で、分割面の調整はない。一端は側面に削りが加えられてい

る。

W-490 二又鍬 E区v面 2 - 2 河 柾目 残存長31. 5cm 、幅15. 6cm 、原さ 2.3cm。刃部を欠損する。表面は丸

下層No.1200 クヌギ節 みを帯び裏面は平坦で、着柄部から刃部に向って薄くなる。着柄部

には段が設けられ、鍬身への移行部も段があり鍬身上端は山形をな

す。鍬身の側縁は開き気味になると思われる。

W-491 斧 柄 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長13. 2cm 、幅7.2cm 、厚さ 5.3cm。頭部の断片で着装孔部分で折

下層No.1201 クヌギ節 れている。着装孔は楕円形を呈すると考えられる。

W-492 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長94. 3cm 、幅5.2cm 、厚さ 4.0cm。断面が長方形から多角形をな

下層No.1204 コナラ節 す細い材で、側面は粗く調整されている。両端部欠損。

W-493 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長74.4cm 、幅5.9cm 、厚さ 4.0cm。断面が三角形をなすほぽ1/4

下層 No.1208 クヌギ節 に分割された樹皮付の材で、分割面の調整はない。一端は 2 方向よ

り山形に切断され、他端は欠損する。

w-494 加工材 E 区v面 2 - 2 河 丸木 残存長53. 5cm 、幅9.5cm 、厚さ 5.2cm。丸木の約1/3を分割して樹皮

（炭化材） 下層No.1219 コナラ節 を除去した材で、一端は炭化し他端は欠損する。

w-495 斧 柄 E 区 v面 2-2 河 柾目 残存長21. 0cm、幅4.0cm 、厚さ 3. 7cm。着装孔部分の断片である。頭

下層No.1230 クヌギ節 部は後方に出っ張る形状で、石斧頭部の出る面が平坦となっている。

着装孔は楕円形をなす。

w-496 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 59.3cm、幅5.0cm 、厚さ1. 4cm。断面が三角形をなす薄板状の分

下層No.1231 クヌギ節 割材で、分割面の調整はない。両端部は斜めに切断されている。

w-497 分割材 E区v面 2 - 2 河 柾目 長さ 15. 5cm 、幅1 1. 0cm 、庫さ 3.8cm。板状に分割したままの材で、

下層No.1234 クヌギ節 両端部が斜めに切断されている。

w-498 加工材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 26. 5cm 、幅7.8cm、厚さ 3.6cm。断面が半円形をなす材で、表面

下層No.1238 コナラ節 は粗い削りが加えられ裏面は平滑となっている。両端部は平坦に削

られている。

W-499 又 鍬？ E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長15. 5cm 、幅4.4cm 、厚さ1. 0cm。又部の断片と思われる。

下層No.1248 コナラ節

W-500 板 材 E 区 v 面 2 - 2 河 板目 残存長18.4cm、輻8. 7cm 、厚さ 2.2cm。薄板材の断片で、表裏面とも

下層No.1253 アスナロ 摩滅している。

w-501 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長102.Ocm、幅6.2cm 、厚さ 3.5cm。断面が台形をなす細長い分

下層No.1255 クヌギ節 割材で、樹芯側を除去してあるが分割面の調整はない。両端部欠損。

W-502 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長22.0cm、幅10. 2cm 、厚さ 3.0cm。薄板状の断片で、表裏面と

下層No.1257 クヌギ節 も摩滅している。

w-503 糸 巻 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 10.0cm、最大径9.4cm、最小径6.0cm。断面が鼓形をなし、木口

下層No.1277 ケヤキ 面がやや窪んでいる。器面には粗い削り痕が残る。

w-504 加工材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 1 1. 1cm 、幅7. 5cm 、厚さ 6.5cm。断面は多角形をなし、各面に切

下層No.1278 アカガシ亜属 断痕が残る。

w-505 加工材 E区v面 2-2 河 丸木 残存長45. 5cm 、幅3.2cm 、庫さ 2.0cm。枝払いし樹皮を除去した直線

（炭化材） 下層No.1279 イヌガヤ 的な丸棒状の材で、縦に裂けている。農工具の柄と思われる。

W-506 加工材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 47. 5cm 、幅5. 5cm 、庫さ 3.2cm。断面が三角形をなす分割したま

下層No.1280 クヌギ節 まの材であるが、一方の端部は平坦に削られ他方は鋭角に削り上げ

られ、杭状に加工されている。

W-507 角 材 E 区 v 面 2 - 2 河 割り材 残存長89.4cm、幅10.1cm 、厚さ 7. lcm。断面が五角形をなす角柱状

（炭化材） 下層No.1283 コナラ節 の材で、各側面は粗く削られている。約1/2が炭化し端部は欠損す

る。
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w-508 長柄鋤 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 82. 6cm 、幅16. 7cm 、庫さ 5.2cm。表裏面とも粗い削りが加えら

（未製品） 下層No.1284 アカガシ亜属 れているが厚みを残す未製品である。鋤身上端は山形に削られてい

る。

w-509 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長33.Ocm 、幅6.5cm、原さ 6.4cm。ミカン割りに分割したままの

下層No.1285 エノキ属 材で、両端部を欠損する。

w-510 加工材 E区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 84.2cm、幅15. 9cm 、厚さ 5.8cm。断面が三角形をなす幅広で厚

下層No.1287 アカガシ亜属 板状の分割材で、各側面とも粗い削りが加えられ両端部もやや斜め

に削られている。一方の端部寄りは両側面より削りが加えられ幅が

狭くなっている。粗い段階の鋤鍬の素材と思われる。

w-511 角 材 E 区 v 面 2 - 2 河 割り材 残存長56. 2cm 、幅10.0cm 、厚さ 4.8cm。断面が長方形をなすやや湾

下層No.1288 クリ 曲した材で、 3 側面は平滑であるが 1 側面は遺存状態が悪い。一方

の端部は平坦に削られ他方は欠損する。

w-512 加工材 E 区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 30.5cm、径8.9cm。枝分れのある湾曲した材で、幹や枝を斜め

下層No.1289 ヤマグワ に切断している。

w-513 加工材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 48.2cm、幅4.3cm、原さ 2.2cm。断面が三角形をなす分割したま

下層No.1295 クヌギ節 まの材であるが、一方の端部方向は杭状に細くなっており他方は幅

広となっている。幅広の端部には径0.5cmの円孔が貰通しているが

人工的なものかは不明である。

w-514 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長99. 5cm 、幅8.0cm、厚さ 5.0cm。枝払いされているが樹皮付の

下層No.1298 クヌギ節 分割したままの材である。断面は半円形をなし、一方の端部は斜め

に削られ他方は欠損する。

w-515 分割材 E区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長54.1cm、幅8.0cm 、厚さ1. 6cm。薄板材に分割したままの材で

下層No.1300 クヌギ節 加工痕はなく、両端部を欠損する。

W-516 加工材 E区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 32. 5cm 、径10.2cm。枝払いされ樹皮を除去した又部の断片で、

下層No.1301 クリ 樹幹や枝が粗く切断されている。

W-517 加工材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 長さ 22. 5cm 、幅8.6cm、厚さ 3.4cm。表面は削りが加えられ裏面は分

下層No.1303 クヌギ節 割したままである。両端部は斜めに粗く切断されている。

w-518 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長60.0cm、幅4. 7cm、限さ 2.2cm。断面が長方形をなす細い角棒

下層No.1309 クヌギ節 状の材で、各面は粗く調整されている。一端は平坦に削られ他端は

欠損。

w-519 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 長さ 38. 5cm 、幅23. 7cm 、厚さ 3.2cm。表裏面とも粗く削られた長方

下層No.1314 クヌギ節 形の厚板材で、上半中央に厚みを残し下半はやや薄く削られている。

W-520 長柄鋤？ E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長50. 5cm 、幅17. 3cm 、厚さ 0.8cm。鋤身の断片で鋤身の片側縁

下層No.1316 アカガシ亜属 部と刃部を欠損し、柄部も欠損する。鋤身上端は山形をなし鋤身は

幅広である。

W-521 加工材 E区v面 2 - 2 河 柾目 残存長42. 5cm 、幅4.8cm 、厚さ1. 3cm。細板状をなし、一方の端部は

下層No.1318 クヌギ節 両側面に段が付けられ他方の端部は欠損する。各側面とも平滑に仕

上げられ、欠損する端部の方が薄くなっている。

W-522 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 長さ 49.0cm、幅23.5cm、厚さ 4.4cm。両側面で厚さが大きく異なる

下層No.1324 アカガシ亜属 が表裏面とも平滑に削られた幅広の厚板材で、両端部は平坦に削ら

れている。

w-523 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 39. 2cm 、幅9.5cm 、厚さ 3.5cm。板状に分割したままの材で、一

下層No.1330 クヌギ節 方の端部は平坦に削られ他方は斜めに削られている。

W-524 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長55. 6cm 、幅4.8cm、厚さ 2.0cm。片面は平滑で片面が割れてい

下層No.1331 モミ属 る直線的な材である。両端部を欠損するが、一方の端部には段が付

けられている。

W-525 着柄鋤．鍬 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 長さ 61. 0cm 、幅15. 0cm 、厚さ 2.0cm。表裏側面とも粗い削り痕が残

（未製品） 下層No.1338 アカガシ亜属 る未製品である。着柄部から身への移行部は斜めに削られ山形をな

し、両側縁部は直線的に平行し、刃部は両側縁部より斜めに削られ

たままである。

w-526 着柄鋤 E区v面 2-2 河 柾目 長さ 52. 6cm 、幅20.4cm、原さ 2.2cm。大型の着柄鋤の未製品で、表

（未製品） 下層No.1342 アカガシ亜属 裏側面とも粗い削り痕が残る。鋤身上端は山形をなし両側縁は直線

的で平行し刃部は丸い。

w-527 分割材 E区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長78. 9cm 、幅6.6cm、厚さ 2.9cm。断面が三角形をなす分割した

下層No.1344 クヌギ節 ままの細長い材で、節を持つ。

W-528 横 鍬 E 区 v面 2-2 河 柾目 残存長36. 8cm、幅8.5cm 、厚さ1. 5cm。着柄孔から下半の刃部の断片

下層No.1346 クヌギ節 である。横長の度合いが高く、着柄孔周辺はわずかに隆起している。

W-529 分割材 E区v面 2 -2 i可 割り材 長さ 88. 5cm 、幅13.4cm、原さ 7.2cm。樹皮を除去し半円形に分割し

下層No.1349 コナラ節 たままの材で、両端部は木表より斜めに切断されている。

w-530 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長50. 5cm 、幅14. 0cm 、厚さ 2.3cm。両端部を欠損する幅広の板

下層No.1357 ケンポナシ属 材で、表面は平滑に仕上げられ裏面は粗い削りのままである。
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W-531 丸木弓 E区v面 2- 2 河 丸木 残存長27.Ocm 、径1. 2cm。枝払いされた直線的な材で、弾寄りは両

下層No.1361 イヌガヤ 面より削りが加えられ断面が楕円形をなす。弾は両側より凸状に削

られ、表裏両面からも削りが加えられている。

w~ 532 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長52. 9cm 、幅7.2cm 、厚さ 3.8cm。断面が三角形で分割したまま

（炭化材） 下層No.1365 クヌギ節 の材である。一方の端部は斜めに切断され他方は炭化している。

W-533 斧 柄 E 区 v面 2 -2 河 割り材 残存長10. 5cm 、幅8.0cm 、厚さ 5.8cm。斧頭部の断片で頭部端は平坦

下層No.1367 クヌギ節 で、頭部が後方に出っ張る形状である。着装孔は楕円形で後側は段

が付けられている。

W-534 農具柄 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長43. 7cm 、径2.8~2.0cm。断面が楕円形をなす細い丸棒状の材

下層No.1373 ケヤキ で、両端部を欠損する。側面は平滑である。

W-535 柱 材？ E 区 v面 2 -2 河 丸木 残存長86.5cm 、径9.0cm。枝払いし樹皮を除去した丸柱状の材で、

下層No.1375 クリ 一方の端部は斜めに削られ他方は欠損する。

W-536 農具柄 E区v面 2-2 河 割り材 残存長24. 0cm 、径2. 7~2.3cm。丸棒状の材で両端部を欠損する。

下層No.1376 キハダ

w-537 分割材 E 区 v面 2-2 河 割り材 長さ 50. 0cm 、幅8.0cm、厚さ 4.5cm。ミカン割りに分割したままの材

下層No.1383 クヌギ節 で、両端部は斜めに粗く切断され、側面の一部に細い削りが加えら

れている。

W-538 分割材 E区 v面 2-2 河 割り材 残存長51.4cm、幅8.4cm、厚さ 3.9cm。半円形に分割したままの節の

（炭化材） 下層No.1389 クヌギ節 ある材で、一方の端部が炭化している。

W-539 加工材 E区v面 2 -2 河 割り材 長さ 17.7cm 、幅8.8cm、厚さ 8.5cm。異形の材で、一方の端部は周囲

下層No.1396 クヌギ節 から削りが加えられ大きな段を持ち、他方の端部は斜めに粗く切断

されている。側面も粗い削りが加えられている。

W-540 板 材 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長44.8cm、幅6.5cm 、原さ1. 4cm。表裏面とも粗く削りが加えら

（炭化材） 下層No.1397 クヌギ節 れた薄板材で、一方の端部は炭化し他方は欠損する。

w-541 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長35.4cm、幅8. 7cm 、厚さ 3.8cm。断面が三角形の分割したまま

下層No.1399 クヌギ節 の材である。

W-542 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長35. 7cm 、幅9.4cm 、厚さ 6.9cm。ミカン割りに分割したままの

（炭化材） 下層No.1403 クヌギ節 材で、一方の端部が炭化している。

W-543 加工材 E区v面 2- 2 河 割り材 残存長51.1cm、幅2. 7cm 、厚さ 2. 7cm。断面が方形をなす角棒状の直

（炭化材） 下層No.1404 クヌギ節 線的な材で、一方の端部は太く （炭化している。）、他方の端部は

徐々に薄く削られている。

w-544 農具柄 E区v面 2-2 河 割り材 残存長46. 2cm 、径2.3cm。断面が円形をなす細い丸棒状の直線的な

下層No.1405 アオキ 材で両端部を欠損する。側面は平滑となっている。

W-545 角 材 E 区 v 面 2 -2 河 割り材 残存長83.0cm、幅6.0cm、厚さ 4.1cm。断面が台形をなす直線的な角

下層No.1407 クヌギ節 材で、各側面はやや平滑に仕上げられている。一方の端部はやや平

坦に削られ他方は欠損する。

W-546 又 鍬 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長16. 9cm 、幅3. 7cm 、厚さ1. 0cm。又部の断片で、やや小型の鍬

下層No.1409 アカガシ亜属 である。

w-547 容 器 E 区 v面 2 -2 河 割り材（柾目） 高さ 5.0cm 、径25. 5cm 、厚さl.O- l. 8cm。平面形は円形で小型の浅

下層No.1412 キハダ 鉢状の容器である。底部はやや平底状をなす。

W-548 分割材 E区v面 2-2 河 割り材 長さ 58.4cm 、幅21. 8cm 、原さ 7.8cm。ミカン割りに分割したままの

下層No.1415 クヌギ節 材で、表裏面には分割時に裂けた凹凸がそのまま残る。両端部は山

形に切断されている。

W-549 広 鍬 E 区 v面 2 -2 河 柾目 長さ 35. 7cm 、幅24.2cm、原さ 2.0cm。着柄孔は未穿孔で表裏面とも

（未製品） 下層No.1417 クヌギ節 粗い削り痕が残る。鍬身上端は山形をなし両側縁は直線的で刃部は

平刃である。稜が明瞭で非常に長い舟形隆起を持つ。

w-550 分割材 E 区v面 2 -2 河 割り材 長さ 84. 7cm 、幅16. 2cm 、原さ 6.2cm。断面が三角形をなす幅広の分

下層No.1420 クヌギ節 割材で、表面は平滑に仕上げられ裏面は調整していない。また、一

方の端部は斜めに他方は平坦に削られている。製作工程材と考えら

れる。

w-551 分割材 E 区v面 2 -2 河 割り材 残存長127. 0cm 、幅5.0cm 、厚さ 4.2cm。枝払いし樹皮を除去した細

下層No.1421 クヌギ節 長い分割材で、分割面の調整はない。両端部欠損。

W-552 分割材 E 区 v面 2 -2 河 割り材 長さ 51.1cm、幅18. 5cm 、厚さ 5. 7cm。ミカン割りに分割されたまま

下層No.1422 クヌギ節 の幅広の材で、両端部は山形に切断されている。

w-553 糸 巻 E 区 v面 2 -2 河 割り材 長さ 13. 8cm、最大径7.3cm、最小径4.8cm。断面が鼓形をなし、木口

下層No.1414 ケヤキ 面がやや窪んでいる。器面には粗い削り痕が残る。

w-554 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 44. 5cm 、幅15. 0cm 、厚さ 4.8cm。ミカン割りに分割されたまま

下層No.1423 クヌギ節 の幅広の材で、両端部は斜めに切断されている。

W-555 農具柄 E 区 v面 2 -2 河 柾目 長さ 24. 5cm 、幅5.5cm 、厚さ 3.2cm。直柄と鍬とを接続する中間材で

下層No.1428 クヌギ節 ある。上端寄りに径3.8cmの着柄孔が斜めに開けられ、中央部側面

には緊縛のための段が付けられている。また、表面先端部は鍬との
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接続のための段があり、裏面先端部も緊縛のための段が付けられて

いる。

W-556 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 59.0cm、幅7.0cm 、厚さ 3.0cm。断面が三角形をなす分割材で、

下層No.1429 クヌギ節 分割面の調整はない。両端部は斜めに切断されている。

w-557 加工材 E区v面 2- 2 河 割り材 長さ 15. 6cm 、幅7 .4cm 、庫さ 4. 7cm。断面が五角形の材で、 3 側面は

下層No.1430 クヌギ節 平滑に削られているが他の 2 面は分割されたままである。両端部は

斜めに切断されている。

w-558 加工材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 29.4cm、幅8. 9cm 、庫さ 5.2cm。断面は長方形で各側面は平滑に

下層No.1431 コナラ節 削られている。両端部は斜めに切断されている。

W-559 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 33.2cm、幅15.8cm 、厚さ 7.8cm。やや半円形に分割されたまま

下層No.1432 クヌギ節 の材で、両端部は丸みを持って切断されている。

w-560 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長57. 7cm 、幅9.8cm 、厚さ 2.3cm。ミカン割りに分割されたまま

下層No.1442 クヌギ節 の偏平な材で、両端部は欠損する。

W-561 板 材 E 区 v面 2- 2 河 柾目 長さ 40. 3cm 、幅10.3cm 、厚さ 1.0cm。表裏面とも平滑に仕上げられ

下層No.1443 クヌギ節 た薄板材で、両端部が丸く削られている。

W-562 角 材 E 区 v 面 2 - 2 河 柾目 残存長30. 5cm 、幅2. 7cm、厚さ1. 7cm。断面は長方形で各側面とも平

下層No.1452 クヌギ節 滑となっている。一方の端部は細く削られ丸く仕上げられている。

w-563 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 29. 7cm 、幅1 1. 0cm 、厚さ 6.0cm。ミカン割りに分割したままの

下層No.1467 コナラ節 材で、両端部は斜めに切断されている。

W-564 加工材 E区v面 2 - 2 河 柾目 残存長35.2cm 、幅8.6cm 、庫さ 2.5cm。板状の材で、一方の端部が表

下層No.1471 クヌギ節 裏面や側面より削りが加えられ鋭角となっている。

W-565 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長26.0cm、幅8. 7cm 、厚さ 4.0cm。半円形に分割されたままの材

下層No.1473 クヌギ節 で、一方の端部は斜めに切断されている。

w-566 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長56. 7cm 、幅7.4cm 、厚さ 3.9cm。ミカン割りに分割されたまま

下層No.1500 クヌギ節 の細長い材で、一方の端部は斜めに削られ他方は欠損する。

W-567 加工材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 166. 7cm 、幅4.0cm、厚さ 3.0cm。分割材を利用した細長い材で、

下層No.1501 クヌギ節 側面には削りが加えられ断面が多角形をなす。下端部方向が太く、

上端部方向へ次第に細くなり、先端部は刺突具状に尖らせている。

W-568 有柄J字形 E 区 v面 2 - 2 河 丸木 柄部長85.5cm、径5.1cm。作用部33.0cm、幅11. 8cm 、厚さ 4.5cm。柄

木製品 下層No.1507 クヌギ節 部を枝で作用部を樹幹で利用。柄部は樹皮を残し基部は山形に削り

出されている。柄部と作用部との開きは115度で、作用部の平面形

は長方形をなし表裏面とも粗く削られている。作用部の裏面には長

さ約3.0cm のエ具痕が残る。

W-569 丸柱材 E区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 160.0cm 、径6.2~7.2cm。枝払いし樹皮を除去した直線的な丸

下層No.1508 クヌギ節 柱材で、表面の調整はなく両端部は山形に削られている。

W-570 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 残存長35. 7cm 、幅8.6cm 、厚さ 4. 7cm。枝払いはされているが樹皮付

（炭化材） 下層No.1510 クヌギ節 の分割したままの材で、一方の端部は斜めに切断され他方は炭化し

ている。

W-571 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長69. 9cm 、幅5. 7cm 、厚さ 3.0cm。半円形に分割されたままの樹

下層No.1516 クヌギ節 皮付の細長い材で、一方の端部は斜めに切断され他方は欠損する。

W-572 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長66.1cm 、幅5.0cm、厚さ 3. 7cm。樹皮を除去しミカン割りに分

下層No.1519 クヌギ節 割されたままの細長い材で、一方の端部は鋭角に切断され他方は欠

損する。

W-573 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 70.4cm 、幅6.5cm 、原さ 4.0cm。ミカン割りに分割されたままの

（炭化材） 下層No.1523 クリ 細長い材で、両端部と側面の一部が炭化している。

w-574 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長29.4cm、幅5. 7cm 、厚さ 3.2cm。断面が台形をなす材で、一方

（炭化材） 下層No.1536 クリ の端部は鋭角に切断され他方の端部は炭化している。

W-575 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長154.7cm 、幅1. 8~7. lcm 、原さ 3.2~6.5cm。断面が三角形を

（炭化材） 下層No.1531 クヌギ節 なす分割したままの材で、両端で太さが大きく異なる。一方の端部

寄りは表面が炭化している。

w-576 加工材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 27.8cm 、幅8.0cm 、庫さ 4.9cm。断面が半円形をなす材で、表面

下層No.1539 クヌギ節 は平滑に削られ裏面は丸く仕上げられている。両端部はやや平坦に

削られている。

w-577 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長89. 0cm 、幅7. lcm 、厚さ 6.0cm。断面が三角形をなす分割した

（炭化材） 下層No.1545 クヌギ節 ままの材で、一端が炭化している。

W-578 板 材 E 区 v 面 2 - 2 河 柾目 残存長17.7cm 、幅1 1. 2cm 、厚さ 3.5cm。表裏面とも平滑となってお

下層No.1546 キハダ り、端部は平坦に削られている。

W-579 加工材 E区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 20. 5cm 、幅9.5cm 、厚さ 5.5cm。枝払いされ樹皮を除去した材で、

（炭化材） 下層No.1552 クヌギ節 両端部が斜めに切断されている。側面の1/3が炭化している。

w-580 加工材 E 区v面 2 - 2 河 丸木 長さ llO.Ocm 、径4.5cm。枝払いし樹皮を除去した直線的な丸木で、

下層No.1553 コウゾ属 一端は杭状に削りが加えられ尖り、他端は丸く削り上げられている。
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W-581 加工材 E区v面 2 - 2 河 柾目 長さ 12. 5cm 、幅12. 6cm 、厚さ 2.8cm。断面が長方形をなす板状の材

下層No.1554 オニグルミ で、表裏面とも平滑となっている。両端部は平坦に削られている。

W-582 加工材 E 区v面 2 - 2 河 丸木 長さ 92. 9cm 、径4.7~6.1cm。粗く枝払いし樹皮を除去したやや反り

下層No.1563 ムクロジ のある丸木で、樹幹下端は斜めに切断され、上端は又部となってお

りともに斜めに切断されている。

W-583 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長70.4cm、幅6.0cm 、厚さ 3.2cm。断面が三角形をなす薄い分割

下層No.1566 クヌギ節 材で、分割面の調整はない。一端は斜めに切断され他端は欠損する。

w-584 加工材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長27.Ocm、幅4.0cm、厚さ 3.0cm。断面が三角形をなす分割材で、

下層No.1567 クヌギ節 一方の端部が鋭角に削られている。他方の端部は欠損する。

w-585 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長64. 5cm、幅9.0cm 、庫さ 3.3cm。断面が三角形をなす分割材で、

（炭化材） 下層No.1568 クヌギ節 分割面の調整はない。一端は炭化焼失し他端は欠損する。

W-586 加工材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 55. 2cm 、幅6.5cm、庫さ 4. 7cm。断面が台形をなし分割面の調整

下層No.1569 クヌギ節 はない。一端は杭状に尖らせており、他端は平坦となっている。

W-587 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 138. 3cm 、幅9.8cm、厚さ 7.0cm。断面が不整形をなす分割した

下層No.1570 クヌギ節 ままの節の多い材で、分割面の調整はない。

w-588 分割材 E区 v面 2 -2 i可 割り材 残存長36. 0cm、幅4.8cm 、原さ1. 6cm。断面が三角形をなす分割した

下層No.1572 ネズコ ままの材で、両端部を欠損する。

W-589 加工材 E区v面 2-2 河 割り材 長さ 19. 2cm 、幅6.3cm 、庫さ 3.2cm。断面が三角形をなす材で、各側

下層No.1576 クヌギ節 面とも粗く削りが加えられている。端部は一方が平坦に他方が斜め

に切断されている。

W-590 横 鍬 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長36. 2cm 、幅10. 5cm 、厚さ1. 8cm。両側縁と刃部を欠損する。

下層No.1577 クヌギ節 横長の度合いが高く、裏面は平坦で表面はやや丸みを持つ。着柄孔

は径3.6cmでやや斜めに開孔され、周辺が緩やかに盛り上っている。

w-591 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長52.8cm、幅8.2cm、厚さ1. 8cm。断面がやや三角形をなし分割

下層No.1581 クヌギ節 時の形状を残す薄板材である。表面は平滑で裏面の調整不明。両端

部欠損。

W-592 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長27.6cm、幅3. 7cm、厚さ 3.1cm。断面が方形の材で、各側面と

下層No.1601 クヌギ節 も平滑となっている。一方の端部は平坦に削られ他方は欠損する。

w-593 加工材 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長20.2cm、径3.8cm。断面が円形で、側面は平滑となっている。

下層No.1602 ヤマグワ 一方の端部は 2 方向より斜めに削られ鋭角となっており、他方は欠

損する。

W-594 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長42. 3cm 、幅9.9cm、厚さ 4.2cm。断面が三角形をなす分割材の

下層No.1604 クヌギ節 断片で、分割面の調整はなく両端部を欠損する。

W-595 分割材 E区v面 2- 2 河 割り材 残存長80. 3cm 、幅5.5cm 、厚さ 3.3cm。断面が三角形をなす細長い分

下層No.1605 クヌギ節 割材で、分割面の調整はない。一端を欠損する。

w-596 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長59. 6cm 、幅3.8cm 、厚さ1. 0cm。目やせが著しいが断面が長方

下層No.1619 サワラ 形をなす細板材で、両端部を欠損する。

W-597 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長86.5cm、幅8.3cm、厚さ 2.0cm。断面がやや三角形をなす薄板

下層No.1621 クリ 状の分割材で、分割面の調整は明確でないが板材の可能性もある。

両端部を欠損する。

w-598 加工材 E区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 67. 2cm 、幅5. 7cm 、厚さ 2.0cm。断面が長方形をなす細板状の分

下層No.1628 クヌギ節 割材で、分割面の調整はない。一端は杭状に尖らせており、他端は

斜めに切断されている。

W-599 分割材 E 区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 42. 7cm、輻6.0cm 、厚さ 4.0cm。断面が三角形をなす分割材の断

下層No.1632 クヌギ節 片で、分割面の調整はない。一端は平坦に他端は大きく斜めに切断

されている。

W-600 板 材 E 区 v 面 2 - 2 河 柾目 残存長45. 7cm 、幅9.3cm 、厚さ 0.8cm。断面がやや三角形をなし分割

下層No.1633 クヌギ節 時の形状を残す薄板材で、表面は平滑となっており裏面は粗い削り

のままである。一端は山形に削られ他端は欠損する。

w-601 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長36. 7cm 、幅4.1cm 、厚さ 0.8cm。断面が三角形をなす薄板状の

下層No.1635 クヌギ節 材で、表裏面とも平滑となっている。両端部を欠損する。

W-602 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長53. 5cm 、幅9.6cm 、厚さ 4.5cm。ミカン割りに分割したままの

下層No.1643 クヌギ節 材で加工痕はない。両端部欠損。

w-603 板 材 E 区 v 面 2 - 2 河 柾目 残存長59. 5cm 、幅5.0cm 、庫さ1. 4cm。断面が長方形をなす薄く細長

下層No.1644 クヌギ節 い板材で、表裏面とも平滑となっている。一方の端部は斜めに削ら

れ他方の端部は欠損する。

w-604 加工材 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長53.1cm、径4.4cm。粗く枝払いし樹皮を除去した丸棒状の材

下層No.1648 ヤマグワ で、一方の端部は斜めに鋭角に切断され他方は欠損する。

w-605 分割材 E区 v面 2- 2 河 割り材 残存長38.8cm、幅9.1cm 、厚さ 4.6cm。ミカン割りに分割したままの

下層No.1650 クヌギ節 材で、両端部を欠損する。

w-606 加工材 E区v面 2 - 2 河 板目 残存長25. 6cm 、幅7.2cm 、厚さ1. 9cm。形状が三角形をなす板状の材
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下層No.1655 トチノキ で、各側面とも平滑に削られている。一方の端部を欠損する。

W-607 農具柄 E 区v面 2 -2 河 丸木 固定部長34. 5cm 、幅4.6cm 、厚さ 3.6cm。柄部長81. 6cm 、径3.3cm 。

下層 No.1657 クヌギ節 又木を利用した柄で、固定部は樹幹を使用し断面は長方形で、先端

部は平坦に基部は山形に削られている。柄部は直線的な枝を使用し、

基部は丸く削り出されている。

W-608 加工材 E 区v面 2 -2 河 柾目 長さ 35. 7cm 、幅1 1. 0cm 、原さ 3.1cm。断面が長方形をなす板状の材

下層No.1663 ケンポナシ属 で、各側面とも平滑に削られ、両端部は段を持って切断されている。

W-609 角 材 E 区 v面 2- 2 河 割り材 残存長51. 5cm 、幅4.5cm 、厚さ1. 8cm。断面が台形をなす細長い材で、

下層No.1664 クヌギ節 各側面は平滑に仕上げられている。両端部欠損。

W-610 狭鍬未製品 E 区v面 2-2 河 柾目 長さ 40.9cm、幅13. 7cm 、厚さ 0. 7~3.0cm。鍬身上端はやや山形をな

下層No.1670 クヌギ節 し下端はやや丸みを持つ。両側縁はほぽ平行する。着柄孔が未穿孔

で周辺は緩やかに隆起している。表裏とも粗く調整されている。

W-611 加工材 E 区v面 2 -2 河 柾目 残存長26. 5cm 、幅6.5cm 、厚さ 2. 7cm。断面が長方形をなす板状の材

下層No.1680 クヌギ節 で、各側面とも平滑で角が丸みを帯びる。一方の端部は両側面より

削りが加えられ細くなっている。

w-612 加工材 E 区v面 2 -2 河 割り材 長さ 26. 5cm、幅10. 7cm 、厚さ 5.9cm。半円形に分割された材で、両

下層No.1682 クヌギ節 端部は鈍角に粗く切断され、木表側には多くのエ具痕が残る。

W-613 板 材 E 区 v面 2-2 河 柾目 残存長79. 0cm 、幅14.0cm 、庫さ 3.0cm。断面が三角形をなす幅広の

下層No.1692 クヌギ節 板材で、表裏面とも粗く調整されている。一端は 1 方向より斜めに
削られ、他端は欠損する。

W-614 板 材 E 区v面 2 -2 河 柾目 残存長36.2cm、幅8. 7cm 、厚さ1. 0cm。一方の端部と片側面を欠損す

下層No.1695 コナラ節 る薄板材で、他方の端部は L 字状に切り込んだ組み穴がある。表裏

面とも平滑に仕上げられている。

w-615 加工材 E区v面 2 - 2 河 柾目 残存長8.8cm 、幅3.2cm 、厚さ 2.3cm。断面が長方形の角材で各側面

下層No.1697 クヌギ節 とも平滑に仕上げられている。両端部を欠損するが、一方の端部に

は組み穴が開けられている。

w-616 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 残存長39. 5cm 、幅7.8cm 、厚さ1. 8cm。薄板状に分割したままの材で、

下層No.1698 クヌギ節 両端部を欠損する。

w-617 板 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長41. 0cm 、幅5.0cm 、厚さ1. 2cm。断面がやや二角形をなし分割

下層No.1710 クヌギ節 時の形状を残すが、表裏面とも平滑に仕上げられた細板材である。

W-618 分割材 E区v面 2 -2 河 割り材 長さ 41. 9cm、幅7.Ocm 、原さ 6.8cm。断面が三角形をなす分割材の断

下層No.1711 クヌギ節 片で、分割面の調整はない。両端部は斜めに粗く切断されている。

w-619 横 鍬 E 区 v 面 2 -2 河 柾目 残存長39.3cm、幅10.9cm 、原さ1. 8cm。着柄孔部で約1/2に欠損した

下層No.1713 クヌギ節 断片で、孔下半から刃部にかけて遺存する。鍬身は横長の度合いが

強いと考えられ、刃部は薄い。着柄孔周辺は緩やかに隆起している。

W-620 分割材 E 区v面 2-2 河 割り材 長さ 82. 2cm 、幅15. 9cm 、厚さ 5.5cm。断面が三角形をなす幅広の分

下層No.1714 クヌギ節 割材で、分割面の調整はない。両端部は斜めに粗く切断されている。

w-621 分割材 E区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 87. 9cm 、幅8. 7cm 、庫さ 5.8cm。断面が三角形をなす厚みのある

下層No.1715 クヌギ節 分割材で、分割面の調整はない。両端部は斜めに粗く切断されてい

る。

W-622 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 43. 6cm 、幅13. 0cm 、瞑さ 6.2cm。断面が三角形をなす厚めの分

下層No.1718 クヌギ節 割材の断片で、表面が磨滅している。

w-623 農具柄 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長35. 2cm 、径3.6~2.2cm。断面が楕円形をなす丸棒状の材で、

（炭化材） 下層No.1719 クヌギ節 全面が炭化している。両端部欠損。

w-624 加工材 E区v面 2 -2 河 柾目 長さ 19.4cm 、幅14.1cm 、厚さ 2.0cm。一部を欠損する板状の材で、

下層No.1723 クヌギ節 表裏面とも平滑で両端部は斜めに切断されている。

W-625 作業台 E 区v面 2-2 河 柾目 長さ 15. 8cm 、幅14. 2cm 、厚さ 3.8cm。表裏面が平滑に仕上げられた

下層No.1727 クヌギ節 厚板の切断材を転用。多くのエ具痕が表面に刻まれている。

W-626 分割材 E 区 v面 2-2 河 割り材 残存長39.0cm、幅10.4cm、原さ 6.3cm。断面が菱形をなす太めの分

（炭化材） 下層No.1730 アカガシ亜属 割材の断片で、一端が炭化焼失している。

W-627 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 残存長42.0cm、幅5.5cm 、厚さ 2.9cm。ミカン割りに分割されたまま

（炭化材） 下層No.1733 クヌギ節 の材であるが、一方の端部は丸く削り上げられ炭化している。

w-628 角 材 E 区 v面 2 -2 河 割り材 残存長69.5cm、幅7.0cm 、厚さ 5.0cm。断面が二角形から四角形をな

（炭化材） 下層No.1736 オニグルミ す細長い材で、分割面は平滑となっている。一端は炭化し他端は欠

損する。

W-629 角 材 E 区 v面 2-2 河 割り材 残存長50. 7cm 、幅4.3cm 、厚さ 2.4cm。断面が台形をなす細長く薄い

下層No.1738 クリ 材で、各側面は平坦であるが摩滅が著しい。両端部欠損。

W-630 分割材 E区v面 2 - 2 河 割り材 長さ 54. 3cm 、幅9.9cm 、庫さ 7.0cm。断面が三角形をなす厚みのある

下層No.1747 クヌギ節 節持ちの分割材で、分割面の調整はない。一端を欠損する。

w-631 着柄鋤．鍬 E 区 v面 2 -2 i可 割り材 長さ 69.6cm、幅18. 2cm 、厚さ 4.3cm。断面が三角形をなす分割材で

未製品 下層No.1749 クヌギ節 分割面の調整は行っておらず、外形だけ調整している。肩部は斜め
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遺物番号 種 類 出土位置 木取り・樹種 加工・形状等の特徴

に削られ固定部も粗く削り出されている。刃部は山形に両側縁より

削られている。

W-632 板 材 E 区 v面 2-2 河 板目 残存長33. 0cm 、幅7.Ocm 、厚さ1. 2cm。表裏面が平滑に丁寧に仕上げ

下層No.1755 アカガシ亜属 られた薄板材で、一方の端部は斜めに削られ他方は欠損する。

w-633 加工材 E区v面 2 - 1 河 割り材 残存長35. 0cm、幅4.3cm 、厚さ 3.5cm。断面が台形をなす角材で、両

中層 クヌギ節 端部を欠損する。側面に出入で径が異なる (3.5X l. Ocm とl.7X0.8 

cm) 長楕円形の穴が貫通している。

W-634 土掘具？ E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 18.5cm 、幅5. 5cm 、厚さ 2.0cm。着柄部に楕円形の小さな刃部が

中層 アカガシ亜属 付いた形状で、表面は丸みを帯び裏面は平坦となっている。着柄部

の表面上端には緊縛のための段が付けられ、刃部との移行部は両側

縁より段が付けられている。刃部は表裏両面より削りが加えられ、

先端部が鋭角となっている。異形の鍬と考えられる。

W-635 加工材 E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 10. lcm 、幅2.1cm 、原さ 0.8cm。断面が楕円形をなす角を丸く削

下層 アスナロ った薄板状の材で、一方の端部は両側面より V字状に切り込みが入

っており他方の端部は平坦に削られている。用途不明。

W-636 農具柄？ E 区 v面 2 - 1 河 柾目 長さ 13. 2cm 、幅5.2cm 、原さ 2.4cm。断面は長方形をなし中央部に緊

下層 アカガシ亜属 縛か組み穴のための段がある。一方の端部は平坦であるが他方の端

部は斜めに削られている。

w-637 加工材 E 区v面 2 - 1 河 割り材 長さ 17.7cm 、幅8.1cm 、厚さ 5.8cm。断面は長方形をなし各側面とも

下層 クヌギ節 平滑となっている。両端部は斜めにやや丸く削られている。

W-638 板 材 E 区 v面 2 - 2 河 柾目 残存長42. 3cm 、幅4.2cm、厚さ 0.8cm。断面が長方形の薄板材で、表

中層 モミ属 裏面とも平滑に仕上げられている。両端部欠損。

W-639 農具柄 E 区v面 2 - 2 河 丸木 残存長22.8cm、径3.2cm。断面が円形をなす丸棒状の材で、側面は

中層 モミ属 平滑で一方の端部は丸く削られており他方は欠損する。

W-640 加工材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 樹幹部長40. 3cm 、幅9.5cm 、厚さ 5.0cm。枝部残存長3.3cm、径2. 7cm 。

中層 クヌギ節 平面が長方形に分割され粗い削りが加えられた樹幹部から、細い枝

が分岐している。ともに樹皮が除去されているが用途不明。

W-641 分割材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 長さ 63. 4cm、幅10.3cm 、厚さ 4.5cm。断面が屈曲した三角形をなす

下層 カバノキ属 分割材で、分割面の調整はない。両端部は粗く切断されている。

w-642 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長50.1cm 、幅5.2cm 、厚さ 2.2cm。断面が長方形をなしわずかに

下層 屈曲した細長い材で、各側面は調整され平滑となっている。一端を

欠損。

W-643 丸木弓 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長70.3cm、径2.1cm。直線的な弓幹をしており上半部の断片と

下層 イヌガヤ 考えられる。弓幹部は粗く枝払いされたままで断面は円形をなす。

弾部寄りは裏面が削られ断面は半円形をなす。弾部の両側は凸状に

削られている。

w-644 板 材 E 区 v面 2 -2 河 柾目 残存長21. 5cm 、幅5.0cm 、厚さ 0. 7cm。断面が湾曲し歪みを持つ薄板

下層 カヤ 状の材で、表裏面とも平滑で両側面も丸くなっている。両端部欠損。

w-645 角 材 E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長86.5cm 、幅1. 8cm 、厚さ1. 7cm。縦に裂けた角材の断片と考え

下層 モミ属 られ、断面が四角形をなす細棒状をなす。両端部欠損。

W-646 丸木弓 E区v面 2 - 2 河 丸木 残存長36. 5cm 、幅1. 3cm 、厚さ1. 2cm。粗く枝払いされた弾近くの断

下層 イヌガヤ 片で、弓幹に反りを持つ。弾近くの弓幹は半面が削られ断面が半円

形をなす。弾は両側面より凸状に削られている。

W-647 農具柄 E 区v面 2 - 2 河 柾目 残存長8.9cm、幅2.8cm 、厚さ1. 6cm。着柄のための固定部の上端の

下層 アカガシ亜属 断片で、裏面は平坦で表面に着柄のための段が削り込まれている。

W-648 農具柄？ E 区 v面 2 - 2 河 割り材 残存長26.8cm、径2.2~ 1. 8cm。断面がやや楕円形をなす丸棒状の材

下層 ケヤキ で、何らかの柄と思われる。側面は平滑に仕上げられ、両端部を欠

損するが径が異なる。

W-649 加工材 E 区v面 2- 2 河 割り材 残存長35. 6cm 、基部幅8.2cm 、基部厚1. 8cm、柄部幅4.0cm、柄部厚3

（炭化材） 下層 アカガシ亜属 .Ocm。柄部は断面がやや長方形で粗く削られ、柄部から L 字状に曲

がる基部は方形の板状の形状をなす。用途は明確ではない。基部の

表面が一部炭化している。
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